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VÄLKOMMEN!

ボルボ社では、末永くお車をご愛顧いただけることを願っております。

お買い上げいただいた車両は、運転者および同乗者の方々に安全で快

適なドライビングをご提供できるように設計されています。ボルボ車

は世界でもっとも安全な車の 1つです。ボルボ車は、現在の安全・環

境基準も満たしています。

ボルボ車をより一層お楽しみいただくために、本オーナーズマニュア

ルに記載されている説明およびメンテナンス情報をよくお読みになる

ことをお薦めします。オーナーズマニュアルには、モバイルアプリ版

(ボルボマニュアル)およびボルボ・カーズサポートサイト

(support.volvocars.com)で利用できるウェブ版もあります。
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ブレーキフルード - グレードお
よび容量

445

燃料タンク - 容量 446

エアコンディショナー、フルード
- 容量およびグレード

447

燃料消費量および CO2 排出量 448

タイヤ - 承認された空気圧 450

50 音順索引

50 音順索引 451
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オーナーズインフォメーションのご
利用について
オーナーズインフォメーションは、デジタル版

および印刷版ともに、さまざまな形式でご利用

いただけます。オーナーズマニュアルは、車両

の画面、モバイルアプリ、およびボルボ・カー

ズ・サポートサイトにてご覧いただけます。さ

らに、グローブボックスには Quick Guide や、

仕様およびヒューズの情報などを収録した

オーナーズマニュアルの付録冊子をご用意し

ています。オーナーズマニュアルの印刷版は

別売りです。

車両の画面 1

車両の画面でデジタルオー

ナーズマニュアル を使用する

ことができます。センターコ

ンソールの MY CAR ボタンを

押して、OK/MENU、続いて オー

ナーズマニュアル を選択しま

す。情報は検索が可能で、カテゴリー別に分け

ることもできます。

詳しくは車載のデジタルオーナーズマニュアル

をご覧ください。

モバイルアプリ
App Store または Google

Play で「ボルボ・マニュアル」

を検索します。ご利用のス

マートフォンまたはタブレッ

トにアプリをダウンロードし

て、車両を選択してください。

アプリには、車両のエクステリア画像およびイ

ンテリア画像を使用したビジュアル操作ガイド

やビデオチュートリアルが含まれています。

オーナーズマニュアルはセクション間を簡単に

移動することができます。また、内容は検索可

能です。詳しくはモバイル機器対応のオーナー

ズマニュアルをご覧ください。

ボルボ・カーズ・サポートサイト
support.volvocars.com でお

住いの国を選択してください。

このサイトでは、オーナーズマ

ニュアルをオンラインおよび

PDF ファイル形式で利用する

ことができます。また、ボル

ボ・カーズ・サポートサイトでは、ビデオチュー

トリアルや、ご利用のボルボ車および車両の所

有権に関する詳細情報およびサポートをご提供

しています。このページは、ほとんどの市場に

てご利用いただけます。詳しくは ボルボ・カー

ズ・サポートサイトを参照してください。

印刷版
グローブボックスには、仕様お

よびヒューズに関する情報を

収録したオーナーズマニュア

ル付録冊子(SUPPLEMENT TO

OWNER'S MANUAL)2 が収納され

ています。この付録冊子には、

重要情報や実用的な情報もまとめられていま

す。

Quick Guide も印刷版として提供され、車両で

よく使われる機能について最初に読んでおくと

役立つ情報が収録されています。

1 画面表示のオーナーズマニュアルに非対応の市場では、印刷版のオーナーズマニュアル(完全版)が提供されます。
2 画面表示のオーナーズマニュアルに非対応の市場では、印刷版のオーナーズマニュアル(完全版)が提供されます。
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選択した装備レベルや市場などにより、他にも

印刷版で提供される可能性のあるオーナーズイ

ンフォメーションがあります。

印刷版オーナーズマニュアルおよび関連の付録

は別途ご注文いただくこともできます。ボルボ

ディーラーまでお問い合わせください。オー

ナーズマニュアルの構成については、「オーナー

ズマニュアルを読む」を参照してください。

車両の画面の言語を変更する
車両の画面の言語は変更できますが、情報が国

や地域の法令と一致しないことがあります。理

解しづらい言語には変更しないでください。画

面のメニューに戻る方法がわかりにくくなる場

合があります。

重要

安全運転を行い、適用される法律や規則に従

う責任は、つねに運転者にあります。また、

オーナーズマニュアルに記載されているボ

ルボの推奨事項に従って、車両の維持および

取り扱いを行うことも重要です。

万が一、画面の情報とマニュアル(印刷版)の

情報が異なる場合、必ず印刷版のマニュアル

に記載されている情報に従ってください。

関連情報
• 車載のデジタルオーナーズマニュアル

(p. 13)

• Volvo Cars サポートサイト (p. 16)

• オーナーズマニュアルを読む (p. 17) 車載のデジタルオーナーズマニュア
ル
車内 3 の画面でオーナーズマニュアルを読む

ことができます。コンテンツは検索可能で、セ

クション間の移動も簡単です。

デジタルオーナーズマニュアルを見る - セン

ターコンソールの MY CAR ボタンを押し、OK/

MENU を押して、オーナーズマニュアル を選択

します。

ナビゲーションの基本操作については、「システ

ムの操作」を参照してください。詳しくは以下

を参照してください。

オーナーズマニュアル、スタートページ

デジタル版オーナーズマニュアルの中で目的の

情報を見つけるには、以下の 4通りの方法があ

ります。
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• 検索 - 項目を見つけるための検索機能

• ｶﾃｺﾞﾘｰ - すべての項目がカテゴリー別に分

類されています。

• お気に入り - ブックマークに登録したお気

に入りの項目を素早く表示できます。

• Quick Guide - よく使う機能の項目が集め

られています。

デジタルオーナーズマニュアルに関する情報を

入手するには、右下隅のインフォメーションシ

ンボルを選択してください。

注意

走行中にデジタルオーナーズマニュアルを

利用することはできません。

検索

テキストホイールによる検索

文字リスト

入力モードの変更(次の表を参照してくださ

い。)

テキストホイールを使用して、検索語(「シート

ベルト」など)を入力します。

1. TUNE を入力したい文字まで回して、OK/MENU

を押して確定します。センターコンソール

のコントロールパネルの番号や文字ボタン

も使用できます。

2. 同様に順々に次の文字に進みます。

3. 入力モードを数字や特殊文字に変える場合、

または検索を実行するには、TUNE を入力

モードの変更(2)のリストにあるオプション

のいずれか(以下の一覧表の説明を参照)ま

で回し、OK/MENU を押します。

123/A

BC

OK/MENU で文字と番号を切り替えま

す。

記号 OK/MENU で特殊文字に切り替えま

す。

OK 検索を実行します。TUNE を回して

検索結果項目を選択し、OK/MENU を

押して項目に移動します。

a|A OK/MENU を押して、小文字と大文字

を切り替えます。

| | } テキストホイールから検索フィール

ドに変わります。TUNE でカーソル

を動かします。EXIT を押して、スペ

ルミスを削除します。テキストホ

イールに戻るには、OK/MENU を押し

ます。

コントロールパネルの数字ボタンお

よび文字ボタンは、検索フィールド

での編集にも使用することができま

す。

3 一部の車両モデルに適用されます。



イントロダクション

}}

15

番号キーで入力する

番号キー

文字の入力方法には、センターコンソールのボ

タン 0～9、*、#を使用する方法もあります。

例えば、9を押すと、バーが表示され、そのボタ

ンに関連付けられている文字 4(W、x、y、z、9)

がすべて表示されます。ボタンを軽く押すと、

カーソルがこれらの文字を移動します。

• 目的の文字でカーソルを止めると、その文字

が選択され、入力ラインに表示されます。

• EXIT を使用すると、削除する/元に戻すこと

ができます。

番号を入力するには、対応する番号キーを押し

たままにします。

カテゴリー
オーナーズマニュアルの項目は、メインカテゴ

リーおよびサブカテゴリーの形式に構成されて

います。検索性を向上させるために、同じ項目

が複数の適切なカテゴリーに分類されていま

す。

TUNE を回すとカテゴリーツリー内を移動でき、

OK/MENU を押すとカテゴリー(選択された )

または項目(選択された )が開きます。EXIT

を押すと、前のビューに戻ります。

お気に入り
ここには、お気に入りとして保存されている項

目があります。任意の項目をお気に入りとして

選択する方法については、「項目内での移動」の

項を参照してください。

TUNE を回すとお気に入りリスト内を移動でき、

OK/MENU を押すと項目が開きます。EXIT を押

すと、前のビューに戻ります。

Quick Guide
ここには、車両のよく使われる機能を理解する

ための項目が集められています。項目はカテゴ

リーを使用して閲覧することもできますが、こ

こでは、素早く閲覧できるようにまとめられて

います。

TUNE を回すと Quick Guide 内を移動でき、OK/

MENU を押すと項目が開きます。EXIT を押す

と、前のビューに戻ります。

項目内での移動

ホーム - オーナーズマニュアルのスタート

ページに移動します。

お気に入り - 項目をお気に入りに追加/お

気に入りから削除します。項目をお気に入

りに追加/お気に入りから削除するには、セ

ンターコンソールの FAV ボタンを押す方法

もあります。

ハイライト表示のリンク - リンクされてい

る項目に移動します。

特別なメッセージ - 項目に警告、重要メッ

セージまたは参考メッセージが含まれてい

る場合、該当するシンボルと項目に含まれて

いる当該メッセージの数がここに表示され

ます。

TUNE を回すと、リンク間の移動、または項目内

でのスクロール移動ができます。画面を項目の

4 各ボタンの文字は、市場/国/言語により異なることがあります。
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先頭/末尾までスクロールした後、さらに 1ス

テップ上/下にスクロールすると、ホームおよび

お気に入りオプションが表示されます。OK/

MENU を押すと、選択項目/ハイライト表示のリ

ンク先にジャンプできます。EXIT を押すと、前

のビューに戻ります。

関連情報
• Volvo Cars サポートサイト (p. 16)

Volvo Cars サポートサイト
ボルボ・カーズのウェブサイトには、車両に関

する追加情報が掲載されています。そのウェ

ブサイトから、お客様とお客様の車両のパーソ

ナルウェブページである My Volvo に移動す

ることもできます。

インターネットによるサポート

URL、support.volvocars.com を入力するか、ま

たは以下の QR コードを使用してサポートペー

ジへアクセスしてください。サポートページ

は、ほとんどの市場にてご利用いただけます。

サポートページへのアクセス用 QR コード

サポートページ上の情報は検索が可能で、さま

ざまなカテゴリー別に分けることもできます。

ここでは、例えばインターネット接続サービス

および機能、Volvo On Call*、ナビゲーションシ

ステム*、アプリなどに関するオプション用サ

ポートをご利用いただけます。ビデオおよびス

テップごとのインストラクションにより、携帯

電話を使用して車両をインターネットに接続す

る方法など、さまざまな手順をご説明していま

す。

サポートページからダウンロード可能な
情報

地図

Sensus Navigation*装備車では、サポートページ

から地図をダウンロードすることができます。

アプリ

モデルイヤー 2014 年および 2015 年のボルボモ

デルの一部では、アプリ形式でオーナーズマ

ニュアルをご利用いただけます。ここから

Volvo On Call*アプリへアクセスすることも可

能です。

旧モデルイヤー車両のオーナーズマニュアル

旧モデルイヤー車両のオーナーズマニュアル

は、PDF 形式でここからご利用いただけます。

Quick Guide および補足情報もサポートページ

からアクセスが可能です。車両モデルおよびモ

デルイヤーを選択して、必要なドキュメントを

ダウンロードしてください。

お問い合わせ
サポートページでは、カスタマーサポートおよ

び最寄りのボルボディーラーのお問い合わせ先

をご案内しています。

インターネットでご利用可能な My
Volvo5

お客様と車両のパーソナルウェブサイトである

My Volvo ウェブ には、www.volvocars.com から

移動することができます。

5 特定市場に適用
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個人用 Volvo ID を作成して、My Volvo ウェブ

にログインし、サービス、契約および保証など

の概要を把握してください。My Volvo ウェブに

は、お客様の車両モデルに対応するアクセサ

リーやソフトウェアに関する情報もあります。

関連情報
• Volvo ID (p. 22)

オーナーズマニュアルを読む
運転の前に、ボルボ車についてご理解いただく

ため、オーナーズマニュアルを十分にお読みく

ださい。

オーナーズマニュアルをお読みになると、新し

い機能をご理解いただけると共に、さまざまな

状況で適切な判断ができ、また車両の色々な機

能を十分にご活用いただけます。オーナーズマ

ニュアルに記載されている、注意、警告指示を

厳守してください。

製品改良のため、開発作業はつねに継続されて

います。改良により、オーナーズマニュアルに

収録されている情報、説明および図が実際の車

両と異なる場合があります。製造者(メーカー)

が予告なく変更する場合があります。

© Volvo Car Corporation

モバイル機器対応のオーナーズマニュア
ル

注意

オーナーズマニュアルはモバイルアプリ

ケーションとしてダウンロードすることが

できます(一部の車両モデルおよびモバイル

機器のみ)。www.volvocars.com をご覧くだ

さい。

モバイルアプリケーションは、ビデオや検索

可能なコンテンツが含まれているだけでな

く、セクション間の移動も簡単です。

オプション/アクセサリー
このオーナーズマニュアルでは、オプション装

備には*マークが付いています。
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標準装備の他に、オプション装備(メーカーオプ

ション)やアクセサリー装備(ディーラーオプ

ション)などについても記載されています。

オーナーズマニュアルに記載されていても、車

両にその装備がない場合があります。車両の装

備は、各市場でのニーズや、国、地域の法規に

適合するようになっています。

標準装備またはオプション/アクセサリー装備

についてご不明な点は、ボルボ指定のディー

ラーにお問い合わせください。

特別なテキスト

警告

ケガのおそれがあれば、警告テキストが表示

されます。

重要

損傷のおそれがあれば、「重要」と表示され

ます。

注意

「注意」には、装備や機能を使いやすくする

ためのヒントなどが記載されています。

脚注
このオーナーズマニュアルでは、ページの下に

脚注が記載されている場合があります。これ

は、本文中の番号に対応した補足情報です。表

内の記載に対応した脚注の場合は、参照先の番

号ではなく文字が使用されています。

ディスプレイテキスト
車内には、メニューテキストとディスプレイテ

キストを表示する画面があります。オーナーズ

マニュアルでは、ディスプレイに表示されるテ

キストと通常のテキストは書体が異なります。

メニューテキストおよびディスプレイテキスト

の例：メディア、車両位置を送信中。

表示ラベル
重要な情報を簡潔かつ明確な方法で表示するよ

うに、車内にはさまざまな表示ラベルが使用さ

れています。表示ラベルは、警告/情報の重要度

に応じて次のように分類されています。

ケガに対する警告

G031590

黄色地に黒の ISO シンボル、メッセージ欄は黒

地に白字テキスト/イメージ。危険な状況であ

ることを示すために使用。この警告を無視した

場合、大ケガや死亡にいたるおそれがあります。
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重大な損傷のおそれ

G
03

15
92

黒地または青地の警告欄およびメッセージ欄

に、白の ISO シンボルおよび白字テキスト/イ

メージ。危険な状況であることを示すために使

用。この警告を無視した場合、物品などが損傷

を受けるおそれがあります。

インフォメーション

G
03

15
93

黒地のメッセージ欄に、白の ISO シンボルおよ

び白字テキスト/イメージ。

注意

オーナーズマニュアルに掲載されている表

示ラベルは、車両の表示ラベルと若干異なっ

ている場合があります。ラベル掲載の目的

は、ラベルの概観と車両に貼られている位置

を示すことです。お客様の車両に関する情

報は、車両内の各ラベルに記載されていま

す。

作業手順のリスト
このオーナーズマニュアルでは、指定の順番で

行うべき作業手順には、番号が付いています。

作業手順がステップ・バイ・ステップで図示

されている場合は、図の中に手順に対応した

番号が付いています。

作業手順を指定の順番で行う必要がない場

合は、文字の付いた箇条書きの説明が図の近

くにあります。

矢印(番号付きの矢印、番号のない矢印の両

方があります)は、可動部分の動きを示すた

めのものです。

順序を変えても問題がない場合には、動きを

はっきりさせるために文字を伴った矢印が

使用されています。

作業手順がステップ・バイ・ステップで図示さ

れていない場合は、手順を示す番号には普通の

字体が使われています。

位置リスト
図の中の色々なコンポーネントを指し示す

には、赤丸付きの番号が使用されています。

図のそばに位置リストがあり、それぞれの番

号は図の中の番号と対応しています。

箇条書き
順不同のものを表記するときは、黒丸付きの箇

条書きが使用されています。

例：

• クーラント

• エンジンオイル



||

イントロダクション

20

関連情報
密接に関連している情報を含む他の項目を指し

ています。

図
本書の図には略図が使用されていることがある

ため、装備レベルや市場によっては、実際の車

両と外観が異なる場合があります。

次ページに続く
}} このシンボルは、項目が次ページに続いてい

る場合、ページの右下に表示されます。

前ページから続く
|| このシンボルは、項目が前ページから続いて

いる場合、ページの左上に表示されます。

関連情報
• オーナーズマニュアルと環境 (p. 26)

• Volvo Cars サポートサイト (p. 16)

データの記録
ボルボ社の安全および品質保証の一環として、

車両の作動、機能および事故に関する特定の情

報が車両に記録されます。

この車両には「Event Data Recorder」(EDR)が

搭載されています。この装置の主な目的は、交

通事故や、エアバッグが作動する、または車両

が路上の障害物にぶつかるといった、衝突に似

た状況に関連するデータを記録することです。

データは、こういった種類の状況下で車両シス

テムがどのように作動するかについて理解を深

めるために記録されます。EDR は車両の運動状

態および安全システムに関するデータを、短時

間(通常 30 秒以下)記録するよう設計されてい

ます。

この車両に搭載された EDR は交通事故、または

衝突に似た状況があった場合に、以下に関する

データを記録するよう設計されています。

• 車内のさまざまなシステムがどのように作

動したか

• 運転席および助手席のシートベルトは作動

したか

• ドライバーによるアクセルまたはブレーキ

ペダルの使用

• 車両の走行速度

この情報は、弊社が交通事故、ケガ、車両の損

傷が発生する状況をより把握するために役立ち

ます。EDR は、重大な衝突状況が発生した場合

にのみデータを記録します。EDR は、通常の走

行状況下では一切データの記録を行いません。

同様に、誰が運転しているか、または事故やニ

アミス状況の地理的な位置に関するデータをシ

ステムが記録することはありません。ただし警

察などの第三者が、交通事故後に規定に沿って

収集した個人情報の類と共に記録されたデータ

を使用する場合があります。データを解析する

には、車両または EDR にアクセスするための特

殊な機器およびアクセス権が必要です。

EDR に加え、車両には車両の機能を継続的に確

認しモニターするよう設計された、多数のコン

ピューターが搭載されています。これらのコン

ピューターは通常条件での走行中にデータを記

録することが可能ですが、特に車両の操作や機

能性に影響する不具合、または車両のアクティ

ブドライバーサポート機能(例: City Safety や

オートブレーキ機能)の起動時の不具合を記録

します。

記録された一部のデータは、サービスおよびメ

ンテナンステクニシャンが車両に発生した不具

合を診断し、修正するために必要です。記録さ

れた情報はまた、ボルボが法律および政府当局

によって定められた法的要件を満たすために必

要です。車両で記録された情報は、該当の車両

がサービスまたは修理を受けるまで、車内のコ

ンピューターに保存されます。

上記に加え、記録された情報は、ボルボ車両の

安全性および品質の継続的な向上を目的とした
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研究や製品開発のために、集計形式で使用され

る場合があります。

車両所有者の同意なしに、ボルボが上述の情報

を第三者に開示することはありません。国の法

令および規制を順守するため、ボルボはこれら

の情報へアクセスする法的権利を行使する警察

または当局へ、関わる情報を開示せざるを得な

い場合があります。車両のコンピューターに記

録された情報を読み取り、解析するためには特

殊な機器が必要です。ボルボ社およびボルボ社

と契約を結んでいるサービス工場がこの機器へ

のアクセス権を持っています。ボルボ社は、点

検整備時にボルボに転送される情報が、安全な

方法で保管ならびに処理され、その処理が適用

される法的要件を満たすものであるように保証

する責任を負っています。詳しくはボルボ・

ディーラーにお問い合わせください。

アクセサリーおよび追加装備
アクセサリーの接続不良または取り付け不良

は、車両の電気系統に悪影響をおよぼすおそれ

があります。

一部のアクセサリーは、車両のコンピューター

システムに関連ソフトウェアをインストールし

ないと正常に作動しません。このため、ボルボ

は、電気系統に接続または影響するアクセサ

リーを取り付ける前には、ボルボ指定のサービ

ス工場へのお問い合わせを推奨します。

熱反射ウインドスクリーン*
ウインドスクリーンには、熱を反射するフィル

ム(赤外線)が装備され、車内に入り込む太陽熱

放射を削減します。

トランスポンダーなどの電子機器を熱反射フィ

ルムの後ろなどに配置すると、機能や性能を低

下させる場合があります。

電子機器の機能を最適に保つためには、機器は

ウインドスクリーンの、熱反射フィルムが貼ら

れていない場所に配置してください(図のハイ

ライトされた場所を参照)。

赤外線フィルムが貼付されていない範囲

寸法

A 65 mm

B 150 mm

C 125 mm
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Volvo ID
Volvo ID は、さまざまなサービス 6 へアクセ

スするときに使用する個人用 ID です。

サービスの例：

• My Volvo - お客様とお客様の車両のパーソ

ナルウェブサイト。

• オンライン車両* - 一部の機能およびサー

ビスを利用するには、車両を個人の Volvo

ID に登録する必要があります。例えば、イ

ンターネット上の地図サービスから住所を

車両へ直接送信するサービスなどがこれに

含まれます。

• Volvo On Call* - Volvo On Call アプリへ

のログイン時に Volvo ID が使用されます。

Volvo ID の利点
• ユーザー名 1つとパスワード 1つでオンラ

インサービスにアクセスできます。ユー

ザー名 1つとパスワード 1つを覚えておく

だけです。

• 1 つのサービス(Volvo On Call など)の

ユーザー名/パスワードを変更すると、その

他のサービス( My Volvo Web など)につい

ても自動的に変更されます。

Volvo ID の作成
Volvo ID を作成するには、個人用メールアドレ

スを入力する必要があります。次に、指定の

メールアドレスに自動的に送信されてきたメー

ルメッセージの指示に従って、登録を完了しま

す。Volvo ID は、以下のサービスのいずれかを

使用して作成することができます。

• My Volvo - メールアドレスを入力して指示

に従います。

• オンライン車両* - Volvo ID の必要なアプ

リでメールアドレスを入力して、指示に従い

ます。または、センターコンソールの接続ボ

タン  を 2 回押して、アプリ 設定 を

選択し、指示に従う方法もあります。

• Volvo On Call* - 最新バージョンの Volvo

On Call アプリをダウンロードします。ス

タートページから Volvo ID の作成を選択

し、メールアドレスを入力して、指示に従い

ます。

関連情報
• Volvo Cars サポートサイト (p. 16)

6 利用できるサービスは、時間の経過とともに変化することがあります。また、装備レベルや市場によっても異なります。
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環境理念
ボルボでは、環境への悪影響を減らすために、

より安全でより効率的な製品およびソリュー

ションの開発に取り組み続けています。

環境への配慮はボルボ・カーズの本質的価値で

あり、すべての事業に影響をおよぼします。環

境研究は車両のライフサイクル全体に基づくも

ので、設計から廃棄およびリサイクルにいたる

までの期間で車両が環境におよぼす影響を考慮

します。ボルボ・カーズには、「ボルボの開発す

る新製品は必ず先代の製品よりも環境への影響

が小さいものでなければならない」という基本

理念があります。

ボルボで環境管理に取り組んだ結果、環境保護

にさらに効果的で、低公害化を実現するドライ

ブライン Drive-E が開発されました。ボルボは

個人環境も重視します。例えば、エアコンディ

ショナーシステムの働きにより、車内の空気は

車外の空気よりもきれいです。

ボルボ車は厳しい国際環境基準に適合します。

ボルボの製造工場はすべて、ISO 14001 認証を取

得する必要があります。この認証取得により、

事業に伴う環境問題に対して体系的な取り組み

が可能になり、環境影響を低減しつつ改善を継

続することができます。ISO 認証の取得は、現行

の環境法令および規制を順守していることも意

味します。ボルボはパートナーにもこの認証の

取得を要求しています。

燃費
車両の全体的な環境影響の大部分はその使用に

よるものであるため、ボルボ・カーズの環境へ

の取り組みでは、燃料消費量、二酸化炭素排出

量、その他の空気汚染物質の低減を重視してい

ます。ボルボ車は、非常に効率のよい燃費を

誇っています。燃費が良ければよいほど、温室

効果の原因となる二酸化炭素の排出量が少なく

なります。
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環境向上への貢献

エネルギー効率および燃料効率に優れた車両

は、環境影響の低減に貢献するだけでなく、維

持費の低減にもつながります。運転者は簡単に

燃料消費量の低減を図ることができるため、燃

料費を節約すると同時に環境の向上に貢献する

ことになります。以下はいくつかのヒントで

す。

• 効果的な平均速度をあらかじめ想定してく

ださい。速度が約 80 km/h (50 mph)を超え

る場合、または 50 km/h (30 mph)未満の場

合、エネルギー消費量が増加します。

• メンテナンスノート(整備手帳)で推奨され

ている間隔に従って、車両の点検整備を実施

してください。

• 無用なアイドリングは避けてください。長

時間停車するときは、エンジンを停止してく

ださい。地域の規則に従って、交通法規を遵

守してください。

• 計画的に走行してください。何度も不必要

に停止したり、走行速度にバラツキがある

と、燃料消費量が増加します。

• 車両にエンジンブロックヒーター*が装着さ

れている場合は、冷寒時始動の前に使用して

ください。始動しやすくなり、寒冷時の摩耗

を低減させます。また通常の作動温度に到

達できるまでの時間も短縮されます。この

ため、燃費が向上し、排気ガスを低減できま

す。

使用済みのバッテリーやオイルなど、環境に有

害な廃棄物は、環境に配慮した適切な方法で処

理してください。この種の廃棄物の処理につい

てご不明な点は、ボルボ指定のサービス工場に

ご相談ください。

このようなアドバイスに従うことで、倹約でき

るだけでなく、地球の資源も節約でき、車両の

寿命も長くなります。さらに詳しい情報、およ

びアドバイスに関してはエコガイド(p. 102)、

経済走行(p. 349)および燃費(p. 448)を参照

してください。

効率のよいエミッションコントロール
ボルボ車は「内も外もクリーン」というコンセ

プトの基に設計されています。このコンセプト

は、車内の空気を清浄に保ち、なおかつ車外に

排出されるガスをできるだけ効率よくコント

ロールすることを指しています。ボルボ車の排

気ガスは、現在の排気ガス規制値のほとんどを

大幅に下回ります。

車内の空気を清浄に保つ
クリーンエアフィルターは、空気取入口から埃

や花粉が車内に侵入することを防ぎます。

インテリア・エア・クオリティ・システム

(IAQS)*が、車内に取り入れられる空気を外気よ

りも清浄に保ちます。

このシステムは、車内の空気から、粒子状物質、

炭化水素、窒素酸化物、地表オゾンなどの有害

物質を除去します。センサーが外気の汚れを感

知すると空気取入口を閉じて、内気のリサー

キュレーションに切り替えます。このような状

況は、渋滞走行時やトンネル通過時などに発生

する場合があります。

IAQS はクリーン・ゾーン・インテリア・パッケー

ジ(CZIP)*に含まれています。このパッケージに

は、車両をリモートコントロールキーでロック

解除したときにファンを作動できるようにする

機能も含まれています。

インテリア
ボルボ車のインテリアには厳選された素材が使

用されており、快適にお使いいただけるように

検査を実施しています。細部の中には手製の箇

所もあります。ステアリングホイールの継ぎ目

などは手で縫合されています。インテリアは、

高温や強い光にさらされたときに不快感の原因

になる強烈な臭いや化学物質を発することがな

いようにモニターされます。

ボルボのサービス工場と環境
定期的にメンテナンスを受けることにより、車

両の耐用年数が長くなるだけでなく、燃料消費

量も低減します。これは、環境保全への貢献に

もつながります。ボルボ指定のサービス工場に

修理やメンテナンスをご依頼いただければ、ボ

ルボ社のシステムに基づいて適切な整備を実施

します。ボルボ社では、サービス工場から出る

ガス、廃液、廃棄物などはできるだけ環境に悪

影響を与えない方法で処理するなど、環境対策

を徹底させています。ボルボ指定のサービス工

場には、環境対策に関するボルボの教育・訓練

を受けたメカニックがおり、必要な機器や工具
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も揃っておりますので、最善の環境対策をご提

供することができます。

リサイクル
ボルボはライフサイクルの視点で取り組んでい

るため、環境に優しい方法で車両をリサイクル

することも重要視しています。車両のほとんど

の部品がリサイクルできます。車両を廃車にさ

れるオーナーの皆様には、ディーラーから認定/

承認リサイクル施設の紹介を受けていただくよ

うお願いいたします。

関連情報
• オーナーズマニュアルと環境 (p. 26)
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オーナーズマニュアルと環境
オーナーズマニュアルは、Forest Stewardship

Council®(森林管理協議会)が認証した森また

はその他の管理資源からの紙パルプを使用し

ています。

FSC® のシンボルは、オーナーズマニュアルに使

用されている紙パルプが FSC® が認証した森や

その他の管理資源からのものであることを示し

ます。

関連情報
• 環境理念 (p. 23)

ラミネーテッドガラス

ガラスは補強されているため、不法侵

入に対する保護が強化され、車内の防

音効果も高くなっています。ウイン

ドスクリーンとすべてのウインド*に、

ラミネーテッドガラスが使用されています。
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ご使用に際して！

このオーナーズマニュアルは、標準で取り付け

られていない装備品、機能および日本仕様以外

の装備品、機能についても記載されています。

このオーナーズマニュアルで説明されていて

も、車にその装備などが装着されていない/装着

できない場合がありますのでご了承ください。

スウェーデン・ボルボ社の原稿を元に、日本語

版を作成していますが、現車と記述内容などが

異なる場合は現車が優先されます。

後付けのオプションパーツおよびアクセサリー

パーツなどの使用方法、あるいは取付方法につ

いては、各製品ごとに添付されている取扱説明

書(または取付説明書)の指示に従ってくださ

い。

ご不明な点がございましたら、ボルボ指定の

ディーラーにお尋ねください。

このオーナーズマニュアルに記載されている取

扱説明は、一般的な使用状況を想定したもので

す。従って、車の使用場所、使用環境、取扱方

法により異なる場合がありますので、十分ご注

意ください。

このマニュアルに記載してあるすべての情報、

イラスト、および仕様は、最新の製品情報に基

づいていますが、製造者が予告なく変更する場

合があります。

マニュアル内のイラストは、大まかなものであ

り正確な描写を目的とするものではありません

ので、実際の車両と一致しない場合があります。

また、安全・快適なドライブのために知ってお

いていただきたい項目が、次ページから説明さ

れていますので、必ずお読みください。

このマニュアルは、車両の一部とみなされます。

車を売却される場合は、次のオーナーの方のた

めにこのマニュアルとメンテナンスノート(整

備手帳)および点検整備記録簿を車内に保管し

ておいてください。

道路運送車両法により、点検整備と日常点検が

義務付けられています。

車を適切な状態に維持し、安心してご使用いた

だくために点検整備を必ず実施してください。

また、お客様ご自身で日常点検も必ず実施して

ください。

このオーナーズマニュアルに記載されている取

扱方法と異なる使用や、点検整備を実施してい

ないなどの場合は、ボルボ社の保証が適用され

ないことがありますので十分ご注意ください。

また、このオーナーズマニュアルの記載事項を

守らなかったために生じた損傷、事故などに関

しては、弊社は責任を負うことができませんの

でご了承ください。

(オーナーズマニュアル掲載の写真、イラスト、

文章の無断転載、複写を禁じます。)

© Volvo Car Corporation

警告

このオーナーズマニュアルは、ボルボ・

カー・ジャパンによる正規の販売ルートで輸

入および販売された車両にのみ適用されま

す。

追加装備品の取り付けについて：
追加装備品を装着する場合は、製品に付属の取

付要領書および注意事項に従って装着を行って

ください。

ご不明な点がございましたら、ボルボ指定の

ディーラーにお尋ねください。

警告

ボルボ純正以外の追加装備品の装着や、装置

の不適切な取り付けは、運転に悪影響をおよ

ぼし故障や火災の原因となります。

無線機などについて：
無線機など、アンテナを介して通信する通信機

器を車内で使用すると、車両の電子機器(エンジ

ンマネジメントシステム、ABS、エアバッグな

ど)に影響をおよぼすおそれがあります。

詳しくは、ボルボ指定のサービス工場にお問い

合わせください。
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重要な安全上のご注意！

ドアを開ける際は、必ず周囲の安全を確認し

てください。特に路上では、後続車や他の交

通に十分注意してください。

• ドアを確実に閉めてください。ドアが確実

に閉められていないと、走行中にドアが突然

開いて思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

シートベルトは正しい姿勢で、必ず正しく着

用してください。シートベルトを正しく着

用できない場所に、同乗者を乗車させないで

ください。

• シートベルトのロックタブを、バックルに確

実にロックしてください。同乗者のシート

ベルトも正しく着用しているか、必ず確認し

てください。

エアバッグは、シートベルトの補助装置で

す。エアバッグが取り付けられていても、

シートベルトは必ず着用してください。

• シートベルトを着用していないと、エアバッ

グが作動した際の衝撃で大ケガをするおそ

れがあります。

• 同乗者にもエアバッグシステムについての

注意事項を、十分に説明してください。

• エアバッグは膨張速度が極めて速く、また、

布でできているため、エアバッグ作動時に摩

擦熱で皮膚にヤケドや擦過傷を負うおそれ

があります。
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お子様は、後席に乗車させてください。走行

中は絶対に、ひざの上に幼児を抱えないでく

ださい。

• お子様が助手席に乗車中にエアバッグが作

動すると、エアバッグが作動した際に衝撃を

受け、大ケガをするおそれがあり大変危険で

す。

• お子様を助手席に乗車させると、不意の動作

が気になって運転の妨げになるばかりか、ド

アインナーハンドルやスイッチ類に触れて

思いがけない事故につながるおそれがあり

ます。また、お子様の手の届くところに、

マッチやライターなどを置かないでくださ

い。

後席であってもシートベルトは必ず正しく

着用し、お子様にもシートベルトを着用させ

てください。

• シートベルトが首やあごに当たるような小

さなお子様や幼児を乗車させる際は、チャイ

ルドシートを必ずご使用ください。

• シートベルトが合わないまま使用すると、衝

突の際に頭部や腹部などに強い衝撃を受け

て大ケガをするおそれがあります。

チャイルドシートは、後席に取り付けてくだ

さい。助手席に取り付けると、エアバッグが

作動したときの衝撃で、幼児が大ケガをする

おそれがあります。

• チャイルドシート、または小児用の安全装置

を取り付ける際は、使用する製品の取扱説明

書の指示と警告に従って、確実に取り付けて

ください。

• 指示に従わないと、大ケガをする危険性が高

くなります。
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フロアマットは敷く前に運転席用、助手席用

を必ず確認し、アクセルペダルに引っかから

ない位置に正しく敷いてください。

• エンジンを始動する前にフロアマットが正

しく固定されているか確認してください。

• フロアマットを固定していない状態で使用

したり、二重に敷いたり正しく敷かれていな

いと、運転中にフロアマットが移動してペダ

ルと干渉し、暴走などのおそれがあります。

• アクセルペダルの上に、フロアマットを乗せ

ないでください。ペダルが戻らなくなり、大

変危険です。

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エンジンを

始動する前に右足で各ペダルを踏み、ペダル

の位置を確認してください。

タバコやマッチなどは、完全に火を消してか

ら灰皿に入れてください。使用後は、必ず灰

皿を閉めてください。

開けたままにしたり、火を消さずに入れると

火災になるおそれがあり、大変危険です。

• 灰皿の中に吸いがらをため過ぎたり、紙など

の可燃物は入れないでください。

• タバコの火などによって、引火するおそれが

あり大変危険です。
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駐停車する場合は傾斜した場所を避け、パー

キングブレーキを確実にかけ、セレクターレ

バーが P(パーキング)の位置に入っている

ことを確認してください。

• エンジンを止めてください。

車から離れる場合は、お子様もご一緒にお連

れください。

• お子様だけを車内に残すことは危険です。

特に炎天下に駐車した場合は、車内および

シートベルトやシートは高温になり、熱射

病/熱中症やヤケドなど思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

• お子様がパワーウインドやその他の装置を

動かしたり、あるいは車を発進させてしまう

場合があり、大ケガをしたり火災や事故につ

ながるおそれがあります。

盗難やいたずらを未然に防ぐためにも車か

ら離れる際は、パーキングブレーキをかけ、

必ずエンジンを停止してキーを抜き、施錠し

てください。

• 車内に、貴重品を置いたままにしないでくだ

さい。

悪路や未舗装路の走行は、十分ご注意くださ

い。

• タイヤ、床下、サスペンションなどを損傷

し、さらには障害物に挟まれたり、ぬかるみ

にはまって脱出できなくなるおそれがあり

ます。

• やむをえず走行する場合は、低速でゆっくり

走行してください。

• 走行後、すみやかに車両の点検を行ってくだ

さい。

• AWD 車といっても、万能ではありません。
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けん引が必要な場合は、オーナーズマニュア

ルの「けん引」の項を参照して、事故を起こ

さないように十分注意してください。また、

周囲の交通状況にも注意してください。

ヒューズを交換する場合は必ず同じ色、同じ

アンペアのヒューズと交換してください。

高アンペアのヒューズを使用すると過大な

電流が流れてもヒューズが切れず、配線や電

装品を損傷させて発火し火災が発生するお

それがあり大変危険です。

深い水たまりや、極端な冠水路を走行、ま

た、突然の大雨などにより水しぶきを上げて

走行した場合は、エンジンルーム内の電気配

線やドライブベルト、タイミングベルトに水

分が付着しているおそれがありますので、早

めに点検を受けてください。

• 水分が付着していると、エンジン不調やベル

ト類の損傷劣化の原因となります。

高速道路や自動車専用道路を走行中に故障

したときなどは、急ブレーキをかけずに惰力

で路肩に車を止めてください。

• 故障やパンクで驚き、急ブレーキを踏むと、

追突されたりスリップするおそれがありま

す。

• 車を惰性で直進させて、路肩に止めてくださ

い。

• 前輪がパンクしたときは、ハンドルが取られ

て大変危険です。

• 路肩に停車したときは、後続車にわかるよう

に、停止表示器材を置いてください。なお、

夜間の場合は、非常点滅灯およびリアランプ

を点灯してください。

• 非常電話は 1 km おき(トンネル内は 200 m

おき)に設置されています。
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• 近い場所の非常電話で通報しようとして、反

対車線へ横断しないでください。

• 通報後は、必ず全員安全な場所に避難してく

ださい。

エアバッグ(運転席、助手席、サイドエアバッ

グ、インフレータブルカーテン)が作動しな

い場合があります。

• 衝突の位置/角度、衝撃の度合いによっては、

エアバッグが作動しない場合があります。

• 斜めに塀や、ガードレール、車などに衝突し

たとき。

• トラックなどの荷台の下に潜り込み衝突し

たとき。

• 追突されたり、転覆、横転したとき。

• 衝突の方向が、車の中心からずれていたと

き。

• 電柱、道路標識などのポールに衝突したと

き。

• 前後フェンダー部など、車室以外に側面から

衝突されたとき。

• 電柱などに側面をぶつけたとき。

• 車室部に斜めに衝突されたとき。

• 側面にバイクなどが衝突したとき。

車の外見上の損傷が少なくても、エアバッグ

が作動する場合があります。

• 道路上の物や車止めなどの縁石にぶつかっ

たとき。

• 穴や溝に落ちる、またはジャンプしたとき。

• 車両の下面に強い衝撃を受けたとき。

• その他、中央分離帯などに衝突したとき。

もしも、川や海などに転落した場合は…

水中に車が転落したときの脱出方法：

• 水中ではドアロックやパワーウインドが使

用できず、閉じ込められるおそれがありま

す。このような場合は、脱出用ハンマーなど

を使用してください。(脱出用ハンマーは、

カーショップなどで購入することができま

す。)

• 浮いている車のドアは、水圧で開きません。

落ち着いてシートベルトを外し、窓が開けら

れる状態であれば、窓を開けて脱出してくだ

さい。

• 窓が開けられない場合は、水面より高い位置

の割りやすい側面の窓ガラスを脱出用ハン

マーなどで割って脱出します。ドアをロッ

ク解除できる場合などには、車両内と車両外

の水位がほぼ同じ高さになるまで待ち、ドア

を開けて脱出します。
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火災および排気ガスに関するご注意

エンジンをかけたまま、車内で仮眠をとるこ

とは大変危険です。

• 仮眠中に無意識にアクセルペダルを踏んだ

り、セレクターレバーを動かすおそれがあ

り、排気系統の過熱による車両火災や車が走

り出して事故が発生する場合があります。

• やむをえず仮眠するときは、必ずエンジンを

止めてください。

ガレージのような換気の悪い場所や密閉さ

れた場所で、エンジンをアイドリングしない

でください。

• 人体に有害な排気ガスが充満し、一酸化炭素

(CO)中毒を起こすおそれがあります。

• このような場所でエンジンを始動する場合

は、その前に必ずガレージのドアや窓を開放

してください。

車内を閉めきった状態で、エンジンをアイド

リングしないでください。

• 排気ガスが車体の水抜き穴や溶接の隙間、マ

フラーの腐食部から車内に侵入し、一酸化炭

素(CO)中毒を起こすおそれがあります。

• 広い場所でも、しばらくアイドリングする必

要があるときは、換気のため窓などを開ける

か、エアコンディショナーを作動させてくだ

さい。

• 熱せられた排気系統に接触するような枯れ

草や枯葉、紙、木材など燃えやすい物の上に

車を駐停車しないでください。風や気象条

件によって、排気管や排気ガスの熱により火

災になるおそれがあります。
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大雪で停車してしまった場合は、排気ガスの

侵入に注意してください。

• 車の周囲に積もった雪や、特に排気管の出口

を塞いでいる雪を取りはらってください。

排気ガスの臭いがしたり、排気ガスが車内に

侵入している疑いがある場合は、すべての窓

を開放してエアコンディショナーを作動さ

せて換気してください。

ただちに車の点検、または整備を受けてくだ

さい。そのまま放置すると、一酸化炭素(CO)

中毒を起こすおそれがあります。

次のような場合も車内に排気ガスが侵入す

る原因となりますので、排気系統はときどき

点検してください。

• 排気管などの排気系統に異常音が聞こえる

とき。

• 車の床下まわりに錆が発生しているとき。

• 衝突などにより車が損傷を受けたとき。

• 走行中、路上の障害物などにより損傷を受け

たとき。

• 修理や整備が正しく行われていなかったと

き。

• その他、車や排気系統が不適切に改造されて

いるとき。

可燃物の近くに、車を止めないでください。

• 車両後方や排気管付近に燃えやすい物があ

ると、火災になるおそれがあり危険です。

• 木材、ベニヤ板などが車両後方にあるとき

は、車両後端を 60 cm 以上離して止めてくだ

さい。木材との距離が短いと排気ガスに

よって変色や変形したり、火災になるおそれ

があります。

エンジンルーム内に可燃物などがないこ
とを確認してください。
• 走行前にエンジンルーム内に可燃物の置き

忘れがないか確認してください。エンジン

や排気管の熱により火災になるおそれがあ

ります。

• 車両を長期間使用しなかった場合は、エンジ

ンルーム内に小動物や鳥類によって持ち込

まれた小枝などがないことを確認してくだ
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さい。エンジンや排気管の熱により火災に

なるおそれがあります。

• 走行中に焦げたような異臭などを感じたと

きは、ただちにエンジンを止めて車両から離

れてください。
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エンジン始動時のご注意！

エンジン始動時は、ブレーキペダルを踏み、パーキング(駐車)ブレーキをかけて、トランスミッションのセレクターレバーを P(パーキング)の位置にしてください。
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発進時のご注意！

オートマチック車を発進させるときは、以下の

点にご注意して正しい方法で操作してくださ

い。

誤った方法で操作すると、思わぬ事故につなが

ります。

セレクターレバーを P(パーキング)または

N(ニュートラル)から他へシフトするときは、ア

クセルペダルは踏まずに必ずブレーキペダルを

確実に踏みながら行ってください。

• ブレーキペダルを踏まずに、セレクターレ

バーを D(ドライブ)または R(リバース)にシ

フトすると、アクセルペダルを踏まなくても

車は動き出しますのでご注意ください。

• エンジン始動直後やエアコン作動時など、ア

イドル回転が高いときは、車が動こうとする

力が強くなるので特にご注意ください。

発進時はブレーキペダルを、ゆっくりゆるめる

ことをつねに心がけてください。ブレーキペダ

ルを徐々にゆるめてアクセルペダルを踏み込

み、パーキングブレーキを解除します。

• 急発進を防ぐために、アクセルペダルは徐々

に踏み込んでください。ルームミラーやド

アミラーで、確認できない死角範囲がありま

す。

• 発進するときは、周りの状況にも十分ご注意

ください。

• 適切な始動方法と運転操作をご理解いただ

くために、「運転操作の要領」の説明もあわ

せてご覧ください。

重要な操作上のご注意！

走行中にメーター・パネルにある警告灯が点

灯したときは、ただちに安全な場所に停車

し、オーナーズマニュアルに従って適切な処

理をおこなってください。

• 走行中の車の状態にも注意し、いつもと違う

エンジン、排気系統からの異音、臭い、運転

感覚などの違いを感じた場合は、すみやかに

点検を行ってください。そのまま走行を続

けると、重大な事故につながるおそれがあり

ます。
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走行中にエンジンが停止した場合は、安全な

場所に停車してください。

• 特に高速道路などで停車する場合は、後続車

両に十分注意してください。

• 走行中にエンジンが停止すると、ブレーキの

倍力装置やパワーステアリング装置の倍力

補助が正常に作動しなくなるので、ブレーキ

ペダルの踏み込みが硬くなり、ハンドルが重

くなります。

長い下り坂や急な坂道を下る場合は、低いシ

フトレンジにシフトダウンしてエンジンブ

レーキを併用してください。

• ブレーキペダルを踏み続けたり急ブレーキ

を繰り返すと、ブレーキが過熱して効きが悪

くなり、最悪の場合は停止できなくなるおそ

れもあります。

• エンジンブレーキを使用する際は、車のコン

トロールを失ってしまうような過度な効か

せ方をしないでください。

坂道で駐車する場合は、パーキングブレーキ

を確実にかけ、セレクターレバーを P(パー

キング)に入れてください。さらに急な坂道

では、タイヤに輪止めをしてください。

強風で車が横に流されるようなときは、ハン

ドルを確実に握りスピードはひかえめに走

行してください。
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• 特にトンネルの出口や橋、土手の上、山の切

り通し、大型車を追い越したり追い越された

りする場合、強い横風が発生しやすいので十

分ご注意ください。

走行中に路上の障害物によって、車の床下に

衝撃を受けた場合は、安全な場所に停車し、

車の下にブレーキオイルや燃料などの漏れ

がないか、また各部に損傷がないかも必ず確

認してください。

• そのまま走行を続けると、大変危険です。

走行中にタイヤがパンクした場合は、タイ

ヤ、ホイールを損傷させないように徐々にブ

レーキをかけてゆっくり減速してください。

急ブレーキをかけると、ハンドルを取られて

大変危険です。

水たまり走行後や洗車後は、ブレーキの効き

が悪くなる場合があります。

• ブレーキペダルを軽く踏み、効き具合を確認

してください。ブレーキの効きが悪いとき

は、しばらく低速で走行しながらブレーキペ

ダルを軽く数回踏み、ブレーキを乾かしてく

ださい。

雨天時は路面が滑りやすくなっているので

急加速、急ブレーキ、急ハンドルを避け、ス

ピードをひかえめにして走行してください。

• 積雪路や凍結路など、普段と異なる環境で走

行する場合は、特に慎重に運転してくださ

い。
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走行中は、エンジンを止めないでください。

• 走行中にエンジンを止めると、ブレーキペダ

ルの踏み込みが硬くなり、ハンドル操作も非

常に重くなって事故につながるおそれがあ

り危険です。

• リモートコントロールキーをロック位置に

してキーを抜くと、ハンドルがロックされて

ハンドル操作ができなくなり、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

走行中は、ハンドルやシートの位置を調節し

ないでください。

• 走行中に調節すると、正しい運転操作ができ

ず重大な事故につながるおそれがあり大変

危険です。

オーディオの音量はほどほどに、テレビや

カーナビを見ながらの運転はおやめくださ

い。

• 過大な音量で聞いていると、緊急車両が近づ

いてもわからない場合があります。

• テレビやカーナビを見ながら、あるいは携帯

電話を使用しながらの運転も事故につなが

るおそれがあり大変危険です。また、道路交

通法違反にもなります。
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雪路を走行中は、はね上げた雪や氷が車の

フェンダーの裏側に少しずつ溜まって氷結

し、ハンドルの切れを悪くします。ときどき

確認し、着氷が大きくなる前に取り除いてく

ださい。

• ブレーキシステムに付着して、ブレーキの効

きが悪くなる場合がありますので、ときどき

軽くブレーキペダルを踏み、ブレーキの効き

具合を確認してください。

ブレーキペダルはアクセルペダルのように、

右足で踏む習慣をつけてください。

• 左足でのブレーキ操作は、緊急時の反応が遅

れるなど適切なブレーキ操作ができず、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

トンネル内を走行する際は、ライトを点灯し

て速度を落として進入してください。

• 照明が暗いトンネルでは、進入直後に急に視

界が悪くなる場合がありますので注意して

ください。また、トンネルを出た後は、ライ

トの消し忘れにもご注意ください。
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してはいけないこと！

車内やラゲッジルーム内などに、燃料の入っ

た容器やスプレー缶などの可燃物を載せな

いでください。

• 特に夏期には可燃物が気化しやすく、膨張し

て引火、爆発するおそれがあり大変危険で

す。

運転席の足元付近に、物を置かないでくださ

い。

• 空き缶などが足元にあると、アクセルペダル

やブレーキペダルの下に挟まって操作の妨

げとなり、重大な事故につながるおそれがあ

ります。

荷物を、シートバックよりも高く積み上げな

いでください。また、後席のシートバックの

後方にあるハットシェルフの上に、荷物を置

かないでください。

• 急ブレーキや衝突の際に物が移動したり飛

び出してケガをしたり、荷物が損傷して思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

• 運転視界を妨げないためにも、荷物はできる

だけラゲッジルームに載せ、あるいはシート

バックの高さよりも低く水平に積み、走行中

に荷物が動かないように確実に固定してく

ださい。
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二人で、同一のシートベルトを使用しないで

ください。

• 衝突した際に二人が互いにぶつかり合い、大

ケガをするおそれがあります。また、シート

ベルトが本来の機能を発揮しません。

肩ベルトを、肩の後ろに通さないでくださ

い。また、脇の下に通したり、ベルトをね

じったり、たるみをつけて着用することもし

ないでください。

• 衝突の際に、上半身が前方へ移動してベルト

の力が直接腹部にかかり、大ケガをするおそ

れがあります。

走行中はシートバックを、大きくリクライニ

ングさせないでください。

• リクライニングしていると、衝突した際に

シートベルトが十分に機能しないため、大ケ

ガをするおそれがあります。

お子様をエアバッグの前に立たせたり、ひざ

の上に抱いたりしないでください。

エアバッグが作動した際に衝撃を受け、大ケ

ガをするおそれがあり大変危険です。乗車

させる場合は、チャイルドシートを必ず使用

してください。
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お子様にドアやパワーウインドの操作をさ

せないでください。

• 閉めるときに手や頭などを挟んで、思わぬケ

ガをするおそれがあり大変危険です。

• 走行中、あるいは後方を確認しないでドアを

開けると、大変危険です。

走行中にウインドから顔や手を出さないで

ください。

• 車外の障害物に当たったり、急ブレーキの際

に車外に投げ出されて、大ケガをするおそれ

があります。

リモートコントロールキーを付けたまま、お

子様を車内に残さないでください。

• お子様がパワーウインドやその他の装置を

動かしたり、あるいは車を発進させてしまう

場合があり、大ケガをしたり火災や事故につ

ながるおそれがあります。

• 車から離れる場合は、お子様もご一緒にお連

れください。また、リモートコントロール

キーを必ず抜いてください。

エンジンが停止しているときは、車を移動さ

せないでください。車を少しでも移動する

場合は、必ずエンジンを始動してください。

• エンジンが作動していないと、ブレーキペダ

ルの踏み込みが硬くなり、ハンドル操作も重

くなって思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

• 特に坂道を利用しての移動は、事故を起こす

可能性が高く危険です。
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エンジンを始動したら、長時間アイドリング

をしないでください。エンジンに悪影響を

与え、燃費も悪くなります。

エンジンが作動しているときは、車から離れ

ないでください。

• パーキングブレーキが完全にかけられてい

ない場合や、セレクターレバーが P(パーキ

ング)に確実に入っていない場合、車が急に

動き出すおそれがあります。

• 短い時間でも、車から離れたときに車内の貴

重品を盗まれたり、車ごと盗難されるおそれ

があります。

枯れ草や紙、木材など、燃えやすい物がある

ところで駐停車したり、走行しないでくださ

い。

• 排気管や排気ガスの熱により着火し、火災が

発生するおそれがあります。

• 木材、ベニヤ板などが車両後方にあるとき

は、車両後端を 60 cm 以上離して止めてくだ

さい。木材との距離が短いと排気ガスに

よって変色や変形したり、火災になるおそれ

があります。

停車中に、エンジンを空吹かししないでくだ

さい。

• セレクターレバーが P(パーキング)または

N(ニュートラル)以外にあると、車が動き出

して思いがけない事故を引き起こすおそれ

があります。近隣の方の迷惑にもなります。
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深い水たまりや冠水路は、走行しないでくだ

さい。

• 水が吸気口や排気管からエンジンに侵入し

て、エンジンを損傷させるおそれがありま

す。

• 車内の床面に少しでも水が入ってしまった

場合は、ただちに運転を中止してください。

浸水した水が車の電子システムの作動に悪

影響を与えて、誤作動するおそれがあり大変

危険です。

• 冠水してエンジンが停止した場合は、絶対に

エンジンを再始動させずに修理を依頼して

ください。エンジン内部が損傷する原因と

なります。

河原や砂地は、できる限り走行しないでくだ

さい。

• タイヤ、床下、サスペンションなどを損傷

し、さらには砂利石など障害物に挟まれた

り、砂地にはまって脱出できなくなるおそれ

があります。

• AWD 車といっても、万能ではありません。

車が新雪やぬかるみにはまり込んでしまっ

た場合は、脱出するときに高速でホイールス

ピンをさせないでください。

• タイヤを高速で回転させると、タイヤが破裂

したり、車体や駆動システムが損傷して思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。
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上り坂の途中で、ブレーキの代わりにアクセ

ルペダルを踏んで、車を停止状態に保つこと

はしないでください。

• トランスミッションが損傷する原因となり

ます。

車が動いているときは、セレクターレバーを

P(パーキング)に入れないください。

• 車が停止しているときにのみ、P(パーキン

グ)にシフトしてください。走行中に P にシ

フトすると、トランスミッションが損傷しま

す。

• 前進中に、R(リバース)にシフトしないでく

ださい。また、後退中に前進位置にシフトし

ないでください。トランスミッションが損

傷する原因となります。

トランクリッドまたはテールゲートを開け

たまま、走行しないでください。排気ガスが

車内に侵入するおそれがあり大変危険です。

• トランクリッドまたはテールゲートを開け

たまま走行すると、車外の物などに当たった

り、車内の物が落ちて、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

ルーフには直接、物を載せないでください。

• 荷崩れなどを起こして、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

• ロードキャリアなどを付けた場合でも、重い

物や大きな物は載せないでください。重心

が高くなり、走行不安定になり大変危険で

す。
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違法改造はしないでください。

• 車の性能や機能に適さない部品を装着する

と故障の原因となったり、思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

• ボルボ純正部品を、必ずご使用ください。

エンジン作動中は、ドライブベルトなど回転

している部分に手や衣服、髪の毛などを近付

けないでください。

• 電動クーリングファンは、エンジン停止中で

も自動的に回転する場合があり大変危険で

す。ご注意ください。

過熱したエンジンから噴き出す蒸気によっ

て、ボンネットを開けただけでも大ヤケドを

するおそれがあります。蒸気が噴き出すの

が見えたり、噴き出す音が聞こえた場合は、

エンジンに近寄らないでください。

エンジンやラジエータが熱いときは、エキス

パンションタンクキャップを開けないでく

ださい。
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• 沸騰した液体と蒸気が噴き出して、ヤケドを

するおそれがあります。冷えるまでお待ち

ください。

ウインドスクリーンに、アクセサリーなどを

取り付けないでください。

• 運転視界を妨げたり、吸盤などがレンズの役

目をして火災など、思わぬ事故につながるお

それがあります。

メーター・パネルやダッシュボードの上に、

物を置いたまま走行しないでください。

• 運転視界を妨げたり、発進時や走行中にそれ

らが移動して、安全運転の妨げになります。

• 衝突の際にエアバッグが正常に作動せず、大

ケガをするおそれがあります。

車内にライターやスプレー缶、炭酸飲料など

の缶類を、放置しないでください。

• 炎天下などに駐車していると、車内が高温に

なり、ライターなどの可燃物が自然発火した

り、缶類が破裂するおそれがあり大変危険で

す。
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ジャッキアップした車の下には、絶対に入ら

ないでください。

• ジャッキが突然外れて、大ケガをするおそれ

があり危険です。また、ジャッキは必ず水平

な場所で、正しいジャッキ取り付け位置にあ

てがってください。

• ジャッキをかけたまま、エンジンをかけない

でください。車が突然動き出して、思わぬ事

故につながるおそれがあります。

• タイヤ交換の際、車が動き出さないように

パーキングブレーキをかけ、地面に接してい

るタイヤの前後に輪止めをしてください。

エアバッグ装置を、ご自分で修理・交換しな

いでください。

• エアバッグ装置の修理・交換は、必ずボルボ

指定のサービス工場にご用命ください。ご

自分で不適切な修理・交換を行うと、誤って

作動して大ケガをしたり、正常に作動しない

おそれがあり大変危険です。

運転中はナビゲーションシステムを眺め続

けたり、携帯電話を使用したりしないでくだ

さい。

• 運転中のナビゲーションシステム(RTI な

ど)の注視/使用により前方不注意となり、事

故を起こす原因となります。

• 携帯電話を探したり、電話の操作に気をとら

れる、また、会話に夢中になるなどして、運

転に集中できず大変危険で、事故を起こす原

因となります。また、道路交通法違反にもな

ります。
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その他使用上のご注意！

車に無線機、自動車電話などの電子機器を取

り付けると、エンジンなどを制御する電子シ

ステムの作動に障害を与える場合があり、正

常な走行ができなくなったり最悪の場合、火

災など、思わぬ事故を引き起こすおそれがあ

ります。

• このような装置を取り付ける際は、必ずボル

ボ指定のサービス工場にご相談ください。

走行中の飛び石などによるボディーの傷は、

すみやかに補修をしてください。また、酸性

雨、塩害、鳥糞、薬品、鉄粉、煤煙、降灰な

どがボディーにかかった場合も、すみやかに

洗い流すなどして取り除いてください。

• ボディーの傷をそのままにしておくと、塗装

面ばかりではなくボディーそのものを腐食

させてしまいます。

• 鳥の糞などの成分で塗装を急速に変色させ、

洗っただけでは取れないシミが残ります。

踏切などで動けなくなったとき！

安全な場所まで押し出してください。(シフ

トレバーは、N(ニュートラル)位置にしてく

ださい)ただし、列車が近づいている場合は、

ただちに全員安全な場所に避難してくださ

い。

• ただちに、車から全員降りて安全な場所に避

難してください。

• 踏切から脱出できない場合は、ただちに踏切

の非常ボタンを押してください。非常ボタ

ンがない所では、非常信号用具/懐中電灯や

目立ちやすい赤い布などで、安全な場所から

列車に合図してください。
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万が一、事故を起こしてしまったら
…

事故現場での対処法は、次の通りです。

事故発生

ケガ人を救助する：

• どんなに軽いケガでも病院へ。ただし、むや

みにケガ人を動かさない方がよい場合があ

ります。必要であれば救急車を呼んでくだ

さい。(警察・消防に連絡するときは、場所

や目印になるもの、ケガ人の状況、事故の様

子などを伝える。)

加害者、被害者に関わらず、相手を確認する：

• 氏名、住所、勤務先、車の登録番号(ナンバー

プレート)、相手の加入先の保険会社名、証

券番号、契約者名などを確認する。

可能であれば、車を安全な場所に移動する：

• 渋滞や二次災害を起こさないように。

事故状況を確認してメモをとる：

• スピード、信号、停車位置などを確認しま

す。目撃者の証言も重要です。忘れない内

にメモしましょう。

必ず警察に連絡をする：

• 警察に事故届を、必ず出してください。

冬道での安全走行のポイント！

路面の積雪、雪質、凍結状況に応じた適切な

運転を行ってください。

• 車に雪が積もっている場合は、雪を落として

から走行してください。

• 車に雪が積もっている場合、ドアの開閉時に

車内に入らないようにご注意してください。

• 降雪時や前走車で巻き上げられる雪煙など

で、視界が妨げられるのでご注意してくださ

い。また、ヘッドライトやテールランプに付

着した雪は、こまめに取り除いてください。
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• ペダル操作を誤らないように、靴底の雪など

を落としてください。

• ブレーキは一度に強く踏み込まずに、ソフト

に踏んでください。

• 急ハンドルは避けて、スムーズなハンドル操

作をしてください。

• 交差点付近やカーブの手前では、早めに減速

してください。

• 急なアクセル操作によるスリップを避ける

ため、カーブは一定の速度で走行してくださ

い。

• 橋の上や山間部では、凍結やスリップにご注

意してください。

• 日中でも、日陰などは雪や氷が残っている場

合がありますので、十分ご注意してくださ

い。

急発進は避け、ゆっくり発進してください。

• ブレーキは早めに踏んでください。急ブ

レーキは避けて、エンジンブレーキを上手に

使用してください。

• 下り坂では、エンジンブレーキを有効に使用

してください。状況に応じて、シフトダウン

してください。
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• 車間距離は十分にとり、車線変更は慎重に

行ってください。

• つねに、2～3台前の車の動き・状況を見て、

判断するようにしてください。

• 車両前部を風下に向けて、パーキング(駐車)

ブレーキはかけずに、P位置に入れてくださ

い。パーキング(駐車)ブレーキを使用する

と、凍り付くおそれがあります。

• ワイパーブレードがウインドスクリーンに

凍り付いてしまわないように、ご注意してく

ださい。

• ドアキーシリンダーが凍り付いてしまう場

合がありますので、ご注意してください。

タイヤ・ホイールについて！

• タイヤローテーションをする場合、タイヤの

サイドウォール部にタイヤの回転方向(→)

が表示されている際には、前進方向のタイヤ

の回転方向に合わせて、すべてのタイヤの

(→)が前進方向になるように装着してくだ

さい。

• 積雪路など走行時は、ウインタータイヤの残

り溝が新品時の 50 %以上ある(トレッドに

残り溝マークが出ていない)ことを確認して

ください。溝の深さが 50 %未満のウイン

タータイヤは、ウインタータイヤとしての機

能を十分発揮しません。

• スチールおよびアルミホイールに、亀裂、変

形などの損傷や著しい腐食があるもの、また

溶接や手直しした物は絶対に使用しないで

ください。

• タイヤやリムの側面を縁石に接触させたり、

道路上の物体や段差を乗り越えたりするこ

とを避けてください。タイヤやリムに傷が

付くおそれがあります。

• 急発進、急加速、急停止、急旋回は、大変危

険ですので絶対にしないでください。特に、

積雪路など滑りやすい道路では、事故を起こ

すおそれがありますので、カーブでは減速す

るなど道路状況に応じた適切な運転をして

ください。

• 走行中は、つねに走行速度に応じた車間距離

を取ってください。 特に、積雪路など滑り

やすい道路走行時は、十分な車間距離を取っ

てください。

• 走行中に操縦不安定、または異常な音および

振動を感じたときは、すみやかに安全な場所

に停車して、車両およびタイヤなどを点検し

てください。外観上、異常が見当たらなくて

も、早い時期にボルボ指定のサービス工場に

点検を依頼してください。

• 瞬間パンク修理剤、またはタイヤ艶出し剤な

どで、タイヤに劣化など有害な影響をおよぼ

すおそれのあるものは、使用しないでくださ

い。

• タイヤのタイプやサイズを変更したとき(ウ

インタータイヤ←→夏タイヤ)などの場合

は、タイヤの運動特性・操縦特性が変化しま

すので、十分注意して運転してください。

• ウインタータイヤで乾燥舗装路を走行する

場合は、急発進、急加速、急停止、急旋回を

避けて、安全運転を心がけてください。

• 車体と接触する状態で、タイヤを装着しない

でください。また、フェンダーからはみ出す

タイヤ・ホイールの装着は、違法改造となり

ますので、絶対にしないでください。なお、

フェンダーからはみ出さない場合でも、ホ

イールハウスの内側、フェンダーの折り返し

などとの干渉にも注意してください。

• タイヤを取り外して保管する場合は、直射日

光、雨および水、油類、その他熱源、火花な

どがかからないようにしてください。
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• ホイールバランス調整時は、必ず 4本調整し

てください。

• 定期的にホイールボルト・ナットの締め付け

状態、ホイールバランスウエートの取り付け

状態を確認してください。

• 自動洗車機を使用するとアルミホイールに

傷が付くおそれがありますので、なるべく手

作業で行ってください。

タイヤチェーンについて！

• 装着するタイヤとサイズが合ったタイヤ

チェーンを装着してください。

• タイヤチェーンの装着を、事前に練習してく

ださい。

• タイヤチェーンは、必ず前輪左右に同じ物を

装着してください。

• タイヤチェーン装着時、車体との隙間が十分

にある事を確認してください。(詳しくは、

ボルボ指定のサービス工場にお問い合わせ

ください。)

• タイヤチェーンの脱着は、安全な場所で行っ

てください。

• タイヤチェーンを脱着する際に車を動かす

場合は、チェーンの金具類をタイヤで踏まな

いでください。

• タイヤチェーン装着後、約 200 m 程走行して

異常な音、振動などがないか確認し、安全な

場所で停車して再度、タイヤチェーンの取り

付け状態を確認してください。

• タイヤチェーン装着時は、時速 50 km/h

(30 mph)以下で走行してください。

• タイヤチェーン装着時は、急発進、急加速、

急停止、急旋回やタイヤを空転させる運転は

絶対にしないでください。

• タイヤチェーン装着走行中、異常な音や振動

がしたら、安全な場所に車を止めて点検して

ください。

• 雪のない舗装路面を、タイヤチェーンを装着

して連続走行しないでください。
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燃料補給時のご注意！

燃料補給時は、次の事項を必ず守ってください。

身体に静電気を帯びていると、放電による火花

で燃料に引火する場合があり、ヤケドをするお

それがあります。

• エンジンは、必ず止めてください。

• 車のドア、窓を閉めてください。

• タバコなどの火気を、近付けないでくださ

い。

• 燃料の給油口にポンプのノズルを挿入する

前に、車両のボディまたは給油機などの金属

部分に触れて、必ず身体の静電気除去を行っ

てください。

• 給油口のフラップを開くなどの給油操作は

すべて、必ず一人で行ってください。(複数

で行うと、静電気が除去できない場合があり

ます。)

• 給油中、再び車内のシートに戻らないでくだ

さい。(座ることで再帯電する場合がありま

す。)

• 給油口に、他の人を近付けないでください。

• ガソリンスタンドの計量器が、最初に自動停

止した時点で給油をやめてください。過度

に給油すると、気温が高いときに燃料が外に

漏れ出すおそれがあり、大変危険です。

• その他、ガソリンスタンド内に掲示されてい

る注意事項を必ず守ってください。

• アルコール系燃料や不適切な燃料添加剤を

給油/使用すると、走行性能の悪化、および

エンジン/燃料系統に重大な障害を与え、燃

料漏れなどの不具合や火災などの事故にい

たる危険性があり、また車を長期間ご使用さ

れずにいた場合、燃料が劣化するおそれがあ

ります。

必ず、適正なガソリンをご使用ください。

• ディーゼルエンジン搭載車にディーゼル以

外の燃料を補給しては絶対にいけません。

• ガソリンエンジン搭載車にガソリン以外の

燃料を補給しては絶対にいけません。

• 指定グレードの燃料を使用してください。

• 誤った燃料を少量でも使用すると、燃料系統

やエンジンが損傷するおそれがあります。

保証とアフターサービス

保証書(別冊)

• 保証書は、必ず「お名前、ご住所、ディー

ラー名」などの必要事項が記入され、ディー

ラー印が押印されていることをご確認の上、

保証規定の内容をよくお読みください。保

証書は、大切に保管してください。 保証期

間、保証内容などは、保証書(別冊)に記載し

ています。

修理を依頼されるとき

• お買い上げいただいたボルボディーラー、ま

たはボルボ指定のサービス工場にご連絡く

ださい。なお、保証期間中に修理を依頼され

る際は、保証書/メンテナンスノート(整備手

帳)、点検整備記録簿をご提示ください。保

証規定に示す条件に従って、ボルボ指定の

サービス工場で修理させていただきます。

ご不明な点や修理に関するご相談

• 修理などに関するご相談、ご不明な点は、お

買い上げいただいたボルボディーラー、また

はボルボ指定のサービス工場にお問い合わ

せください。

なお、故障などの緊急時にボルボディーラー、

またはボルボ指定のサービス工場に連絡が取れ

ない場合(定休日など)は、ロードサイド・アシ

スタンスサービス、JAF などに対応を依頼してく

ださい。
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シートベルトについて
シートベルトを着用していないと、急ブレーキ

の際に大ケガをしたり、生命に危険がおよぶお

それがあります。走行中は、乗員全員が必ず

シートベルトを着用してください。

斜めにかかった肩ベルトを肩の方に引き上げて、腰
ベルトを締めてください。腰ベルトは、腹部を避け、
必ず腰の低い位置にかけてください。

シートベルトの保護機能が最大の効果を発揮す

るためには、シートベルトが体に密着している

ことが重要です。バックレストはできるだけ倒

さずに、立てた位置で使用してください。シー

トベルトは、通常の着座姿勢のときに効果を発

揮するようにできています。

シートベルトを着用していない乗員に対して、

警告音と警告灯(p. 63)でシートベルトの着

用(p. 61)を促します。

次のことに注意してください
• シートベルトにクリップなどを取り付けな

いでください。正常な着用ができなくなる

おそれがあります。

• シートベルトがねじれていたり、なにかに

引っかかるようなことがないようにしてく

ださい。

警告

シートベルトとエアバッグの作動は、連動し

ています。シートベルトを着用していない

場合、または着用方法が正しくない場合は、

衝突の際にエアバッグの保護機能が最大限

に働かないおそれがあります。

警告

各シートベルトは 1 人用です。

警告

ご自身で、シートベルトの改造や修理を絶対

にしないでください。必ずボルボ指定の

サービス工場にご連絡ください。

衝突などが原因でシートベルトに大きな力

が加わった場合は、必ずシートベルト装置全

体を交換してください。シートベルトに損

傷が見当たらなくても、体を保持する力が失

われているおそれがありますのでご注意く

ださい。シートベルトがすり切れていたり

損傷している場合は、新しいシートベルトと

交換してください。新しいシートベルトは

必ず認定されたタイプを使用し、交換前と同

じ位置に取り付けてください。

関連情報
• シートベルト - 妊娠中 (p. 62)

• シートベルト - 外す (p. 62)

• シートベルトテンショナー (p. 63)
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シートベルト - 着用
走行を開始する前にシートベルト(p. 60)を着

用してください。

シートベルトをゆっくり引き出し、ロックタブ

をシートベルトバックルに押し込んでくださ

い。ロックすると、カチッと音がします。

正しく装着されたシートベルト

不適切に装着されたシートベルト。シートベルトは
必ず肩にかけてください。

シートベルト高さ調節ボタンを押して、ベルトを上
下に動かしてください。ベルトがのどにかからない
範囲で、ベルトをできるだけ高い位置に配置してく
ださい。

中央リアシートのシートベルトのロックタブ

は、専用のバックルにのみロックできるように

なっています。

次のことに注意してください
以下のような場合には、シートベルトがロック

して引き出せなくなります：

• シートベルトを急激に引き出したとき。

• ブレーキ時や加速時。

• 車体が大きく傾いたとき。

関連情報
• シートベルト - 妊娠中 (p. 62)

• シートベルト - 外す (p. 62)

• シートベルトテンショナー (p. 63)

• シートベルトリマインダー (p. 63)
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シートベルト - 外す
車両が停止しているときにシートベルト

(p. 60)を外してください。

シートベルトバックルの赤いリリースボタンを

押すと、シートベルトは自動的に巻き取られま

す。シートベルトが完全に巻き取られない場合

は、手で押し戻して、ゆるみが残らない状態ま

で完全に巻き取らせてください。

関連情報
• シートベルト - 着用 (p. 61)

• シートベルトリマインダー (p. 63)

シートベルト - 妊娠中
妊娠中もシートベルト (p. 60)をつねに着用

してください。シートベルトは正しく着用す

ることが重要です。

G
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肩ベルトは肩から胸の中央を通り、腹部の横に

くるようにかけてください。

腰ベルトは、骨盤のできる限り下の位置にかけ

てください。絶対に腹部を圧迫しないように注

意してください。シートベルトはゆるみがない

状態で、体に確実に密着させてください。さら

に、シートベルトがねじれていないことを点検

してください。

妊娠中の運転では、妊娠月が進むにしたがって、

フットブレーキやステアリングホイールの操作

など車両の操作がしやすいようにシート

(p. 117)およびステアリングホイール

(p. 121)を調節してください。シートを腹部

とステアリングホイールの間の距離が最大とな

る場所に配置してください。

関連情報
• シートベルト - 着用 (p. 61)

• シートベルト - 外す (p. 62)
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シートベルトリマインダー
シートベルトを着用していない乗員に対して、

警告音と警告灯でシートベルトの着用(p. 61)

を促します。

警告音は車速に応じて作動し、また時間に応じ

て作動する場合もあります。警告灯は、ルーフ

コンソールおよびコンバインド・メーター・パ

ネル(p. 98)にあります。

チャイルドシートは、シートベルトリマイン

ダーの対象外となります。

リアシート
リアシートのシートベルトリマインダーには、2

つの補助機能があります：

• リアシートのシートベルト(p. 60)の使用状

況を、インフォメーション・ディスプレイに

表示します。シートベルトが使用されてい

る場合、またはリアドアのいずれかが開かれ

た場合には、コンバインド・メーター・パネ

ルにメッセージが表示されます。メッセー

ジは、約 30 秒間走行すると自動的に消えま

す。または、方向指示器レバーの OK ボタン

(p. 144)を押して確認すると消えます。

シートベルトを着用していない乗員がいる

場合には、方向指示器レバーの OK ボタンを

押して手動で確認した場合のみ消えます。

• 走行中に、いずれかのリアシートベルトが外

されると作動します。コンバインド・メー

ター・パネルにメッセージが表示され、警告

音/警告灯が作動します。この警告は、シー

トベルトを再び着用するか、または OK ボタ

ンを押して確認すると停止します。

コンバインド・メーター・パネルのインフォメー

ション・ディスプレイには、どのシートベルト

が使用中かが表示されます。この情報はいつで

も利用できます。

シートベルトテンショナー
運転席および助手席、外側リアシートのシート

ベルト (p. 60)には、シートベルトテンショ

ナーが装備されています。衝突により一定レ

ベル以上の衝撃を受けると、シートベルトのゆ

るみを素早く取り除きます。衝突の際に、乗員

をより効果的に保護します。

警告

助手席側シートベルトを、運転席側シートベ

ルトバックルに絶対に差し込まないでくだ

さい。シートベルトは、必ず正しい側のバッ

クルに差し込んでください。シートベルト

に傷を付けたり、バックルの中に異物を入れ

たりしないでください。衝突時にシートベ

ルトやバックルが正常に機能しないおそれ

があります。大ケガを負うおそれがありま

す。

関連情報
• シートベルトについて (p. 60)
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セーフティ - 警告灯
警告灯は、故障診断中に不具合が検出される

か、システムが既に起動されている場合に表示

されます。必要な場合には、警告灯がメッセー

ジと共にコンバインド・メーター・パネル

(p. 98)のインフォメーション・ディスプレ

イに表示されます。

アナログ式コンバインド・メーター・パネルのエア
バッグシステム(p. 65)三角警告灯および警告灯

液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネルの
エアバッグシステム三角警告灯および警告灯

リモートコントロールキーのキー位置Ⅱ

(p. 115)であればコンバインド・メーター・パ

ネルに警告灯が点灯し、イグニッションがオン

にされるたびに故障診断が実行されます。シス

テムに不具合がなければ、警告灯は約 6秒後に

消灯します。

警告灯は、故障診断中に不具合が検出されるか、

システムが既に起動されている場合に表示され

ます。必要な場合には、警告灯がメッセージと

共にコンバインド・メーター・パネルのインフォ

メーション・ディスプレイに表示されます。警

告灯に不具合がある場合は、三角警告灯が点灯

して、ディスプレイに SRSｴｱﾊﾞｯｸﾞ ｻｰﾋﾞｽが必要

ですまたは SRSｴｱﾊﾞｯｸﾞ 直ちにｻｰﾋﾞｽが 必要で

すが表示されます。ただちに、ボルボ指定の

サービス工場にご連絡ください。

警告

エアバッグシステムの警告灯が点灯し続け

たり、走行中に点灯した場合は、エアバッグ

システムの機能に不具合があることを示し

ています。エアバッグの警告灯が点灯した

場合、シートベルトテンショナーシステム、

SIPS、IC システム、またはその他のシステム

に不具合が発生しているおそれがあります。

すみやかに、ボルボ指定のサービス工場にご

連絡ください。

関連情報
• セーフティモードについて (p. 74)
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エアバッグシステム
前面衝突の際、エアバッグシステムが運転者と

助手席乗員の頭部、顔面、胸部を衝撃から保護

します。

G
01

86
65

上から見たエアバッグ、左ハンドル車

G
01

86
66

上から見たエアバッグ、右ハンドル車

このシステムは、エアバッグとセンサーで構成

されています。衝突事故により一定レベル以上

の衝撃を受けると、センサーが反応してエア

バッグが膨張し、高温になります。エアバッグ

により、衝突時に乗員に対する当初の衝撃が緩

和されます。エアバッグは、衝突による圧力が

かかると内部のガスが抜け、収縮します。この

とき、車内に煙が放出されますが、これは異常

ではありません。エアバッグが膨張・収縮する

一連の動作は、瞬間的に行われます。

エアバッグが作動したときは、次の指示に従っ

てください。

• 車両を回収してください。車両をボルボ指

定のサービス工場に搬送します。エアバッ

グ作動後は、絶対に自走しないでください。

• ボルボ指定のサービス工場に、車両のセーフ

ティシステム部品の交換を依頼してくださ

い。

• 医師の診察を必ず受けてください。

警告

エアバッグコントロールモジュールは、セン

ターコンソールの中にあります。センター

コンソールに、水やその他の液体が入った場

合は、バッテリーケーブルの接続を外してく

ださい。エアバッグが展開するおそれがあ

りますので、エンジンを始動しないでくださ

い。この場合、車両を回収します。車両をボ

ルボ指定のサービス工場に搬送してくださ

い。

警告

エアバッグ作動後は、絶対に自走しないでく

ださい。エアバッグによってハンドル操作

が妨げられるおそれがあります。他のセー

フティシステムも損傷を受けているおそれ

があります。エアバッグ作動時に放出され

た煙や埃が原因で、目や皮膚に傷や炎症を起

こす場合があります。炎症を起こした場合

は、冷水でよく洗ってください。エアバッグ

の展開速度は極めて速く、エアバッグの布と

の摩擦熱で皮膚にヤケドや擦過傷を負うお

それがあります。
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警告

修理は、必ずボルボ指定のサービス工場に依

頼してください。エアバッグシステムへの

作業に不具合があると、誤作動につながり、

大ケガをするおそれがあります。

注意

センサーは、衝突の性質やシートベルトが着

用されているかどうかを判断し、それに応じ

て反応します。これは、センターリアシート

以外の全席に該当します。

そのためエアバッグ 1つだけが作動する場

合や、1つも作動しない場合があります。セ

ンサーは、車両が受けた衝撃の強さを感知し

て、必要なエアバッグだけを作動させます。

関連情報
• 運転席側エアバッグ (p. 66)

• 助手席側エアバッグ (p. 67)

• セーフティ - 警告灯 (p. 64)

運転席側エアバッグ
シートベルト(p. 65)の補助として、運転席側

にエアバッグ(p. 60)が 2 つ装着されていま

す。

このうち一つは、ステアリングホイールの中央

に収納されています。ステアリングホイールに

AIRBAGの文字が表示されています。

左ハンドル車の運転席側ニー(膝)エアバッグ

もうひとつのエアバッグ(膝の高さ)は運転席側

ダッシュボードの下側にあり、このパネルには

AIRBAGと表示されています。

警告

シートベルトとエアバッグの作動は、連動し

ています。シートベルトを着用していない

場合、または着用方法が正しくない場合は、

衝突の際にエアバッグの保護機能が最大限

に働かないおそれがあります。

関連情報
• 助手席側エアバッグ (p. 67)
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助手席側エアバッグ
シートベルト(p. 60)を補助する目的で、助手

席側にエアバッグ(p. 65)が装備されていま

す。

このエアバッグは、グローブボックス上のパネ

ル内に収納されています。パネルに、AIRBAG の

文字が表示されています。

助手席側エアバッグの位置(左ハンドル車)

助手席側エアバッグの位置(右ハンドル車)

助手席側エアバッグラベル

助手席側サンバイザーのラベル

助手席側ドアピラーのラベル。ラベルは助手席側ド
アを開くと見えます。

助手席側エアバッグの警告ラベルは、前図の位

置に表示されています。

警告

後ろ向きのチャイルドシートはエアバッグ

が作動可能状態のシート上で絶対使用しな

いでください。この指示を守らないと、お子

様が死亡するまたは重傷を負う可能性があ

ります。
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警告

シートベルトとエアバッグの作動は、連動し

ています。シートベルトを着用していない

場合、または着用方法が正しくない場合は、

衝突の際にエアバッグの保護機能が最大限

に働かないおそれがあります。

エアバッグ作動時にケガをする危険を減ら

すため、乗員は背中全体がバックレストに接

するように背筋を伸ばしてまっすぐに座り、

足はフロアに置いてください。シートベル

トを必ず着用してください。

警告

助手席側エアバッグが装着されているダッ

シュボードの前や上には、絶対に物を置いた

りアクセサリーなどを取り付けないでくだ

さい。

警告

助手席シートの前には、絶対に誰も立たせた

り座らせたりしないでください。

助手席側エアバッグが有効になっている場

合は、絶対に助手席で後ろ向きチャイルド

シートを使用しないでください。

助手席側エアバッグが無効になっている場

合、絶対に乗員(お子様および大人)を前向き

で助手席に座らせないでください。

この指示を守らないと、命を危険にさらす、

または大ケガをするおそれがあります。

スイッチ - PACOS*
車両に PACOS(Passenger Airbag Cut Off

Switch)が装着されている場合は、助手席側エア

バッグの作動をオフ(p. 68)にすることがで

きます。

警告

車両に助手席側エアバッグが装備されてお

り、PACOS(Passenger Airbag Cut Off

Switch)がない場合には、エアバッグはつね

に作動可能状態です。

関連情報
• 運転席側エアバッグ (p. 66)

• チャイルドシート (p. 79)

助手席側エアバッグ - 作動/解除*
助手席側エアバッグ(p. 67) は、車両に

PACOS(Passenger Airbag Cut Off Switch)ス

イッチが装備されている場合にはオフにする

ことができます。

スイッチ - PACOS
助手席側エアバッグの PACOS スイッチは、ダッ

シュボードの助手席側端にあります。助手席ド

アを開けて操作します。

スイッチが希望の位置になっているか確認して

ください。リモートコントロールキーのキーブ

レード(p. 206)を使用して位置を変更してく

ださい。

エアバックスイッチの位置

ON - エアバッグが作動可能状態になってい

ます。スイッチがこの位置にあるときは、す
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べての乗員(大人およびお子様)が助手席に

前を向いて安全に座ることができます。

OFF - エアバッグが非作動状態になってい

ます。スイッチがこの位置にあるときは、後

ろ向き装着タイプのチャイルドシートを使

用して、お子様を安全に助手席に座らせるこ

とができます。

警告

助手席側エアバッグが作動可能状態の場合：

助手席側エアバッグが有効になっている場

合は、絶対に助手席で後ろ向きチャイルド

シートを使用しないでください。

助手席側エアバッグが非作動状態の場合：

助手席側エアバッグが無効になっている場

合、絶対に乗員(お子様および大人)を前向き

で助手席に座らせないでください。

この指示を守らないと、命を危険にさらす、

または大ケガをするおそれがあります。

注意

リモートコントロールキーをキー位置 II

(p. 115)にすると、コンバインド・メー

ター・パネルのエアバッグ警告灯(p. 64)が

約 6秒間点灯します。

続いてルーフコンソールのインジケーター

が点灯し、助手席側エアバッグの作動可能/

非作動状態を表示します。

助手席側エアバッグが作動状態であることを表示す
るインジケーター

ルーフコンソールにディスプレイテキストおよ

び警告が表示されれば、助手席側エアバッグが

作動状態であることを示します(前図参照)。

警告

助手席側エアバッグが有効で、ルーフコン

ソールの  シンボルが点灯してこの状

態を示している場合、絶対に助手席で後ろ向

きチャイルドシートを使用しないでくださ

い。この指示を守らないと、お子様の生命に

危険がおよぶおそれがあります。

助手席側エアバッグが非作動状態であることを表示
するインジケーター

ルーフコンソールにディスプレイテキストおよ

びシンボルが表示されれば、助手席側エアバッ

グが非作動状態であることを示します(前図参

照)。
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警告

ルーフコンソールにエアバッグ非作動の

メッセージが表示され、 コンバインド・メー

ター・パネルのエアバッグ 警告灯 (p. 64)

も点灯しているときは、助手席に誰も座らせ

ないでください。重大な故障が発生してい

るおそれがあります。すみやかに、サービス

工場で点検を受けてください。必ずボルボ

指定のサービス工場にご連絡ください。

警告

この指示を守らないと、乗員の生命に危険が

およぶおそれがあります。

関連情報
• チャイルドシート (p. 79)

サイドエアバッグ(SIPS)
側面衝突時にかかる衝撃の大部分が、側面衝撃

吸収システム、SIPS(Side Impact Protection

System)によって、ビーム、ピラー、フロア、

ルーフ、車体のその他の構造部分へ分散されま

す。運転席と助手席のサイドエアバッグは、胸

部および腰を保護する SIPS の重要なシステム

です。

SIPS バッグシステムは、サイドエアバッグおよ

びセンサーで構成されています。サイドエア

バッグは、フロントシートバックレスト内に取

り付けられています。

側面からの衝突によって一定レベル以上の衝撃

を受けるとセンサーが反応し、サイドエアバッ

グが膨張します。サイドエアバッグは、乗員と

ドアの間で膨張して衝突の衝撃を和らげます。

エアバッグは、衝突による圧力がかかると内部

のガスが抜け、収縮します。作動するのは、側

面から衝撃を受けた側のエアバッグのみです。

運転席シート(左ハンドル車)

助手席シート(左ハンドル車)
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警告

• 修理は必ず、ボルボ指定のサービス工場

に依頼してください。SIPS バッグシス

テムへの作業に不具合があると、誤作動

につながり、大ケガをするおそれがあり

ます。

• シートの外側とドアパネルの間に、なに

も物を置かないでください。このスペー

スは、サイドエアバッグの作動に必要で

す。

• シートカバーは、ボルボ社が認可した製

品以外は使用しないでください。それ以

外のシートカバーは、サイドエアバッグ

の作動の妨げになるおそれがあります。

• サイドエアバッグは、シートベルトの補

助装置です。シートベルトを必ず着用し

てください。

SIPS およびチャイルドシート
サイドエアバッグはチャイルドシート/ブース

タークッションに座っているお子様の保護効果

を損なうものではありません。

関連情報
• 運転席側エアバッグ (p. 66)

• 助手席側エアバッグ (p. 67)

• インフレータブルカーテン(IC) (p. 71)

インフレータブルカーテン(IC)
インフレータブルカーテンは、ドア側の乗員の

頭部を衝突の衝撃から保護します。

インフレータブルカーテン IC (Inflatable

Curtain)は SIPS システム(p. 70)の一部です。

ヘッドライニングの両側に取り付けられてお

り、ドア側の乗員と運転者の保護に役立ちます。

衝突によって一定レベル以上の衝撃を受ける

と、センサーが作動してインフレータブルカー

テンが展開します。

警告

ルーフのハンドルに、絶対に重い物を吊り下

げたり取り付けないでください。ハンドル

に付いているフックは、軽量の衣服のみをか

けるために設計されたものです(傘などの硬

い物はかけないでください)。

ヘッドライニング、ドアピラー、およびサイ

ドパネルに、スクリューをねじ込んだり物を

取り付けないでください。保護効果が損な

われるおそれがあります。この部分への取

り付けが認められている、ボルボ純正品以外

の物を取り付けないでください。

警告

ドア内のウインドの上端から 50 mm 下の位

置に達するまで、荷物を積み上げないでくだ

さい。荷物を積むと、ヘッドライニングの内

側に装着されているインフレータブルカー

テンの保護効果が損なわれるおそれがあり

ます。

警告

インフレータブルカーテンは、シートベルト

の補助装置です。

シートベルトを必ず着用してください。
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関連情報
• シートベルトについて (p. 60)

• エアバッグシステム (p. 65)

• サイドエアバッグ(SIPS) (p. 70)

WHIPS(後部衝撃吸収リクライニング
機構付フロントシート)について
WHIPS(後部衝撃吸収リクライニング機構付フ

ロントシート)はむち打ち症を防ぐ機能です。

このシステムは、衝撃を吸収するバックレスト

および特別な機構を持つフロントシートの

ヘッドレストで構成されています。

WHIPS は衝突時に起動します。この際、衝突の角

度、速度、および衝突車の状態などが作動条件

に合うと作動します。
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警告

WHIPS システムは、シートベルトの補助装置

です。シートベルトを必ず着用してくださ

い。

シートの特性
WHIPS システムが作動すると、フロントシート

バックレストを後方に傾斜させて運転席および

助手席の乗員の着座姿勢を変えます。この機能

は、むち打ち症になる危険性を低減します。

警告

ご自身で、シートや WHIPS システムの改造や

修理を絶対にしないでください。必ずボル

ボ指定のサービス工場にご連絡ください。

WHIPS およびチャイルドシート
WHIPS システムはチャイルドシートやブース

タークッションに座っているお子様の保護効果

を損なうものではありません。

関連情報
• WHIPS - 着座姿勢 (p. 73)

• シートベルトについて (p. 60)

WHIPS - 着座姿勢
WHIPS システム(p. 72)の最大の保護効果を得

るために、運転者と助手席乗員は正しい着座姿

勢を保ち、システムの機能を妨げないようにす

ることが必要です。

着座姿勢
走行を開始する前に、フロントシート(p. 117)

での正しい着座姿勢を確認してください。

運転者と助手席乗員は、頭部とヘッドレストの

間の隙間ができるだけ小さくなるような姿勢

で、シートの中央に座ってください。

機能

WHIPS システムの作動が妨げられないよう、運転席お
よび助手席の後ろの床にはなにも置かないようにし
てください。

警告

リアシートクッションとフロントシート

バックレストの間に、硬い物を置かないでく

ださい。WHIPS システムの作動が妨げられて

いないことを確認してください。

WHIPS システムの作動が妨げられないよう、リアシー
トに物を置かないようにしてください。

警告

リアシートバックレストを倒す場合は、倒し

たバックレストとフロントシートバックレ

ストが接触しないように、フロントシートを

前方に移動させてください。
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警告

追突などでシートが衝撃を受けた後は、

WHIPS システムの点検を受けてください。点

検は、ボルボ指定のサービス工場で受けてく

ださい。

シートに損傷が見当たらなくても WHIPS シ

ステムの保護機能が一部失われているおそ

れがあります。

軽い追突の後でも、ボルボ指定のサービス工

場でシステムの点検を受けてください。

セーフティモードについて
セーフティモードは、燃料パイプ、セーフティ

システムのセンサー、ブレーキシステムなどの

重要な機能が損傷を受けた可能性があるとき

に作動する保護機能です。

アナログ式コンバインド・メーター・パネルの三角
警告灯

液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネルの
三角警告灯

衝突の際、ｾｰﾌﾃｨﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙを参照して 下さい

のテキストがコンバインド・メーター・パネル

(p. 98)のインフォメーション・ディスプレイ

に表示されることがあります。この表示は、車

両の機能が低下していることを意味します。

警告

車両がセーフティモードになっているとき

は、絶対にご自身で車を修理したり、電子機

器のリセットをしないでください。ケガを

するおそれがあり、また不具合の原因となり

ます。ｾｰﾌﾃｨﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙを参照して 下さい

が表示された場合には、ボルボ指定のサービ

ス工場で車両の点検修理を必ず行ってくだ

さい。
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関連情報
• セーフティモード - 車両の始動を試行する

(p. 75)

• セーフティモード - 車両の移動 (p. 76)

セーフティモード - 車両の始動を
試行する
車両がセーフティモード (p. 74)になってい

る場合、車両全体が正常なように見え、燃料漏

れがないことが確認できた場合、始動を試行す

ることができます。

始めに、車両から燃料が漏れていないか確認し

てください。燃料の臭いがしていないことを、

必ず確認してください。

なにも異常が見られず、燃料漏れもなければ、

エンジンを始動してください。

リモートコントロールキーを取り出して、運転

席ドアを開けてください。イグニッションがオ

ンであるというメッセージが表示されたら、ス

タートボタンを押してください。その後、ドア

を閉め、もう一度リモートコントロールキーを

挿入してください。これにより、車両の電子機

器が、ノーマルモードへのリセットを試みます。

エンジンを始動します。

ｾｰﾌﾃｨﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙを参照して 下さい のメッ

セージがまだ表示されている場合は、絶対に走

行またはけん引をしないでください。レッカー

サービス(p. 360)を使用してください。隠れ

た損傷があった場合、移動中に車両を制御でき

なくなるおそれがあります。

警告

ｾｰﾌﾃｨﾓｰﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙを参照して 下さいが表示

されているときに燃料の臭いを感じた場合

は、エンジンを絶対に始動しないでくださ

い。ただちに、車両から離れてください。

警告

車両がセーフティモードになっているとき

は、絶対に車両をけん引しないでください。

ボルボ指定のサービス工場に積載車に載せ

て搬送してください。

関連情報
• セーフティモード - 車両の移動 (p. 76)
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セーフティモード - 車両の移動
車両の始動を試行 (p. 75)した後で ｾｰﾌﾃｨﾓｰ

ﾄﾞ ﾏﾆｭｱﾙを参照して 下さい がリセットされ、

Normal mode が表示された場合は、車両を危険

な場所から注意しながら移動させることが可

能です。

必要以上に移動させないでください。

関連情報
• セーフティモードについて (p. 74)

歩行者エアバッグ*
歩行者エアバッグ(Pedestrian Airbag)は、特

定の前面衝突の際、歩行者が受ける衝撃を軽減

するのに役立ちます。

この歩行者エアバッグ(Pedestrian Airbag)は

ボンネットの下、ウインドスクリーン付近に装

着されています。万が一、歩行者と前面衝突し

た場合には、フロントバンパー内のセンサーが

反応し、衝撃の大きさに基づいてエアバッグが

必要に応じて膨張します。センサーは車速が約

20～50 km/h (12～30 mph)、外気温-20～+70 ℃

のときに作動します。

このセンサーは「人の足」の特徴を持つ物体と

の衝突を感知するように設計されています。

注意

歩行者との衝突時と同様のセンサー信号を

発生させる物体が、交通環境に存在する場合

があります。このような物体と衝突したと

きに、システムが起動する可能性がありま

す。

エアバッグ(Pedestrian Airbag)が作動すると

• ボンネットの後部が上昇し、この位置でロッ

クされます。

• 非常点滅灯が点滅します。

• ブレーキシステムが来るべき急ブレーキの

準備をします。

警告

車両にエアバッグ(Pedestrian Airbag)が装

備されている場合には、車両のフロント部分

にアクセサリーを取り付けたり、変更を加え

たりしないでください。フロント部分に不

適切な変更がなされるとシステム内の機能

の誤作動を引き起こすおそれがあり、深刻な

ケガや車両への損傷の原因となります。

ボルボでは、純正ワイパーアームの使用を推

奨しています。ワイパーアームの部品も必

ず純正部品をご使用ください。
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警告

バンパーが損傷を受けたとき、システムが無

傷であることを確認するために、ボルボ指定

のサービス工場にご連絡ください。

関連情報
• 歩行者エアバッグ* - 車両の移動

(p. 77)

• 歩行者エアバッグ* - 折りたたみ

(p. 77)

歩行者エアバッグ* - 車両の移動
車両がセーフティモード(p. 74)になっている

場合には、車両を移動することができます。

車内の他のエアバッグが作動した場合には、車

両はセーフティモードになります。

歩行者エアバッグ (p. 76)(Pedestrian

Airbag)のみが作動した場合は：

1. できる限り安全な場所に車両を移動させま

す。

2. エアバッグを説明(p. 77)に従って折りた

たみます。

3. 最寄りのサービス工場にご連絡ください。

警告

ボルボでは、エアバッグが作動した場合に

は、すみやかにボルボ指定のサービス工場に

ご連絡いただくよう推奨しています。

関連情報
• 歩行者エアバッグ* (p. 76)

歩行者エアバッグ* - 折りたたみ
歩行者エアバッグ(p. 76)(Pedestrian

Airbag)は、車両を動かす前に折りたたむ必要

があります。

エアバッグ

エアバッグハウジング

マジックテープストラップ、右側

マジックテープストラップ、左側

エアバッグが温かく感じられることや、煙が出

ることがありますが、これは不具合ではありま

せん。次のようにエアバッグをたたみます：

1. 左側(4)のマジックテープストラップを見つ

けます。
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2. 左側でエアバッグの布地を長辺に沿って寄

せ集めます。それを中央に向けて折りたた

みます。エアバッグの布地をできるだけ覆

うように、布地周囲にマジックテープスト

ラップ(両面)を巻きつけ、固定します。

3. たたんだエアバッグをエアバッグハウジン

グ(2)に押し入れます。

4. 1～3 を右側でも行います。助手席側では、

たたんだ布地を 2回折らないとマジック

テープストラップを巻きつけられない場合

があります。

5. エアバッグハウジングカバーは少し開いた

ままになります。これは異常ではありませ

ん。

関連情報
• 歩行者エアバッグ* - 車両の移動 (p. 77)

お子様の安全について
ボルボ車には、特定の車両専用に設計された

チャイルドセーフティ製品(チャイルドシー

ト、ブースタークッションおよび取付アタッチ

メント)が装備されています。

ボルボのチャイルドセーフティ製品をご利用い

ただくことで、お子様のためにもっとも安全な

車内環境を整えることができます。また、ボル

ボのチャイルドセーフティ製品は車両に確実に

対応し、取り扱い方法も簡単です。

お子様は、年齢や体格に関わらず、必ず適切な

固定装置を使用して正しく座らせてください。

お子様を、けっして乗員のひざの上に座らせな

いでください。

小さいお子様(少なくとも 3～4歳ごろまで)に

は、できるだけ後ろ向きに装着するチャイルド

シートをご使用ください。その後、身長が

140 cm に達するまでは、前向きのブースター

クッション/チャイルドシートをご利用くださ

い。

注意

お子様の年齢および身長に応じて使用する

必要のあるチャイルドシートのタイプを規

定した法律は、国ごとに異なります。適用さ

れる法律や規則を確認してください。

注意

チャイルドセーフティ製品の取り付けに関

してご不明な点は、その用具の製造元(メー

カー)にお問い合わせください。

チャイルドロック
リアドアのパワーウインドの操作スイッチやリ

アドアのハンドルがロック(p. 219)されて、内

側から開けられないようになります。

関連情報
• チャイルドシート (p. 79)

• チャイルドシート - 位置 (p. 85)

• チャイルドシート - ISOFIX (p. 86)

• チャイルドシート - アッパーマウンティン

グポイント (p. 90)
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チャイルドシート
お子様が、快適で安全な姿勢になるように座ら

せてください。チャイルドシートの正しい使

用を確認してください。

注意

チャイルドセーフティ用具をご使用になる

場合は、付属の取付説明書をよくお読みくだ

さい。

警告

チャイルドシートのストラップは、シートの

前後方向調節バー、スプリング、またはシー

ト下のレールやビームに取り付けないでく

ださい。これらの部分には鋭い角があるた

め、ストラップが損傷するおそれがありま

す。

正しい取り付け方法に関しては、チャイルド

シートの取付説明書をご覧ください。
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推奨チャイルドシート 1

体重 フロントシート(エアバッグが非

作動状態、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートのみ使用可)

フロントシート(エアバッグ

が作動可能状態、前向き装着

タイプのチャイルドシート

のみ使用可)

リアシート(ドア側) リアシート(中央)

グループ 0

10 kg 以下

グループ 0+

13 kg 以下

ボルボ純正ベビーシート (Volvo Infant

Seat) – 後ろ向きに装着し、ISOFIX フィク

スチャーシステムで固定するチャイルド

シート。

型式認定：E1 04301146

(L)

グループ 0

10 kg 以下

グループ 0+

13 kg 以下

ボルボ純正ベビーシート (Volvo

Infant Seat) – 後ろ向きに装着

し、シートベルトで固定するチャ

イルドシート。

型式認定：E1 04301146

(U)

ボルボ純正ベビーシート (Volvo Infant

Seat) – 後ろ向きに装着し、シートベルトで

固定するチャイルドシート。

型式認定：E1 04301146

(U)

ボルボ純正ベビー

シート (Volvo

Infant Seat) – 後

ろ向きに装着し、

シートベルトで固

定するチャイルド

シート。

型式認定：E1

04301146

(U)

1 この表に記載されていないチャイルドシートをご使用になる場合は、車両とチャイルドシートが適合するか、必ず確認してください。チャイルドシートの製造元(メーカー)が提供する適合車種
一覧表に該当車種が掲載されている、あるいはチャイルドシートが欧州基準 ECE R44 に合格したものであることを確認してください。
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体重 フロントシート(エアバッグが非

作動状態、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートのみ使用可)

フロントシート(エアバッグ

が作動可能状態、前向き装着

タイプのチャイルドシート

のみ使用可)

リアシート(ドア側) リアシート(中央)

グループ 0

10 kg 以下

グループ 0+

13 kg 以下

一般に承認されているチャイルド

シート A

(U)

一般に承認されているチャイルドシート

(U)

グループ 1

9～18 kg

ボルボ純正の向きを変更できる

チャイルドシート (Volvo

Convertible Child Seat) - 後ろ

向きに装着し、シートベルトとス

トラップで固定するチャイルド

シート。

型式認定：E5 04192

(L)

ボルボ純正の向きを変更できるチャイルド

シート (Volvo Convertible Child Seat) -

後ろ向きに装着し、シートベルトとストラッ

プで固定するチャイルドシート。

型式認定：E5 04192

(L)

グループ 1

9～18 kg

ボルボ純正後ろ向き装着チャイル

ドシート

型式認定：E5 04212

(L)

ボルボ純正後ろ向き装着チャイルドシート

型式認定：E5 04212

(L)

グループ 1

9～18 kg

一般に承認されている前向き

のチャイルドシート A、B

(UF)

一般に承認されているチャイルドシート

(U)
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体重 フロントシート(エアバッグが非

作動状態、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートのみ使用可)

フロントシート(エアバッグ

が作動可能状態、前向き装着

タイプのチャイルドシート

のみ使用可)

リアシート(ドア側) リアシート(中央)

グループ 2

15～25 kg

ボルボ純正の向きを変更できる

チャイルドシート (Volvo

Convertible Child Seat) - 後ろ

向きに装着し、シートベルトとス

トラップで固定するチャイルド

シート。

型式認定：E5 04192

(L)

ボルボ純正の向きを変更できるチャイルド

シート (Volvo Convertible Child Seat) -

後ろ向きに装着し、シートベルトとストラッ

プで固定するチャイルドシート。

型式認定：E5 04192

(L)

グループ 2

15～25 kg

ボルボ純正後ろ向き装着チャイル

ドシート

型式認定：E5 04212

(L)

ボルボ純正後ろ向き装着チャイルドシート

型式認定：E5 04212

(L)

グループ 2

15～25 kg

ボルボ純正の向きを変更でき

るチャイルドシート (Volvo

Convertible Child Seat) -

前向きに装着し、シートベル

トで固定するチャイルドシー

ト。

型式認定：E5 04191

(U)

ボルボ純正の向きを変更できるチャイルド

シート (Volvo Convertible Child Seat) -

前向きに装着し、シートベルトで固定する

チャイルドシート。

型式認定：E5 04191

(U)
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体重 フロントシート(エアバッグが非

作動状態、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートのみ使用可)

フロントシート(エアバッグ

が作動可能状態、前向き装着

タイプのチャイルドシート

のみ使用可)

リアシート(ドア側) リアシート(中央)

グループ 2/3

15～36 kg

ボルボ純正ブースタークッ

ション – バックレスト付き

(Volvo Booster Seat with

backrest)

型式認定：E1 04301169

(UF)

ボルボ純正ブースタークッション – バック

レスト付き (Volvo Booster Seat with

backrest)

型式認定：E1 04301169

(UF)

グループ 2/3

15～36 kg

ボルボ純正ブースタークッ

ション

型式認定：E1 04301312

(UF)

ボルボ純正ブースタークッション

型式認定：E1 04301312

(UF、L)
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体重 フロントシート(エアバッグが非

作動状態、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートのみ使用可)

フロントシート(エアバッグ

が作動可能状態、前向き装着

タイプのチャイルドシート

のみ使用可)

リアシート(ドア側) リアシート(中央)

グループ 2/3

15～36 kg

ブースタークッション –

バックレスト付き/なし

(Booster Cushion with and

without backrest)

型式認定：E5 04216

(UF)

ブースタークッション – バックレスト付

き/なし (Booster Cushion with and

without backrest)

型式認定：E5 04216

(UF)

L：特定のチャイルドシートに適しています。この種のチャイルドシートは、限定カテゴリーや特殊性の高いカテゴリーの特殊車種で使用することを意

図している場合があります。

U：この体重等級で一般的に承認されているチャイルドシートに適しています。

UF：この体重等級で一般的に承認されている前向きのチャイルドシートに適しています。

B：この体重等級用に承認されているビルトインチャイルドシート。

A 後ろ向きに装着するチャイルドシートのみ。シートのバックレストを直立位置にセットしてください。
B このグループのお子様向けには、後ろ向き装着タイプのチャイルドシートのご使用をお薦めします。

関連情報
• チャイルドシート - 位置 (p. 85)

• チャイルドシート - アッパーマウンティン

グポイント (p. 90)

• チャイルドシート - ISOFIX (p. 86)

• お子様の安全について (p. 78)
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チャイルドシート - 位置
お子様が車内で座る位置やチャイルドシート

の種類は、お子様の体重と身長により異なりま

す。

G
02

07
39

後ろ向き装着タイプのチャイルドシートとエアバッ
グを一緒に使用することはできません。

助手席側エアバッグがオン(作動可能状態)

(p. 68)になっているときは、後ろ向き装着タイ

プのチャイルドシート(p. 79)は必ずリアシー

トに取り付けてください。お子様を助手席に座

らせると、エアバッグ作動時に大ケガを負うお

それがあります。

助手席側エアバッグがオフ(非作動状態)になっ

ているときは、後ろ向き装着タイプのチャイル

ドシートを助手席に取り付けることができま

す。

助手席側エアバッグラベル

助手席側サンバイザーのラベル

助手席側ドアピラーのラベル。ラベルは助手席側ド
アを開くと見えます。

助手席側エアバッグの警告ラベルは、前図の位

置に表示されています。

使用できる位置：

• 助手席側エアバッグがオフ(非作動状態)に

なっているときは、後ろ向き装着タイプの

チャイルドシートを助手席に取り付けるこ

とができます。

• 助手席側エアバッグがオン(作動可能状態)

になっているときは、前向き装着タイプの

チャイルドシート/ブースタークッションを

助手席に取り付けることができます。

• リアシートに 1つ以上のチャイルドシート/

ブースタークッション。

警告

後ろ向きのチャイルドシートはエアバッグ

が作動可能状態のシート上で絶対使用しな

いでください。この指示を守らないと、お子

様が死亡するまたは重傷を負う可能性があ

ります。
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警告

助手席シートの前には、絶対に誰も立たせた

り座らせたりしないでください。

助手席側エアバッグが有効になっている場

合は、絶対に助手席で後ろ向きチャイルド

シートを使用しないでください。

助手席側エアバッグが無効になっている場

合、絶対に乗員(お子様および大人)を前向き

で助手席に座らせないでください。

この指示を守らないと、命を危険にさらす、

または大ケガをするおそれがあります。

警告

シートベルトバックルのリリースボタンに

当たるようなタイプのスチール製ブレース

付きブースタークッション/チャイルドシー

トなどは、絶対に使用しないでください。

シートベルトバックルが、突然外れるおそれ

があります。

チャイルドシート上部を、ウインドスクリー

ンに当てないでください。

注意

お子様を乗せる位置に関する規則は、国によ

り異なります。適用される法律や規則を確

認してください。

関連情報
• お子様の安全について (p. 78)

• チャイルドシート - アッパーマウンティン

グポイント (p. 90)

• チャイルドシート - ISOFIX (p. 86)

チャイルドシート - ISOFIX
ISOFIX は国際標準規格に基づくチャイルド

シート(p. 79)固定システムです。

ISOFIX フィクスチャーシステム用のマウンティ

ングポイントは、外側リアシートのバックレス

トの下側にあります。

マウンティングポイントの位置は、バックレス

トのトリムにシンボルで表示されています(前

図参照)。

チャイルドシートを ISOFIX 対応マウンティン

グポイントに取り付けるときは、シートの製造

元(メーカー)の取扱説明書に必ず従ってくださ

い。
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関連情報
• ISOFIX - サイズ等級 (p. 87)

• ISOFIX - チャイルドシートの種類

(p. 88)

• お子様の安全について (p. 78)

ISOFIX - サイズ等級
ISOFIX (p. 86)対応のチャイルドシートには

サイズ等級があります。サイズ等級は、正しい

タイプのチャイルドシート(p. 88)を選択す

るための参考にすることができます。

サイ

ズ等

級

説明

A フルサイズ、前向きに装着するチャイ

ルドシート

B 小型サイズ(タイプ 1)、前向きに装着

するチャイルドシート

B1 小型サイズ(タイプ 2)、前向きに装着

するチャイルドシート

C フルサイズ、後ろ向きに装着するチャ

イルドシート

D 小型サイズ、後ろ向きに装着するチャ

イルドシート

E 後ろ向きに装着するベビーシート

F 横置きベビーシート(左側用)

G 横置きベビーシート(右側用)

警告

助手席側エアバッグが有効になっている場

合は、絶対に助手席で後ろ向きチャイルド

シートを使用しないでください。

注意

ISOFIX チャイルドシートにサイズ等級がな

い場合は、チャイルドシートの製造元(メー

カー)が提供する適合車種一覧表に該当車種

が掲載されていることが必要です。

注意

ボルボが推奨する ISOFIX チャイルドシート

に関して、ボルボディーラーにお問い合わせ

ください。

関連情報
• ISOFIX - チャイルドシートの種類

(p. 88)
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ISOFIX - チャイルドシートの種類
チャイルドシートにはさまざまなサイズがあ

り、車両の寸法も異なります。そのため、モデ

ルにより取り付けることができないチャイル

ドシートがあります。

チャイルドシートのタイプ 体重 サイズ等級 ISOFIXA アタッチメントによるチャイルドシートの取

り付け

フロントシート リアシート(ドア側)

横置きベビーシート 10 kg 以下 F X X

G X X

後ろ向きに装着するベビーシート 10 kg 以下 E X OK

(IL)

後ろ向きに装着するベビーシート 13 kg 以下 E X OK

(IL)

D X OK

(IL)

C X OK

(IL)

後ろ向きに装着するチャイルドシート 9～18 kg D X OK

(IL)

C X OK

(IL)
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チャイルドシートのタイプ 体重 サイズ等級 ISOFIXA アタッチメントによるチャイルドシートの取

り付け

フロントシート リアシート(ドア側)

前向きに装着するチャイルドシート 9～18 kg B X OKB

(IUF)

B1 X OKB

(IUF)

A X OKB

(IUF)

X：この ISOFIX ポジションは、この体重等級やサイズ等級の ISOFIX チャイルドシートには適していません。

IL：特定の ISOFIX チャイルドシートに適しています。この種のチャイルドシートは、限定カテゴリーや特殊性の高いカテゴリーの特殊車種で使用する

ことを意図している場合があります。

IUF：この体重等級用に一般的に承認されている前向きの ISOFIX チャイルドシートに適しています。

A ISOFIX は国際標準規格に基づくチャイルドシート固定システムです。
B ボルボ社は、このグループに後ろ向きに装着するチャイルドシートをお薦めします。

ISOFIX 対応の適切なサイズ等級(p. 87)のチャ

イルドシートを選択してください。

関連情報
• チャイルドシート - ISOFIX (p. 86)
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チャイルドシート - アッパーマウ
ンティングポイント
車両には、前向きに装着する一部のチャイルド

シート(p. 79)用のアッパーマウンティングポ

イントが装備されています。マウンティング

ポイントは、シートの裏側にあります。

アッパーマウンティングポイント

アッパーマウンティングポイントは、前向きに

装着するチャイルドシート用です。ボルボ社

は、小さいお子様には、できるだけ後ろ向きに

装着するチャイルドシートをご使用になること

をお薦めします。

注意

外側シートに折りたたみ式ヘッドレストが

装備されている場合には、このタイプのチャ

イルドシートが取り付けやすくなるように、

ヘッドレストを折りたたんでください。

注意

カーゴスペースにラゲッジカバーが付いて

いる車両は、マウンティングポイントにチャ

イルドシートを取り付ける前に、ラゲッジカ

バーを取り外してください。

アッパーマウンティングポイントにチャイルド

シートを固定する方法については、シートの製

造元(メーカー)の取扱説明書を参照してくださ

い。

警告

チャイルドシートのストラップは、必ずヘッ

ドレスト脚部の穴を通してから、取り付け地

点で張力を調節してください。

関連情報
• お子様の安全について (p. 78)

• チャイルドシート - 位置 (p. 85)

• チャイルドシート - ISOFIX (p. 86)
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計器およびコントロール装置、左ハ
ンドル車 - 概要
車両のディスプレイとコントロール装置の位

置を示します。
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左ハンドル車の各配置
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機能 参照

メニューおよび

メッセージ、方向

指示器、ハイ/ロー

ビーム、トリップ

コンピューター

(p. 144)、

(p. 147)、

(p. 133)、

(p. 125) および

(p. 149)

オートマチックト

ランスミッション

のマニュアルギヤ

チェンジ*

(p. 319)

クルーズコント

ロール*
(p. 234) および

(p. 243)

ホーン、エアバッ

グ

(p. 121) および

(p. 65)

コンバインド・

メーター・パネル

(p. 98)

メニューナビゲー

ション、オーディ

オコントロール、

電話コントロー

ル*

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

START/STOP

ENGINE ボタン

(p. 314)

イグニッションス

イッチ

(p. 115)

機能 参照

インフォテイメン

トシステムおよび

メニュー表示画面

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

ドアハンドル –

コントロールパネ

ル

(p. 214)、

(p. 220)、

(p. 138) および

(p. 140)

非常点滅灯 (p. 133)

インフォテイメン

トシステムおよび

メニューナビゲー

ションのコント

ロールパネル

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

エアコンディショ

ナー用コントロー

ルパネル

(p. 167) または

(p. 168)

ギヤセレクターレ

バー

(p. 317) または

(p. 319)

パーキングブレー

キ

(p. 338)

ワイパー/ウォッ

シャー

(p. 136)

機能 参照

ステアリングホ

イールの調節

(p. 121)

ボンネットオープ

ナー

(p. 391)

テールゲートオー

プン・ライトス

イッチ

(p. 122) および

(p. 216)

シート調節* (p. 118)

関連情報
• 外気温計 (p. 108)

• トリップメーター(走行距離計) (p. 109)

• 時計 (p. 109)
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計器およびコントロール装置、右ハ
ンドル車 - 概要
車両のディスプレイとコントロール装置の位

置を示します。
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右ハンドル車の各配置
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機能 参照

ワイパー/ウォッ

シャー

(p. 136)

オートマチックト

ランスミッション

のマニュアルギヤ

チェンジ*

(p. 319)

メニューナビゲー

ション、オーディ

オコントロール、

電話コントロー

ル*

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

ホーン、エアバッ

グ

(p. 121) および

(p. 65)

コンバインド・

メーター・パネル

(p. 98)

クルーズコント

ロール*
(p. 234) および

(p. 243)

START/STOP

ENGINE ボタン

(p. 314)

イグニッションス

イッチ

(p. 115)

インフォテイメン

トシステムおよび

メニュー表示画面

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

機能 参照

ドアハンドル –

コントロールパネ

ル

(p. 214)、

(p. 220)、

(p. 138) および

(p. 140)

ボンネットオープ

ナー

(p. 391)

非常点滅灯 (p. 133)

インフォテイメン

トシステムおよび

メニューナビゲー

ションのコント

ロールパネル

(p. 147)および

付録「Sensus

Infotainment」

エアコンディショ

ナー用コントロー

ルパネル

(p. 167) または

(p. 168)

ギヤセレクターレ

バー

(p. 317) または

(p. 319)

パーキングブレー

キ

(p. 338)

機能 参照

メニューおよび

メッセージ、方向

指示器、ハイ/ロー

ビーム、トリップ

コンピューター

(p. 144)、

(p. 147)、

(p. 133)、

(p. 125) および

(p. 149)

ステアリングホ

イールの調節

(p. 121)

テールゲートオー

プン・ライトス

イッチ

(p. 122) および

(p. 216)

シート調節* (p. 118)

関連情報
• 外気温計 (p. 108)

• トリップメーター(走行距離計) (p. 109)

• 時計 (p. 109)
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コンバインド・メーター・パネル
コンバインド・メーター・パネルのインフォ

メーション・ディスプレイは、車両の一部の機

能に関する情報やメッセージを表示します。

• アナログ式コンバインド・メーター・パネル

- 概要 (p. 98)

• 液晶デジタル式コンバインド・メーター・パ

ネル - 概要 (p. 99)

• コンバインド・メーター・パネル - 表示灯

の意味 (p. 104)

• コンバインド・メーター・パネル - 警告灯

の意味 (p. 106)

アナログ式コンバインド・メーター・
パネル - 概要
コンバインド・メーター・パネルのインフォ

メーション・ディスプレイは、車両の一部の機

能に関する情報やメッセージを表示します。

インフォメーション・ディスプレイ

インフォメーション・ディスプレイ、アナログ式メー
ター・パネル

ディスプレイを使用する機能については、該当

の章にさらに詳しい説明があります。

計器およびインジケーター類

燃料計。インジケーターが白のマーク 1 1

本まで下がると、燃料の残量低下を示す黄色

の表示灯が点灯します。トリップコン

ピューター (p. 149)および適切な給油方

法 (p. 343)も参照してください。

Eco meter。この計器は、車両の経済走行が

どの程度達成されているかを表示します。

値が高ければ高いほど、経済走行が達成され

ていることを表します。

スピードメーター

タコメーター(エンジン回転計)。1分あた

りのエンジン回転数(rpm)を表示します。

ギヤシフトインジケーター 2/ギヤポジショ

ンインジケーター 3。ギヤシフトインジ

1 ディスプレイテキスト 走行可能距離: が ---- を示すようになると、マーキングが赤く表示されます。
2 マニュアルトランスミッション
3 オートマチックトランスミッション
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ケーター* (p. 318)またはオートマチック

トランスミッション - Geartronic(ギヤト

ロニック)* (p. 319)も参照してください。

インジケーターおよび警告灯

表示灯および警告灯、アナログ式メーター・パネル

表示灯

インジケーターおよび警告灯

警告灯 4

機能点検

インフォメーション・ディスプレイの中央にあ

るシンボルの他に、すべてのインジケーターお

よび警告灯が、キー位置 II のとき、またはエ

ンジンの始動時に点灯します。エンジン始動

後、パーキングブレーキ作動表示灯以外はすべ

て消灯します。パーキングブレーキ作動表示灯

は、パーキングブレーキを解除すると消灯しま

す。

エンジンが始動しない場合、あるいは機能点検

がキー位置 II で実施された場合には、エミッ

ションシステム警告灯および油圧低下警告灯以

外はすべて数秒以内に消灯します。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

• コンバインド・メーター・パネル - 表示灯

の意味 (p. 104)

• コンバインド・メーター・パネル - 警告灯

の意味 (p. 106)

• 液晶デジタル式コンバインド・メーター・パ

ネル - 概要 (p. 99)

液晶デジタル式コンバインド・メー
ター・パネル - 概要
コンバインド・メーター・パネルのインフォ

メーション・ディスプレイは、車両の一部の機

能に関する情報やメッセージを表示します。

インフォメーション・ディスプレイ

インフォメーション・ディスプレイ、液晶デジタル
式メーター・パネル*

ディスプレイを使用する機能については、該当

の章にさらに詳しい説明があります。

計器およびインジケーター類
液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネ

ルでは、さまざまなテーマを選択できます。選

択可能なテーマは、「Elegance」、「Eco」、

「Performance」です。

4 エンジンタイプによっては、油圧低下の警告システムが搭載されていない場合があります。このようなタイプのエンジンが搭載されている車両では、油圧低下のシンボルは使用されません。オイ
ルレベル低下の警告は、ディスプレイテキストを介して表示されます。詳しくは、エンジンオイル - 概要 (p. 393)を参照してください。
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テーマはエンジン作動中にのみ選択することが

できます。

テーマを選択するには、左側レバースイッチの

OK ボタンを押し、レバー上のコントロールダイ

ヤルを回して、ﾃｰﾏ メニューオプションを選択

します。OK ボタンを押します。コントロール

ダイヤルを回してテーマを選択し、OK ボタンを

押して選択を確定します。

一部のモデルでは、センターコンソールの画面

の外観はコンバインド・メーター・パネルのテー

マ設定に応じて変わります。

左側レバースイッチを使用すると、インストル

メントのコントラストモードおよびカラーモー

ドを設定することもできます。

メニューナビゲーションについては、メニュー

ナビゲーション - コンバインド・メーター・パ

ネル (p. 144)を参照してください。

テーマの選択とコントラストモードおよびカ

ラーモードの設定は、リモートコントロール

キーごとにカーキーメモリー*に保存することが

できます。リモートコントロールキー - パー

ソナライズ* (p. 199)を参照してください。

テーマ「Elegance」

メーターおよびインジケーター、テーマ「Elegance」

燃料計。インジケーターが白のマーク 5 1

本まで下がると、燃料の残量低下を示す黄色

の表示灯が点灯します。トリップコン

ピューター (p. 149)および適切な給油方

法 (p. 343)も参照してください。

エンジン冷却水用水温計

スピードメーター

タコメーター(エンジン回転計)。1分あた

りのエンジン回転数(rpm)を表示します。

ギヤシフトインジケーター 6/ギヤポジショ

ンインジケーター 7。ギヤシフトインジ

ケーター* (p. 318)またはオートマチック

トランスミッション - Geartronic(ギヤト

ロニック)* (p. 319)も参照してください。

5 ディスプレイテキスト 走行可能距離: が ---- を示すようになると、マーキングが赤く表示されます。
6 マニュアルトランスミッション
7 オートマチックトランスミッション
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テーマ「Eco」

メーターおよびインジケーター、テーマ「Eco」

燃料計。インジケーターが白のマーク 5 1

本まで下がると、燃料タンクのレベル低下を

示す黄色の表示灯が点灯します。トリップ

コンピューター (p. 149)および適切な給

油方法 (p. 343)も参照してください。

Eco guide。Eco guide および Power guide*
(p. 102)も参照してください。

スピードメーター

タコメーター(エンジン回転計)。1分あた

りのエンジン回転数(rpm)を表示します。

ギヤシフトインジケーター 6/ギヤポジショ

ンインジケーター 7。ギヤシフトインジ

ケーター* (p. 318)またはオートマチック

トランスミッション - Geartronic(ギヤト

ロニック)* (p. 319)も参照してください。

テーマ「Performance」

メーターおよびインジケーター、テーマ
「Performance」

燃料計。インジケーターが白のマーク 5 1

本まで下がると、燃料タンクのレベル低下を

示す黄色の表示灯が点灯します。トリップ

コンピューター (p. 149)および適切な給

油方法 (p. 343)も参照してください。

エンジン冷却水用水温計

スピードメーター

タコメーター(エンジン回転計)。1分あた

りのエンジン回転数(rpm)を表示します。

Power guide。Eco guide および Power

guide* (p. 102)も参照してください。

ギヤシフトインジケーター 6/ギヤポジショ

ンインジケーター 7。ギヤシフトインジ

ケーター* (p. 318)またはオートマチック

トランスミッション - Geartronic(ギヤト

ロニック)* (p. 319)も参照してください。

5 ディスプレイテキスト 走行可能距離: が ---- を示すようになると、マーキングが赤く表示されます。
6 マニュアルトランスミッション
7 オートマチックトランスミッション
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インジケーターおよび警告灯

表示灯および警告灯、液晶デジタル式メーター・パ
ネル

表示灯

インジケーターおよび警告灯

警告灯 8

機能点検

インフォメーション・ディスプレイの中央にあ

るシンボルの他に、すべてのインジケーターお

よび警告灯が、キー位置 II のとき、またはエ

ンジンの始動時に点灯します。エンジン始動

後、パーキングブレーキ作動表示灯以外はすべ

て消灯します。パーキングブレーキ作動表示灯

は、パーキングブレーキを解除すると消灯しま

す。

エンジンが始動しない場合、あるいは機能点検

がキー位置 II で実施された場合には、エミッ

ションシステム警告灯および油圧低下警告灯以

外はすべて数秒以内に消灯します。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

• コンバインド・メーター・パネル - 表示灯

の意味 (p. 104)

• コンバインド・メーター・パネル - 警告灯

の意味 (p. 106)

• アナログ式コンバインド・メーター・パネル

- 概要 (p. 98)

Eco guide および Power guide*
Eco guide および Power guide は、経済走行

できるように運転者をサポートするコンバイ

ンド・メーター・パネル(p. 98)の 2 つの計器

です。

車両にはその時点までの走行統計も保存され

ています。これはブロック図で確認すること

ができます。トリップコンピューター - 走行

統計* (p. 159)を参照してください。

Eco guide
この計器は、車両の経済走行がどの程度達成さ

れているかを表示します。

この機能を表示するには、「Eco」のテーマを選

択します。液晶デジタル式コンバインド・メー

ター・パネル - 概要 (p. 99)を参照してくださ

い。

8 エンジンタイプによっては、油圧低下の警告システムが搭載されていない場合があります。このようなタイプのエンジンが搭載されている車両では、油圧低下のシンボルは使用されません。オイ
ルレベル低下の警告は、ディスプレイテキストを介して表示されます。詳しくは、エンジンオイル - 概要 (p. 393)を参照してください。
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瞬間値

平均値

瞬間値

瞬間値が表示されます。値が大きいほどよいこ

とを表します。

瞬間値は車速、エンジン回転数、現在の出力値、

フットブレーキの使用に基づいて計算されま

す。

最適速度(50-80 km/h (30-50 mph))と低エンジ

ン回転数が推奨されます。ポインターは加速中

および減速中に下がります。

瞬間値が非常に小さいと、(少し遅れてから)計

器のレッドゾーンが点灯します。これは、経済

走行ができていないことを意味するため、避け

る必要があります。

平均値

平均値は瞬間値にゆっくりと従い、車両の最新

の走行状況を示します。ポインターが高い値を

指している場合は、経済走行ができていること

を示しています。

Power guide
この計器はエンジンからの出力の使用量

(Power) と使用可能な出力の関係を示します。

この機能を表示するには、「Performance」のテー

マを選択します。液晶デジタル式コンバイン

ド・メーター・パネル - 概要 (p. 99)を参照し

てください。

最高出力値

現在の出力値

最高出力値

小さい上側のポインターは最高出力値 9 を示し

ます。この値が高ければ高いほど、現在のギヤ

で使用できる出力量が多いことを示していま

す。

現在の出力値

大きい下側のポインターは現在の出力値 9 を示

します。この値が高ければ高いほど、エンジン

出力を多く使用していることを示しています。

これら 2つのポインターの差が大きいほど、予

備の出力量がたくさん残っていることを表しま

す。

9 出力はエンジン回転数に応じて変化します。
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コンバインド・メーター・パネル -
表示灯の意味
表示灯は、機能の作動、システムの作動、異常

や故障の発生を運転者に知らせます。

表示灯

シンボル 意味

ABL 不具合

エミッションシステム

ABS 不具合

リアフォグランプオン

スタビリティ・システム、エレク

トロニック・スタビリティ・コン

トロール(ESC) - 概要

(p. 226)参照

スタビリティ・システム、スポー

ツモード、Electronic stability

control(ESC) - 作動 (p. 228)

参照

エンジンプレヒーター(ディーゼ

ル)

燃料残量低下

シンボル 意味

インフォメーション(ディスプレ

イテキストを参照してください)

ハイビーム作動

左右方向指示インジケーター

(左)

左右方向指示インジケーター

(右)

Eco 機能オン、ECO ドライブモー

ド* (p. 332) 参照

Start/Stop、エンジンがオートス

トップしました。Start/Stop* -
機能と操作 (p. 324)を参照し

てください。

タイヤ空気圧システム、タイヤ・

モニタリング(TM)* (p. 375)参
照

ABL 不具合

ABL 機能(アクティブベンディングランプ)に不

具合が発生すると、このシンボルが点灯します。

エミッションシステム

エンジン始動後にこの警告灯が点灯した場合、

車両のエミッションシステムに不具合が発生し

たおそれがあります。サービス工場まで走行

し、点検を受けてください。ABS 装置の点検を受

けてください。

ABS 不具合

この警告灯が点灯した場合は、システムが機能

していません。この状態でもブレーキシステム

は通常通り作動しますが、ABS 機能は働きませ

ん。

1. 安全な場所に停車して、エンジンを停止して

ください。

2. エンジンを再始動してください。

3. 警告灯が点灯し続ける場合は、最寄りのボル

ボ指定のサービス工場まで走行し ABS シス

テムの点検を受けてください。

リアフォグランプオン

リアフォグランプがオンのときに点灯します。

リアフォグランプは運転席側に 1つだけ装備さ

れています。

スタビリティ・システム

スタビリティ・システムが作動すると、点滅し

ます。点灯し続ける場合は、システムに不具合

があります。
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スタビリティ・システム、スポーツモード

スポーツモードがオンのときには、シンボルが

点灯します。スポーツモードを選択すると、よ

りアクティブな運転が可能になります。システ

ムがアクセルペダルやステアリングホイールの

動き、さらにコーナリングをモニターし、通常

よりもアクティブに運転しているとシステムが

判断すると、一定範囲内で後輪の意図的なス

リップを許容します。スリップが一定レベルを

超えると、システムが介入し、車両を安定させ

ます。

エンジンプレヒーター(ディーゼル)

エンジンプレヒーター作動中に点灯します。予

熱は多くの場合、低温時に実施されます。

燃料残量低下

燃料の残量が少なくなると点灯します。すみや

かに給油してください。

インフォメーション(ディスプレイテキスト

を参照してください)

車両のシステムに不具合が発生するとこのイン

フォメーションシンボルが点灯し、インフォ

メーション・ディスプレイにメッセージが表示

されます。メッセージは、OK ボタンを押すと消

えます(メニューナビゲーション - コンバイン

ド・メーター・パネル (p. 144)参照)。また

は、しばらくするとメッセージは自動的に消え

ます(メッセージが消えるまでの時間はその機

能によって異なります)。インフォメーション

シンボルは、他の表示灯と共に点灯する場合も

あります。

注意

サービスメッセージが表示されたとき、OK

ボタンを押すとシンボルおよびメッセージ

を消去できます。または一定時間が経過す

ると自動的に消えます。

ハイビーム作動

このシンボルは、ハイビーム使用時またはパッ

シングライト位置で点灯します。

左右方向指示器

非常点滅灯が点滅している間は、方向指示イン

ジケーターが両方とも点滅します。

Eco 機能オン

このシンボルは、Eco 機能がオンのときに点灯

します。

Start/Stop

エンジンがオートストップするとシンボルが点

灯します。

タイヤ空気圧システム

タイヤ空気圧が低下するか、タイヤ空気圧シス

テムに不具合が発生すると、このシンボルが点

灯します。

リマインダー(半ドア警告)

正常に閉まっていないドアがあるとインフォ

メーションシンボルまたは警告灯が点灯し、同

時にインフォメーション・ディスプレイにシン

ボルが表示されます。ただちに安全な場所に停

車して、開いているドアを閉めてください。

車速が約 7 km/h (約 4 mph)未満のとき

は、インフォメーションシンボルが点灯

します。

車速が約 7 km/h (約 4 mph)を超えると、

警告灯が点灯します。

ボンネット 10 が正常に閉まっていないときは警

告灯が点灯し、同時にインフォメーション・ディ

スプレイにシンボルが表示されます。ただちに

安全な場所に停車して、ボンネットを閉めてく

ださい。

テールゲートが正常に閉まっていないときはイ

ンフォメーションシンボルが点灯し、同時にイ

ンフォメーション・ディスプレイにシンボルが

表示されます。ただちに安全な場所に停車し

て、テールゲートを閉めてください。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

• コンバインド・メーター・パネル - 警告灯

の意味 (p. 106)

10 アラーム*装着車両のみ。
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• アナログ式コンバインド・メーター・パネル

- 概要 (p. 98)

• 液晶デジタル式コンバインド・メーター・パ

ネル - 概要 (p. 99)

コンバインド・メーター・パネル -
警告灯の意味
警告灯は、重要な機能の作動や、重大な異常や

故障の発生を運転者に知らせます。

警告灯

シンボル 意味

油圧低下 A

パーキングブレーキ作動、液晶デ

ジタル式コンバインド・メー

ター・パネル

パーキングブレーキ作動、アナロ

グ式メーター・パネル

エアバッグ – SRS

シートベルトリマインダー

充電不良

ブレーキシステムの不具合

警告

A エンジンタイプによっては、油圧低下の警告システムが搭
載されていない場合があります。このようなタイプのエン
ジンが搭載されている車両では、油圧低下のシンボルは使
用されません。オイルレベル低下の警告は、ディスプレイ
テキストを介して表示されます。詳しくは、エンジンオイ
ル - 概要 (p. 393)を参照してください。

油圧低下

この警告灯が走行中に点灯した場合は、エンジ

ンオイルの油圧が低下しています。ただちにエ

ンジンを停止して、エンジンオイルのレベルを

点検し、必要に応じて補充してください。オイ

ルレベルが正常であるにも関わらず警告灯が点

灯する場合は、サービス工場にご連絡ください。

ABS 装置の点検を受けてください。

パーキングブレーキ作動

パーキングブレーキがかかっているときに、警

告灯が点灯します。この警告灯はパーキングブ

レーキ作動中点灯します。詳しくは、パーキン

グブレーキ (p. 338)を参照してください。

エアバッグ – SRS

警告灯が点灯し続ける場合、または走行中に点

灯した場合は、車両のセーフティシステムのい

ずれかに不具合が検出されたことを表していま

す。すみやかにサービス工場まで走行し、点検

を受けてください。ABS 装置の点検を受けてく

ださい。

シートベルトリマインダー

この警告灯は、運転席/助手席の乗員がシートベ

ルトを着用していないとき、またはリアシート

の乗員がシートベルトを外したときに点滅しま

す。

充電不良

走行中に電気系統に不具合が発生すると点灯し

ます。サービス工場にご連絡ください。ABS 装

置の点検を受けてください。
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ブレーキシステムの不具合

この警告灯が点灯したときは、ブレーキフルー

ド量が規定量以下に減っているおそれがありま

す。安全な場所に停車して、リザーバータンク

のブレーキフルードレベルを点検してくださ

い。ブレーキおよびクラッチフルード - レベ

ル (p. 396)を参照してください。

ブレーキと ABS の警告灯が両方同時に点灯した

場合は、制動力(ブレーキ力)分配システムに不

具合が発生しているおそれがあります。

1. 安全な場所に停車して、エンジンを停止して

ください。

2. エンジンを再始動してください。

• 両方の警告灯が消灯した場合は、走行を

続けられます。

• 警告灯が消灯しない場合は、リザーバー

タンクのブレーキフルードレベルを点検

してください。ブレーキおよびクラッチ

フルード - レベル (p. 396)を参照し

てください。ブレーキフルードレベルが

正常であるにも関わらず警告灯が点灯し

たままの場合は、最寄りのサービス工場

まで慎重に走行し、ブレーキシステムの

点検を受けてください。ABS 装置の点検

を受けてください。

警告

ブレーキフルードレベルがリザーバータン

クの MINマークより低い場合は、ブレーキフ

ルードを補充するまで絶対に運転しないで

ください。

サービス工場でブレーキフルードが減った

原因を点検してもらってください。ボルボ

指定のサービス工場にご連絡ください。

警告

ブレーキシステムと ABS の警告灯が両方同

時に点灯しているときは、急ブレーキをかけ

た際に車体後部が横滑りするおそれがあり

ますので、ご注意ください。

警告

車両の安全性または操縦安定性に関わるような

不具合が発生すると、赤色の警告灯が点灯しま

す。同時に、インフォメーション・ディスプレ

イにテキストが表示されます。異常が修正され

るまで警告灯は点灯を続けますが、ディスプレ

イテキストは OK で消去することができます。

メニューナビゲーション - コンバインド・メー

ター・パネル (p. 144)を参照してください。

警告灯は、他の表示灯と共に点灯する場合もあ

ります。

対処：

1. 安全な場所に停車してください。停車後は、

走行しないでください。

2. インフォメーション・ディスプレイの表示を

お読みください。ディスプレイテキストに

従って処置を行います。OK ボタンを使用し

て、メッセージを消去します。
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リマインダー(半ドア警告)

正常に閉まっていないドアがあるとインフォ

メーションシンボルまたは警告灯が点灯し、同

時にインフォメーション・ディスプレイにシン

ボルが表示されます。ただちに安全な場所に停

車して、開いているドアを閉めてください。

車速が約 7 km/h (約 4 mph)未満のとき

は、インフォメーションシンボルが点灯

します。

車速が約 7 km/h (約 4 mph)を超えると、

警告灯が点灯します。

ボンネット 11 が正常に閉まっていないときは警

告灯が点灯し、同時にインフォメーション・ディ

スプレイにシンボルが表示されます。ただちに

安全な場所に停車して、ボンネットを閉めてく

ださい。

テールゲートが正常に閉まっていないときはイ

ンフォメーションシンボルが点灯し、同時にイ

ンフォメーション・ディスプレイにシンボルが

表示されます。ただちに安全な場所に停車し

て、テールゲートを閉めてください。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

• コンバインド・メーター・パネル - 表示灯

の意味 (p. 104)

• アナログ式コンバインド・メーター・パネル

- 概要 (p. 98)

• 液晶デジタル式コンバインド・メーター・パ

ネル - 概要 (p. 99)
外気温計
外気温計のディスプレイはコンバインド・メー

ター・パネルに表示されます。

外気温計のディスプレイ、液晶デジタル式コ

ンバインド・メーター・パネル

外気温計のディスプレイ、アナログ式メー

ター・パネル

外気温が+2 ℃～-5 ℃のときは、低温警告のた

め雪の結晶マークが表示され、路面が凍結して

スリップする危険があることを警告します。こ

れにより、凍った路面に関する警告が得られま

す。車両が停止している場合、温度計は高すぎ

る値を示すことがあります。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

11 アラーム*装着車両のみ。
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トリップメーター(走行距離計)
トリップメーター(走行距離計)のディスプレ

イはコンバインド・メーター・パネルに表示さ

れます。

トリップメーター(走行距離計)、液晶デジタル式
メーター・パネル

トリップメーター(走行距離計)12 のディス

プレイ

トリップメーター(走行距離計)T1 と T2 は短

距離を測定するために使用されます。ディスプ

レイに距離が表示されます。

左側レバースイッチのコントロールダイヤルを

回して、望ましいメーターを表示します。

左側レバースイッチの RESET ボタンを(変化す

るまで)長押しすると、表示されているトリップ

メーターがリセットされます。詳しくは、ト

リップコンピューター (p. 149)を参照してく

ださい。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

時計
時計のディスプレイはコンバインド・メー

ター・パネルに表示されます。

クロック、液晶デジタル式メーター・パネル

ディスプレイの時刻表示 13

時計の設定
時計は、メニューシステム MY CAR で調節できま

す。MY CAR (p. 147)を参照してください。

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

12 外観はメーターのタイプによって異なります。
13 アナログ式メーター・パネルが装備されている場合には、メーター・パネルの中央に時刻が表示されます。
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コンバインド・メーター・パネル -
ライセンス契約
ライセンスとは、特定のアクティビティを操作

する権利、または他人の権利を契約条件に基づ

いて使用する権利の許諾契約です。以下はボ

ルボ社と製造元/開発元との使用許諾契約で、

英語で記載されています。

Combined Instrument Panel Software
Open Source Software Notice

This product uses certain free / open

source and other software originating from

third parties, that is subject to the GNU

Lesser General Public License version 2

(LGPLv2), The FreeType Project License

("FreeType License") and other different

and/or additional copy right licenses,

disclaimers and notices. The links to

access the exact terms of LGPLv2, and the

other open source software licenses,

disclaimers, acknowledgements and notices

are provided to you below. Please refer to

the exact terms of the relevant License,

regarding your rights under said licenses.

Volvo Car Corporation (VCC) offers to

provide the source code of said free/open

source software to you for a charge

covering the cost of performing such

distribution, such as the cost of media,

shipping and handling, upon written

request. Please contact your nearest Volvo

Dealer.

The offer is valid for a period of at

least three (3) years from the date of the

distribution of this product by VCC / or

for as long as VCC offers spare parts or

customer support.

Portions of this product uses software

copyrighted © 2007 The FreeType Project
(www.freetype.org). All rights reserved.

Portions of this product uses software

with Copyright © 1994–2013 Lua.org, PUC-
Rio (http://www.lua.org/)

This product includes software under

following licenses:

LGPL v2.1: http://www.gnu.org/licenses/

old-licenses/lgpl-2.1.html

• GNU FriBidi

• DevIL

The FreeType Project License: http://

git.savannah.gnu.org/cgit/freetype/

freetype2.git/tree/docs/FTL.TXT

• FreeType 2

MIT License: http://opensource.org/

licenses/mit-license.html

• Lua
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ディスプレイのシンボル
車両のディスプレイには、さまざまなシンボル

が表示されます。これらのシンボルは、警告

灯、表示灯、インフォメーションシンボルに分

類されます。

以下に列挙されているのはもっとも一般的なシ

ンボルで、その意味と、マニュアル内の詳細情

報の記載場所に関する情報が表示されていま

す。

 - 車両の安全性や操縦安定性に関わるよ

うな不具合が発生すると、赤色の警告灯が点灯

します。同時に、コンバインド・メーター・パ

ネルのインフォメーション・ディスプレイに

ディスプレイテキストが表示されます。

 - 車両のシステムに不具合が発生する

と、このインフォメーションシンボルが点灯し、

コンバインド・メーター・パネルのインフォメー

ション・ディスプレイにテキストが表示されま

す。黄色いインフォメーションシンボルは、他

の表示灯と共に点灯する場合もあります。

コンバインド・メーター・パネルの警告
灯

シンボル 意味 参照

油圧低下 (p. 106)

パーキングブレー

キ作動、液晶デジ

タル式コンバイン

ド・メーター・パ

ネル

(p. 106)、

(p. 338)

パーキングブレー

キ作動、アナログ

式メーター・パネ

ル

(p. 106)

エアバッグ – SRS (p. 64)、

(p. 106)

シートベルトリマ

インダー

(p. 60)、

(p. 106)

充電不良 (p. 106)

ブレーキシステム

の不具合

(p. 106)、

(p. 336)

警告、セーフティ

モード

(p. 64)、

(p. 74)、

(p. 106)

コンバインド・メーター・パネルのコン
トロールシンボル

シンボ

ル

意味 参照

ABL 不具合* (p. 104)、

(p. 128)

エミッションシス

テム

(p. 104)

ABS 不具合 (p. 104)、

(p. 336)

リアフォグランプ

オン

(p. 104)、

(p. 132)

スタビリティ・シ

ステム、ESC

(Electronic

Stability

Control)、トレー

ラー・スタビリ

ティ・アシスト*

(p. 104)、

(p. 229)、

(p. 356)

スタビリティ・シ

ステム、スポーツ

モード

(p. 104)、

(p. 229)

エンジンプレヒー

ター(ディーゼル)

(p. 104)

燃料残量低下 (p. 104)、

(p. 180)
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シンボ

ル

意味 参照

インフォメーショ

ン(ディスプレイ

テキストを参照し

てください)

(p. 104)

ハイビーム作動 (p. 104)、

(p. 125)

方向指示インジ

ケーター(左)

(p. 104)

方向指示インジ

ケーター(右)

(p. 104)

Start/Stop*、エン

ジンオートストッ

プ

(p. 104)、

(p. 324)

ECO 機能*オン (p. 104)、

(p. 332)

タイヤ空気圧シス

テム*
(p. 104)、

タイヤ・モニ

タリング

(TM)*
(p. 375)

コンバインド・メーター・パネルのイン
フォメーションシンボル

シンボル 意味 参照

自動防眩機能付き

ハイビーム -

AHB*

(p. 126)

カメラセンサー*、
レーザーセン

サー*

(p. 126)、

(p. 269)、

(p. 279)、

(p. 292)、

(p. 297)

アダプティブク

ルーズコントロー

ル*

(p. 255)

アダプティブク

ルーズコントロー

ル*

(p. 247)、

(p. 255)

アダプティブク

ルーズコントロー

ル*、車間警告機

能*(車間警報シス

テム)

(p. 255)、

(p. 240)

アダプティブク

ルーズコントロー

ル*

(p. 245)

クルーズコント

ロール*
(p. 234)

シンボル 意味 参照

速度リミッター (p. 231)

レーダーセン

サー*
(p. 255)、

(p. 242)、

(p. 279)

Start/Stop* (p. 330)

Start/Stop* (p. 330)

Start/Stop* (p. 330)

車間警告機能*(車
間警報システム)、

City SafetyTM、衝

突警告システム*、
オートブレーキ*

(p. 242)、

(p. 269)、

(p. 279)

エンジンブロック

ヒーターおよび車

内ヒーター*

(p. 180)
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シンボル 意味 参照

エンジンブロック

ヒーターおよび車

内ヒーター* サー

ビスが必要です。

(p. 180)

起動済みタイ

マー*
(p. 180)

起動済みタイ

マー*
(p. 180)

ABL システム* (p. 128)

バッテリー電圧低

下

(p. 180)

パークアシスト・

パイロット -

PAP*

(p. 306)

レインセンサー* (p. 136)

レーン・アシスト* (p. 295)

シンボル 意味 参照

ドライバー・ア

ラート・システ

ム*、レーン・アシ

スト*

(p. 297)

ドライバー・ア

ラート・システ

ム*、レーン・アシ

スト*

(p. 292)、

(p. 297)

ドライバー・ア

ラート・システ

ム*、休憩してくだ

さい。

(p. 290)

ドライバー・ア

ラート・システ

ム*、休憩してくだ

さい。

(p. 292)

ギヤシフトインジ

ケーター

(p. 318)

ギヤポジション (p. 319)

シンボル 意味 参照

感知された速度情

報*
(p. 286)

オイルレベルの測

定

(p. 394)

ルーフコンソールディスプレイのイン
フォメーションシンボル

シンボル 意味 参照

シートベルトリマイン

ダー

(p. 63)

エアバッグ、助手席、

作動可能状態

(p. 68)

エアバッグ、助手席、

非作動状態

(p. 68)

関連情報
• コンバインド・メーター・パネル - 表示灯

の意味 (p. 104)

• コンバインド・メーター・パネル - 警告灯

の意味 (p. 106)

• メッセージ - 取り扱い (p. 147)
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ボルボ・センサス
ボルボ・センサスは、ボルボ体験の中心をなす

システムで、お客様を車両および外部の世界と

つなぐ役割を果たします。センサスは、必要な

ときに情報、エンターテイメントおよび支援の

提供をします。センサスは、車での移動をさら

に魅力的にする直感的な機能で構成されてお

り、車両の所有に伴う面倒を減らします。

直感的なナビゲーション構成により、必要なと

きに、運転の邪魔をすることなく、適切なサポー

ト、情報およびエンターテイメントを提供する

ことができます。

センサスは、外部とのつながりを実現する*、あ

らゆるソリューションに対応するとともに、車

両のすべての機能を直感的に操作するシステム

です。

ボルボ・センサスは、車両システムのさまざま

な機能を組み合わせて、センターコンソールの

画面に表示します。ボルボ・センサスがあれば、

直観的なインターフェースにより、車両をパー

ソナライズすることができます。車両設定、

オーディオ・メディア、エアコンディショナー

などの設定が可能です。

センターコンソールのボタンやコントロールス

イッチ、またはステアリングホイール右側のス

テアリングリモコンを使用すると、機能を起動

または解除し、さまざまな設定を行うことがで

きます。

MY CAR を押すと、City Safety、ロックおよび

アラーム、自動ファン速度、時計の設定など、

走行や車両の操作に関するすべての設定が表示

されます。

RADIO、MEDIA、TEL、 *、NAV* および CAM14 な

ど、関連のボタンを押すと、AM、FM、CD、DVD、

TV*、Bluetooth®、ナビゲーション*、パークアシ

スト・カメラ*など、他のソースやシステム、機

能が起動できます。

すべての機能/システムの詳細については、オー

ナーズマニュアルまたはその追補版の該当セク

ションを参照してください。

概要

センターコンソール内のコントロールパネル図には
略図が使用されています。選択した装備や市場によ
り、機能の数やボタンの配置が異なります。

ナビゲーション* - NAV

オーディオ・メディア - RADIO、MEDIA、

TEL、別冊付録「Sensus Infotainment」を参

照してください。

オンライン車両 - *

エアコンディショナーシステム(p. 162)

機能設定 - MY CAR、MY CAR (p. 147)を参

照してください。

14 一部の車両モデルに適用されます。
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キー位置
リモートコントロールキーは、車両の電気系統

を各モード/レベルに設定し、各種機能を使用

できるようにします。キー位置 - 各レベルで

の機能 (p. 115)を参照してください。

リモートコントロールキーを抜いた/差し込んだ状
態のイグニッションスイッチ

注意

キーレススタートおよびロックシステム*機
能装備の車両では、キーをイグニッションス

イッチに挿入する必要はなく、ポケットなど

に入れておくことができます。キーレスス

タートおよびロックシステムについては、

キーレスドライブ* (p. 208)を参照してく

ださい。

キーを差し込む
1. リモートコントロールキーの端(脱着式キー

ブレードが付いた側)を持ち、キーをイグ

ニッションスイッチに入れます。

2. キーを奥まで押し込みます。

重要

イグニッションスイッチに異物を入れない

でください。ロックが破損し、機能が正常に

作動しなくなります。

リモートコントロールキーを不適切な向き

で差し込まないでください。脱着式キーブ

レードが付いた側を持つようにしてくださ

い。脱着式キーブレード - 取り外し/取り

付け (p. 206)を参照してください。

キーを引き出す
リモートコントロールキーを、イグニッション

スイッチから引き出します。

キー位置 - 各レベルでの機能
エンジン停止中でもいくつかの機能が利用で

きるように、車両の電気系統はリモートコント

ロールキーにより 3つのレベル、0、Iおよび

II に設定できます。このオーナーズマニュア

ルではこれらのレベルを「キー位置」として表

現しています。

次の表は、各キー位置/レベルで利用できる機能

を示しています。
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レ

ベ

ル

機能

0 • オドメーター(積算距離計)、時計、

水温計が点灯します。

• パワーシートが調節できます。

• 限られた時間であれば、オーディオ

システムが利用できます。

I • サンルーフ、パワーウインド、車内

の 12V 電源ソケット、ナビゲーショ

ン、電話、ベンチレーションファン

およびウインドスクリーンワイ

パーが使用できます。

II • ヘッドライトを点灯させることが

できます。

• 表示灯/警告灯が 5秒間点灯しま

す。

• 他にもいくつかのシステムが作動

可能状態です。しかし、シートヒー

ターおよびリアウインドの熱線は

エンジン始動後にしか起動できま

せん。

このキー位置では、バッテリーから大量

の電流を消費するため、使用をひかえて

ください。

キー位置/レベルの選択
• キー位置 0 - 車両のロックを解除します。

車両の電気系統はレベル 0 です。

注意

エンジンを始動せずに I または II にアク

セスするには、これらのキー位置を選択する

際にブレーキ/クラッチペダルを踏み込まな

いでください。

• キー位置 I - リモートコントロールキーが

イグニッションスイッチ 15 の奥まで差し込

まれている状態で、START/STOP ENGINE を短

く押します。

• キー位置 II - リモートコントロールキー

がイグニッションスイッチ 15 の奥まで差し

込まれている状態で、START/STOP ENGINE を

長押し 16 します。

• キー位置 0 へ戻す - キー位置 0 へ II お

よび I から戻すには、START/STOP ENGINE

を短く押します。

エンジンの始動と停止
エンジンの始動/停止については、エンジンの始

動 (p. 314)を参照してください。

けん引
けん引中のリモートコントロールキーに関する

重要な情報があります。 けん引 (p. 357)を

参照してください。

関連情報
• キー位置 (p. 115)

15 キーレス始動およびロックシステム*装備車の場合は不要。
16 約 2秒間。
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シート、フロント
車両のフロントシートには、最適な座り心地を

提供するためにさまざまな設定オプションが

あります。

ランバーサポート*を調整するには、ホイー

ル 17 を回してください。

前後の調節：レバーハンドルを持ち上げて、

ステアリングホイールおよびペダルからの

位置を調節します。調節後は、シートが確実

に固定されているか確認してください。

シートクッションの前端の上げ下げ*には、

レバーを繰り返し上下に操作します。

ダイヤルを回して、バックレストの傾きを調

節します。

シートの高さ調節*：上げるときは、希望の

高さになるまでレバーを繰り返し引き上げ

ます。下げるときは、希望の高さになるまで

レバーを繰り返し押し下げます。

パワーシート用コントロールパネル*、シー

ト、フロント - 電動 (p. 118)を参照して

ください。

警告

運転席シートの調節は、必ず走行前に行って

ください。走行中は絶対に調節しないでく

ださい。急ブレーキや事故の際に、ケガをす

ることがないように、シートが確実に固定さ

れていることを確認してください。

フロントシートヘッドレストの調整

ヘッドレストの高さは調整できます。

ヘッドレストが頭全体を支えるよう、できる限

り乗員の身長に合わせてヘッドレストを調節し

てください。

高さを調節するには、ボタン(図を参照)を押し

た状態で、ヘッドレストを上下に動かしてくだ

さい。

ヘッドレストの高さは、3 段階に調節すること

ができます。

助手席のバックレストを倒す*

長尺物を載せる場合など、助手席のバックレス

トを前方に倒すことができます。

シートを一番後方の、一番低い位置にしま

す。

バックレストを立てた位置にします。

17 パワーシートにも適用されます。
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バックレストの後部下側にあるキャッチを

持ち上げて、バックレストを前方に倒しま

す。

4. シートを前方に押し、ヘッドレストがグロー

ブボックス下に「固定」されるようにしま

す。

起こす場合は、逆の手順で行ってください。

警告

助手席シートのバックレストを倒している

ときには、助手席後ろのシートまたはリアセ

ンターシートを使用しないでください。

警告

バックレストを起こした後は、急ブレーキや

事故の際にケガをすることがないように、

バックレストをつかみ、バックレストが確実

に固定されていることを確認してください。

関連情報
• シート、フロント - 電動 (p. 118)

• シート、リア (p. 119)

シート、フロント - 電動
車両のフロントシートには、最適な座り心地を

提供するためにさまざまな設定オプションが

あります。電動シートは前後上下に動かすこ

とができます。シートクッションの前部を上

下させることができます。バックレストの角

度を変えることができます。

パワーシート*

シートクッション前端の高さ調節

シートの上下調節

シートの前後の位置調節

バックレストの傾き

パワーシートの動きが妨げられると、オーバー

ロードプロテクションが作動します。オーバー

ロードプロテクションが作動した場合、車両の

電気系統をキー位置 I または 0 にして、しば

らく待ってから再度シートの調節を行ってくだ

さい。

一度に 1つのシート設定(前/後/上/下)のみ、調

節することができます。

準備
シートは、ドアをリモートコントロールキーで

ロック解除した後、リモートコントロールキー

をイグニッションスイッチに差し込んでいない

状態でも、一定時間内は調節することができま

す。通常、シートの調節はキー位置が I のとき

に行います。エンジン作動中はいつでも調節す

ることができます。

メモリー機能付シート*

メモリー機能は、シートおよびドアミラーの設

定を保存します。
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設定を保存する
メモリーボタン

メモリーボタン

メモリーボタン

設定保存ボタン

1. シートおよびドアミラーの位置を調節しま

す。

2. M を押しながら、ボタン 1、2または 3を押

します。作動音が鳴り、コンバインド・メー

ター・パネルにテキストが表示されるまでボ

タンを押したままにします。

新しいメモリーを設定するには、シートを再調

節する必要があります。

メモリー位置に移動する
シートとドアミラーが停止するまで、メモリー

ボタン 1 - 3 のいずれかを押します。途中で

ボタンから指を放すと、シートおよびドアミ

ラーの動きは中断します。

リモートコントロールキーのキーメモ
リー*
全リモートコントロールキーとも、異なる運転

者によって使用でき、各運転者用のシートとド

アミラー 18 の設定を記憶させることができま

す。リモートコントロールキー - パーソナラ

イズ* (p. 199)を参照してください。

非常停止
シートが不意に動き出した場合は、シート用設

定ボタンまたはメモリーボタンいずれか 1つを

押すと停止します。

警告

挟まれるおそれがあります。お子様にシー

トの操作をさせないでください。シートの

調節は、シートの前後や下になにも物がない

状態で行ってください。リアシートの乗員

が挟まれないように注意してください。

シートヒーター
シートヒーターについては、フロントシート

ヒーター* (p. 169)およびリアシートヒー

ター* (p. 169)を参照してください。

関連情報
• シート、フロント (p. 117)

• シート、リア (p. 119)

シート、リア
リアシートのバックレストと外側シートの

ヘッドレストは折りたたむことができます。

センターシートのヘッドレストは乗員の座高

に合わせて調節することができます。

リアセンターシート、ヘッドレスト

リアセンターシートヘッドレストは、ヘッドレ

ストが頭全体を支えるよう、乗員の身長に合わ

せて調節することができます。必要に応じて、

持ち上げます。

ヘッドレストを再び下げるには、ボタン(図参

照)を押しながら、ヘッドレストを注意して押し

下げてください。

ヘッドレストの高さは、5 段階に調節すること

ができます。

18 車両にメモリー付きパワーシートと電動格納式ドアミラーが装備されている場合のみ。
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警告

センターシートを使用しない場合は、セン

ターシートのヘッドレストを必ず一番低い

位置に設定してください。センターシート

を使用する場合は、ヘッドレストを乗員の座

高に合わせて正しく調節し、可能であれば後

頭部全体をサポートするようにします。

ドア側のリアシートヘッドレストを手で
倒す

ヘッドレストの横のロックハンドルを引き、

ヘッドレストを前に倒します。

ヘッドレストは手で元に戻してください。

警告

ヘッドレストを持ち上げた場合には、必ず

ロック位置に固定してください。

リアシートバックレストを倒す

重要

バックレストを倒す際には、リアシートカッ

プホルダーが開いており、リアシートになに

も置かれていないことが必要です。また、

シートベルトも接続しないでください。リ

アシートの内装を傷付けるおそれがありま

す。

注意

リアシートバックレストを前方に完全に倒

す際は、フロントシートを前方に移動するか

バックレストを立てる、またはその両方の作

業をする必要があります。

• 左右どちらの部分も個別に倒すことができ

ます。

• バックレスト全体を倒す場合には、各部分を

別々に倒してください。

右側セクションを倒している場合は、セン

ターシートのヘッドレストを解除して調節

します。前述の「ヘッドレスト、センター

シート、リア」の項を参照してください。

ドア側ヘッドレストは、バックレストを倒す

と自動的に倒れます。バックレストのロッ

クハンドル  を持ち上げながら、バック

レストを前方に倒します。ロックキャッチ

 の赤いインジケーターが見える場合は、

バックレストが固定されていません。

注意

バックレストをたたむ場合には、シートクッ

ションと接触しないように、ヘッドレストを

わずかに前に動かすことが必要です。

起こす場合は、逆の手順で行ってください。
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注意

バックレストを起こして固定すると、赤いイ

ンジケーターは見えなくなります。それで

も見える場合は、バックレストが正しく固定

されていません。

警告

リアシートバックレストが倒されていた場

合には、バックレストおよびヘッドレストが

確実に固定されているか確認してください。

関連情報
• シート、フロント (p. 117)

• シート、フロント - 電動 (p. 118)

ステアリングホイール
ステアリングホイールは位置の調節が可能で

す。ステアリングホイールには、ホーン、ク

ルーズコントロール、メニュー、オーディオ、

電話のコントロール装置が備わっています。

調節

ステアリングホイールの調節

ステアリングホイールリリースレバー

調節可能なステアリングホイールの位置

ステアリングホイールは、高さと前後の調節が

可能です：

1. ステアリングホイールのロックを解除する

ときは、レバーを前方に押します。

2. ステアリングホイールの位置を調節します。

3. リリースレバーを元の位置に引き戻して、ス

テアリングホイールをロックします。レ

バーが動かしにくいときは、レバーを押し戻

すと同時にステアリングホイールを少し押

すようにしてロックしてください。

警告

ステアリングホイールの調節およびロック

は、走行前に行ってください。

速度感応式パワーステアリング*では、ステアリ

ングホイールを回すために必要な力を調節する

ことができます。 ステアリングホイール操舵

力の調節* (p. 226)を参照してください。
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ステアリングリモコン*およびパドル*

ステアリングホイールのステアリングリモコンおよ
びパドル

クルーズコントロール* (p. 234)*、 およ

びアダプティブクルーズコントロール

(ACC)* (p. 243)*。

オートマチックトランスミッションのマ

ニュアルギヤチェンジ用パドル。オートマ

チックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)を
参照してください。

オーディオおよび電話コントロール。付録

「Sensus Infotainment」を参照してくださ

い。

ホーン

ホーン

ステアリングホイールのセンターパッドを押す

と、ホーンが鳴ります。

ライトスイッチ
ヘッドライトスイッチを操作して、車外の照明

の点灯、調節を行います。また、ディスプレイ

やメーターパネルライト、アンビエントライト

(p. 134)の調節にも使用します。

ライトスイッチの概要

ディスプレイ、メーター・パネルライト、ア

ンビエントライトのコントロールダイヤル*

リアフォグランプボタン

走行中および駐車中のライト用ノブ

ヘッドライト光軸補正用コントロールダイ

ヤル

LED19 ヘッドライト*装備車は、ヘッドライト光軸

補正が自動的に行われるため、ヘッドライト光

19 LED(Light Emitting Diode)
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軸補正用のコントロールダイヤルは装着されて

いません。

ノブ位置

位置 意味

パッシングライトを使用すること

ができます。

リアサイドマーカーランプおよび

ポジションランプ/テールランプ。

パッシングライトを使用すること

ができます。

位置 意味

昼間、車両の電気系統がキー位置

II のとき、またはエンジンが作動

しているとき、リアサイドマー

カーランプおよびポジションラン

プ/テールランプが点灯します。

薄暗いときや暗闇、またはリア

フォグランプまたはウインドスク

リーンワイパー(連続作動)が作動

したとき、ロービーム、リアサイ

ドマーカーランプおよびポジショ

ンランプ/テールランプが点灯し

ます。

トンネル検知(p. 125)*機能が作

動します。

アクティブハイビーム(p. 126)*
機能を使用することができます。

ロービーム点灯中にハイビームに

することができます。

パッシングライトを使用すること

ができます。

位置 意味

ロービーム、リアサイドマーカー

ランプおよびポジションランプ/

テールランプ。

ハイビームを作動させることがで

きます。

パッシングライトを使用すること

ができます。

ボルボ社は、走行中は  モードの使用をお

薦めします。

警告

霧、雨など日光が弱い、または十分な強さが

ない場合、車両のライトシステムは反応しま

せん。

運転者には、適用される交通法規に従って交

通状況に適した照射パターンを使用して走

行する義務があります。
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ディスプレイおよびメーター・パネルライト

キー位置に応じて各ディスプレイおよびメー

ター・パネルライトが点灯します。キー位置 -

各レベルでの機能 (p. 115)を参照してくださ

い。

周囲が暗くなると、インフォメーション・ディ

スプレイの照度も自動的に低くなります。この

感度はコントロールダイヤルで調節することが

できます。

メーター・パネル・ランプの照度は、コントロー

ルダイヤルで調節することができます。

ヘッドライト光軸補正

荷重によって車体前後の傾きが変わり、ヘッド

ライトの光が対向車の視界を妨げることがあり

ます。こうした状態を防ぐため、ヘッドライト

の光軸を調節してください。車両に重い荷物を

積載しているときは、光軸を低くしてください。

1. エンジンを回転させたままにするか、車両の

電気系統をキー位置 I にします。

2. コントロールダイヤルを上/下に回して、

ヘッドライトの光軸を調節します。

車内の乗員や積荷の状態に合わせたコントロールダ
イヤルの位置

運転者のみ

運転者と助手席乗員

全シートに乗員がいる

全シートに乗員がいて、カーゴスペースも満

載の状態

カーゴスペースが満載の状態で運転者のみ

関連情報
• ポジションランプ (p. 124)

• ハイ/ロービーム (p. 125)

ポジションランプ
ポジションランプ/テールランプはヘッドライ

トスイッチのノブを使用して点灯させます。

ヘッドライトスイッチのノブがポジションランプ/
テールランプ点灯位置の状態

ノブを  の位置に回します(同時にナン

バープレートランプが点灯します)。

周囲が暗いときにテールゲートを開けた場合に

は、後続の車両に注意を促すために、リアポジ

ションランプが点灯します。これは、ノブの位

置や車両の電気系統のキー位置に関係なく作動

します。

関連情報
• ライトスイッチ (p. 122)
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トンネルの検知*
車両がトンネルに入ると、トンネル検知機能に

よりロービームが点灯します。

トンネルに入ったことをレインセンサー横のセ

ンサーが検知し、ロービームを点灯させます。

車両がトンネルを出てから約 20 秒後に、ロー

ビームは消灯します。この間に車両が別のトン

ネルに入った場合には、ロービームが引き続き

点灯します。これによって車両のヘッドライト

が繰返し切り替わるのを防ぎます。

注意 - トンネル検知が機能するには、ヘッドラ

イトスイッチノブが  位置であることが

必要です。

関連情報
• ハイ/ロービーム (p. 125)

• ライトスイッチ (p. 122)

ハイ/ロービーム
ヘッドライト調整用ノブが  位置で、車

両の電気系統がキー位置 II のとき、またはエ

ンジンが作動しているとき、周辺の明るさが十

分ではない場合には、ロービームが自動的に点

灯します。

ヘッドライトスイッチノブおよびレバースイッチ

パッシングライト位置

ハイビーム位置

ロービーム
ノブが  位置の場合、夕方などに明りが十

分でなくなると、ロービームが自動的に点灯し

ます。ロービームはリアフォグランプまたはウ

インドスクリーンワイパー(連続作動)が作動し

たときにも自動的に点灯します。

ノブが  位置の場合、エンジン始動中また

はキー位置が II のときには、ロービームが常

時点灯します。

パッシングライト
レバーを手前に軽く引くと、パッシングライト

位置になります。レバーを放すまで、ハイビー

ムが点灯します。

ハイビーム
ハイビームは、ノブが 20 または 

位置のときに作動させることができます。レ

バースイッチをステアリングホイール側へいっ

ぱいまで引いてから放してハイビームを点灯/

消灯します。代わりに、レバースイッチをステ

アリングホイール側に軽く引いて、ハイビーム

を解除することができます。

ハイビームが点灯すると、コンバインド・メー

ター・パネルにシンボル  が点灯します。

関連情報
• アクティブベンディングランプ* (p. 128)

• アクティブハイビーム* (p. 126)

• ライトスイッチ (p. 122)

• ヘッドライト - 車両通行帯ヘッドライト照

射パターン (p. 129)

• トンネルの検知* (p. 125)

20 ロービームが作動すると。
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アクティブハイビーム*
アクティブハイビーム機能は、対向車のヘッド

ライトや先行車のリアランプを検知し、ハイ

ビームからロービームに切り替える機能です。

光を検知しなくなるとハイビームに戻ります。

アクティブハイビーム - AHB
アクティブハイビーム(Active High Beam -

AHB)はウインドスクリーンの上端にあるカメラ

センサーを利用して、対向車のヘッドライトや

先行車のリアランプを検知し、ハイビームから

ロービームに切り替える機能です。この機能で

は街路灯も検知対象になることがあります。

カメラセンサーが対向車のヘッドライトや先行

車両のリアランプを検知しなくなってから約 1

秒経過後に、ライトはハイビームに戻ります。

作動/非作動

AHB は、ヘッドライトのスイッチノブが 

位置のとき作動させることができます。(メ

ニューシステム MY CAR でこの機能を解除して

いる場合は除きます。MY CAR (p. 147)を参照

してください。)

レバースイッチおよびヘッドライトスイッチノブ、
AUTO 位置

この機能は、暗闇を約 20 km/h (12 mph)以上の

速度で走行しているときに作動させることがで

きます。

AHB をオン/オフするときは、左側レバースイッ

チを手前にいっぱいまで引いてから放します。

ハイビーム点灯中に解除すると、ライトはすぐ

ロービームに戻ります。

アナログ式コンバインド・メーター・パネル装

備車

AHB 作動中はインストルメントのインフォメー

ション・ディスプレイにシンボル  が点灯

します。

ハイビームが点灯すると、コンバインド・メー

ター・パネルにシンボル  も点灯します。

液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネ

ル装備車

AHB 作動中はインストルメントのインフォメー

ション・ディスプレイにシンボル  が白く

点灯します。

ハイビーム作動中は、このシンボルは青く点灯

します。
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マニュアル操作

注意

カメラセンサー前面のウインドスクリーン

表面に付着した氷、雪、曇り、汚れなどはよ

く取り除き、きれいな状態を保ってくださ

い。

カメラセンサー前面のウインドスクリーン

に、なにも貼り付けたり、取り付けたりしな

いでください。カメラの効力に支障が出て、

カメラを使用している各システムが作動し

なくなる原因となります。

コンバインド・メーター・パネルのインフォメー

ション・ディスプレイにメッセージ ｱｸﾃｨﾌﾞﾊｲ

ﾋﾞｰﾑ 一時的に利用できません 手動で操作して

下さい が表示された場合には、ハイビームと

ロービームの切り替えは手動で行うことが必要

です。ただし、ヘッドライトスイッチのノブは

 の位置のままでかまいません。メッセー

ジ ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られています ﾏﾆｭｱﾙ参

照 と  シンボルが表示されている場合に

も同じことが当てはまります。  シンボル

はこれらのメッセージが表示されると消灯しま

す。

AHB は、濃い霧や激しい雨の中では一時的に利

用できなくなる場合があります。AHB が再度利

用できるようになるか、ウインドスクリーンセ

ンサーを遮っていたものがなくなると、メッ

セージが消え、  シンボルが点灯します。

警告

AHB は、好条件の下で最適なヘッドライトの

使用をサポートする機能です。

運転手は、交通状況や天候により必要に応じ

て、ハイビームとロービームを手動で切り替

える責任がありますので、ご注意ください。

重要

ハイビームとロービームの手動切り替えが

必要になる場合の例:

• 激しい雨や霧の中を走行するとき

• 着氷性のある雨の中を走行するとき

• 雪嵐や溶けかかった雪の中を走行する

とき

• 月明かりで走行するとき

• 明かりの乏しい建物密集地域を走行す

るとき

• 前方の車両のライトが暗いとき

• 道路上や道路脇に歩行者がいるとき

• 道路周辺に看板など反射性の高い物体

があるとき

• 中央分離帯などにより、対向車のライト

が遮られているとき

• 連絡道路に走行中の車両があるとき

• 稜線や谷底を走行するとき

• 急カーブを走行するとき

カメラセンサーの限界については、衝突警告シ

ステム* - カメラセンサー機能の限界

(p. 277)を参照してください。

関連情報
• ハイ/ロービーム (p. 125)

• ライトスイッチ (p. 122)
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アクティブベンディングランプ*
アクティブベンディングランプは、カーブや交

差点で十分な明るさを確保するように設計さ

れています。

LED21 ヘッドライト*装備車両には、車両の装備

レベルに応じてアクティブベンディングラン

プを搭載することができます。

アクティブヘッドライトを解除したときの照射パ
ターン(左)と作動したときの照射パターン(右)

LED ヘッドライトには、車両の装備レベルに応じ

てアクティブベンディングランプ機能を搭載す

ることができます。アクティブベンディングラ

ンプは、ステアリングホイールの動きに追従し

て、カーブや交差点で十分な明るさを確保し、

安全性を高めます。

この機能は、エンジンを始動すると自動的に作

動します。(メニューシステム MY CAR で解除さ

れている場合を除きます。MY CAR (p. 147)を

参照してください。)この機能に不具合が発生す

ると、コンバインド・メーター・パネルに 

の警告灯が点灯すると共に、インフォメーショ

ン・ディスプレイに説明のテキストが表示され、

シンボルが点灯します。

シンボル メッセー

ジ

意味

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄｼｽ

ﾃﾑ故障 ｻｰ

ﾋﾞｽが必要

です

システムが解除さ

れています。メッ

セージが消えない

場合は、サービス工

場にご連絡くださ

い。ボルボ指定の

サービス工場にご

連絡ください。

この機能は、夕方や夜間、および車両走行時に

のみ作動します。

この機能 22 は、メニューシステム MY CAR で解

除/作動可能にすることができます。MY CAR

(p. 147)を参照してください。

関連情報
• ハイ/ロービーム (p. 125)

• アクティブハイビーム* (p. 126)

• ライトスイッチ (p. 122)

21 LED(Light Emitting Diode)
22 工場からの出荷時に起動。
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ヘッドライト - 車両通行帯ヘッド
ライト照射パターン
ハロゲンヘッドライトの光が対向車の視界を

妨げないように、左側通行帯または右側通行帯

に合わせてヘッドライト照射パターンを調節

してください。

LED ヘッドライト*
ヘッドライト照射パターンは調整する必要があ

りません。ヘッドライトの照射パターンは、対

向車にまぶしくないように設計されています。

ハロゲンヘッドライト
ハロゲンヘッドライトは、ヘッドライトレンズ

をマスキングして、ヘッドライト照射パターン

を調節します。ヘッドライト照射パターンは、

マスキングしていないときよりも劣る場合があ

ります。

ヘッドライトのマスキング

1. A と B のテンプレートは左ハンドル車用、C

と D のテンプレートは右ハンドル車用です

(後の「ハロゲンヘッドライト用テンプレー

ト」を参照)。テンプレートの縮尺は 1：2に

なっています。該当するテンプレートをコ

ピー機で 200%に拡大コピーして使用しま

す。

• A = LHD 右(左ハンドル、右レンズ)

• B = LHD 左(左ハンドル、左レンズ)

• C = RHD 右(右ハンドル、右レンズ)

• D = RHD 左(右ハンドル、左レンズ)

2. テンプレートを、シールタイプの防水ビニー

ルシートなどに転写して切り抜きます。

3. ヘッドライトのレンズのラインから始めま

す。以下の図のラインを確認してください。

図を参考にシールタイプのシートに複写し

たテンプレートをデザインラインに貼り付

けます。
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前図：左ハンドル車用、テンプレート Aおよび B。次図：右ハンドル車用、テンプレート Cおよび D。
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ハロゲンヘッドライト用テンプレート



計器およびコントロール装置

132

リアフォグランプ
霧で視界が悪い場合は、リアフォグランプを使

用して他の道路使用者に車両の存在を早めに

知らせます。

リアフォグランプボタン

リアフォグランプは、左ハンドル車では左側、

右ハンドル車では右側のランプで構成されてい

ます。

リアフォグランプはキー位置が II の場合、ま

たはエンジンが作動していてヘッドライトス

イッチのノブが  または  の位置に

ある場合のみ点灯させることができます。

On/Off ボタンを押します。リアフォグランプが

点灯すると、コンバインド・メーター・パネル

の表示灯  およびボタンのランプが点灯

します。

START/STOP ENGINE ボタンを押す、またはヘッ

ドライトスイッチのノブが  または

 位置のとき、リアフォグランプは自動的

に消灯します。

注意

リアフォグランプの使用に関する法規は、国

によって異なります。

関連情報
• ライトスイッチ (p. 122)

ブレーキランプ
ブレーキペダルを踏むと、ブレーキランプが点

灯します。

ブレーキランプは、ブレーキペダルを踏み込む

と点灯します。また、ブレーキランプはアダプ

ティブクルーズコントロール(p. 243)、City

Safety(p. 263)、衝突警告システム(p. 270)

のいずれかの運転者サポートシステムが車両に

ブレーキをかけると点灯します。

関連情報
• フットブレーキ - アダプティブブレーキラ

ンプおよび自動非常点滅灯 (p. 338)



計器およびコントロール装置

}}

133

非常点滅灯
非常点滅灯は、車両のすべての方向指示器を同

時に点滅させて他の道路利用者に注意を促し

ます。

非常点滅灯ボタン

ボタンを押すと、非常点滅灯が点滅します。非

常点滅灯を使用すると、コンバインド・メー

ター・パネルの方向指示器のシンボルが両方と

も点滅します。

車両に急ブレーキをかけてアダプティブブレー

キランプが作動したとき、車速が約 10 km/h

(6 mph)を下回ると、非常点滅灯が自動的に作動

します。停車した後も非常点滅灯は点滅し続

け、車両の走行を開始すると自動的に点滅が解

除されます。ボタンを押して点滅を解除するこ

ともできます。

関連情報
• 方向指示器 (p. 133)

• フットブレーキ - アダプティブブレーキラ

ンプおよび自動非常点滅灯 (p. 338)

方向指示器
車両の方向指示器は左側レバースイッチで操

作します。レバーの位置に応じて、方向指示器

が 3回または連続で点滅します。

方向指示器

ワンタッチ方向指示位置
レバーを上または下に、1 段目の位置まで動

かして放します。方向指示器が 3回点滅し

ます。この機能は、メニューシステム

MY CAR で起動/解除できます。MY CAR

(p. 147)を参照してください。

方向指示位置
レバーを上または下に、いっぱいまで動かし

ます。

レバーはこの位置で止まります。手で元の位置

に戻すか、右折または左折終了後にステアリン

グホイールを直進位置に戻すと、自動的に元の

位置に戻ります。



||

計器およびコントロール装置

* オプション/アクセサリー。134

方向指示器のシンボル
方向指示器のシンボルについては、コンバイン

ド・メーター・パネル - 表示灯の意味 (p. 104)

を参照してください。

関連情報
• 非常点滅灯 (p. 133)

ルームランプ
ルームランプはフロントシートおよびリア

シートの上のスイッチから点灯/消灯します。

ルーフコンソールの読書灯およびルームランプのス
イッチ

左側読書灯

ルームランプ(フロアライト*およびシーリ

ングランプ)- オン/オフ

ルームランプの自動機能

右側読書灯

次の場合、30 分以内ならルームランプを手動で

点灯/消灯させることができます：

• エンジンを停止して、車両の電気系統をキー

位置 0 にした場合

• ドアをロック解除して、エンジンを始動して

いない場合

フロント読書灯*
読書灯は、ルーフコンソールのボタンを軽く押

して点灯/消灯します。

ボタンを長押しすると明るさを調整できます。

リア読書灯*

リア読書灯

ライトは、それぞれに対応したボタンを軽く押

して点灯/消灯します。

ボタンを長押しすると明るさを調整できます。

アンビエントライトとしてのフロアライ
ト*
車内を明るくするために、走行中でも輝度を下

げてフロアライトを点灯させることができま

す。

フロアライトの輝度はメニューシステム MY CAR

で変更できます。MY CAR (p. 147)を参照して

ください。
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フロントドア収納ボックスの照明*
フロントドア収納ボックスの照明はエンジンが

始動すると点灯します。

グローブボックスランプ
グローブボックスランプは、グローブボックス

リッドの開閉と連動して点灯/消灯します。

メイクアップミラーランプ
メイクアップミラー(p. 188)のランプは、カ

バーの開閉と連動して点灯/消灯します。

カーゴスペースランプ
カーゴスペースランプは、テールゲートの開閉

と連動して点灯/消灯します。

ルームランプの自動機能
AUTO ボタン内のランプが点灯していると、自動

機能が作動しています。

その場合、ルームランプは以下のように点灯/消

灯します。

ルームランプは次の場合に点灯し、30 秒後に消

灯します：

• リモートコントロールキーまたはキーブ

レードで、ドアをロック解除した場合。リ

モートコントロールキー - 機能

(p. 202)、または脱着式キーブレード - ド

アロック解除 (p. 206)を参照してくださ

い。

• エンジンを停止して、車両の電気系統をキー

位置 0 にした場合

ルームランプは、次の場合に消灯します：

• エンジンを始動したとき

• 車両をロックしたとき

ルームランプは、ドアの開閉と連動して点灯/消

灯します。

いずれかのドアが開いていると、ライトは 2分

間点灯したままになります。

いずれかのランプを手動で点灯させてドアを

ロックすると、ランプは 2 分後に自動的に消灯

します。

アンビエントライト*
通常のルームランプがオフにされたときにエン

ジンが作動している場合には、フロントおよび

リアのルーフコンソールの LED が点灯してわず

かな明かりを提供し、走行中のムードを高めま

す。外が暗い時間帯には、このランプにより小

物入れの中なども見やすくなります。エンジン

を停止すると、このランプは消灯します。ライ

トの輝度と色はメニューシステム MY CAR で変

更できます。MY CAR (p. 147)を参照してくだ

さい。

ホームセーフライト点灯時間
ホームセーフライトは、ロービーム、ポジショ

ンランプ、アウターハンドルランプおよびナン

バープレートランプから構成されています。

夜間に車両をロックした後、エクステリアラン

プの一部をホームセーフライトとして点灯させ

ておくことができます。

1. イグニッションスイッチからリモートコン

トロールキーを抜きます。

2. 左側レバースイッチを、エンドポジションま

で手前に引いてから放します。パッシング

ライトと同様の操作方法で作動させること

ができます。ハイ/ロービーム (p. 125)を

参照してください。

3. 車外に出てドアをロックします。

機能が作動すると、ロービーム、ポジションラ

ンプ、アウターハンドルランプおよびナンバー

プレートランプが点灯します。

ホームセーフライトの点灯時間は、メニューシ

ステム MY CAR で設定することができます。MY

CAR (p. 147)を参照してください。

関連情報
• アプローチライト (p. 136)
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アプローチライト
アプローチライトは、ポジションランプ/テー

ルランプ、ドアミラーランプ、ナンバープレー

トランプ、インテリアルーフランプ、フロアラ

イトで構成されています。

アプローチライトはリモートコントロールキー

で点灯させます(リモートコントロールキー -

機能 (p. 202)参照)。車両から少し離れた場

所からライトを点灯させることができます。

この機能をリモートコントロールキーで作動さ

せると、ポジションランプ、アウターハンドル

ランプ、ナンバープレートランプ、インテリア

ルーフランプ、およびフロアライトが点灯しま

す。

アプローチライトの点灯時間は、メニューシス

テム MY CAR で設定することができます。MY

CAR (p. 147)を参照してください。

関連情報
• ホームセーフライト点灯時間 (p. 135)

ワイパーおよびウォッシャー
ワイパーおよびウォッシャーはウインドスク

リーンおよびリアウインドを洗浄します。

ヘッドライトは高圧洗浄で洗浄します。

ウインドスクリーンワイパー 23

ウインドスクリーンワイパーおよびウインドスク
リーンウォッシャー

レインセンサー - オン/オフ

コントロールダイヤルによる感度/作動回数

の調節

ウインドスクリーンワイパーオフ
ワイパーレバーを 0 位置に戻すと、

ワイパーが停止します。

シングルストローク
ワイパーレバーを上に押して放すと、

ワイパーが 1 回だけ作動します。

間欠ワイパー
間欠ワイパーの位置のときには、コン

トロールダイヤルを使用してワイ

パーの作動間隔を調節することができます。

ワイパー連続作動
ワイパーが通常速度で作動します。

ワイパーが高速で作動します。

重要

ワイパーを作動させる前に、ウインドスク

リーン(およびリアウインド)とワイパーブ

レードが凍結していないか確認してくださ

い。積もった雪や凍結を取り除いてからワ

イパーを作動させてください。

重要

ワイパーを作動させるときは、ウォッシャー

液を十分に使用してください。ウインドス

クリーンが濡れている状態であることが必

要です。

23 ワイパーブレードの交換およびワイパーブレードのサービスポジションについては、ワイパーブレード (p. 405)を参照してください。ウォッシャー液の補充については、ウォッシャー液 -
補充 (p. 407)を参照してください。
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ワイパーブレード、サービスポジション
ウインドスクリーン/ワイパーブレードの清掃

およびワイパーブレードの交換については、洗

車 (p. 424)およびワイパーブレード

(p. 405)を参照してください。

レインセンサー*
レインセンサーはウインドスクリーンに付着し

た水滴の量を感知して、フロントワイパーを自

動的に作動・停止させます。レインセンサーの

感度は、コントロールダイヤルで設定すること

ができます。

レインセンサー作動時、ボタンの表示灯および

コンバインド・メーター・パネルのレインセン

サーシンボル  が点灯し、レインセンサー

が作動していることを示します。

作動/感度設定
レインセンサーを作動させる場合は、車両走行

中またはリモートコントロールキーが I また

は II の位置のときに、ウインドスクリーンワ

イパーレバーを 0 位置またはシングルスト

ローク作動位置にします。

レインセンサーボタン  を押して、レイン

センサーを作動させます。ワイパーが 1回作動

します。

ワイパーレバーを上げると、ワイパーがもう 1

回作動します。

コントロールダイヤルを上に回すと感度が増

し、下に回すと感度が低下します(コントロール

ダイヤルを上に回すごとに、ワイパーが 1回多

く作動します)。

解除する
レインセンサーボタン  を押すか、レバー

を下げてワイパーの作動プログラムを変更する

と、レインセンサーが解除されます。

レインセンサーは、イグニッションスイッチか

らリモートコントロールキーを抜いたとき、ま

たはエンジンを停止してから 5 分後に、自動的

に解除されます。

重要

自動洗車機で洗車する際、洗車中にレインセ

ンサーが作動してワイパーが動き出し、ワイ

パー機構が損傷するおそれがあります。走

行中またはリモートコントロールキーが I

または II 位置のときには、レインセンサー

をオフにしてください。コンバインド・メー

ター・パネル内のシンボルとボタン内のラン

プが消灯します。

ヘッドライトウォッシャー/ウインド
ウォッシャー

ウォッシャー機能

ウインドスクリーンウォッシャー
レバーを手前に引くと、ウインドスクリーンお

よびヘッドライトのウォッシャーが作動して、

ウォッシャー液が噴射されます。

レバースイッチから手を離したあともワイパー

が数回作動し、ヘッドライトの洗浄が実施され

ます。

高圧ヘッドライトウォッシャー*
高圧ヘッドライトウォッシャーは、大量の

ウォッシャー液を消費します。ウォッシャー液

を節約するため、ウインドスクリーンウォッ

シャーが 5回作動するごとに、ヘッドライト

ウォッシャーが自動的に 1回作動します。
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節約洗浄
リザーバータンク内のウォッシャー液残量が約

1 リットルになると、ウォッシャー液の充填を促

すメッセージがコンバインド・メーター・パネ

ルに表示され、ヘッドライトへのウォッシャー

液の供給がオフになります。これは、ウインド

スクリーンを洗浄し、視界を確保することを優

先するためです。

リアウインドのワイピングと洗浄

リアウインドワイパー – 間欠作動

リアウインドワイパー – 通常速度で作動

レバーを前方に押すと(前図矢印参照)、リアウ

インドワイパー/ウォッシャーが作動します。

注意

リアウインドワイパーには過熱保護が装備

されているため、過熱した場合にはモーター

が停止します。リアウインドワイパーは、し

ばらくすると(モーター内の熱と外気温によ

り 30 秒以上)再び作動し始めます。

ワイパー – 後退時
ウインドスクリーンワイパーを作動させている

ときにリバースギヤにシフトすると、リアウイ

ンドワイパーは間欠作動します 24。この機能

は、リバースギヤを解除すると停止します。

リアウインドワイパーが既に通常速度で作動し

ている場合、作動モードは変更されません。

注意

レインセンサー装着車では、レインセンサー

が起動していて雨天の場合には、後退時にリ

アウインドワイパーが作動します。　

関連情報
• ウォッシャー液 - 補充 (p. 407)

パワーウインド
運転席ドアのコントロールパネルからはすべ

てのパワーウインドを操作することができま

す。他のドアのコントロールパネルからはそ

のドアのパワーウインドのみが操作できます。

運転席側ドアのコントロールパネル

お子様が内側からリアドアを開く行為*およ

びリアパワーウインドを開閉する行為を防

止するパワー・チャイルドロック。チャイル

ドロック - 電動ロック* (p. 220)を参照

してください。

リアパワーウインドスイッチ

フロントパワーウインドスイッチ

24 後退時の間欠ワイパー機能は解除することができます。サービス工場にご連絡ください。ボルボ指定のサービス工場をお薦めします。
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警告

運転席側のドアから窓を閉める際は、お子様

または乗員が挟まれることのないよう、確認

してください。

警告

リモートコントロールキーを使用して窓を

閉める際は、お子様または乗員が挟まれるこ

とのないよう、確認してください。

警告

車内にお子様を残して車から離れる場合は、

忘れずにキー位置を 0 にしてパワーウイン

ドの電源を切り、リモートコントロールキー

を携帯してください。キー位置については、

キー位置 - 各レベルでの機能 (p. 115)を

参照してください。

操作

パワーウインドの操作

マニュアル作動

オート作動

運転席ドアのコントロールパネルからはすべて

のパワーウインドを操作することができます。

他のドアのコントロールパネルからはそのドア

のパワーウインドのみが操作できます。同時に

複数のコントロールパネルを操作することはで

きません。

パワーウインドを使用するには、キー位置が I

以上である必要があります。キー位置 - 各レ

ベルでの機能 (p. 115)を参照してください。

エンジンをオフにし、リモートコントロール

キーを取り出した後も数分間はパワーウインド

が操作できますが、いったんドアを開けると操

作できなくなります。

ウインドを閉めているときにその動きが妨げら

れると、ウインドが停止して自動的に開きます。

氷などにより、ウインドが閉まらなくなった場

合には、ピンチプロテクションを強制解除する

ことができます。2回続けて閉じる動作が中断

された場合には、ピンチプロテクションがオー

バーライドされ、自動保護機能が短時間解除さ

れます。これにより、ボタンを持ち上げたまま

にすると、ウインドを閉めることができます。

注意

リアパワーウインドが開いているときに発

生する風圧音は、フロントパワーウインドを

少し開けると低減させることができます。

マニュアル作動

スイッチを上/下に軽く動かします。パワーウ

インドは、スイッチを保持している間上/下に動

きます。

オート作動

スイッチを上/下のエンドポジションまで動か

して、手を離します。ウインドは自動的にエン

ドポジションまで上/下します。
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リモートコントロールキーまたはセントラル

ロックボタンでの操作

パワーウインドをリモートコントロールキーで

外側から操作する場合、またはセントラルロッ

クボタンで内側から操作する場合については、

リモートコントロールキー - 機能 (p. 202)

またはロック/ロック解除 - 車内から

(p. 214)を参照してください。

リセット
バッテリーの接続を外した後は、パワーウイン

ドのオート機能が正しく作動するようにリセッ

トする必要があります。

1. ボタンの前端を軽く引き上げて、ウインドを

いっぱいに上げ、そこでボタンを 1秒間保持

します。

2. 少しの間、ボタンから手を離します。

3. ボタンの前端を再度引き上げ、1秒間保持し

ます。

警告

ピンチプロテクションが作動するためには

リセットすることが必要です。

ドアミラー
ドアミラーの位置は運転席ドアのコントロー

ルのレバーで調節します。

ドアミラースイッチ

調節
1. 左側のミラーを調節するときは L、右側のミ

ラーを調節するときは R ボタンを押しま

す。ボタンの LED が点灯します。

2. 中央のノブを使用して、位置を調節します。

3. L または R ボタンを再度押します。ボタン

の LED が消灯します。

警告

両側のミラーは、最適な視野が得られるよう

に、広角タイプになっています。後続車や物

体は、実際よりも遠くに見える場合がありま

すのでご注意ください。

設定の保存 25

ドアミラーと運転席シートの位置の設定は、リ

モートコントロールキーごとにカーキーメモ

リーに保存することができます*。リモートコン

トロールキー - パーソナライズ* (p. 199)を
参照してください。

駐車時にドアミラーを傾ける 25

駐車するときなどに路面がよく見えるように、

ドアミラーを下向きに傾けることができます。

– リバースギヤに入れ、L または R ボタンを

押します。

リバースギヤを解除すると、ドアミラーは

約 10 秒後に元の位置に戻ります。あるいは、L

または Rボタンを押すとただちに元の位置に戻

ります。

駐車時に自動的にドアミラーを傾ける 25

リバースギヤを選択すると、駐車するときなど

に路面がよく見えるように、ドアミラーが自動

的に下向きに傾きます。リバースギヤを解除す

25 メモリー機能付きパワーシートが装備されている場合のみ。シート、フロント - 電動 (p. 118)を参照してください。
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ると、ドアミラーは数秒後に元の位置に戻りま

す。

この機能は、メニューシステム MY CAR で起動/

解除できます。MY CAR (p. 147)を参照してく

ださい。

ロック時の自動格納*
リモートコントロールキーでロック/ロック解

除すると、ドアミラーは自動的に格納位置/使用

位置に動きます。

この機能は、メニューシステム MY CAR で起動/

解除できます。MY CAR (p. 147)を参照してく

ださい。

中立位置へセットし直す
外部からの影響でドアミラー本体の位置が動い

てしまったときは、電動格納機能を正常に機能

させるため、ドアミラーを基本位置に戻してリ

セットする必要があります。

1. L と R ボタンを同時に押して、ドアミラー

を格納します。

2. L と R ボタンを再度同時に押して、ドアミ

ラーを使用位置に戻します。

3. 必要に応じてこの手順を繰り返します。

ドアミラー本体が中立位置にリセットされま

す。

電動格納式ドアミラー*
狭い場所に駐車するときや狭い場所を通過する

ときは、ドアミラーを格納することができます。

1. L ボタンと R ボタンを同時に押してくださ

い(キー位置は I 以上であることが必要で

す)。

2. 約 1 秒間押してから放します。ミラーは自

動的に格納位置まで動いて停止します。

ドアミラーを使用位置に戻すときは、L と R ボ

タンを同時に押します。ミラーは自動的に、使

用位置まで動いて停止します。

ホームセーフライト/アプローチライト
ドアミラーのランプはアプローチライト

(p. 136)またはホームセーフライト(p. 135)使

用時に点灯します。

関連情報
• ルームミラー (p. 142)

• ウインドおよびドアミラー - ヒーター

(p. 141)

ウインドおよびドアミラー - ヒー
ター
ウインドスクリーン、リアウインドおよびドア

ミラーの霜や曇りを素早く取る場合は、デフロ

スターを使用します。

ヒーテッドウインドスクリーン*、リアウ
インドおよびドアミラー

デフロスター、ウインドスクリーン

デフロスター、リアウインドおよびドアミ

ラー

この機能は、ウインドスクリーン、リアウイン

ド、ドアミラーから霜や曇りをとるために使用

します。

そのボタンを 1回押すとデフロスターがオンに

なります。ボタンが点灯すると、機能がオンで

あることがわかります。バッテリーに不必要な

負担がかからないように、霜や曇りが取れたら
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すぐに停止してください。ただし、この機能は

一定時間が経過すると自動的にオフになりま

す。

ウインドスクリーンの曇りおよび霜の除去

(p. 172)も参照してください。

外気温が+7 ℃未満のときにエンジンを始動す

ると、ドアミラーやリアウインドのデフロス

ターが自動的にオンになり、ウインドの曇りを

取り除きます。自動設定は、メニューシステム

MY CAR で選択できます。MY CAR (p. 147)を

参照してください。

ウインドスクリーンヒーターがオンになると、

コンパス(p. 143)機能は解除されます。ウイ

ンドスクリーンヒーターがオフになると、コン

パスが再起動します。

ルームミラー
ルームミラーは、ミラー下側のコントロールを

使用して眩しさを調節することができます。

または、自動的に眩しさが調節されます。

防眩切替レバー

手動防眩機能
ルームミラーに反射する後続車のヘッドライト

の光を、自動的に和らげます。後続車のライト

がルームミラーに反射して眩しいときは、防眩

機能を使用してください。

1. 防眩機能を使用する場合は、防眩切替レバー

を手前に引きます。

2. 防眩切替レバーを押して、通常位置に戻しま

す。

自動防眩機能*
ルームミラーに反射する後続車のライトを、自

動的に和らげます。自動防眩機能付ミラーには

手動防眩機能のコントロールはありません。

ルームミラーにはセンサーが 2つあり、1 つは前

方を、もう 1つは後方を向いています。これら

のセンサーが連動して眩しい光を判別および除

去します。前向きのセンサーは周囲の光を感知

します。後ろ向きのセンサーは後続車のヘッド

ライトの光を感知します。

注意

駐車証、トランスポンダー、サンバイザー、

シートやカーゴスペースの荷物などで、セン

サーが遮られ、光がセンサーに届かない場合

は、ルームミラーの防眩機能が低下します。

自動防眩機能付ルームミラーのみにコンパス

(p. 143)を装備することができます。

関連情報
• ドアミラー (p. 140)
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パノラマ・ガラスルーフ*
ガラスルーフは、ルーフコンソールのスイッチ

で操作することができます。

パノラマ・ガラスルーフは固定されていますが、

キー位置が I または II のときにルーフコン

ソールのスイッチを操作すると、電動スライド

ブラインドを開閉することができます。キー位

置については、キー位置 - 各レベルでの機能

(p. 115)を参照してください。

エンドポジションまでの自動オープン

ボタンを放すまで手動でオープン

ボタンを放すまで手動でクローズ

エンドポジションまでの自動クローズ

重要

• 損傷するおそれがあるため、ブラインド

には触らないでください。

• ブラインドを操作するときには、必ず

ルーフコンソールのスイッチを使用し

てください。

コンパス*
ルームミラー右上の部分に、車両の進行方向を

表示するディスプレイが組み込まれています。

操作

コンパス付きルームミラー

8 種類の方位が、英語の略字で表示されます：

N(北)、NE(北東)、E(東)、SE(南東)、S(南)、

SW(南西)、W(西)、NW(北西)。

コンパスは、エンジンが始動すると、あるいは

キー位置 II になると自動的に起動します。

キー位置 - 各レベルでの機能 (p. 115)を参照

してください。コンパスを解除/起動するには、

ミラー裏側のボタンをペーパークリップなどで

押してください。

ウインドスクリーンヒーターがオンになると、

コンパスは非作動状態になります。ウインドス

クリーンヒーターがオフになると、コンパスが

再起動します。
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校正
地球は地表の磁場により、15 の地域に分けるこ

とができます。コンパスは、車両が納品される

地域に合わせて設定されています。他の磁場

ゾーンに移動する場合は、コンパスを校正し直

すことが必要です。次の手順に従ってくださ

い。

1. 鉄骨を使用した建物や高圧送電線などのな

い、広く安全な場所(屋外)に停車します。

2. エンジンを始動します。

注意

校正が正しく行われるように、電装機器(エ

アコンディショナー、ワイパーなど)をすべ

てオフにして、ドアをすべて閉めてくださ

い。

3. ルームミラー下側のボタンを、ペーパーク

リップなどの細い物で約 3秒押し続けます。

ディスプレイに現在の地域の番号が表示さ

れます。

磁場の分布

4. 希望する地域の番号(1–15)が表示するまで、

ボタンを繰り返し押します。コンパス用の

磁場分布図を参照してください。

5. ディスプレイが文字 C の表示に戻るまで待

つか、またはルームミラーの下部にあるボタ

ンを約 6秒間(ペーパークリップなどを使用

して)押したままにして、文字 C を表示させ

ます。

6. 10 km/h (6 mph)以下の低速で、ゆっくりと

円を描くように走行します。ディスプレイ

にコンパスの方位が表示されれば校正終了

です。校正を微調整するために、さらに 2周

走行してください。

7. 必要に応じてこの手順を繰り返します。

メニューナビゲーション - コンバ
インド・メーター・パネル
コンバインド・メーター・パネル(p. 98)のイ

ンフォメーション・ディスプレイに表示される

メニューは左側レバースイッチで操作します。

表示されるメニューはキー位置 (p. 115)に

よって異なります。

インフォメーション・ディスプレイ(アナログ式コン
バインド・メーター・パネル)およびメニューナビ
ゲーションコントロール
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インフォメーション・ディスプレイ(液晶デジタル式
コンバインド・メーター・パネル)およびメニューナ
ビゲーションコントロール

OK - メニューへのアクセス、メッセージの

確認、メニュー選択の確定に使用します。

コントロールダイヤル – メニューオプショ

ンを参照するときに使用します。

RESET - 選択したトリップコンピューター

のデータをリセットし、1つ前のメニュー構

成に戻ります。

メッセージ(p. 146)が表示されたときは、OK

を押して確認すると、メニューが表示されます。

関連情報
• メッセージ - 取り扱い (p. 147)

• メニュー概要 - アナログ式コンバインド・

メーター・パネル (p. 145)

• メニュー概要 - 液晶デジタル式コンバイン

ド・メーター・パネル (p. 145)

メニュー概要 - アナログ式コンバ
インド・メーター・パネル
コンバインド・メーター・パネルに表示される

メニューはキー位置 (p. 115)によって異なり

ます。

以下のメニューオプションの中には、機能およ

びハードウェアを車両にインストールすること

が必要なものもあります。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ速度

ﾋｰﾀｰ*

補助ﾋｰﾀｰ*

TCｵﾌﾟｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽ状態

ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ26

ﾒｯｾｰｼﾞ (##)27

関連情報
• メニューナビゲーション - コンバインド・

メーター・パネル (p. 144)

• メニュー概要 - 液晶デジタル式コンバイン

ド・メーター・パネル (p. 145)

• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)

メニュー概要 - 液晶デジタル式コ
ンバインド・メーター・パネル
コンバインド・メーター・パネルに表示される

メニューはキー位置 (p. 115)によって異なり

ます。

以下のメニューオプションの中には、機能およ

びハードウェアを車両にインストールすること

が必要なものもあります。

設定*

ﾃｰﾏ

ｺﾝﾄﾗｽﾄﾓｰﾄﾞ/ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ

ｻｰﾋﾞｽ状態

ﾒｯｾｰｼﾞ28

ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ29

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ*

ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ﾘｾｯﾄ

関連情報
• メニューナビゲーション - コンバインド・

メーター・パネル (p. 144)

• メニュー概要 - アナログ式コンバインド・

メーター・パネル (p. 145)

• コンバインド・メーター・パネル (p. 98)
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メッセージ
警告灯、表示灯、あるいはインジケーターシン

ボルが点灯すると、関連したメッセージがイン

フォメーション・ディスプレイに表示されま

す。

メッセージ 意味

安全に停車 A 停車してエンジンを停止して

ください。重大な損傷のおそ

れがあります。サービス工

場 B にご相談ください。

ｴﾝｼﾞﾝを停止

してくださ

い A

停車してエンジンを停止して

ください。重大な損傷のおそ

れがあります。サービス工

場 B にご相談ください。

ただちにｻｰ

ﾋﾞｽの必要 A

ただちにサービス工場 B に連

絡し、点検を受けてください。

ｻｰﾋﾞｽが必要

です A

すみやかにサービス工場 B に

連絡し、点検を受けてくださ

い。

ﾏﾆｭｱﾙを参

照 A

オーナーズマニュアルをお読

みください。

メッセージ 意味

ﾒﾝﾃﾅﾝｽを予

約して下さ

い

定期点検整備を予約する時期

です。サービス工場 B にご連

絡ください。

定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

の時期です

定期点検整備の時期です。

サービス工場 B にご連絡くだ

さい。定期点検整備の時期

は、走行距離、前回の点検整

備からの経過月数、エンジン

作動時間およびオイルグレー

ドに基づいて算出されます。

ﾒﾝﾃﾅﾝｽの時

期を 過ぎて

います

ボルボ社の保証が適用される

ためには、メンテナンスノー

ト(整備手帳)に従った点検を

行う必要があります。サービ

ス工場 B にご連絡ください。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｵ

ｲﾙ交換が必

要です

すみやかにサービス工場 B に

連絡し、点検を受けてくださ

い。

メッセージ 意味

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

性能が低下

しています

トランスミッションは全機能

を処理できません。メッセー

ジ C が消灯するまで慎重に運

転してください。

繰り返し表示する場合には、

サービス工場 B にご連絡くだ

さい。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ高

温 減速して

下さい

より穏やかに走行、または安

全に停車してください。Nま

たは、P 位置にしてメッセージ

が消えるまでエンジンをアイ

ドリングさせてください C。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ高

温 安全に停

車し 冷却す

るまで待機

重大な不具合が発生している

おそれがあります。ただちに

安全に停車し、サービス工場 B

にご連絡ください。

26 一部のエンジン。
27 メッセージの数が()内に表示されています。
28 メッセージの数が()内に表示されています。
29 一部のエンジン。
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メッセージ 意味

一時解除 A 機能が一時的に解除されてい

ることを示します。この機能

は、走行中またはエンジン再

始動後に、自動的にリセット

されます。

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧

低下 ﾊﾟﾜｰｾｰ

ﾌﾞﾓｰﾄﾞ

節電のため、オーディオシス

テムのスイッチがオフになり

ます。バッテリーを充電して

ください。

A メッセージの一部では、問題が発生した場所に関する情報
が表示されます。

B ボルボ指定のサービス工場にお任せください。
C オートマチックトランスミッションに関するさらなるメッ
セージ。

関連情報
• メッセージ - 取り扱い (p. 147)

• メニューナビゲーション - コンバインド・

メーター・パネル (p. 144)

メッセージ - 取り扱い
コンバインド・メーター・パネルのインフォ

メーション・ディスプレイに表示されるメッ

セージ(p. 146)は、左側レバースイッチを使用

して閲覧、確認します。

警告灯、インフォメーションシンボル、または

表示灯が点灯すると、関連するメッセージが

ディスプレイに表示されます。エラーメッセー

ジは、不具合が修正されるまでメモリーに記録

されています。

左側レバースイッチの OK を押してメッセージ 30

 を確認します。コントロールダイヤル

を使用してメッセージをスクロールします。

注意

トリップコンピューター使用中に警告メッ

セージが表示されたときは、必ず(OK を押し

て)その警告メッセージを読み、今までの操

作に戻ってください。

関連情報
• メニュー概要 - アナログ式コンバインド・

メーター・パネル (p. 145)

• メニュー概要 - 液晶デジタル式コンバイン

ド・メーター・パネル (p. 145)

MY CAR
MY CAR は、City Safety™、ロックおよびア

ラーム、自動ファン速度、時計の設定など、車

両の多くの機能を設定するためのメニュー

ソースです。

一部機能は標準装備されていますが、オプショ

ン機能もあります。装備は、市場により異なっ

ています。

操作
メニュー内のナビゲーションは、センターコン

ソール上のボタンやステアリングホイール右側

のステアリングリモコン*を使用して操作できま

す。

30 メッセージはコントロールダイヤルまたは RESET ボタンによっても確認できます。

(p. 144)
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センターコンソールのコントロールパネルおよびス
テアリングホイールのステアリングリモコン。図に

は略図が使用されています。選択した装備や市場に
より、機能の数やボタンの配置が異なります。

MY CAR - メニューシステム MY CAR を開き

ます。

TUNE - センターコンソールのノブまたはス

テアリングホイールのコントロールダイヤ

ルを回すと、メニューオプションを上下にス

クロールできます。

OK/MENU - センターコンソールのボタンま

たはステアリングホイールのコントロール

ダイヤルを押すと、ハイライト表示されてい

るメニューオプションの選択/チェックマー

ク付け、または選択した機能のメモリーへの

保存を行うことができます。

EXIT

EXIT 機能
EXIT を軽く押したときにカーソルが置かれて

いた機能とメニュー階層によって、次のいずれ

かが発生する場合があります。

• 通話が拒否される

• 現在の機能が中断される

• 入力された文字が削除される

• 直前の選択がキャンセルされる

• メニューシステムのひとつ前の画面に戻る

EXIT を長押しすると、MY CAR の通常ビューに

なり、通常ビューの場合には、トップのメニュー

階層(メインソースメニュー)が表示されます。

メニューオプションおよびサーチパス
MY CAR のメニューオプションおよびサーチパ

スの説明については、付録「Sensus

Infotainment」を参照してください。
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トリップコンピューター
車両のトリップコンピューターは、走行中の距

離、燃料消費量および平均速度などの値を記録

および計算します。

トリップコンピューターの内容と外観は、コン

バインド・メーター・パネルがアナログ式か液

晶デジタル式かによって異なります。

• トリップコンピューター - アナログ式コン

バインド・メーター・パネル (p. 151)

• トリップコンピューター - 液晶デジタル式

コンバインド・メーター・パネル

(p. 155)

トリップコンピューターの情報は、コンバインド・
メーター・パネルのインフォメーション・ディスプ
レイ 31 に表示することができます。

トリップメーター(走行距離計)
トリップコンピューターにはトリップメーター

が 2つと、総走行距離用のオドメーターが 1つ

あります。

平均燃費
リセットした後の平均燃費を表示します。

注意

フューエルドリブンヒーター*が使用されて

いる場合には、若干の誤差が生じる場合があ

ります。

平均速度
平均速度は最後に 0 にリセットしてからの走行

距離で計算されます。

現在の瞬間燃費
現在の燃費の情報はつねに更新されます(約 1

秒間に 1回)。低速走行時は時間当たりの消費

量情報が表示され、高速走行時は距離当たりの

消費量情報が表示されます。

トリップコンピューターに表示する単位(km/

miles)を選択することができます。「単位の変

更」(p. 149)の項を参照してください。

走行可能距離
トリップコンピューターに、現在の燃料残量で

走行可能なおよその距離が表示されます。

走行可能距離 の項目が「----」を表示した場

合、走行可能距離は残っていないことを示して

います。

• その場合は、すみやかに燃料を補給してくだ

さい。

30 km 前から現在までの平均燃費と、現在の燃料

残量に基づいて、走行予想距離を算出します。

注意

車両走行状況の変動により、若干の誤差が生

じる場合があります。

経済走行スタイルを心がけると、多くの場合、

走行できる距離が長くなります。燃費への影響

についての詳細は、環境理念 (p. 23)を参照し

てください。

デジタル速度表示の単位の変更 32

メインパネルに mph の目盛りがついている場

合、同等の速度が km/h にてデジタル表示され

ます。

単位の変更
距離および燃料の単位は、メニューシステム MY

CAR で変更することができます。MY CAR

(p. 147)を参照してください。

31 ディスプレイの外観と表示は、メーター・パネルのタイプに応じて異なることがあります。
32 特定市場の液晶デジタルメーター・パネル装備車両のみ
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注意

これらの単位は、トリップコンピューターだ

けでなくボルボのナビゲーションシステム*
でも変更されます。

関連情報
• トリップコンピューター - アナログ式コン

バインド・メーター・パネル (p. 151)

• トリップコンピューター - 液晶デジタル式

コンバインド・メーター・パネル

(p. 155)

• トリップコンピューター - 走行統計*
(p. 159)
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トリップコンピューター - アナロ
グ式コンバインド・メーター・パネ
ル

トリップコンピューターの情報はコンバイン

ド・メーター・パネルに表示することができ、

左側レバースイッチのコントロールおよびコン

バインド・メーター・パネルのメニューで操作

することができます。

ロック解除でコンバインド・メーター・パネル

が自動点灯するとすぐに確認および設定が可能

です。運転席ドアが開いてから約 30 秒以内に

どのトリップコンピューターのコントロールも

起動しない場合は、メーターが消灯します。そ

の後、トリップコンピューターを作動させるに

は、キー位置を IIにするか、エンジンを始動す

る必要があります。

注意

トリップコンピューターを使用する際に警

告メッセージが表示されたら、トリップコン

ピューターを再起動する前に、まずメッセー

ジを確認してください。

• 方向指示器レバーの OK ボタンを軽く

押して、メッセージを確認してくださ

い。

コントロール

インフォメーション・ディスプレイおよびメニュー
コントロール

OK - コンバインド・メーター・パネルのメ

ニューを開く、メッセージを確認する、また

はメニュー選択を確定するときに使用しま

す。

コントロールダイヤル - メニューオプショ

ンまたはトリップコンピューターオプショ

ンをスクロールするときに使用します。

RESET - 現在のトリップメーターをリセッ

トする、または前のメニュー項目に戻るとき

に使用します。

トリップコンピューターオプション
表示するトリップコンピューターを選択しま

す。

1. 操作中のコントロールがないことを確認す

るために、まず RESET を 2 回押してリセッ

トします。

2. コントロールダイヤルを回してオプション

をスクロールし、必要な項目を選択します。

コンバインド・メーター・パネルのトリップコ

ンピューター表示は、走行中にいつでも別のオ

プションに切り替えることができます。トリッ

プコンピューターを表示しないというオプショ

ンもあります。
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コンバインド・メーター・パネルのトリップコン

ピューターの項目

インフォメーション

トリップメーター(走行距離計) T1 総距離 • RESET を長押しするとトリップメーター T1 がリセットされます。

トリップメーター(走行距離計) T2 総距離 • RESET を長押しするとトリップメーター T2 がリセットされます。

走行可能距離 詳細は「走行可能距離」(p. 149)を参照してください。

燃料消費 現在の燃費。

平均速度 • RESET を長押しすると 平均速度 がリセットされます。

トリップコンピューターインフォメーションなし。 このオプションではディスプレイになにも表示されません。これはループの始まりと終わりの

目安になります。

トリップコンピューターのリセット
1. コントロールダイヤルを回し、リセットする

トリップコンピューターの項目を選択しま

す(T1 総距離、T2 総距離、平均速度)。

2. RESET を長押しすると、選択した項目の値が

リセットされます。

それぞれの項目はひとつずつリセットする

必要があります。

コンバインド・メーター・パネルのメ
ニューの機能
コンバインド・メーター・パネルのメニューに

は、トリップコンピューターの設定オプション

が含まれています。メニューを開いて、次表の

機能を確認/調節します。

1. 操作中のコントロールがないことを確認す

るために、まず RESET を 2 回押してリセッ

トします。

2. OKを押します。

3. コントロールダイヤルで機能をスクロール

し、OK で選択/決定します。

4. 確認/調節が終わったら、RESET を 2 回押し

て終了します。
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機能 インフォメーション

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ速度

• km/h

• mph

• ディスプレイなし

車速をコンバインド・メーター・パネルの中央にデジタル表示します。

ﾋｰﾀｰ*

• ダイレクトスタート

• タイマー 1

• タイマー 2

タイマーのプログラミングについては、エンジンブロックヒーターおよび車内ヒーター* - タイマー

(p. 179)を参照してください。

補助ﾋｰﾀｰ*

• ｵｰﾄON

• OFF

詳しくは、アディショナルヒーター* (p. 181)を参照してください。

TCｵﾌﾟｼｮﾝ

• 走行可能距離

• 燃費

• 平均速度

• トリップメーター(走行距離計) T1 総距

離

• トリップメーター(走行距離計) T2 総距

離

ここから、トリップコンピューターで選択可能にしたいオプションを起動することができます。すでに

選択しているオプションのシンボルは白で表示され、チェックマークが入っています。その他の項目は

グレーで表示され、チェックマークは入っていません。

ｻｰﾋﾞｽ状態 次のサービスまでの月数および走行距離を表示します。
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機能 インフォメーション

ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙA 詳しくは、エンジンオイル - 点検および補充 (p. 394)を参照してください。

ﾒｯｾｰｼﾞ (##) 詳しくは、メッセージ (p. 146)を参照してください。

A 一部のエンジン。

関連情報
• トリップコンピューター (p. 149)

• トリップコンピューター - 走行統計*
(p. 159)
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トリップコンピューター - 液晶デ
ジタル式コンバインド・メーター・
パネル

トリップコンピューターの情報はコンバイン

ド・メーター・パネルに表示することができ、

左側レバースイッチのコントロールおよびコン

バインド・メーター・パネルのメニューで操作

することができます。

ロック解除でコンバインド・メーター・パネル

が自動点灯するとすぐに確認および設定が可能

です。運転席ドアが開いてから約 30 秒以内に

どのトリップコンピューターのコントロールも

起動しない場合は、メーターが消灯します。そ

の後、トリップコンピューターを作動させるに

は、キー位置を IIにするか、エンジンを始動す

る必要があります。

注意

トリップコンピューターを使用する際に警

告メッセージが表示されたら、トリップコン

ピューターを再起動する前に、まずメッセー

ジを確認してください。

• 方向指示器レバーの OK ボタンを軽く

押して、メッセージを確認してくださ

い。

コントロール

トリップコンピューターの 3つのオプションを各
「ウィンドウ」に同時に表示することができます。

OK - コンバインド・メーター・パネルのメ

ニューを開く、メッセージを確認する、また

はメニュー選択を確定するときに使用しま

す。

コントロールダイヤル - メニューオプショ

ンまたはトリップコンピューターオプショ

ンをスクロールするときに使用します。

RESET - 現在のトリップメーターをリセッ

トする、または前のメニュー項目に戻るとき

に使用します。

トリップコンピューターオプション
表示するトリップコンピューターを選択しま

す。

1. 操作中のコントロールがないことを確認す

るために、まず RESET を 2 回押してリセッ

トします。

2. コントロールダイヤルを回して項目の組み

合わせをスクロールします。

3. この走行データをコンバインド・メーター・

パネルに常時表示させるために必要な組み

合わせを選択します。

コンバインド・メーター・パネルのトリップコ

ンピューター表示は、走行中にいつでも別のオ

プションに切り替えることができます。トリッ

プコンピューターを表示しないというオプショ

ンもあります。
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項目の組み合わせ インフォメーション

平均燃費 トリップメーター T1 + メー

ター値

平均速度 • RESET を長押しするとトリップメーター T1 がリセットされます。

現在の瞬間燃費 トリップメーター T2 + メー

ター値

走行可能距離 • RESET を長押しするとトリップメーター T2 がリセットされます。

現在の瞬間燃費 メーター値 km/h<>mphA km/h<>mph - 「デジタル速度表示の切替」、トリップコンピューター (p. 149)を参

照してください。

トリップコンピューターイン

フォメーションなし。

このオプションはトリップコンピューターの 3 つすべての表示を消灯します。こ

れはループの始まりと終わりの目安になります。

A 特定市場のみ

トリップコンピューターのリセット

トリップメーター(走行距離計)

1. コントロールダイヤルを回し、リセットする

トリップメーターの項目の組み合わせを選

択します。

2. RESET を長押しすると、選択した項目の値が

リセットされます。

平均速度および平均燃費

1. OK を押して、コンバインド・メーター・パ

ネルのメニューを開きます。

2. コントロールダイヤルで ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ﾘ

ｾｯﾄ メニューオプションをスクロールし、OK

で確定します。

3. 平均燃費、平均速度のいずれかのリセット、

または両方のリセットを選択し、OK で選択

を確定します。

4. RESET を押して手順を完了します。

コンバインド・メーター・パネルのメ
ニューの機能
コンバインド・メーター・パネルのメニューに

は、トリップコンピューターの設定オプション

が含まれています。メニューを開いて、次表の

機能を確認/調節します。

1. 操作中のコントロールがないことを確認す

るために、まず RESET を 2 回押してリセッ

トします。

2. OK を押します。

3. コントロールダイヤルで機能をスクロール

し、OK で選択/決定します。

4. 確認/調節が終わったら、RESET を 2 回押し

て終了します。
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機能 インフォメーション

ﾄﾘｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ ﾘｾｯﾄ

• 平均燃費

• 平均速度

平均燃費および平均速度の値をリセットします。

この機能では、トリップメーター T1 および T2 の両方はリセットされません。

ﾒｯｾｰｼﾞ 詳しくは、メッセージ (p. 146)を参照してください。

ﾃｰﾏ コンバインド・メーター・パネルの外観のテーマを選択します。液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネル -

概要 (p. 99)を参照してください。

設定* ｵｰﾄONまたは OFF を選択します。

詳しくは、アディショナルヒーター* (p. 181)を参照してください。

ｺﾝﾄﾗｽﾄﾓｰﾄﾞ/ｶﾗｰﾓｰﾄﾞ コンバイド・メーター・パネルの輝度と色の強度を調節します。

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ*

• ﾀﾞｲﾚｸﾄｽﾀｰﾄ

• タイマー 1

• タイマー 2

タイマーのプログラミングについては、エンジンブロックヒーターおよび車内ヒーター* - タイマー (p. 179)を参

照してください。

ｻｰﾋﾞｽ状態 次のサービスまでの月数および走行距離を表示します。

ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙA 詳しくは、エンジンオイル - 点検および補充 (p. 394)を参照してください。

A 一部のエンジン。
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関連情報
• トリップコンピューター (p. 149)

• トリップコンピューター - 走行統計*
(p. 159)



計器およびコントロール装置

* オプション/アクセサリー。 159

トリップコンピューター - 走行統
計*
トリップコンピューターの走行統計はセン

ターコンソールの画面に表示されます。この

統計では、燃費の概要がグラフィック表示され

ます。

機能
– メニューシステム MY CAR (p. 147)を開き、

トリップ統計 を選択して棒グラフを表示さ

せます。

旅程情報 33

各バーは、選択した尺度に応じて走行した距離

1 km または 10 km を表します。一番右のバー

は現在走行中の 1 km または 10 km の値を示し

ます。

TUNEノブを使うと各バーの縮尺を 1 km と

10 km の間で切り替えることができます。選択

した縮尺に応じて右端のカーソルの位置が上下

に変化します。

設定
設定はメニューシステム MY CAR - トリップ統

計 で変更することができます。

• 車が 4h 以上 OFF ならﾘｾｯﾄ - ENTER を選択

してボックスをハイライトし、EXIT を選択

してメニューを終了します。このオプショ

ンが選択されている場合、走行を終えて車両

を 4時間以上静止させると、すべての統計

データが自動的に削除されます。次回エン

ジンを始動すると、走行統計がゼロから始ま

ります。

• 新しいトリップの開始 - ENTER を使用する

と今までの統計をすべて削除し、EXITを選

択するとメニューを終了することができま

す。4時間が経過する前に次の走行サイク

ルを始める場合には、このオプションを使用

して現在のデータを手動で消去する必要が

あります。

Eco guide(p. 102)についての情報もご覧下さ

い。

関連情報
• トリップコンピューター (p. 149)

• トリップコンピューター - アナログ式コン

バインド・メーター・パネル (p. 151)

• トリップコンピューター - 液晶デジタル式

コンバインド・メーター・パネル (p. 155)

33 図は概略図です。レイアウトはソフトウェアのアップデートおよび市場により異なる場合があります。
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エアコンディショナーご使用にあ
たって
車両には、オートマチック・エアコンディショ

ナーが装備されています。車内の冷暖房と除

湿をコントロールします。

エアコンディショナーシステムには次の 2種類

のシステムがあります。

• エレクトロニック・テンパレチャー・コント

ロール(ETC)(p. 168)

• オートマチック・エアコンディショナー

(ECC)(p. 167)

注意

エアコンディショナーシステム

(AC) (p. 172)をオフにすることもできま

すが、最適な車内環境を維持し、またウイン

ドが曇ることを防ぐため、つねにオンの状態

にしてください。

注意事項
• 冷暖房効果を上げるため、冷暖房をご使用の

際は、パワーウインドを閉めてください。

• グローバルオープニング機能(p. 215)は、

すべてのパワーウインドを同時に開閉しま

す。気温が高く、空気を素早く取り入れたい

場合などに使用できます。

• 車内への外気取入口は、ボンネットとウイン

ドスクリーンの間のグリル部分にあります。

この部分に溜った氷や雪は、必ず取り除いて

ください。

• 気温が高いときは、空気中の水分がエアコン

ディショナーの内部で凝結して、凝結水が車

両の下へ流れ出る場合があります。これは

異常ではありません。

• フル加速などのためにエンジンの全出力が

必要な場合、エアコンディショナーが一時的

にオフになることがあります。その間、車内

温度が上がったように感じる場合がありま

す。

• ウインドスクリーン内側の曇りをとる際は、

デフロスター機能(p. 172)使用してくださ

い。ウインドスクリーンの内側を曇りにく

くするため、ウインド内側をガラスクリー

ナーで清掃してください。

Start/Stop*装備の車両
エンジンがオートストップ(p. 323)した場合

には、エアコンディショナーのファンの速度

(p. 170)など一部の機器で機能が一時的に制

限される場合があります。

ECO*装備の車両
ECO(p. 332)機能がオンのときには、エアコン

ディショナー(p. 172)など、一部の機器で機能

が一時的に制限または解除される場合がありま

す。

注意

ECO 機能をオンにすると、エアコンディショ

ナーシステムの設定のいくつかのパラメー

ターが変更され、一部の電力消費機器の機能

が制限されます。一部の設定は手動でリ

セットできますが、すべての機能を回復させ

るには、ECO 機能をオフにする必要がありま

す。

関連情報
• 実際の温度 (p. 163)

• センサー - エアコンディショナー

(p. 163)

• メニュー設定 - エアコンディショナー

(p. 165)

• 車内のエアディストリビューション

(p. 165)

• 空気の質 (p. 163)

• フロントシートヒーター* (p. 169)

• リアシートヒーター* (p. 169)
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実際の温度
車内で選択する温度は、その時点での車内およ

び車両付近の周辺温度、気流速度、湿度、日射

量などによる体感温度に対応します。

システムには車内のどちら側に日光が当たって

いるかを感知するソーラーセンサー(p. 163)

が備わっています。左右両側を同じ温度に設定

しても、左右の空気吹出口から流れる空気の温

度が異なる場合があります 1。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 車内の温度コントロール (p. 171)

センサー - エアコンディショナー
エアコンディショナーシステムは、複数のセン

サーを使用して車内の温度(p. 163)を調節し

ます。

• ソーラーセンサーは、ダッシュボード上部に

装着されています。

• 車内温度センサーは、エアコンディショナー

コントロールパネルの下に装着されていま

す。

• 外気温センサーは、ドアミラーに装着されて

います。

注意

センサーが衣服などで覆われることがない

ように注意してください。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

空気の質
車内の内装は接触アレルギーや喘息を持つ方

にも快適な設計です。

• クリーンエアフィルター(p. 164)

• 車内の素材(p. 165)

• クリーン・ゾーン・インテリア・パッケージ

(CZIP)(p. 164)*

• インテリア・エア・クオリティ・システム

(IAQS)(p. 164)*

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

1 ECC 装着車のみ。
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空気の質 - クリーンエアフィル
ター
車内に入る空気は、クリーンエアフィルターを

通過して浄化されます。

このフィルターは、定期的に交換することが必

要です。推奨交換間隔は、ボルボメンテナンス

サービスプログラムに従ってください。埃や塵

などの多い場所を走行する場合は、さらに頻繁

な交換が必要です。

注意

クリーンエアフィルターには、数種類のタイ

プがあります。適切なクリーンエアフィル

ターを装着してください。

関連情報
• 空気の質 (p. 163)

空気の質 - クリーン・ゾーン・イン
テリア・パッケージ(CZIP)*
CZIP は、アレルギー源や喘息を引き起こす物

質を車内から除去する一連の機能で構成され

ています。

次の事項が含まれています。

• 拡張ファン機能は、リモートコントロール

キーでロック解除したときにファンを作動

させます。ファンにより、車内に新鮮な空気

を導入します。この機能は必要に応じて作

動し、一定時間が経過した後か、いずれかの

ドアを開けたときに解除されます。ファン

の作動時間は、必要性の減少に応じ、車両製

造後 4年間を経過するまでの間に徐々に短

くなります。

• 空気清浄システム IAQS (p. 164)は、車内

の空気から、微粒子、炭化水素、窒素酸化

物、地表オゾンなどの有害物質を除去するフ

ルオートマチックシステムです。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 空気の質 (p. 163)

空気の質 - IAQS*
エア・クオリティ・システム(IAQS)は、車内の

空気から埃などの微粒子やガスを分離して、臭

いや空気の汚れを低減します。

外気が汚れている場合、炭化水素、亜酸化窒素、

地表オゾンの取り込みを遮断するために空気取

入口が閉じられます。空気は車内を再循環しま

す。

この機能は、メニューシステム MY CAR で作動可

能状態/非作動状態にすることができます。メ

ニューシステムの詳細については、MY CAR

(p. 147)を参照してください。

注意

車内の空気を清浄に保つため、エア・クオリ

ティ・センサーは常時作動させてください。

寒冷気候では、曇りを防止するために自動リ

サーキュレーションは制限されています。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 空気の質 (p. 163)

• 空気の質 - クリーン・ゾーン・インテリア・

パッケージ(CZIP)* (p. 164)
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空気の質 - 素材
これらの素材は、車内に埃を発生させにくく、

清掃しやすいように開発されたものです。

車内およびカーゴスペースのカーペットは、簡

単に取り外して清掃することができます。ボル

ボ推奨のクリーナーとカーケア用品を使用し

て、車内を清掃(p. 428)してください。

関連情報
• 空気の質 (p. 163)

メニュー設定 - エアコンディショ
ナー
エアコンディショナーの機能のうち 4つにつ

いては、センターコンソールを使用して、起

動/解除または出荷時の設定から変更すること

ができます。

• オートマチック・エアコンディショ

ナー*(p. 171) 作動中のファン速度

• リサーキュレーションタイマー(p. 173)

• リアウインドデフロスター(p. 141)の自動

始動

• インテリア・エア・クオリティ・システ

ム*(p. 164)

エアコンディショナーシステムの機能は、MY

CAR のメニューシステムにより、初期設定にリ

セットすることができます。メニューシステム

の詳細については、MY CAR (p. 147)を参照して

ください。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

車内のエアディストリビューション
外気は、車内数箇所の空気吹出口に分配されま

す。

エアディストリビューションは、AUTO モード*で
自動的に制御されます。

必要に応じて手動でも操作できます。エアディ

ストリビューションの一覧表(p. 174)を参照

してください。
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ダッシュボードの空気吹出口

開ける

閉める

左右方向のエアフロー

上下方向のエアフロー

曇りを取り除く際は、空気吹出口の吹き出し方

向をパワーウインド側に向けます。

注意

小さなお子様は、風に敏感ですのでご注意く

ださい。体調を崩すおそれがあります。

エアディストリビューション

エアディストリビューション - ウインドス

クリーンデフロスター

エアディストリビューション - ダッシュ

ボード空気吹出口

エアディストリビューション - フロアベン

チレーション

ここには、3つのボタンがあります。ボタンを押

すと対応したアイコンが画面に表示され(次図

参照)、アイコン前方に表示される矢印により、

選択されているエアディストリビューションが

提示されます。詳しくは、エアディストリ

ビューションの一覧表(p. 174)を参照してく

ださい。

選択されているエアディストリビューションがセン
ターコンソールの画面に表示されます。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 自動調節 (p. 171)

• エアディストリビューション - リサーキュ

レーション (p. 173)
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オートマチック・エアコンディショ
ナー - ECC*
ECC(オートマチック・エアコンディショナー)

は、選択した車内温度を維持します。運転席側

と助手席側でそれぞれ異なる温度を設定する

ことができます。

自動機能は、温度、エアコンディショナー、

ファン速度、リサーキュレーション、エアディ

ストリビューションを自動で調節します。

ファン(p. 170)

AUTO - オートマチック・エア・コンディショ

ナー(p. 171)

電気式フロントシートヒーター(p. 169)、

左側

ヒーテッドウインドスクリーン*および最大

デフロスター(p. 172)

エアディストリビューション(p. 165) - フ

ロアベンチレーション

エアディストリビューション - ダッシュ

ボード空気吹出口

エアディストリビューション - ウインドス

クリーンデフロスター

リアウインドおよびドアミラーデフロス

ター(p. 141)

左右の温度調節(p. 171)用設定

電気式フロントシートヒーター(p. 169)、

右側

温度コントロール(p. 171)

リサーキュレーション(p. 173)

ECO* (p. 332)

AC - エアコンディショナーオン/オフ

(p. 172)

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)
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エレクトロニック・テンパレチャー・
コントロール - ETC
ETC (エレクトロニック・テンパレチャー・コ

ントロール)により温度は自動的に制御され、

エアディストリビューションおよびファンコ

ントロールは手動で操作されます。

ファン(p. 170)

電気式フロントシートヒーター(p. 169)、

左側

AC - エアコンディショナーオン/オフ

(p. 172)

ヒーテッドウインドスクリーンおよび最大

デフロスター*

エアディストリビューション(p. 165) - フ

ロアベンチレーション

エアディストリビューション - ダッシュ

ボード空気吹出口

エアディストリビューション - ウインドス

クリーンデフロスター

リアウインドおよびドアミラーデフロス

ター(p. 141)

リサーキュレーション(p. 173)

電気式フロントシートヒーター(p. 169)、

右側

温度調節コントロール(p. 171)

ECO* (p. 332)

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)
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フロントシートヒーター*
フロントシートヒーターはヒーターレベルを

3段階に調節できます。寒い日でも快適に過

ごすことができます。

現在のヒーターレベルは、センターコンソールの画
面に表示されています。

レベルを変更する、または機能

をオフにするには、ボタンを繰

り返し押します。

ヒーターには以下の 3段階のヒーターレベルが

あります。

• ヒーターレベル「強」 - センターコンソー

ルの画面にオレンジ色のランプが 3つ点灯

します(前図参照)。

• ヒーターレベル「中」 - 画面にオレンジ色

のランプが 2つ点灯します。

• ヒーターレベル「弱」 - 画面にオレンジ色

のランプが 1つ点灯します。

• ヒーターがオフになります。ランプはすべ

て消灯します。

警告

ヒーテッドシート機能の温度上昇や変化を

感じにくい方や、ヒーテッドシートの操作が

わからない方は、ヒーテッドシートを使用し

ないでください。火傷を負うおそれがあり

ます。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• リアシートヒーター* (p. 169)

リアシートヒーター*
リアシートのドア側シートではヒーターレベ

ルを 3段階に調節できます。寒い日でも快適

に過ごすことができます。

現在のヒーターレベルは、プッシュボタンのランプ
に表示されます。

レベルを変更する、または機能をオフにするに

は、ボタンを繰り返し押します。

ヒーターには以下の 3段階のヒーターレベルが

あります。

• ヒーターレベル「強」 - ランプが 3つ点灯

します。

• ヒーターレベル「中」 - ランプが 2つ点灯

します。
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• ヒーターレベル「弱」 - ランプが 1つ点灯

します。

• ヒーターがオフになります。ランプはすべ

て消灯します。

警告

ヒーテッドシート機能の温度上昇や変化を

感じにくい方や、ヒーテッドシートの操作が

わからない方は、ヒーテッドシートを使用し

ないでください。火傷を負うおそれがあり

ます。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• フロントシートヒーター* (p. 169)

ファン
ファンはウインドの曇りを防ぐため、つねに作

動させてください。

注意

ファンが完全に停止していて、エアコンディ

ショナーがオフのときは、ウインドガラス内

側が曇るおそれがあります。

EEC*装備車
ノブを回して、ファン速度を調

節します。AUTO が解除されま

す。AUTO を選択している場合

には、ファン速度は自動で

(p. 171)調整されます。前回

設定されていたファン速度は

解除されます。

ETC 装備車
ノブを回して、ファンスピード

を調節します。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• オートマチック・エアコンディショナー -

ECC* (p. 167)

• エレクトロニック・テンパレチャー・コント

ロール - ETC (p. 168)
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自動調節
自動調節は、電子制御フルオートマチック・エ

アコンディショナー(p. 167)でのみ使用でき

ます。

この自動機能は、温度

(p. 171)、エアコンディショ

ナー(p. 172)、ファンスピー

ド(p. 170)、リサーキュレー

ション(p. 173)、エアディス

トリビューション(p. 165)を

自動的に調節します。

これらの機能のいずれかを手動に切り替えて

も、それ以外の機能は自動的にコントロールさ

れ続けます。AUTO を押すと、手動設定はすべて

解除されます。画面に オートエアコン が表示

されます。

自動モードのファン速度はメニューシステム MY

CAR で設定することができます。メニューシス

テムの詳細については、MY CAR (p. 147)を参照

してください。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

車内の温度コントロール
エンジンを始動すると、前回の温度設定が再開

します。

注意

希望する温度より高い温度または低い温度

にセットしても、希望した温度に達するまで

の時間が早まることはありません。

EEC*装備車

各サイドの現在の温度がセンターコンソールの画面
に表示されます。

運転席側と助手席側の温度を、

別々に調節することができま

す。L/R ボタンを繰り返し押

して、左、右、両側の設定を選

択してください。ノブを使っ

て温度を設定します。各サイ

ド用に選択された温度がセンターコンソールの

画面に表示されます。

ETC 装備車
車内の温度はノブで調節でき

ます。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 実際の温度 (p. 163)

• エレクトロニック・テンパレチャー・コント

ロール - ETC (p. 168)

• オートマチック・エアコンディショナー -

ECC* (p. 167)
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エアコンディショナー
エアコンディショナーは、必要に応じて冷房や

除湿を行います。

AC ボタン内の LED が点灯して

いる場合には、冷暖房はシステ

ムにより自動制御されていま

す。

AC ボタン内の LED が消灯して

いる場合には、冷暖房は解除さ

れています。それ以外の機能は、引き続き自動

制御されています。最大デフロスター機能

(p. 172)をオンにすると、エアコンディショ

ナーが自動的に作動し、最大設定で除湿を行い

ます。

ウインドスクリーンの曇りおよび霜
の除去
ヒーテッドウインドスクリーン*と最大デフロ

スターを使用すると、ウインドスクリーンやパ

ワーウインドの曇りや霜を素早く除去できま

す。

選択されている設定がセンターコンソールの画面に
表示されます。

ヒーテッドウインドスクリーン*

最大デフロスター

この機能は、ボタンの LED が点

灯しているときに作動します。

レベルを変更する、または機能

をオフにするには、ボタンを繰

り返し押します。

ヒーテッドウインドスクリーン非装備車のデフ

ロスターのレベルは 1つだけです。

• ウインドへの送風 - 画面にシンボル(2)が

表示されます。

• 機能がオフになる - シンボルが消灯しま

す。

ヒーテッドウインドスクリーン装備車のデフロ

スターにはレベルが 2 つあります。

• ウインドスクリーンヒーターの起動 2 - 画

面にシンボル(1)が表示されます。

• ウインドスクリーンヒーターの起動 2 とウ

インドへの送風 - 画面にシンボル(1)およ

び(2)が表示されます。

• 機能がオフになる - シンボルが消灯しま

す。

注意

ヒーテッドウインドスクリーンおよび赤外

線ウインド(p. 21)は、トランスポンダーや

その他の通信機器の性能に影響をおよぼす

ことがあります。

2 ヒーテッドウインドスクリーンが作動すると、コンパスはオフになります。
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注意

ウインドスクリーンの各側の端にある三角

部分には電熱機能がないため、他の部分より

も除氷に時間がかかることがあります。

注意

エンジンがオートストップ(p. 323)する

と、ヒーテッドウインドスクリーンは利用で

きなくなります。

車内の除湿効果を最大にするため、この機能が

アクティブになると、次の操作も実施されます：

• エアコンディショナーが自動的に作動しま

す。

• 車内のリサーキュレーションシステムと空

気清浄システムが自動的に停止します。

注意

ファンが最高速度で作動すると、ノイズレベ

ルが増加します。

デフロスターをオフにすると、エアコンディ

ショナーは元の設定に戻ります。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

エアディストリビューション - リ
サーキュレーション
リサーキュレーションを選択するといやな臭

いや排気ガスなどが車内へ侵入するのを防ぐ

ことができます。リサーキュレーションにな

り、外気が取り込まれません。

リサーキュレーション作動中

は、ボタン内のオレンジ色の

LED が点灯します。

重要

リサーキュレーションを長時間続けると、ウ

インドの内側が曇るおそれがあります。

タイマー
タイマー機能を作動させると、手動で作動させ

たリサーキュレーションモードが解除されま

す。解除までの時間は、外気温により異なりま

す。ウインドに霜や曇りが付きにくくなり、汚

れた空気が車内を循環し続けるおそれが少なく

なります。

この機能は、メニューシステム MY CAR で作動可

能状態/非作動状態にすることができます。メ

ニューシステムの詳細については、MY CAR

(p. 147)を参照してください。

注意

最大デフロスターを選択しているときは、リ

サーキュレーションは作動しません。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• 車内のエアディストリビューション

(p. 165)

• エアディストリビューション - 一覧表

(p. 174)
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エアディストリビューション - 一
覧表
3 つのボタンを使用してエアの送風方向

(p. 165)を選択します。

エアディストリビューション 用途

大量の熱風がウインドに向けて送風されます。 霜や曇りを早くとる場合。

デフロスターベントを介してウインドスクリーンおよびリアウインド

にエアを送風。空気吹出口から送風。

気温が低く湿度が高い気候条件下での曇りや霜を防ぎます

(送風レベルを低くし過ぎないようにしてください)。

ウインドに向けて送風、およびダッシュボードの空気吹出口から送風。 気温が高く乾燥した環境のときに、車内を快適な状態に保ち

ます。

ダッシュボードの空気吹出口から、上半身に送風。 気温が高いとき、冷房効果を高めます。
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エアディストリビューション 用途

フロアおよびウインドに向けて送風。ダッシュボードの空気吹出口か

ら送風。

冷寒時、または湿度の高い環境のときに、車内を快適な状態

に保ちます。

フロアおよびダッシュボードの空気吹出口に送風。 快晴で涼しい外気温の場合。

フロアに送風。ダッシュボードの空気吹出口およびウインドに向けて

送風。

足元を暖房または冷房する場合。

ウインドに向けて送風、ダッシュボードの空気吹出口から送風、およ

びフロアに送風。

高温の乾燥した気候のときにフロア付近を冷房する、または

寒冷時に車内の上部を暖房する場合。
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関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)

• エアディストリビューション - リサーキュ

レーション (p. 173)
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エンジンブロックヒーターおよび車
内ヒーター*
プリコンディショニングを行うと、出発前に車

両のヒーター、エンジンおよび車内の準備を整

えておくことができるため、走行中の摩耗やエ

ネルギー消費を低減することができます。車

両を暖機することで、走行距離も延長できま

す。

このヒーターは、直接(p. 178)またはタイ

マー(p. 179)で起動することができます。

外気温が 15 ℃以上あるときは、ヒーターは作動

しません。ヒーターの最長作動時間は 50 分で

す。

警告

フューエルドリブンヒーターは屋内で使用

しないでください。見えないところで排気

ガスが発生しています。

注意

フューエルドリブンヒーターが作動すると、

車両の下から煙が出る場合がありますが、こ

れは異常ではありません。

燃料の補給

燃料給油口フラップの警告表示

警告

燃料がこぼれると、引火するおそれがありま

す。燃料を補給する前に、フューエルドリブ

ンヒーターのスイッチを必ずオフにしてく

ださい。

コンバインド・メーター・パネルでヒーター

がオフになっていることを確認してくださ

い。ヒーターが作動している場合には、ヒー

ターのシンボルが表示されます。

坂道での駐車
急な坂道に駐車するときは、フューエルドリブ

ンヒーターに燃料が供給されるように、車両前

部が坂の下側を向くようにしてください。

バッテリーおよび燃料
バッテリーの充電量が低い場合、あるいは燃料

残量が少ない場合、ヒーターが自動的に停止し

て、ディスプレイにメッセージが表示されます。

ステアリングホイールの方向指示器レバー

(p. 144)の OK ボタンを 1回押して、メッセー

ジを確認してください。

重要

近距離を走行するときにヒーターを繰り返

し使用すると、メインバッテリーの充電レベ

ルが低下するおそれがあります。この場合、

ヒーターが停止したり、作動不能になったり

する可能性があります。最悪の場合、エンジ

ンが始動しなくなることもあります。

定期的にヒーターを使用する場合は、ヒー

ターを作動させた時間と同じ時間、車両を走

行するようにしてください。メインバッテ

リーを十分な充電状態に保つことができま

す。ヒーターは 1回につき最長 50 分間使用

されます。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - メッセージ (p. 180)

• アディショナルヒーター* (p. 181)
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エンジンブロックヒーターおよび車
内ヒーター* - ダイレクトスタート
エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ターは、直接始動することができます。

ダイレクトスタート操作方法

• インフォメーション・ディスプレイ

• リモートコントロールキー*

• 携帯*

エンジンブロックヒーターおよび車内ヒーター

(p. 177)をダイレクトスタートすると、ヒー

ターが 50 分間作動します。

エンジン冷却水の温度が適切な温度に達する

と、車内の暖房を開始します。

注意

ヒーター作動中でも、エンジンを始動して走

行することができます。

インフォメーション・ディスプレイから
のダイレクトスタート
1. OKを押し、メニューにアクセスします。

2. コントロールダイヤルを使用して ﾋｰﾀｰ ま

でスクロールし、OKで選択します。

3. ヒーターを作動させるには、次のメニューで

直接ｽﾀｰﾄ までスクロールし、OKで選択しま

す。

4. RESETを押すとメニューを終了します。

リモートコントロールキーでダイレクト
スタートを起動*

PCC*付きリモートコントロールキーのインジケー
ターランプ

エンジンブロックヒーターおよび車内ヒーター

は、リモートコントロールキーを使用して作動

させることができます。

– アプローチライト用のボタン  を 2 秒

間押したままにします。

非常点滅灯は、合図の内容に応じて点滅パ

ターンが異なります。

• 5 回短く点滅した後、約 3 秒間点灯する

- 信号が車両に届き、ヒーターの作動が

開始された。

• 5 回短く点滅する - 信号は車両に届い

たが、ヒーターの作動は開始されていな

い。

• 非常点滅灯が消灯したまま - 信号が車

両に届いていない。

ヒーターが作動しているときにインフォメー

ションボタン  を押すと、インジケーターラ

ンプがその状態を車両のロック状況(p. 204)

と共に表示します。状態を確認している間、イ

ンジケーターランプは早い間隔で 2 回ずつ点滅

し、ヒーターが作動するとランプは点灯したま

まになります。

ヒーター作動中は、トリップコンピューターに

も状態が表示されます。

携帯電話でダイレクトスタートを起動*
作動および選択した設定に関する情報は、Volvo

On Call*アプリから利用することができます。
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関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - タイマー (p. 179)

• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - 即時停止 (p. 179)

• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - メッセージ (p. 180)

エンジンブロックヒーターおよび車
内ヒーター* - 即時停止
エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ターはインフォメーション・ディスプレイから

直接オフにすることができます。

1. OKを押し、メニューにアクセスします。

2. コントロールダイヤルを使用して ﾋｰﾀｰ ま

でスクロールし、OKで選択します。

3. ヒーターをオフにするには、次のメニューで

停止 までスクロールして、OK を選択しま

す。

4. RESETを押すとメニューを終了します。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - ダイレクトスタート (p. 178)

• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - タイマー (p. 179)

• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - メッセージ (p. 180)

エンジンブロックヒーターおよび車
内ヒーター* - タイマー
エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター(p. 177)のタイマーは車両の時計に接続

しています。

タイマーには 2 つの異なる時刻を設定できま

す。タイマーに表示される時刻とは、エンジン

が暖機され始動できる状態になる時刻を意味し

ます。車両の電子システムが、外気温に基づい

てヒーターを作動させる時間を決定します。

注意

車両の時計をリセットすると、プログラムさ

れたタイマーの時刻はすべて消去されます。

調節
1. OKを押し、メニューにアクセスします。

2. コントロールダイヤル(p. 144)を使って ﾋｰ

ﾀｰ までスクロールし、OK で選択します。

3. コントロールダイヤルを使用して 2つある

タイマーのいずれかを選択し、OK で確定し

ます。

4. OKを短く押すと、点灯している時刻表示に

移動します。

5. 希望する時刻が表示されるまで、コントロー

ルダイヤルを回します。
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6. OK を短く押すと、点灯している分表示に移

動します。

7. 希望する分が表示されるまで、コントロール

ダイヤルを回します。

8. OK3 を押して、設定を確定します。

9. RESETを使ってメニュー構成の前の画面に

戻ります。

10. 別の時間を選択する(ステップ 2の続き)か、

RESET を押してメニューを終了します。

始動
1. OK を押し、メニューにアクセスします。

2. コントロールダイヤルを使用して ﾋｰﾀｰ ま

でスクロールし、OKで選択します。

3. コントロールダイヤルを使用して 2つある

タイマーのいずれかを選択し、OK で起動し

ます。

4. RESETを押すとメニューを終了します。

機能オフ
タイマーで起動したヒーターを、設定時間の途

中で停止させることができます。次の手順に

従ってください。

1. OK を押し、メニューにアクセスします。

2. コントロールダイヤルを使用して ﾋｰﾀｰ ま

でスクロールし、OK で選択します。

> タイマーが、設定はされているが起動し

ていない場合は、時計のアイコンが設定

されている時間の隣に表示されます。

3. コントロールダイヤルを使用して 2つある

タイマーのいずれかを選択し、OK で確定し

ます。

4. 次の手順でタイマーを解除してください。

• OK をしばらく押したままにします。も

しくは

• OK を軽く押して、メニューを続行しま

す。その後タイマーの停止を選択し、OK

で確定します。

5. RESETを押すとメニューを終了します。

タイマーで起動させたヒーターを(p. 178)機能

をオフにすることができます。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - メッセージ (p. 180)

エンジンブロックヒーターおよび車
内ヒーター* - メッセージ
エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター(p. 177)に関するシンボルおよびメッ

セージは、コンバインド・メーター・パネルが

アナログ式(p. 98)か液晶デジタル式(p. 99)

かによって異なります。

ヒーターが起動すると、インフォメー

ション・ディスプレイ内のヒーターの

シンボルが点灯します。

いずれかのタイマーが起動すると、インフォ

メーション・ディスプレイ内の起動したタイ

マーのシンボルが点灯し、同時にセットされて

いる時間がシンボルの横に表示されます。

アナログ式コンバインド・メーター・

パネルの起動タイマーのシンボル

液晶デジタル式コンバインド・メー

ター・パネルの起動タイマーのシンボ

ル

以下の表に、表示される表示・警告灯とディス

プレイテキストがまとめられています。

3 もう一度 OK を押すと、タイマーが起動します。
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シンボル メッ

セージ

意味

ヒーターが起動し、作

動しています。

ヒーターのタイマー

は、イグニッションス

イッチからリモートコ

ントロールキーが取り

出され、車両から離れ

た後で作動します。設

定された時間にエンジ

ンと車内用のヒーター

がオンになります。

燃料式

ﾋｰﾀｰ停

止 ﾊﾞｯ

ﾃﾘｰ節

電ﾓｰﾄﾞ

エンジンを始動しやす

くするため、車両の電

子機器によりヒーター

が停止されました。

シンボル メッ

セージ

意味

燃料式

ヒー

ター停

止 燃

料レベ

ル低下

燃料残量が少ないた

め、ヒーターを設定す

ることができません。

これは、エンジンの始

動と、約 50 km の走行

を可能にするためで

す。

燃料式

ヒー

ター

サービ

スが必

要です

ヒーターが作動してい

ません。サービス工場

に修理を依頼してくだ

さい。ボルボ指定の

サービス工場にご連絡

ください。

メッセージはしばらくすると自動的に消えま

す。または、方向指示器レバー(p. 144)の OK

ボタンを押すと消えます。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - ダイレクトスタート (p. 178)

• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* - タイマー (p. 179)

アディショナルヒーター*
寒冷地 4 で販売されるディーゼルエンジン搭

載車両は、エンジンを作動温度に到達させ、車

内を十分に暖房するためにアディショナル

ヒーターが必要な場合があります。

そのような場合、車両には次のいずれかが装備

されています。

• 電気アディショナルヒーター(p. 182)、ま

たは

• フューエルドリブンアディショナルヒー

ター(p. 182)5

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* (p. 177)

4 関連地域に関しては、ボルボ指定ディーラーにお問い合わせください。
5 パーキングヒーター(p. 177)が装備されている車両。
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フューエルドリブンアディショナル
ヒーター*
車両には、電熱式(p. 182)またはフューエル

ドリブンアディショナルヒーター(p. 181)が

装備されています。

アディショナルヒーターは、エンジン回転中に

追加の暖房が必要になると自動的に作動しま

す。

車内の温度が設定温度に達したとき、またはエ

ンジンを停止したときに、自動的に停止します。

注意

補助ヒーターが作動すると、車両の下から煙

が出る場合がありますが、これは異常ではあ

りません。

オートモード/シャットダウン
必要に応じて、アディショナルヒーターの自動

作動はオフにすることができます。

注意

ボルボでは、短距離の運転のときには、

フューエルドリブンアディショナルヒー

ターをオフにしておくことをお薦めします。

1. エンジンを始動する前に：キー位置 I

(p. 115) を選択してください。

2. OKを押し、メニューにアクセスします。

3. コントロールダイヤルを使用して 補助ﾋｰﾀｰ6

 または 設定 7 までスクロールし、OKで選

します。

4. コントロールダイヤルを使用してオプショ

ン オン または オフ のいずれかを選択し、

OKで確定します。

5. RESETを押すとメニューを終了します。

注意

メニューオプションは、キー位置 I のとき

にしか、表示されません。そのため、調整が

必要であれば、エンジンを始動する前に実行

してください。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* (p. 177)

電気アディショナルヒーター*
車両には、フューエルドリブン(p. 182)または

電気アディショナルヒーター(p. 181)が装備

されています。

ヒーターは手動で制御できませんが、その代わ

りに、外気温 9 ℃未満でエンジンが始動される

と自動的に起動し、車内の温度が設定された温

度に達すると自動的にオフになります。

関連情報
• エンジンブロックヒーターおよび車内ヒー

ター* (p. 177)

6 アナログ式コンバインド・メーター・パネル
7 液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネル

択
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収納スペース
車内の収納スペースの概要
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ドアパネルの収納ボックス 1

収納ボックス、運転席側(p. 186)

チケットクリップ

小物入れ

グローブボックス(p. 187)

小物入れ、カップホルダー(p. 186)

リアシートのカップホルダー*

収納ポケット 2

収納ボックス、リアシート

警告

携帯電話やカメラ、アクセサリー用リモコン

など固定されていない物体は、グローブボッ

クスや収納ポケットに収納しておいてくだ

さい。急ブレーキをかけたときや衝突事故

の際に、乗員がケガをするおそれがありま

す。

1 運転席側にアイススクレーパーホルダー装備。
2 布製の内装には該当しません。
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収納ボックス、運転席側
この収納ボックス(p. 184)は運転席側のライ

ティングパネル下、左側にあります。

警告

尖っている物体や突き出している物体を車

内に保管しないでください。

トンネルコンソール
トンネルコンソールはフロントシートの間に

あります。

収納ボックス(CD などの収納用)およびアー

ムレスト下の USB*/AUX 端子

運転席および助手席用カップホルダーを含

みます。(灰皿およびシガレットライ

ター (p. 187) を指定した場合は、フロン

トシート用の12V 電源ソケッ

がシガレットライターに、

が取り外し可能な灰皿にそ

ます。)

関連情報
• 収納スペース (p. 184)

• トンネルコンソール - アームレスト

(p. 186)

トンネルコンソール - アームレス
ト
トンネルコンソールはフロントシートの間に

あります。

閉じているときには、トンネルコンソールの

アームレストを前後に調節できます*。

関連情報
• トンネルコンソール - 12V 電源ソケット

(p. 188)

• トンネルコンソール - シガレットライター

および灰皿* (p. 187)

ト (p. 188) 

カップホルダー

れぞれ変更され
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トンネルコンソール - シガレット
ライターおよび灰皿*
取り外し可能な灰皿はアームレスト下のカッ

プホルダーに取り付けられています。シガ

レットライターは、フロントシート用 12V 電源

ソケット(p. 188)の場所に取り付けられてい

ます。

トンネルコンソール(p. 186)の灰皿はまっすぐ

持ち上げて取り外します。

ライター自体を押し込みます。ライターが加熱

されると、自動的に引き戻されます。ライター

を引き出し、加熱されたヒーターコイルでタバ

コに火をつけます。

関連情報
• 収納スペース (p. 184)

グローブボックス
グローブボックスは助手席側にあります。

オーナーズマニュアル、地図などを収納するこ

とができます。リッドの内側に、ペンなどのホ

ルダーもあります。グローブボックスの ロッ

ク*(p. 215)には、キーブレード(p. 206)を使

用します。

関連情報
• 収納スペース (p. 184)

フロアマット*
フロアマットはゴミや泥などを収集します。

ボルボでは、専用開発したフロアマットをご用

意しています。

警告

各シートではフロアマットを 1枚だけ使用

してください。また、運転席のマットがペダ

ルの横や下に引っかかることがないように、

運転する前に、マットがピンに確実に固定さ

れていることを確認してください。

関連情報
• 内装の清掃 (p. 428)
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メイクアップミラー
メイクアップミラーはサンバイザーの裏側に

あります。

ランプ付きメイクアップミラー

カバーを開けると、ランプが点灯します。

関連情報
• ランプ交換 - メイクアップミラーランプ

(p. 404)

トンネルコンソール - 12V 電源ソ
ケット
電源ソケット(12V)はトンネルコンソールの収

納ボックス内のカップホルダーの横にありま

す。3

トンネルコンソールの 12V 電源ソケット(フロント
シート)

この電源ソケットはディスプレイやミュージッ

クプレーヤー、携帯電話など、12V 電源用に設計

されているさまざまなアクセサリーに使用する

ことができます。電源ソケットを使用する際

は、リモートコントロールキーをキー位置 I

(p. 115)またはそれ以上に設定する必要があ

ります。

警告

ソケットを使用していないときは、つねにカ

バーをしておいてください。

注意

ディスプレイやミュージックプレーヤー、携

帯電話などのオプション装備品やアクセサ

リーが車内の 12V 電源ソケットに接続され

たままになっていると、リモートコントロー

ルキーが取り外されている場合や車両が

ロックされている場合でも、事前に設定され

た時間にエンジンブロックヒーターおよび

車内ヒーターが起動する際などに* 起動す

ることがあります。

このため、使用していないオプション装備品

やアクセサリーは、電源ソケットから外すよ

うにしてください。バッテリーが放電する

おそれがあります。

重要

いずれのソケットも最大 10A(120W)まで供給

できます。

3 灰皿およびシガレットライターを指定した場合は、カップホルダーとその横の 12 Ｖ電源ソケットはありません。
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注意

緊急パンクリペアー(p. 377)用コンプレッ

サーは、ボルボによって、試験が行われ、認

定されています。

関連情報
• トンネルコンソール - シガレットライター

および灰皿* (p. 187)

• 12V 電源ソケット - カーゴスペース

(p. 192)

荷物の積み込み
最大許容重量は、車両重量により異なります。

最大許容重量は、車両重量により異なります。

乗員および車両に装着されているアクセサリー

の総重量の分だけ、最大許容重量は小さくなり

ます。

重量についての詳細は、重量 (p. 435)を参照

してください。

テールゲートはライティングパネル

上のボタン、またはリモートコント

ロールキーにより開くことができます。ロッ

ク/ロック解除 - テールゲート (p. 216)を参

照してください。

警告

車両の走行性能は、搭載荷物の重量や荷物を

積む位置の影響を受けます。

荷物の積み込みに関する注意事項
• 荷物は、リアシートのバックレストにもたれ

かかるように置いてください。

リアシートのバックレストのいずれかを折り畳

む際には、荷物によってフロントシートの WHIPS

システムの機能に支障が出ないように十分ご注

意ください。WHIPS - 着座姿勢 (p. 73)を参照

してください。

• 荷物を中央に置いてください。

• 重い荷物は、できるだけ低い位置に載せてく

ださい。倒したバックレストに重い荷物を

置くことは避けてください。

• 鋭利な荷物は、内張りを傷付けないように柔

らかい物で覆ってください。

• 荷物はストラップなどを使用して、荷物固定

用アイレットに確実に固定してください。

警告

固定されていない 20 kg の荷物は、50 km/h

(30 mph)の速度で前面衝突したときには

1,000 kg の衝撃に相当します。

警告

荷物を高く積み上げると、インフレータブル

カーテンの保護効果が損なわれるおそれが

あります。

• バックレストよりも高い位置に、荷物を

積み上げないでください。
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警告

荷物は、必ず確実に固定してください。急ブ

レーキをかけたときに荷物が投げ出されて、

乗員が大ケガをするおそれがあります。

尖った部分がある荷物は、柔らかい物で覆っ

てください。

長い荷物の積み降ろしは、必ずエンジンを停

止してパーキングブレーキをかけてから

行ってください。荷物がギヤセレクターレ

バーに当たってギヤが入ると、車両が動き出

すおそれがあります。

関連情報
• 荷物固定用アイレット (p. 191)

• カーゴネット* (p. 193)

• 荷物の積み込み - 長尺物 (p. 190)

• ルーフの荷物 (p. 190)

荷物の積み込み - 長尺物
カーゴスペースに荷物を積み込みやすくする

ため、リアシートバックレストを倒すことがで

きます。助手席シートバックレストを前方に

倒して長尺物を載せることもできます。

助手席シートを倒す
シート、フロント (p. 117)を参照してくださ

い。

リアシートバックレストを倒す
(p. 120)を参照してください。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

ルーフの荷物
ルーフに荷物を積載するためのロードキャリ

アには、ボルボ開発のものが推奨されます。車

両への損傷を防ぎ、走行中の安全を最大限に確

保するためです。

ロードキャリアを取り付けるときは、付属の取

付説明書に従ってください。

• ロードキャリアは必ずアルミニウム製レー

ルの上に取り付けてください。

• ロードキャリアおよび荷物の固定状態をと

きどき点検してください。荷物はリテーニ

ングストラップなどを使用して、確実に固定

してください。

• ロードキャリア全体に重量が均等に配分さ

れるように、荷物を載せてください。重い荷

物は、下になるように載せてください。

• 荷物のサイズが大きい程空気抵抗が増えて、

燃費が悪くなります。

• 安全運転を心がけてください。急発進、急ブ

レーキ、急ハンドルは避けてください。

警告

ルーフ上に荷物を積載して走行するときは、

車両の重心が変わり走行安定性が悪くなり

ますのでご注意ください。

ルーフ最大許容荷重(ロードキャリアおよび

スペースボックスなどを含む)については、

重量 (p. 435)を参照してください。
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関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

荷物固定用アイレット
荷物固定アイレットは、カーゴスペース内の荷

物固定地点として、ストラップを固定するため

に使用されます。

警告

硬い物や尖った物、重い物が確実に固定され

ていない場合には、急ブレーキの際に飛び出

してケガの原因となるおそれがあります。

大きい物や重い物は、シートベルトまたはス

トラップベルトで必ず確実に固定してくだ

さい。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

荷物の積み込み - バッグホルダー 
バッグホルダーは、買い物袋などの固定に使用

します。袋が倒れたり、袋の中の物がカーゴス

ペース内に散乱したりするのを防ぎます。ホ

ルダーの最大耐荷重は 3 kg です。

バッグホルダー

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

• 荷物の積み込み - 折りたたみ式バッグホル

ダー* (p. 192)
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荷物の積み込み - 折りたたみ式
バッグホルダー*
フロア内の折りたたみ式のバッグホルダーを

使用すると、買い物袋などが固定でき、袋が倒

れたり、中の物がカーゴスペース内に散乱した

りするのを防ぐことができます。ホルダーは

3箇所開きます。

折りたたみ式バッグホルダー

調整ポジション 2箇所に設定できるほか、サー

ビスポジションと呼ばれる、完全に展開した位

置にも設定できます。またフロアコンビネー

ションタイプも 2つあります。1つはフロア下

のタブ内に調整ポジションがあるものと、もう

1つはプラスチックレール内に調整ポジション

があるものです。次図のように立てると、フロ

ア下のタブの調整ポジションが見えます。

最大耐荷重は中央のホルダーが 3 kg、外側のホ

ルダーが 10 kg です。

跳ね上げ

上部フロアのハンドル*を持ち上げ、フロア

をたたむように引き上げます。

フロアを適切な位置まで前方に動かし、調整

用溝に入れます。

3. サービスポジションでは、フロアがリアシー

トのすぐ後ろの、最前の位置になり、中央の

プラスチック製サポートに差し込みます。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

• 荷物の積み込み - バッグホルダー

(p. 191)

12V 電源ソケット - カーゴスペース
この電源ソケットはディスプレイやミュー

ジックプレーヤー、携帯電話など、12V 電源用

に設計されているさまざまなアクセサリーに

使用することができます。

電源ソケットを使用するときは、カバーを開け

ます。

• リモートコントロールキーがイグニッショ

ンスイッチに挿入されていないときでも、電

源ソケットは使用することができます。

重要

最大 10A (120W)まで供給できます。
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注意

エンジン停止中に電源ソケットを使用する

と、車両のバッテリーが放電してしまうおそ

れがありますので、ご注意ください。

注意

緊急パンクリペアー(p. 377)用コンプレッ

サーは、ボルボによって、試験が行われ、認

定されています。

関連情報
• トンネルコンソール - 12V 電源ソケット

(p. 188)

カーゴネット*
カーゴネットは、急ブレーキの際などに荷物が

座席に投げ出されることを防ぎます。

カーゴネットは、4つの固定ポイントに取り付けま
す。

安全のため、カーゴネットをつねに正しく取り

付け、固定してください。このネットは強靭な

ナイロン繊維でできており、フロントシート

バックレストの後方に固定されます。

警告

ラゲッジコンパートメント内の荷は確実に

固定することが必要です。また、正しく装着

されたカーゴネットを使用してください。

取り付け

注意

カーゴネットは、リアドアのいずれかから装

着すると、容易に装着できます。

警告

カーゴネットの上部固定地点が正しく取り

付けられており、プーラーストラップが正し

く固定されていることを確認することが必

要です。損傷のあるネットは使用しないで

ください。
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1. フックをルーフマウンティングに引っかけ

ます。このとき、アンカーストラップのロッ

クが手前を向くようにしてください。

カーゴネットのアンカーストラップをシー

トのスライドレール後部にあるアイボルト

に通します。バックレストを起こし、シート

を若干前方に動かすと取り付けやすくなり

ます。

シート/バックレストを元の位置に戻す際、

シート/バックレストをネットに強く押し付

けないように注意してください。シート/

バックレストがネットに軽く触れる程度に

調整してください。

重要

シート/バックレストを後方に移動してカー

ゴネットに強く当てると、ネットやルーフマ

ウンティングが損傷を受けるおそれがあり

ます。

2. アンカーストラップのロックにあるボタン

を押して、アンカーストラップを下からロッ

クに通します。

アンカーストラップを使用して、カーゴネッ

トを張ります。

取り外しおよび保管
1. アンカーストラップのロックにあるボタン

を押してストラップをずらし、カーゴネット

をゆるめます。

2. フックをルーフマウンティングから外しま

す。

3. カーゴネットをたたみ、カーゴスペースの収

納バッグに収納します。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

• 荷物固定用アイレット (p. 191)



荷物の積み込みおよび収納

195

ハットシェルフ
ハットシェルフは取り外しが可能で、さらなる

カーゴスペースを作ることができます。

ハットシェルフの取り外し

両側でハットシェルフリフティングアイを

外します。

ハットシェルフ前端のフックを外し、取り外

します。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

• 荷物の積み込み - 長尺物 (p. 190)
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リモートコントロールキー
リモートコントロールキーは、特に、車両の

ロック/ロック解除および始動に使用されま

す。

キーには、基本バージョンのリモートコント

ロールキー、PCC*非装備のリモートコントロール

キー、PCC*付きのリモートコントロールキーの 3

種類があります。

機能

基

本 A

PCC

な

し A

PCCB

付き

ロック/ロック解除

および脱着式キーブ

レード

X X X

キーレスロック/

ロック解除
X X

キーレスエンジン始

動
X X

インフォメーション

ボタンおよびインジ

ケーターランプ

X

A 5 ボタンキー
B 6 ボタンキー

詳細情報
• 基本リモートコントロールキー - 基本バー

ジョンのキーです。機能については、リモー

トコントロールキー - 機能 (p. 202)を参

照してください。

• PCC なしのリモートコントロールキー -

キーレスドライブ*(p. 208)とキーレス

ロック(p. 210)およびロック解除

(p. 211)対応。

• PCC 付きリモートコントロールキー - イン

フォメーションボタンおよびインジケー

ターランプも搭載されています。詳しくは、

独自機能(p. 204)をお読みください。

すべてのリモートコントロールキーには、金属

製の脱着式キーブレード(p. 205)が付いてい

ます。リモートコントロールキーが識別できる

ように、外から見える部分のデザインには、2 種

類あります。

リモートコントロールキーは追加注文すること

ができます。ただし、車両に付属しているもの

以外のタイプはできません。車両 1 台に対して

プログラムおよび使用可能なキーは 6 つまでで

す。

車両には、リモートコントロールキーが 2 つ搭

載されています。

警告

車内にお子様が残る場合：

運転者が車両から離れる場合は、リモートコ

ントロールキーを必ず抜いて、パワーウイン

ドの電源をオフにしてください。

リモートコントロールキー - 紛失 
リモートコントロールキー(p. 198)を紛失し

た場合は、サービス工場で新しいキーを注文で

きます。ボルボ指定のサービス工場のご利用

をお薦めします。

残りのリモートコントロールキーをボルボの

サービス工場へお持ちになってください。不正

に使用されることを防ぐため、紛失したリモー

トコントロールキーのコード番号を車両のシス

テムから消去する必要があります。現在車両に

登録されているキーの数は、メニューシステム

MY CAR で確認できます。メニューシステムの

詳細については、MY CAR (p. 147)を参照してく

ださい。

関連情報
• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)

• リモートコントロールキー - 作動範囲

(p. 203)
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リモートコントロールキー - パー
ソナライズ*
リモートコントロールキー のキーメモリーを

使用すると、車両の一部の設定を運転者ごとに

個別に変更することができます。

キーメモリー機能は運転席パワーシー

(p. 118)などとの組み合わせで作動させるこ

とができます。

ドアミラー(p. 140)、運転席シート、ステアリ

ングホイール操舵力(p. 226)、コンバインド・

メーター・パネルのテーマ、コントラストおよ

びカラーモード(p. 99)の設定はキーメモリー

に保存することができます(車両の装備レベル

に応じて異なる)。

この機能 1 は、メニューシステム MY CAR で起

動/解除できます。メニューシステムの詳細に

ついては、MY CAR (p. 147)を参照してくださ

い。

この機能が作動している場合、設定は自動的に

キーメモリーに関連付けられます。したがっ

て、設定が変更されると、特定のリモートコン

トロールキーのメモリーに変更が自動的に保存

されます。

設定の保存
設定を保存し、リモートコントロールキーの

キーメモリーを使用するには、次の手順に従っ

てください。

1. メモリーに設定 2 を保存するリモートコン

トロールキーを使用して、車両をロック解除

します。

2. メニューシステム MY CAR でキーメモリー

機能が作動していることを確認してくださ

い。

3. シートおよびドアミラーなどを好みの位置

に調節します。

4. 使用中のリモートコントロールキーのメモ

リーに設定が保存されます。

次回、同じリモートコントロールキーで車両を

ロック解除すると、キーメモリーに保存されて

いる位置に自動的に調節されます(そのリモー

トコントロールキーの前回使用時以降に位置が

変更されていた場合)。

非常停止

シートが不意に動き出した場合は、シート用設

定ボタンまたはメモリーボタンいずれか 1 つを

押すと停止します。

停止後、リモートコントロールキーのロック解

除ボタンを押すと、シートはキーメモリーに記

憶されている位置まで再び移動します。運転席

ドアを必ず開けておかなければなりません。

警告

挟まれるおそれがあります。お子様にシー

トの操作をさせないでください。シートの

調節は、シートの前後や下になにも物がない

状態で行ってください。リアシートの乗員

が挟まれないように注意してください。

設定の変更
複数の人が各自リモートコントロールキーを

持って車両に近づくと、最初に運転席ドアを開

けた人の設定に合わせて、シートやドアミラー

などの位置が調節されます。

Aさんがリモートコントロールキー Aで運転席

ドアを開けた後、Bさんがリモートコントロール

キー Bで運転する場合、次の方法で設定を変更

することができます。

• 運転席ドア側に立つか、運転席に座った状態

で、Bさんが自分のリモートコントロール

キーのロック解除ボタンを押します。

• シート設定ボタン 1～3 の、3つのメモリー

の 1つを選択します。

• シートおよびドアミラーを手動で調節しま

す。

1 MY CAR のカーキーメモリー。
2 この設定により、パワーシートのメモリー機能に保存されている設定に影響が出ることはありません。

ト*



||

ロックおよびアラーム

* オプション/アクセサリー。200

関連情報
• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)

• PCC 付きリモートコントロールキー* - 独
自機能 (p. 204)

ロック/ロック解除 - インジケー
ター
リモートコントロールキー(p. 198)を使用し

て車両をロック/ロック解除すると、方向指示

器が点滅して正常に作動したことを知らせま

す。

• ロック作動 - 1 回点滅し、ドアミラーが格

納 3 されます。

• ロック解除 - 2 回点滅し、ドアミラーが展

開 3 します。

注意

リモートコントロールキーを車内に残した

ままロックしないよう、ご注意ください。

ロック時には、すべてのドアが閉じすべての

ロックが作動したときにのみ、その旨が確認で

きます。確認表示は最後まで開いていたドアが

閉じたときに実施されます。

機能の選択
ロック作動/解除をライトで表示する方法に関

しては、メニューシステム MY CAR で別の方法に

変更することができます。メニューシステムの

詳細については、MY CAR (p. 147)を参照してく

ださい。

ロックインジケーター
ウインドスクリーン側の LED が点滅している場

合には、車両はロックされています。

アラームインジケーター(p. 222)と同じ LED

注意

このインジケーターはアラームが装備され

ていない車両にも装備されています。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

• アラームインジケーター* (p. 222)

3 格納式パワードアミラー装備の車両のみ。
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リモートコントロールキー - 電子
式イモビライザー
電子式イモビライザーは、侵入者が車両を始動

(p. 314)するのを防ぐ盗難防止システムで

す。

各リモートコントロールキー(p. 198)には、固

有のコードが使用されています。正しいコード

のリモートコントロールキーを使用しなけれ

ば、エンジンを始動することができません。

コンバインド・メーター・パネルのインフォメー

ション・ディスプレイに表示するメッセージの

うち、以下のメッセージは電子式イモビライ

ザーに関連しています。

メッセー

ジ

意味

ｷｰを挿入

して下さ

い

リモートコントロールキーの読

み取りエラー。キーをイグニッ

ションスイッチから取り出し、も

う一度挿入し直して、再度エンジ

ンの始動を試みてください。

ｷｰが見つ

かりませ

ん A

始動時のリモートコントロール

キーの読み取りエラー。再度エ

ンジンの始動を試みてください。

エラーが解消しない場合には、リ

モートコントロールキーをイグ

ニッションスイッチに差し込み、

再度、エンジンの始動を試みてく

ださい。

ｲﾓﾋﾞﾗｲ

ｻﾞｰ 再始

動して下

さい

始動中のイモビライザーのエ

ラー。エラーが解消しない場合

には、ボルボ指定のサービス工場

にご連絡ください。

A キーレス始動およびロックシステム装備車のみ。

関連情報
• 追跡システム搭載の遠隔操作式イモビライ

ザー* (p. 201)

• キーレスドライブ* (p. 208)

追跡システム搭載の遠隔操作式イモ
ビライザー*
追跡システム搭載の遠隔操作式イモビライ

ザー 4 が装備されている場合、車両を追跡し

て位置を割り出し、イモビライザーを遠隔操作

で作動させることができます。

このシステムの起動に関するお問い合わせやご

相談は、最寄りのボルボ・ディーラーにご連絡

ください。

関連情報
• リモートコントロールキー (p. 198)

• リモートコントロールキー - 電子式イモビ

ライザー (p. 201)

4 特定市場のみ。使用には Volvo On Call*が必要。
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リモートコントロールキー - 機能
リモートコントロールキーには、ドアのロッ

ク/ロック解除機能などがあります。

機能

基本バージョンのリモートコントロールキー

  ロック作動

  ドアロック解除

  アプローチライト点灯

  テールゲート

  パニックアラーム機能

PCC*(Personal Car Communicator)付きリモートコン
トロールキー

  インフォメーションボタン - 機能につい

ては、PCC 付きリモートコントロールキー*
- 独自機能 (p. 204)を参照してください。

ボタン機能
 ロック - ドアおよびテールゲートをロッ

クして、アラームをセットします。ロック/ロッ

ク解除 - 車外から (p. 213)を参照してくだ

さい。

ボタンを押したままにすると、すべてのウイン

ドが同時に閉まります。詳しくは、グローバル

オープニング機能 (p. 215)を参照してくださ

い。

警告

リモートコントロールキーを使用してウイ

ンドを閉める場合は、乗員の手などを挟まな

いように注意してください。

 ロック解除(p. 213) - ドアおよびテール

ゲートをロック解除して、アラームを解除しま

す。

ボタンを押したままにすると、すべてのウイン

ドが同時に開きます。詳しくは、グローバル

オープニング機能 (p. 215)を参照してくださ

い。

この機能は、すべてのドアを同時にロック解除

する設定から、ボタンを 1 回押すと運転席のド

アロックのみが解除され、10 秒以内に再度押す

と残りすべてのドアがロック解除される設定に

変更することができます。

この機能は、メニューシステム MY CAR で変更で

きます。メニューシステムの詳細については、

MY CAR (p. 147)を参照してください。

 アプローチライト点灯(p. 136) - 車両か

ら少し離れた場所からライトを点灯させること

ができます。

 テールゲート(p. 216) - テールゲートの

みのロックとアラームを解除します。

 パニックアラーム機能 – 緊急時に注意を

促すための機能です。
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ボタンを 3秒以上押し続けるか、3秒以内に続け

て 2 回押すと、方向指示器およびホーンが作動

します。

アラームが作動してから 5秒以上経過後、再び

同じボタンを押すと停止させることができま

す。または、約 3分が経過すると自動的に停止

します。

関連情報
• リモートコントロールキー (p. 198)

リモートコントロールキー - 作動
範囲
リモートコントロールキー(基本バージョン)

の機能の作動範囲は、車両から約 20 m 以内で

す。

ボタンが押されたことを車両が認識しない場合

には、車両に近寄ってからもう一度試行してく

ださい。

注意

周囲の電波、建物、地形などによって、リ

モートコントロールキーの機能が妨げられ

る場合があります。車両は、つねにキーブ

レード(p. 206)でロック/ロック解除でき

ます。

エンジン作動中や、キーが I または II

(p. 115)にあるときにリモートコントロール

キーが車両から持ち出された場合、すべてのド

アが閉じられると、コンバインド・メーター・

パネルのインフォメーション・ディスプレイに

警告メッセージが表示され、同時に短い警告音

が鳴ります。

リモートコントロールキーを車内に戻してから

OK ボタンを押すか、またはすべてのドアを閉め

ると、メッセージが消えます。

関連情報
• リモートコントロールキー (p. 198)

• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)
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PCC 付きリモートコントロールキー*
- 独自機能
PCC* 付きリモートコントロールキーはイン

フォメーションボタンおよびインジケーター

ランプを搭載し、基本バージョンのリモートコ

ントロールキー(p. 198)よりも機能が強化さ

れています。

PCC 付きリモートコントロールキー

インフォメーションボタン

インジケーターランプ

インフォメーションボタンを使用すると、イン

ジケーターランプを介して車両から情報を得る

ことができます。

インフォメーションボタンの使用方法
– インフォメーションボタン  を押しま

す。

> すべてのインジケーターランプが約 7 秒

間点滅し、PCC 周囲のランプが回ります。

この間、車両から情報が読み取られます。

この間に別のボタンを押すと、読み取り

は中断されます。

注意

インフォメーションボタン  をいろい

ろな場所で繰り返し押しても(7 秒経過後、お

よび PCC 周囲のランプが回った後でも)、イ

ンジケーターランプが 1 つも点灯しない場

合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡く

ださい。

インジケーターランプは、次の図のような情報

を表示します。

緑のランプが点灯 - 車両はロックされてい

ます。

黄色のランプが点灯 - 車両はロック解除さ

れています。

赤いランプが点灯 - 車両がロックされた

後、アラームが作動しています。

両方のインジケーターランプの赤いランプ

が交互に点滅 - 過去 5 分以内に、アラーム

が作動しました。

関連情報
• PCC 付きリモートコントロールキー* - 作

動範囲 (p. 205)
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PCC 付きリモートコントロールキー*
- 作動範囲
PCC(Personal Car Communicator)付きリモー

トコントロールキーの作動範囲は、ドアおよび

テールゲートをロック解除するときが車両か

ら約 20 m 以内で、その他の機能は約 100 m 以

内です。ボタンが押されたことを車両が認識

しない場合には、車両に近寄ってからもう一度

試行してください。

注意

周囲の電波、建物、地形などによって、イン

フォメーションボタンの機能が妨げられる

場合があります。

作動範囲外
車両からの距離が遠過ぎるためにリモートコン

トロールキーが情報を読み取れない場合は、車

両の状態に関する情報は更新されず、リモート

コントロールキーの周囲のランプは回りませ

ん。

同じ車両に複数のリモートコントロールキーが

使用された場合、直前にロック/ロック解除した

際に使用されたリモートコントロールキーにの

み正しい状態が表示されます。

注意

インフォメーションボタン  をいろい

ろな場所で繰り返し押しても(7 秒経過後、お

よび PCC 周囲のランプが回った後でも)、イ

ンジケーターランプが 1 つも点灯しない場

合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡く

ださい。

関連情報
• キーレスドライブ* - 作動範囲 (p. 209)

• リモートコントロールキー - 作動範囲

(p. 203)

脱着式キーブレード
リモートコントロールキーには金属製の脱着

式キーブレードが付いており、一部機能の起動

や操作に使用できます。

キーブレードは特別なコード番号を使用してい

ますので、新しいキーを注文される場合は、ボ

ルボ指定のサービス工場にご用命ください。

キーブレードの機能

脱着式キーブレードを使用して：

• リモートコントロールキーでセントラル

ロックを作動できない場合は、左側フロント

ドアを手動でロック解除する(p. 206)こと

ができます。

• リアドアの手動チャイルドロックを作動/解

除(p. 219)できます。

• 電気的不具合が発生した場合などには、右側

フロントドアおよびリアドアを手動でロッ

クすることができます。

• グローブボックスロック*をロック解除する

ことができます。

• 助手席側エアバッグ(PACOS*)を作動可能状

態/非作動状態にすることができます。

関連情報
• 手動ドアロック (p. 213)

• ロック/ロック解除 - グローブボックス

(p. 215)

• 助手席側エアバッグ - 作動/解除* (p. 68)
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脱着式キーブレード - 取り外し/取
り付け
脱着式キーブレード(p. 205)の取り外し/取り

付けは次の手順で行います。

キーブレードを取り外す

スプリングキャッチを横にスライドさせま

す。

同時にキーブレードを、まっすぐ引き抜きま

す。

キーブレードを元に戻す
注意しながらキーブレードをリモートコント

ロールキー(p. 198)に取り付けます。

1. リモートコントロールキーのキーブレード

差し込み溝を上に向けて持ち、キーブレード

を差し込みます。

2. キーブレードを軽く押し込み固定します。

所定の位置に固定されると、カチッと音がし

ます。

関連情報
• 脱着式キーブレード - ドアロック解除

(p. 206)

• チャイルドロック - 手動による作動

(p. 219)

• 助手席側エアバッグ - 作動/解除* (p. 68)

脱着式キーブレード - ドアロック
解除
リモートコントロールキーでセントラルロッ

クを作動できない場合(リモートコントロール

キーの電池(p. 207)が消耗した場合など)は、

脱着式キーブレードを使用することができま

す。

次のようにすると左側フロントドアを開けるこ

とができます。

1. 左側フロントドアハンドルのロックシリン

ダーにキーブレードを差し込み、ロック解除

します。詳しくは、キーレスドライブ* -
キーブレードによるロック解除 (p. 211)

を参照してください。

注意

キーブレードを使用してドアをロック解除

し、その後ドアを開けると、アラームが作動

します。

2. イグニッションスイッチにリモートコント

ロールキーを差し込み、アラームを解除しま

す。

キーレス始動およびロックシステム装備車の場

合、キーレスドライブ* - キーブレードによる

ロック解除 (p. 211)を参照してください。
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関連情報
• 脱着式キーブレード (p. 205)

• リモートコントロールキー (p. 198)

リモートコントロールキー/PCC -
電池の交換
リモートコントロールキーの電池 5 は交換が

必要になることがあります。

以下の場合には、リモートコントロールキーの

電池を交換する必要があります。

• インフォメーションシンボルが点灯し、コン

バインド・メーター・パネルのディスプレイ

に ｷｰ電池切れ ﾏﾆｭｱﾙを参照して下さい が

表示された場合

または

• 車両から 20 m 以内の距離でリモートコント

ロールキーのロック操作ができなくなった

場合

開ける
 スプリングキャッチを横にスライドさ

せます。

 同時にキーブレードを、まっすぐ引き抜

きます。

 スプリングキャッチの後側にある穴に

3 mm のマイナスドライバーを差し込み、十

分に注意してこじって、リモートコントロー

ルキーのカバーを開けます。

5 PCC 付きリモートコントロールキーには、電池が 2個使用されています。
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注意

カバーを開けたときに電池が落下しないよ

うに、リモートコントロールキーのボタン面

を上に向けてください。

重要

新しいバッテリーやその端子表面を手で触

れないでください。機能が低下するおそれ

があります。

電池の交換

注意

ボルボでは、リモートコントロールキー/PCC

のバッテリーには、UN Manual of Test and

Criteria, Part III, sub-section 38.3 の

適合品を使用することをお薦めしています。

工場出荷時のバッテリーまたはボルボ指定

のサービス工場で交換されたバッテリーは、

上記の基準を満たしています。

カバー内側の電池の + および – 極が、どの

方向に入っているかよく注意してください。

リモートコントロールキー(電池 1 個)
1. 注意して、電池を取り外します。

2. + 側を下に向けて、新しい電池を取り付けま

す。

PCC*付きリモートコントロールキー(電
池 2個)
1. 注意して、電池を取り外します。

2. + 側を上に向けて、新しい電池を 1 個入れま

す。

3. 白いプラスチックタブを間に入れ、+ 側を下

に向けて 2 個目の新しい電池を取り付けま

す。

電池タイプ
名称 CR2430(3V)の電池を使用してください。

閉める
1. カバーを元の位置に戻します。

2. リモートコントロールキーのキーブレード

差し込み溝を上に向けて持ち、キーブレード

を差し込みます。

3. キーブレードを軽く押し込み固定します。

所定の位置に固定されると、カチッと音がし

ます。

重要

使用済みのバッテリーは、環境に優しい方法

で処分してください。

関連情報
• リモートコントロールキー (p. 198)

• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)

キーレスドライブ*
キーレスドライブ装備車には、キーを使わずに

操作できる始動およびロックシステムが搭載

されています。

キーレス始動およびロックシステムが装備され

ている場合、リモートコントロールキー

(p. 198)をイグニッションスイッチに挿入する

ことなく、車両を始動、ロックおよびロック解

除することができます。6 リモートコントロー

ルキーはポケットの中に携帯しておくだけで機

能します。両手に荷物を持っている場合などで

も、ドアを開けることができるため便利です。

車両のリモートコントロールキーの両方にキー

レスドライブ機能が付いています。予備のリ

モートコントロールキーを注文することもでき

ます。

車両の電気系統は、リモートコントロールキー

を使用して、3 種類のレベル - キー位置 0、I

および II(p. 115) - のいずれかに設定するこ

とができます。

関連情報
• キーレスドライブ* - 作動範囲 (p. 209)

• キーレスドライブ* - リモートコントロー

ルキーの安全な取り扱い (p. 209)

• キーレスドライブ* - リモートコントロー

ルキー機能への干渉 (p. 210)
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キーレスドライブ* - 作動範囲 7

リモートコントロールキーのボタンを押さず

にドアやテールゲートを自動的にロック解除

するには、リモートコントロールキーがドアハ

ンドルまたはテールゲートから約 1.5 m 以内

の範囲になければなりません。

ドアをロック/ロック解除する際はリモートコ

ントロールキーを携帯しておく必要がありま

す。車両の反対側のドアから、リモートコント

ロールキーでロック/ロック解除することはで

きません。

前図の赤で囲まれた部分は、システムのアンテ

ナがカバーする範囲を示しています。

エンジン作動中や、キーが I または II

(p. 115)にあるときにリモートコントロール

キーが車両からすべて持ち出された場合、いず

れかのドアが開閉されると、コンバインド・メー

ター・パネルのインフォメーション・ディスプ

レイに警告メッセージが表示され、同時に警告

音が鳴ります。

リモートコントロールキーが車内に戻されると

警告メッセージが消え、次のいずれかにより警

告音も止まります。

• いずれかのドアを開閉する。

• リモートコントロールキーがイグニッショ

ンロックに挿入される。

• 方向指示器レバー上の OK ボタン。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

• キーレスドライブ* - アンテナ位置

(p. 212)

キーレスドライブ* - リモートコン
トロールキーの安全な取り扱い
すべてのリモートコントロールキーの取り扱

いには、十分注意してください。

リモートコントロールキー 8 の 1 つが車内に残

されている場合、車両に登録されているもう 1

つのリモートコントロールキーで車両がロック

などされることのないように、キーレスドライ

ブ機能が解除されます。この機能は何者かが不

正に車内に入ることを防ぎます。

機能が解除されたキーは、次回もう一方のリ

モートコントロールキーで車両をロック解除し

たときに機能を回復します。

重要

PCC 付きリモートコントロールキーは車内

に放置しないでください。車内に何者かが

侵入してリモートコントロールキーを持ち

去った場合、イグニッションスイッチのリ

モートコントロールキーを押して、START/

STOP ENGINE ボタンを押すことにより、車両

を始動することができます。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

6 基本リモートコントロールキーには適用されません。
7 キーレス始動の車両には該当しません。
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キーレスドライブ* - リモートコン
トロールキー機能への干渉
電磁場および電磁遮蔽は、リモートコントロー

ルキーのキーレスドライブ機能(p. 208)を妨

げるおそれがあります。

注意

キーレス機能付きのリモートコントロール

キーを携帯電話や金属の物体の近く(10～

15 cm 以内)に置いたり、保管したりしないで

ください。

干渉が発生した場合、リモートコントロール

キーおよびキーブレードを基本バージョンのリ

モートコントロールキー(p. 198)のように使用

してください。

関連情報
• リモートコントロールキー/PCC - 電池の交

換 (p. 207)

• キーレスドライブ* - リモートコントロー

ルキーの安全な取り扱い (p. 209)

• キーレスドライブ* - 作動範囲 (p. 209)

キーレスドライブ* - ロック
キーレス始動およびロックシステム装備車の

外側ドアハンドルには感圧性のある領域があ

り、テールゲートのラバー加工されたプレッ

シャープレートの隣には、ラバー加工されたボ

タンがあります。

ドアハンドルのひとつを握るか、テールゲート

の 2つラバー加工ボタンの小さい方を押して、

ドアおよびテールゲートをロックします。ウイ

ンドスクリーンのロックインジケーター

(p. 200)が点滅を開始し、正しくロックが行わ

れたことを示します。

すべてのドアおよびテールゲートが閉まってい

る状態でロックボタンを押さないと、ドアおよ

びテールゲートはロックされません。

注意

オートマチックトランスミッション車の場

合は、ギヤセレクターレバーを P 位置にし

ないと、車両のロックまたはアラームのセッ

トをすることができません。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

• アラームインジケーター* (p. 222)

8 PCC(パーソナル・カー・コミュニケーター)付きリモートコントロールキーに適用されます。
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キーレスドライブ* - ロック解除 9

ドアハンドルを手で握るか、テールゲートのラ

バー加工されたプレッシャープレートを押す

と、ロックが解除されます。通常通り、ドアま

たはテールゲートを開けてください。

注意

ドアハンドルは通常、ハンドルを握る手を感

知しますが、厚手の手袋をはめているとき

や、非常に速い動作で操作を行った場合に

は、もう一度やり直すか、手袋を外すことが

必要となる場合があります。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

• キーレスドライブ* - ロック (p. 210)

キーレスドライブ* - キーブレード
によるロック解除
リモートコントロールキーでセントラルロッ

クを解除できない場合(例えば、リモートコン

トロールキーの電池が消耗した場合など)は、

リモートコントロールキー脱着式キーブレー

ド(p. 205)で左側フロントドアをロック解除

することができます。

キーブレード用の穴。カバーの固定をゆるめるため
に使用します。

ロックシリンダーにアクセスするには、ドアハ

ンドルのプラスチックカバーを取り外す必要が

あります。これはキーブレードを使用して行っ

てください。

1. キーブレードをドアハンドルのプラスチッ

クカバー下側の穴に約 1 cm まっすぐ押し入

れます。こじらないでください。

> ブレードが穴の中にまっすぐ押し上げら

れると、プラスチックカバーが外れます。

2. キーブレードをロックシリンダーに差し込

み、ドアのロックを解除します。

3. ロックを解除したら、プラスチックカバーを

元通りに取り付けます。

注意

キーブレードを使用して左側フロントドア

のロックを解除して開けると、アラーム

(p. 220)が発動します。アラームは、リ

モートコントロールキーをイグニッション

スイッチに差し込むと解除されます。ア

ラーム* - リモートコントロールキーが使

用できない (p. 223)を参照してください。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

• 脱着式キーブレード - 取り外し/取り付け

(p. 206)

9 キーレス始動のリモートコントロールキーには該当しません。
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キーレスドライブ* - ロック設定
キーレス始動およびロックシステム装備車の

ロック設定を変更するには、メニューシステム

MY CAR でロック解除するドアを指定します。

メニューシステムの詳細については、MY CAR

(p. 147)を参照してください。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)

キーレスドライブ* - アンテナ位置
キーレス始動およびロックシステム装備車に

は、車両のさまざまな場所に多くのアンテナが

装備されています。

リアバンパー、中央

左リアドアハンドル

カーゴスペース中央奥のフロア下部

右リアドアハンドル

センターコンソール、後部下側

センターコンソール、前部下側

警告

心臓ペースメーカーをご使用のお客様は、

ペースメーカーからキーレスシステムのア

ンテナまでの距離が 22 cm 以内にならない

ようにしてください。ペースメーカーと

キーレスシステムが、相互に干渉するおそれ

があります。

関連情報
• キーレスドライブ* (p. 208)
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ロック/ロック解除 - 車外から 
車外からのロック/ロック解除はリモートコン

トロールキー(p. 202)を使用します。リモー

トコントロールキーで、車外からすべてのドア

およびテールゲート、燃料給油口フラップを

ロック/ロック解除することができます。ロッ

ク解除の順序を変更することもできます。

ロック作動手順を開始するには、運転席ドアが

閉じていることが必要です。それ以外のドアや

テールゲートが開いている場合には、それらが

閉じた時点で、ロックが作動し、アラームがセッ

トされます。キーレスロックシステム*装備車の

場合、すべてのドアとテールゲートが閉じてい

る必要があります。キーレスドライブ* - ロッ

ク (p. 210)およびキーレスドライブ* - ロック

解除 (p. 211)を参照してください。

注意

リモートコントロールキーを車内に残した

ままロックしないよう、ご注意ください。

リモートコントロールキーでロック/ロック解

除できない場合は、電池が消耗している場合が

あります。脱着式キーブレード(p. 206)で左側

フロントドアをロック/ロック解除してくださ

い。

注意

キーブレードで車両のロックを解除した後

ドアを開くと、アラームが作動しますのでご

注意ください。リモートコントロールキー

をイグニッションスイッチに差し込むとア

ラームが停止します。

警告

リモートコントロールキーで外側からドア

をロックすると、内側からはドアを開けるこ

とができなくなります。車内に残った人が

閉じ込められるおそれがありますので、ご注

意ください。詳しくは、デッドロック*
(p. 218)を参照してください。

オートリロック機能
ドアまたはテールゲートは、ロック解除後 2分

以内に開けないと自動的に再ロックされます。

これはロックのかけ忘れを防ぐための機能で

す。アラーム装備車の場合は、アラーム*
(p. 220)を参照してください。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 車内から (p. 214)

• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)

手動ドアロック
電気的不具合が発生した場合などには、手動で

車両をロックすることが必要となります。

左側フロントドアは、ロックシリンダーと脱着

式キーブレード(p. 211)を使ってロックするこ

とができます。

他のドアにはロックシリンダーはありません

が、代わりに各ドアの端にロックスイッチがあ

ります。これはキーブレードを使用して押し込

むことが必要です。これを押し込むと機械的に

ロック/ブロックされ、外側からは開けることが

できなくなります。この場合でもドアは内側か

ら開けることができます。

手動ドアロックこれはチャイルドロック(p. 219)
とは異なります。
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– 脱着式キーブレード(p. 206)をリモートコ

ントロールキーから取り外します。キーブ

レードをロックの穴に差し込み、キーを奥ま

で約 12 mm 押し込みます。

ドアは、外側からも内側からも開けることが

できます。

ドアは外側からは開かなくなります。

A位置に戻すには、内側ドアハンドルを開く

ことが必要です。

ドアはリモートコントロールキー(p. 198)の

ロック解除ボタンか、運転席側ドアのセントラ

ルロックボタンでもロック解除できます。

注意

• ドアのロックリセットは、そのドアのみ

に作動します。すべてのドアが同時に

作動するわけではありません。

• 手動チャイルドロック(p. 219)を作動

しているリアドアを手動でロックする

と、車外からも車内からも開けることが

できなくなります。この方法でロック

されたドアは、リモートコントロール

キーまたはセントラルロックボタンで

のみロック解除できます。

関連情報
• リモートコントロールキー/PCC - 電池の交

換 (p. 207)

ロック/ロック解除 - 車内から
ロック/ロック解除には、運転席ドアのセント

ラルロックボタンを使用します。すべてのド

アとテールゲート(p. 216)を同時にロック/

ロック解除することができます。

セントラルロック

• ボタンの片方  を押すとロックされ、も

う片方  を押すとロック解除されます。

ロックボタン内のランプ
運転席ドア用のセントラルロックボタン内のラ

ンプが点灯しているときは、すべてのドアが

ロックされていることを示します。

ドアロック解除
ドアは 2通りの方法で、内側からロック解除す

ることができます。

• セントラルロックボタン  を押します。

長押しすると、すべてのパワーウインド*も同時

に開きます。(セクショングローバルオープニ

ング機能(p. 215)も参照してください。)

• ドアハンドルを引いてドアを開けてくださ

い。1つの動作で、ドアがロック解除され、

開きます。

ロック作動
• セントラルロックを作動させるには、両側の

フロントドアが閉じている必要があります。

セントラルロックボタン  を押します。

ドアはすべてロックされます。リアドアの

いずれかが開いている場合には、ドアを閉じ

るとロックされます。

長押しすると、すべてのパワーウインドも同時

に閉じます。(セクショングローバルオープニ

ング機能(p. 215)も参照してください。)

オートロック
ドアおよびテールゲートは、車両が動き出すと

自動的にロックすることができます。

この機能は、メニューシステム MY CAR で起動/

解除できます。メニューシステムの詳細につい

ては、MY CAR (p. 147)を参照してください。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 車外から (p. 213)

• アラーム* (p. 220)
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グローバルオープニング機能
グローバルオープニング機能は、すべてのパ

ワーウインドを同時に開閉し、例えば気温の高

いときに、車内に外気を素早く入れるためなど

に使用することができます。

セントラルロックボタン

リモートコントロールキーまたはセントラル

ロックボタンのシンボル  を長押しすると、

すべてのパワーウインドが同時に開きます。同

様にシンボル  を長押しすると、すべてのウ

インドが同時に閉まります。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 車内から (p. 214)

• パワーウインド (p. 138)

ロック/ロック解除 - グローブボッ
クス
グローブボックス(p. 187)は、リモートコント

ロールキー(p. 198)の脱着式キーブレードで

のみロック/ロック解除できます。

キーブレードについては、脱着式キーブレード

- 取り外し/取り付け (p. 206)を参照してくだ

さい。

グローブボックスのロック：

キーブレードをグローブボックスのロック

シリンダーに差し込みます。

キーブレードを時計回りに 90 度回します。

ロックされているときは、キーホールが水平

位置になります。

キーブレードを抜き取ります。

• ドアロック解除は逆の手順で行います。

関連情報
• リモートコントロールキー - 機能

(p. 202)
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ロック/ロック解除 - テールゲート
テールゲートを開く、またはロック/ロック解

除するにはいくつかの方法があります。

手動で開く

電気接点付きラバープレート

テールゲートは電動ロックで閉まったままとな

ります。開ける：

1. アウターハンドルの下に 2つあるラバー加

工されたプレッシャープレートのうち、幅の

広いほうを軽く押してください。ロックが

リリースされます。

2. テールゲートを完全に開くには、アウターハ

ンドルを持ち上げます。

重要

• テールゲートのロックを解除するのに

ほとんど力は要りません。ラバー加工

されたプレッシャープレートを軽く押

してください。

• テールゲートを開ける際には、ラバー加

工されたプレッシャープレートは持ち

上げないでください。ハンドルを使用

してください。強い力がかかると、ラ

バー加工されたプレッシャープレート

部分の電気接点が損傷を受ける場合が

あります。

リモートコントロールキーによるロック
解除

リモートコントロールキー(p. 198)の  ボ

タンを使用して、テールゲートのアラームを解

除*し、テールゲートのロックを解除することが

できます。

ダッシュボードのロックインジケーター

(p. 200)の点滅が停止し、すべてのドア/テール

ゲートのロックが解除され、アラーム*のレベル

センサー、ムーブメントセンサー、テールゲー

トオープンセンサーが解除されていることを示

します。

ドアはロックされた状態で、ドアのアラームは

作動します。

リモートコントロールキーを使うと、テール

ゲートは 2通りの方法で開くことができます。

1 回押す - テールゲートがロック解除されます

が、開きません。アウターハンドルの下側のラ

バー加工されたプレッシャープレートを軽く押

し、テールゲートを開けます。2分以内にテール

ゲートが開かれないと、ロックが再作動し、ア

ラームも再びセットされます。

3秒以内に 2 回押す - テールゲートがロック解

除され、ロックが解放されて、テールゲートが

数センチ開きます。アウターハンドルを持ち上

げて、開けます。しかし、降雨、低温、霜、雪

などにより、テールゲートが開かない場合があ

ります。
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注意

• リモートコントロールキーを 2回押す

操作または車内からの操作でトランク

リッド/テールゲートをロック解除した

場合、トランクリッド/テールゲートが

開いているため、オートリロック機能は

作動しません。手動で閉じる必要があ

ります。

• トランクリッド/テールゲートを閉じて

も、ロックは解除されたままで、アラー

ムもセットされません。リモートコン

トロールキーのロックボタン  で

ロックし直し、アラームをセットしてく

ださい。

車内から開ける

テールゲートのロック解除

テールゲートを開けるには：

– ヘッドライトコントロールパネルにあるボ

タン(1)を押します。

> ロックが解除され、テールゲートが数セ

ンチ開きます。

リモートコントロールキーによるロック
– リモートコントロールキー(p. 202)の 

ボタンを押します。

> ダッシュボードのロックインジケーター

が点滅を始め、車両がロックされ、アラー

ム*が起動されたことを示します。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 車内から (p. 214)

• ロック/ロック解除 - 車外から (p. 213)

ロック/ロック解除 - 燃料給油口フ
ラップ
燃料給油口フラップはリモートコントロール

キー(p. 198)のロック解除ボタン( )で

ロック解除します。

燃料給油口フラップは、リモートコントロール

キーのロックボタン( )で車両をロックする

までロック解除されたままになります。走行中

に車両をロックした場合や車内のボタンでロッ

クした場合、燃料給油口フラップはロック解除

されたままになります。

燃料給油口フラップのロック機能は、キーレス

システムおよびセントラルロックシステムの

ロック/ロック解除と連動します。

関連情報
• 燃料給油口フラップ - 開閉 (p. 343)

• 燃料給油口フラップ - 手動 (p. 343)
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デッドロック*
デッドロック 10 を使用するとすべてのドアハ

ンドルが機械的に施錠されるため、内側からド

アを開けることができなくなります。

デッドロック機能は、リモートコントロール

キー(p. 198)で起動します。ドアがロックされ

てから約 10 秒後に作動します。

注意

遅延時間内にドアが開けられた場合には、手

順が中断され、アラームは解除されます。

デッドロック機能が作動している場合、車両を

ロック解除するには、必ずリモートコントロー

ルキーを使用する必要があります。脱着式キー

ブレード(p. 205)を使用して、左フロントドア

をロック解除することもできます。

警告

車内に人が閉じ込められる危険を防止する

ため、デッドロック機能を解除しない限り、

車内に人を残して車両から離れないでくだ

さい。

一時的に解除する

選択されているメニューオプションに、＋マークが
表示されます。

MY CAR

OK MENU

TUNEノブコントロールスイッチ

EXIT

車内に人を残したまま車外からドアをロックす

る場合、一時的にデッドロック機能を解除する

ことができます。この操作はメニューシステム

MY CAR で行います。メニューシステムの詳細

については、MY CAR (p. 147)を参照してくださ

い。

MY CAR では、以下のオプションのいずれかを選

択することができます。

• 1 回有効 - コンバインド・メーター・パネ

ルは、今回のみ車両がロックされたときに

ﾛｯｸおよびｱﾗｰﾑ ｶﾞｰﾄﾞ機能低下 およびデッ

ドロックがオフになることを示します。(ア

ラームのムーブメントセンサーおよびチル

トセンサー*も同時にオフになるため注意し

てください。)

次回のエンジン始動時に、システムがゼロにリ

セットされてコンバインド・メーター・パネル

に ﾛｯｸおよびｱﾗｰﾑ ﾌﾙｶﾞｰﾄﾞ のメッセージが表

示され、デッドロック機能、およびアラームの

ムーブメントセンサーおよびチルトセンサー

が、再び作動状態になります。

• 終了確認：エンジンを停止するたびに、毎

回、運転者は質問 エンジンを再び始動する

までに Reduced Guard を有効にしますか？

に答える必要があります。

10 アラームと併用のみ。
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デッドロック機能を解除する場合

– OK/MENU を押して車両をロックします。(ア

ラームシステムのムーブメントセンサーと

チルトセンサー*も同時にオフになるため注

意してください。)

> 次回エンジンを始動すると、システムが

リセットされてコンバインド・メー

ター・パネルに ﾛｯｸおよびｱﾗｰﾑ ﾌﾙｶﾞｰﾄﾞ

のメッセージが表示され、デッドロック

機能、およびアラームのムーブメントセ

ンサーおよびチルトセンサーが、再び作

動状態になります。

ロックシステムを変更しない場合

– EXIT を押して車両をロックします。

注意

• 車両がロックされているときは、アラー

ムが有効になっていますのでご注意く

ださい。

• いずれかのドアを車内から開けた場合、

アラームが作動します。

上記はデッドロックが一時的に無効にされ

ていない場合に適用されます。

関連情報
• キーレスドライブ* - キーブレードによる

ロック解除 (p. 211)

チャイルドロック - 手動による作
動
チャイルドロックは、お子様が内側からリアド

アを開けるのを防ぎます。

チャイルドロック用コントロールは左右リア

ドアの後端にあり、ドアが開いているときにの

み操作できます。

チャイルドロックの作動/解除

チャイルドロックがかかった状態。これは手動ドア
ロック(p. 213)とは異なります。

– リモートコントロールキーの脱着式キーブ

レード(p. 206)でノブを回してください。

ドアは内側から開かなくなります。

ドアは、外側からも内側からも開けることが

できます。

注意

• ドアのノブコントロールは、そのドアの

みに作動します。両方のリアドアに同

時に作動するわけではありません。

• 電動チャイルドロック装着車には、手動

チャイルドロックは装着されていませ

ん。

関連情報
• チャイルドロック - 電動ロック*

(p. 220)

• ロック/ロック解除 - 車内から (p. 214)
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チャイルドロック - 電動ロック*
チャイルドロックは、お子様が内側からリアド

アを開けるのを防ぎます。

作動
パワー・チャイルドロックは、キー位置(p. 115)

を 0 以上にすると作動/解除できます。エンジ

ンを停止してからドアを開いていない場合は、

2分が経過するまで作動/解除できます。

運転席ドアのコントロールパネル

1. エンジンを始動するか、キーを 0 以外の位

置に回してください。

2. 運転席ドアのコントロールパネルのボタン

を押します。

> インフォメーション・ディスプレイに ﾘ

ｱﾁｬｲﾙﾄﾞﾛｯｸ 作動 のメッセージが表示さ

れ、ボタンのライトが点灯すると、ロッ

クが作動しています。

パワー・チャイルドロックが作動しているとき：

• パワーウインドは、運転席ドアのコントロー

ルパネルスイッチでのみ開けることができ

ます。

• リアドアは内側から開けられません。

エンジンを切ると、その時点での設定が保存さ

れます。すなわち、エンジン停止時にチャイル

ドロックが作動していれば、次回エンジンを始

動したときにも作動したままとなります。

関連情報
• チャイルドロック - 手動による作動

(p. 219)

• ロック/ロック解除 - 車内から (p. 214)

アラーム*
アラームは、何者かが車内へ侵入した際などに

鳴る警報装置です。

作動可能状態のアラームは、次のようなときに

作動します：
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• ドア、ボンネット、またはテールゲートが開

けられたとき 11

• 車内の動きを感知したとき(ムーブメントセ

ンサー*装着車の場合)

• 車両が持ち上げられたり、けん引されたとき

(チルトセンサー*装着車の場合)

• バッテリーケーブルの接続が外されたとき

• サイレンの接続を切断しようとしたとき

アラームシステムに不具合があると、コンバイ

ンド・メーター・パネルのインフォメーション・

ディスプレイにメッセージが表示されます。ボ

ルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

注意

車内でなんらかの動きが検知されると、ムー

ブメントセンサーによりアラームが作動し

ます。気流も動きとして感知されます。こ

のため、ウインドが開いたままになっている

場合や車内ヒーターが作動している場合に

は、アラームが作動するおそれがあります。

こうした状況を避けるには：車両から離れる

場合には、ウインドを閉じてください。車に

一体化されている車内ヒーター(またはポー

タブル電気ヒーター)を使用する場合には、

空気吹出口からの気流が車内上方に向かう

ことがないように気流を調整してください。

または、低アラームレベルを使用する方法も

あります。アラームの機能解除* (p. 223)
を参照してください。

注意

アラームシステムの部品は、絶対にご自身で

修理や改造をしないでください。保険が適

用されなくなる場合があります。

アラームのセット
– リモートコントロールキーのロックボタン

を押します。

アラームを非作動状態にする
– リモートコントロールキーのロック解除ボ

タンを押します。

作動したアラームの停止
– リモートコントロールキーのロック解除ボ

タンを押すか、リモートコントロールキーを

イグニッションスイッチに差し込みます。

関連情報
• アラーム* - 自動再セット (p. 222)

• アラーム* - リモートコントロールキーが

使用できない (p. 223)

11 特定市場に適用。
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アラームインジケーター*
アラームインジケーターはアラームシステム

(p. 220)の状態を示します。

ロックインジケーター(p. 200)と同じ LED

ダッシュボードにある赤い LED が、アラームシ

ステムの状態を表示します：

• LED 消灯 - アラームが解除されています。

• LED が 2 秒に 1回点滅 - アラームがセット

されています。

• アラームを解除後(および、イグニッション

スイッチにリモートコントロールキーを差

し込み、I 位置にするまでの間)、LED が速

く点滅 - アラームが作動しました。

アラーム* - 自動再セット
アラームの自動再セットは、アラーム(p. 220)

をセットし忘れた状態で、車両が放置されるの

を防ぐ機能です。

リモートコントロールキー(p. 198)で車両を

ロック解除(およびアラーム解除)してから 2分

以内にドアまたはテールゲートを開けなかった

場合、アラームは自動的に再びセットされます。

同時に車両もロックされます。

関連情報
• アラーム* - 自動セット (p. 222)

アラーム* - 自動セット
国によっては、運転席ドアがいったん開いてか

ら閉まった後に車両がロックされなかった場

合には、一定時間が経過した後にアラーム

(p. 220)がセットされます。

関連情報
• アラームシグナル* (p. 223)
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アラーム* - リモートコントロール
キーが使用できない
アラーム(p. 220)をリモートコントロール

キーで解除できない場合(リモートコントロー

ルキーの電池(p. 207)が消耗した場合など)

は、次の手順で車両のロックとアラームを解除

して、エンジンを始動することができます。

1. 脱着式キーブレード(p. 211)を使用して、左

側フロントドアを開けます。

> アラームが作動すると、方向指示器が点

滅し、サイレンが鳴ります。

2. リモートコントロールキーをイグニッショ

ンスイッチに差し込みます。

> アラームが解除されます。

アラームシグナル*
アラーム(p. 220)が発動すると、サイレンが鳴

り、すべての方向指示器が点滅します。

• サイレンは、30 秒間またはアラームを解除

するまで鳴ります。サイレンには独自の

バッテリーが接続されており、車両のバッテ

リーと関係なく機能します。

• すべての方向指示器が 5 分間、またはアラー

ムを解除するまで点滅します。

アラームの機能解除*
ムーブメントセンサーおよびチルトセンサー

を一時的に解除してアラームを解除します。

車内に犬を残すときや、列車やフェリーで車両

を搬送する場合などは、アラームが誤作動しな

いように、ムーブメントセンサーおよびチルト

センサーを一時的に解除してください。

この手順は、デッドロックの一時解除と同じで

す。デッドロック* (p. 218)を参照してくださ

い。

関連情報
• アラーム* (p. 220)

• アラームインジケーター* (p. 222)
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型式認定 - リモートコントロール
キーシステム
リモートコントロールキーの型式認定が表内

に記載されています。

ロックシステム、標準

国/地域

EU、中国

キーレスロックシステム(キーレスドラ
イブ)

国/地域

EU

韓国

国/地域

中国

香港

関連情報
• リモートコントロールキー (p. 198)
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ステアリングホイール操舵力の調節*
速度感応式パワーステアリングは、車速が上が

るとステアリングを重くしてハンドル操作を

しやすくします。

高速道路では、ステアリングはさらに重く感じ

られます。駐車時や低速走行時はステアリング

ホイールが軽くなり、ハンドル操作が容易にで

きます。

ステアリングホイール操舵力は、路面反応性や

ステアリング感度といった好みに合わせて、メ

ニューシステム MY CAR (p. 147) で 3 段階から

選択できます。

• メニューシステムで、ｽﾃｱﾘﾝｸﾞの重さﾚﾍﾞﾙ を

検索し、低、中、または 高 を選択します。

走行中はこのメニューにアクセスすることはで

きません。

注意

状況により、パワーステアリングの温度が上

がりすぎて、一時的に冷却が必要になること

があります。この間、パワーステアリングの

アシスト力が低下するため、ステアリングホ

イールを回すときに、通常よりも少し重く感

じられることがあります。

ステアリングのアシスト力が一時的に低下

すると、コンバインド・メーター・パネルに

メッセージが表示されます。

関連情報
• MY CAR (p. 147)

エレクトロニック・スタビリティ・
コントロール(ESC) - 概要
エレクトロニック・スタビリティ・コントロー

ル ESC (Electronic Stability Control) は、

横滑りの回避を支援し、車両のトラクションを

向上させます。

ESC システムの作動中は、ブレーキペ

ダルを踏むと振動音が聞こえます。

アクセルペダルを踏み込むと、通常よ

りゆっくり加速します。

警告

スタビリティ・システム ESC は補助機能であ

り、あらゆる状況のすべての道路条件に対応

できるわけではありません。

安全運転を行い、適用されている交通法規や

規則に従う責任は、つねに運転者にありま

す。

ESC システムは以下の機能で構成されています。

• アクティブ・ヨー・コントロール

• スピンコントロール

• トラクション・コントロール・システム

• エンジン・ドラッグ・コントロール(EDC)

• コーナー・トラクション・コントロール(CTC)
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• ドライバー・ステアリング・リコメンデー

ション(DSR)

• トレーラー・スタビリティ・アシスト*(TSA)

アクティブ・ヨー・コントロール
この機能は、個々の車輪の回転と制動力をコン

トロールして、車両を安定させます。

スピンコントロール
駆動輪が路面でスリップした場合には、安定性

とトラクションを保つために、この機能により

エンジン出力を減らします。

トラクション・コントロール・システム
この機能は、低速走行時に作動し、アクセルを

踏んだときに駆動輪の片側が空転すると、その

車輪の駆動力を空転していない側の車輪に伝え

ます。

エンジン・ドラッグ・コントロール(EDC)
EDC(Engine Drag Control)は、滑りやすい路面

を低めのギヤで走行中にエンジンブレーキをか

けた場合や、シフトダウンした場合などに、不

意なホイールロックを防止します。

走行中の不意なホイールロックは、運転者が車

両の制御を失う原因の一つとなります。

コーナー・トラクション・コントロール
(CTC)
アーチ形になった高速道路の入り口などで、他

の車両の速度に迅速に追い付けるように、CTC

(Corner Traction Control) はアンダーステア

を補正し、内側のホイールをスピンさせずに通

常以上の加速を可能にします。

ドライバー・ステアリング・リコメンデー
ション(DSR)
DSR (Driver Steering Recommendation) はト

ラクションが減少した場合や、ABS システムが作

動した場合に、運転者が正しい方向へ車両を操

舵するのをサポートします。

DSR 機能の主な役割は、車両がスリップしたとき

に運転者が正しい方向に操舵するのをサポート

することです。

DSR は、利用可能な最大限のトラクションを維

持/達成し、車両が安定するように、操舵すべき

方向に向かってステアリングホイールにわずか

なトルクを与えることで作動します。

トレーラー・スタビリティ・アシス
ト*(TSA)1
トレーラー・スタビリティ・アシスト (p. 356)

は、トレーラーが蛇行を始めた場合に車両とト

レーラーを安定させる機能です。詳しくは、ト

レーラーなどのけん引 (p. 350)を参照してく

ださい。

注意

運転者が Sport モードを選択すると、この機

能は解除されます。

関連情報
• Electronic stability control(ESC) - 作

動 (p. 228)

• Electronic stability control(ESC) - シ

ンボルおよびメッセージ (p. 229)

1 Trailer Stability Assist はボルボ純正トウバーの取り付けに含まれます。
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Electronic stability
control(ESC) - 作動

レベルの選択 - Sport モード
ESC はつねに起動しています。解除することは

できません。

しかし、運転者が Sportモード

を選択すると、よりアクティブ

な運転が可能になります。

Sport モードでは、システムが

アクセルペダルやステアリン

グホイールの動き、さらにコー

ナリングをモニターし、通常よりもアクティブ

に運転しているとシステムが判断すると、一定

範囲内で後輪の意図的なスリップを許容しま

す。スリップが一定レベルを超えると、システ

ムが介入し、車両を安定させます。

例えば、運転者がアクセルペダルから足を放し

て、意図的なスリップを止めると、ESC システム

が介入して、車両を安定させます。

Sport モードでは、車両が動けなくなった場合

や、砂や深い雪など滑りやすい表面を走行して

いる際にも、最大のトラクションが得られるよ

うになります。

以下のように、Sport モードを選択します:

Sport モードはメニューシステム MY CAR で選

択されます。メニューシステムの詳細について

は、MY CAR (p. 147)を参照してください。

Sport モードは、このシンボルがコン

バインド・メーター・パネル内に点灯

することで表示されます。この表示

は、運転者が機能の選択を解除するま

で、またはエンジンを停止するまで続きます。

次回のエンジン始動後には、ESC システムは通常

モードに戻ります。

関連情報
• エレクトロニック・スタビリティ・コント

ロール(ESC) - 概要 (p. 226)

• Electronic stability control(ESC) - シ

ンボルおよびメッセージ (p. 229)

• MY CAR (p. 147)
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Electronic stability
control(ESC) - シンボルおよび
メッセージ
一覧表

シンボル メッセージ 意味

ESC 一時 OFF ブレーキディスクが高温になり過ぎて、ESC システムが一時的に制限されたことを示します。ブレーキ温度が正常に

戻ると、機能は自動的に作動状態に戻ります。

ESC ｻｰﾋﾞｽが必要で

す

ESC システムが解除されています。

• 安全な場所に停車して、エンジンを一度停止し、その後再始動してください。

• メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

および

ﾒｯｾｰｼﾞ コンバインド・メーター・パネルにディスプレイテキストが表示されます。ご確認ください。

2秒間点灯します。 エンジン始動時のシステムチェックを行っています。

点滅状態 ESC システムが起動中です。

点灯状態 Sportモードが起動されました。

注意：このモードの場合、ESC システムは解除されていません。一部制限されているだけです。
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関連情報
• エレクトロニック・スタビリティ・コント

ロール(ESC) - 概要 (p. 226)

• Electronic stability control(ESC) - 作

動 (p. 228)
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速度リミッター*
速度リミッター(Speed Limiter)は、クルーズ

コントロールが逆になったものとみなすこと

ができます。運転者がアクセルペダルで速度

を調節しますが、速度リミッターにより、事前

に選択/設定した速度を不用意に上回ることが

ないようにします。

ステアリングホイールのステアリングリモコンおよ
びコンバインド・メーター・パネル(デジタルおよび
アナログ)

速度リミッター - ON/OFF

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

スタンバイモード

作動および上限速度調整

選択した速度

速度リミッターがアクティブ

関連情報
• 速度リミッター* - 開始する (p. 231)

• 速度リミッター - 一時解除およびスタンバ

イモード* (p. 233)

• 速度リミッター* - 速度超過時のアラーム

(p. 234)

• 速度リミッター* - 解除 (p. 234)

速度リミッター* - 開始する
速度リミッター(Speed Limiter)は、クルーズ

コントロールが逆になったものとみなすこと

ができます。運転者がアクセルペダルで速度

を調節しますが、速度リミッターにより、事前

に選択/設定した速度を不用意に上回ることが

ないようにします。

ステアリングホイールのステアリングリモコンおよ
びコンバインド・メーター・パネル(デジタルおよび
アナログ)

速度リミッター - ON /OFF

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

スタンバイモード

起動して上限速度を調整
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選択した速度

速度リミッターがアクティブ

オンにして起動する
速度リミッターが作動している場合、コンバイ

ンド・メーター・パネルにそのシンボル(6) と

設定上限速度の横にマーク(5) が表示されま

す。

最高速度を選択し、メモリーに保存する作業は、

走行中でも、静止している際にも実施できます。

走行中

1. ステアリングホイールの  ボタンを押し

て、速度リミッターをオンにします。

> コンバインド・メーター・パネルに速度

リミッターのシンボル(6) が点灯しま

す。

2. 車両が設定したい上限速度で走行している

間に、コンバインド・メーター・パネルの望

ましい最高速度付近にマーク(5)が表示する

まで、ステアリングホイール上の  また

は  ボタンを押します。

> 速度リミッターがアクティブになり、設

定した上限速度がメモリーに記録されま

す。

静止時

1. ステアリングホイールの  ボタンを押し

て、速度リミッターをオンにします。

2. コンバインド・メーター・パネルで設定した

い上限速度の横にマーク(5)が表示されるま

で、  ボタンでスクロールします。

> 速度リミッターがアクティブになり、設

定した上限速度がメモリーに記録されま

す。

関連情報
• 速度リミッター* (p. 231)

速度リミッター* - 速度変更

設定されている速度の変更
設定した上限速度は、ステアリングホイールの

ボタン  または  を軽く押すか長押しす

ると変更できます。

+/- 5 km/h (+/- 5 mph)ずつ調整するには：

• 短く押すたびに+/- 5 km/h (+/- 5 mph)ず

つ変化します。

+/- 1 km/h (+/- 1 mph)ずつ調整するには：

• ボタンを押したままにし、設定したい上限速

度に達したら指を放します。

最後に押したときの速度がメモリーに記憶され

ます。

関連情報
• 速度リミッター* (p. 231)
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速度リミッター - 一時解除および
スタンバイモード*
速度リミッター(Speed Limiter)は、クルーズ

コントロールが逆になったものとみなすこと

ができます。運転者がアクセルペダルで速度

を調節しますが、速度リミッターにより、事前

に選択/設定した速度を不用意に上回ることが

ないようにします。

ステアリングホイールのステアリングリモコンおよ
びメーター・パネル(デジタルおよびアナログ)

速度リミッター - ON /OFF

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

スタンバイモード

起動して上限速度を調整

選択した速度

速度リミッターがアクティブ

一時解除 - スタンバイモード
一時的に速度リミッターを解除し、スタンバイ

モードにするには：

–  を押します。

> コンバインド・メーター・パネル内の

マーク(5)の色が緑色から白色(デジタ

ル)または白色から灰色(アナログ)に変

わり、運転者は一時的に設定した上限速

度を上回ることができます。

 を 1回押すと速度リミッターが再起

動します。マーク(5)の色が白色から緑

色(デジタル)または灰色から白色(アナ

ログ)に変わり、車両の上限速度がまた制

限されるようになります。

アクセルペダルによる一時解除
速度リミッターはアクセルペダルによってもス

タンバイモードにできます。すなわち急速に加

速し、危険な状況から脱出できます。

– アクセルペダルを奥まで踏み込みます。

> コンバインド・メーター・パネルには設

定した上限速度が色付きのマーク(5)で

表示され、運転者は設定上限速度を一時

的に上回ることができます。マーク(5)

はこの間、緑から白(デジタル)または白

から灰色(アナログ)に変わります。

速度リミッターは、アクセルペダルを解

放すると自動的に再起動し、車速が選択/

設定した上限速度まで減少して、

マーク(5)は白から緑(デジタル)または

灰色から白(アナログ)に変わり、車両の

上限速度がまた制限されるようになりま

す。

関連情報
• 速度リミッター* (p. 231)
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速度リミッター* - 速度超過時のア
ラーム
速度リミッター(Speed Limiter)は、クルーズ

コントロールが逆になったものとみなすこと

ができます。運転者がアクセルペダルで速度

を調節しますが、速度リミッターにより、

事前に選択/設定した速度を不用意に上回るこ

とがないようにします。

急なこう配では、速度リミッターのエンジンブ

レーキだけでは不十分で、選択した上限速度を

超過する場合があります。こうした状態では、

警告音が鳴り、運転者に注意を喚起します。こ

の信号は、運転者が減速し、設定した上限速度

以下となるまで鳴りつづけます。

注意

アラームは、直前の 30 秒間に  または

 のいずれのボタンも押されず、速度が

3 km/h (約 2 mph)以上超過したまま 5秒経

過した場合にのみ発せられます。

関連情報
• 速度リミッター* (p. 231)

速度リミッター* - 解除
速度リミッター(Speed Limiter)は、クルーズ

コントロールが逆になったものとみなすこと

ができます。運転者がアクセルペダルで速度

を調節しますが、速度リミッターにより、事前

に選択/設定した速度を不用意に上回ることが

ないようにします。

速度リミッターを解除するには：

– ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。

> コンバインド・メーター・パネルの

(p. 231)速度リミッターのシンボルと設

定速度のマークが消えます。設定し、保

存した速度はメモリーから消去されるた

め、  ボタンを押しても再開できませ

ん。

運転者はアクセルペダルを使用して、制

限なく速度を選択できるようになりま

す。

関連情報
• 速度リミッター* (p. 231)

クルーズコントロール*
クルーズコントロール(CC – Cruise Control)

は、運転者が一定の速度を維持するのをサポー

トします。このため、車の流れが一定な高速道

路やまっすぐな道が長く続くときに、よりリ

ラックスした運転が楽しめます。

概要

速度リミッター非装備 2 の車両のステアリングリモ
コンとコンバインド・メーター・パネル

2 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
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速度リミッター装備 2 の車両のステアリングリモコ
ンとコンバインド・メーター・パネル

クルーズコントロール - オン/オフ

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

スタンバイモード

作動および速度調整

設定速度(グレー表示 = スタンバイモード)

クルーズコントロールアクティブ - シンボ

ルが白く点灯(グレー表示 = スタンバイ

モード)

警告

交通状況によく注意をはらい、クルーズコン

トロールが車間距離や速度を正しく維持で

きないときは、運転者が車を制御してくださ

い。

安全運転の責任は、つねに運転者にありま

す。

関連情報
• クルーズコントロール* - 速度の管理

(p. 235)

• クルーズコントロール* - 一時的解除およ

びスタンバイモード (p. 237)

• クルーズコントロール* - 設定速度の再開

(p. 238)

• クルーズコントロール* - 解除 (p. 239)

• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*
(p. 243)

クルーズコントロール* - 速度の管
理
作動、速度の設定または設定速度の変更が可能

です。

作動/速度設定

速度リミッター非装備 3 の車両のステアリングリモ
コンとディスプレイ

2 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
3 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
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速度リミッター装備 3 の車両のステアリングリモコ
ンとディスプレイ

クルーズコントロールの起動：

• ステアリングリモコンの CRUISE (速度リ

ミッター非装備)ボタンまたは  (速度リ

ミッター装備)を押します。

> コンバインド・メーター・パネルのクルーズ

コントロールシンボル(6)が点灯します -

クルーズコントロールはスタンバイモード

です。

クルーズコントロールを作動させるには:

• 設定したい車速に達したらステアリングリ

モコンの  または  ボタンを押しま

す。

> その時点の速度がメモリーに記憶され、コン

バインド・メーター・パネルのマーク(5)が

選択速度で点灯し、シンボル(6)が灰色から

白に変わります。車両は記憶された速度に

なります。

注意

クルーズコントロールは、車速が 30 km/h

(20 mph)未満のときは使用できません。

設定されている速度の変更
設定されている速度は、ステアリングリモコン

の  または  ボタンを軽く押すか長押し

すると変更できます。

+/- 5 km/h (+/- 5 mph)ずつ調整するには：

• 短く押すたびに+/- 5 km/h (+/- 5 mph)ず

つ変化します。

+/- 1 km/h (+/- 1 mph)ずつ調整するには：

• ボタンを押したままにし、設定したい速度に

達したら指を離します。

最後に押したときの速度がメモリーに記憶され

ます。

/  ボタンを押す前にアクセルペダルに

よって車速が上昇した場合、記憶されるのは、

ボタンが押された時点での車速です。

追い越しのときなど、アクセルペダルを踏んで

一時的に加速しても、クルーズコントロールの

設定には影響しません。アクセルペダルを放す

と、車速はクルーズコントロールでセットした

速度に戻ります。

注意

クルーズコントロール用のボタンのいずれ

かを数分間押したままにすると、クルーズコ

ントロールがブロックされ無効になります。

クルーズコントロールを再起動するには、一

旦停車し、エンジンを再始動することが必要

です。

関連情報
• クルーズコントロール* (p. 234)

3 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
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クルーズコントロール* - 一時的解
除およびスタンバイモード
この機能は一時的に解除し、スタンバイモード

にすることができます。

一時的解除 - スタンバイモード

速度リミッター非装備 4 の車両のステアリングリモ
コンとインフォメーション・ディスプレイ

速度リミッター装備 4 の車両のステアリングリモコ
ンとインフォメーション・ディスプレイ

一時的にクルーズコントロールを解除し、スタ

ンバイモードにするには：

•  を押します。

> コンバインド・メーター・パネルのマーク(5)

およびシンボル(6)の色が白からグレーに変

わり、クルーズコントロールは一時的に解除

されます。

運転者の介入によるスタンバイモード
次のような場合には、クルーズコントロールが

一時的に解除され、自動的にスタンバイモード

になります：

• フットブレーキが使用された

• クラッチペダルが 1 分以上踏み込まれたま

まになった 5

• セレクターレバーを N位置にした

• 運転者が、設定されている速度よりも速い速

度を 1 分間以上維持した

このような場合、運転者は車速をご自分で制御

しなければなりません。

追い越しのときなど、アクセルペダルを踏んで

一時的に加速しても、設定には影響しません。

アクセルペダルを離すと、車速はクルーズコン

トロールで設定した速度に戻ります。

自動スタンバイモード
次のような場合には、クルーズコントロールが

一時的に解除され、スタンバイモードになりま

す:

• タイヤのグリップ力が失われたとき

• エンジン回転数が低い、または高過ぎるとき

• 車速が 30 km/h (20 mph)を下回ったとき

このような場合、運転者は車速をご自分で制御

しなければなりません。

4 各市場に適用される最新情報は、ボルボ・ディーラーにお問い合わせください。
5 いったんクラッチを切って、別のギヤにシフトする場合には、スタンバイモードになりません。
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関連情報
• クルーズコントロール* (p. 234)

• クルーズコントロール* - 速度の管理

(p. 235)

• クルーズコントロール* - 設定速度の再開

(p. 238)

• クルーズコントロール* - 解除 (p. 239)

クルーズコントロール* - 設定速度
の再開
クルーズコントロール(p. 234) (CC – Cruise

Control) は一定速度を維持した走行をサポー

トします。

一時的解除およびスタンバイモード (p. 237)

の後に、設定速度を再開することが可能です。

速度リミッター非装備 6 の車両のステアリングリモ
コンとインフォメーション・ディスプレイ

速度リミッター装備 6 の車両のステアリングリモコ
ンとインフォメーション・ディスプレイ

クルーズコントロールをスタンバイモードから

再開するには：

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。

> コンバインド・メーター・パネルのマーク(5)

およびシンボル(6)の色がグレーから白に変

わり、車両は最後に記憶された速度になりま

す。

注意

 を選択して再開すると、急加速する場合

があります。

6 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。



運転者サポート

* オプション/アクセサリー。 239

関連情報
• クルーズコントロール* (p. 234)

• クルーズコントロール* - 速度の管理

(p. 235)

• クルーズコントロール* - 一時的解除およ

びスタンバイモード (p. 237)

• クルーズコントロール* - 解除 (p. 239)

クルーズコントロール* - 解除

ここでは解除方法が説明されています。

速度リミッター非装備 7 の車両のステアリングリモ
コンとインフォメーション・ディスプレイ

速度リミッター装備 7 の車両のステアリングリモコ
ンとインフォメーション・ディスプレイ

クルーズコントロールは、ステアリングホイー

ルボタン(1)を押すか、エンジンを停止するとオ

フになります。記憶されている速度はメモリー

から消去され、  ボタンを押しても再開できま

せん。

関連情報
• クルーズコントロール* (p. 234)

• クルーズコントロール* - 速度の管理

(p. 235)

• クルーズコントロール* - 一時的解除およ

びスタンバイモード (p. 237)

• クルーズコントロール* - 設定速度の再開

(p. 238)

7 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
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車間警告機能*
車間警告機能 (Distance Alert) は、先行車と

の車間時間が短くなりすぎた場合に運転者に

警告するシステムです。

車間警告機能は、車速が 30 km/h (20 mph)以上

で作動し、同じ方向に走行している前方車両の

みに反応します。対向車、低速で走行している

車両、または停止している車両に対して、車間

情報は表示しません。

オレンジ色警告灯 8

前方を走行している車両との間隔が、設定車間

時間を下回ると、ウインドスクリーンのオレン

ジ色の警告灯が点灯したままとなります。

注意

アダプティブクルーズコントロール作動中

は、車間警告機能は解除されます。

警告

車間警告機能は、前方の車両との距離が、プ

リセットされた値より短くなったときにの

み反応します。自車の車速とは関係しませ

ん。

操作

センターコンソールのボタンを押して、システ

ムをオン/オフします。ボタンの LED が点灯し

ているとき、システムは作動しています。

選択した装備の組み合わせによっては、セン

ターコンソールにボタンを配置するスペースが

ない場合があります。その場合、この機能は車

両のメニューシステム MY CAR (p. 147)で制御

します。メニューシステムでは、距離警告 機能

を検索してください。

車間時間の設定

車間時間のコントロールおよびシンボル

車間時間 - 増加/減少

車間時間 - On

8 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
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先行車両との車間時間は増減

させることができ、1～5本の

横線によってコンバインド・

メーター・パネルに表示するこ

とができます。線の数が多い

ほど、車間時間が長くなりま

す。横線が 1本であれば、前方の車両まで

約 1秒であることを示し、横線が 5本あれば、

約 3秒であることを示します。

アダプティブクルーズコントロール(p. 243)

作動中も、同じシンボルが表示されます。

注意

車速が高くなるほど、一定車間時間に相当す

る計算上の距離(単位:メートル)が長くなり

ます。

設定された車間時間は、アダプティブクルー

ズコントロール(p. 244)機能も使用しま

す。

各地の交通法規で許可されている車間時間

のみを使用してください。

関連情報
• 車間警告機能* - 作動限界 (p. 241)

• 車間警告機能* - シンボルおよびメッセー

ジ (p. 242)

車間警告機能* - 作動限界

この機能は、アダプティブクルーズコントロー

ル(p. 243)およびオートブレーキ機能付衝突

警告システム(p. 270)と同じセンサーを使用

します。機能には限界があります。

注意

陽射しが強いときや光の反射があるとき、光

の明暗が著しく変わるとき、あるいは運転者

がサングラスを着用しているときは、ウイン

ドスクリーンの警告灯が見えにくい場合が

ありますのでご注意ください。

悪天候下での走行時や曲がりくねった道路

では、前方を走行している車両を感知する

レーダーセンサーの性能が低下します。

また、レーダーセンサーの感知能力は、車両

の大きさ(オートバイなど)にも左右されま

す。場合によっては設定よりも短い車間距

離で警告灯が点灯したり、警告灯が全く点灯

しなかったりすることがあります。

極端に高速で走行すると、センサー視野の限

界により、設定より短い距離で警告灯が点灯

する場合があります。

レーダーセンサーの作動限界についての詳細

は、レーダーセンサー - 作動限界 (p. 257)お

よび衝突警告システム* - 操作 (p. 274)を参

照してください。

関連情報
• 車間警告機能* (p. 240)

• 車間警告機能* - シンボルおよびメッセー

ジ (p. 242)
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車間警告機能* - シンボルおよび
メッセージ

この機能が制限(p. 241)されている場合には、

シンボルとメッセージがコンバインド・メー

ター・パネルに表示されます。

シンボル A メッセージ 意味

ﾚｰﾀﾞｰが遮られて います

ﾏﾆｭｱﾙ参照

車間警告機能が一時的に解除されています。

雨が激しく降っている場合や、泥などがレーダーセンサーの前にたまると、レーダーセンサー(p. 257)が

遮られ他の車両を感知することができません。

詳しくは、レーダーセンサー - 作動限界 (p. 257)を参照してください。

衝突警告ｼｽﾃﾑ ｻｰﾋﾞｽが必

要です

車間警告機能およびオートブレーキ機能付衝突警告システム(p. 275)が、完全に、または部分的に解除さ

れています。

メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

A シンボルは概略図です。
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アダプティブクルーズコントロール
(ACC)*
アダプティブクルーズコントロール (ACC –

Adaptive Cruise Control) は、運転者が一定

の速度を維持し、前方を走行している車両との

車間時間をあらかじめ選択した時間に維持す

るのに役立ちます。

アダプティブクルーズコントロールは、交通量

が安定した高速道路や長い直線の幹線道路を長

時間走行する際に、よりリラックスした走行を

可能にします。

希望の速度(p. 247)と車間時間を設定するこ

とができます。レーダーセンサーが、前方に自

車よりも低速で走行する車両を検知すると、自

車の車速を自動的にその車両に合わせます。前

方の車両がいなくなると、車両は選択されてい

た速度に戻ります。

アダプティブクルーズコントロールが解除され

ている、またはスタンバイモードのときに、前

方の車両に異常に接近すると、代わりに 車間警

告機能 (p. 240) が車間距離が短いことを警告

します。

警告

交通状況によく注意をはらい、アダプティブ

クルーズコントロールが車間距離や速度を

正しく維持できないときは、運転者が車両を

制御してください。

アダプティブクルーズコントロールは、運転

状況、交通、天候、路面の状態などにより使

用できない場合があります。

オーナーズマニュアル内のアダプティブク

ルーズコントロールに関するセクションす

べてに目を通してください。この機能を使

用するにあたって注意すべき作動限界が記

載されています。

アダプティブクルーズコントロールを使用

しているときでも、車間距離や速度を正しく

維持する責任は運転者にあります。

重要

アダプティブクルーズコントロール・コン

ポーネントのメンテナンスは、必ずボルボ指

定のサービス工場でのみ行ってください。

オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション車には、ア

ダプティブクルーズコントロールに拡張機能の

渋滞アシスタント(p. 251)が追加されていま

す。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール* - 機

能 (p. 244)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• アダプティブクルーズコントロール* - 速
度の管理 (p. 247)

• アダプティブクルーズコントロール* - 車
間時間設定 (p. 248)

• アダプティブクルーズコントロール* - 一
時的解除およびスタンバイモード

(p. 248)

• アダプティブクルーズコントロール* - 追
い越し (p. 250)

• アダプティブクルーズコントロール* - 解
除 (p. 250)

• アダプティブクルーズコントロール* - 渋
滞アシスタント (p. 251)

• アダプティブクルーズコントロール* - ク
ルーズコントロール機能に切り替える

(p. 253)

• レーダーセンサー (p. 257)

• レーダーセンサー - 作動限界 (p. 257)

• アダプティブクルーズコントロール* - 故
障点検および対処 (p. 254)

• アダプティブクルーズコントロール* - シ
ンボルおよびメッセージ (p. 255)
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アダプティブクルーズコントロール*
- 機能
アダプティブクルーズコントロールは、クルー

ズコントロールシステムおよび車間距離測定

システムで構成されています。

機能の概要

機能の概要 9

運転者にブレーキ操作を促す警告灯

ステアリングホイール(p. 121)のステアリ

ングリモコン

レーダーセンサー(p. 257)

アダプティブクルーズコントロールは、クルー

ズコントロールシステムおよび車間距離測定シ

ステムで構成されています。

警告

アダプティブクルーズコントロールは、衝突

を回避するシステムではありません。シス

テムが前方を走行する車両を感知しない場

合は、運転者が車両を操作しなければなりま

せん。

アダプティブクルーズコントロールは、人や

動物には反応しません。また、自転車やオー

トバイなどの小型車両にも対応していませ

ん。さらに、対向車、低速で走行している車

両、または静止している車両に対して、ブ

レーキを作動させることもありません。

アダプティブクルーズコントロールは、市街

地走行中、渋滞時、ジャンクション走行時、

滑りやすい路面走行時、水溜りが多い路面や

雪や泥に覆われている路面走行時、激しい雨

や雪の中の走行時、視界が悪いとき、曲がり

くねった道路走行中などは使用しないでく

ださい。

前方を走行している車両との距離は、主にレー

ダーセンサーにより測定されます。クルーズコ

ントロール機能は、アクセルおよびブレーキに

より速度を制御します。アダプティブクルーズ

コントロールがブレーキを作動させるとき、低

い音が出る場合がありますが、異常ではありま

せん。

警告

アダプティブクルーズコントロールがブ

レーキを作動させるときは、ブレーキペダル

が動きます。挟まれるおそれがあるので、ブ

レーキペダルの下に足を置かないでくださ

い。

アダプティブクルーズコントロールは、同じ車

線上を走行する前方車両との車間時間

(p. 248)を設定に従って維持することを目的

としています。レーダーセンサーが前方の車両

を検知できない場合、車両は運転者の設定した

速度を維持します。前方を走行している車両が

設定速度を超えた場合にも、運転者の設定した

速度を維持して走行します。

アダプティブクルーズコントロールは、速度を

スムーズに制御します。急ブレーキが必要な状

況では、必ずご自分でブレーキをかけてくださ

い。速度差が大きく異なる場合や、前方の車両

が急ブレーキをかけた場合などです。 レー

ダーセンサーには限界がある (p. 257) ため、

不意にブレーキがかかったり、あるいはまった

くブレーキがかからないことがあります。

アダプティブクルーズコントロールを起動する

と、車速が 30 km/h10 (20 mph)から 200 km/h

(125 mph)までの別の車両に追従して走行でき

るようになります。車速が 30 km/h (20 mph)未

満になった場合や、エンジン回転数が低くなり

9 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
10 オートマチックトランスミッション車の渋滞アシスタント(p. 251)は、0～200 km/h (0～125 mph)の速度範囲で作動することができます。
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すぎると、クルーズコントロールはスタンバイ

モードになり、オートブレーキが作動しなくな

ります。この場合、運転者自身で車両を制御し

て、前方車両との間に安全な距離を保つ必要が

あります。

運転者にブレーキ操作を促す警告灯
アダプティブクルーズコントロールのブレーキ

能力は、車両のブレーキ能力の約 40%に相当しま

す。

衝突の危険を知らせる警告音および警告灯 11

アダプティブクルーズコントロールのブレーキ

能力以上のブレーキを必要とするときに、運転

者がブレーキをかけない場合は、衝突警告シス

テム(p. 270)の警告灯と警告音が作動して、た

だちに運転者の介入が必要なことを警告しま

す。

注意

陽射しが強いときや、運転者がサングラスを

着用しているときは、警告灯が見えにくい場

合があります。ご注意ください。

警告

アダプティブクルーズコントロールは、レー

ダーセンサーが感知した車両に対してのみ

警告を発します。したがって、警告が発動し

ない場合や、遅れて発動する場合がありま

す。警告が出なくても、必要に応じてブレー

キをかけてください。

急な坂道や重い荷物を積載しての走行
アダプティブクルーズコントロールは主に、平

坦な路面走行時用に設計されています。重い荷

物を積載したり、トレーラーをけん引しながら

急な下り坂を走行する場合には、前方の車両と

適切な距離を保つことがむずかしい場合があり

ます。このような場合には、特に注意をはらい、

いつでも減速できるようにしてください。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)

アダプティブクルーズコントロール*
- 概要
アダプティブクルーズコントロール(p. 243)

とステアリングホイールのステアリングリモ

11 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。



||

運転者サポート

* オプション/アクセサリー。246

コンの操作は、速度リミッター(p. 231)12 の有

無によって異なります。

アダプティブクルーズコントロール、速
度リミッター装備

クルーズコントロール - オン/オフ

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

スタンバイモード

車間時間 - 増加/減少

作動および速度調整

記録されている速度の緑色のシンボル(白色

= スタンバイモード)

車間時間

シンボルが緑色であれば ACC が作動してい

ます(白色 = スタンバイモード)

アダプティブクルーズコントロール、速
度リミッター非装備

スタンバイモードが終了し、設定された速度

に戻ります。

クルーズコントロール - オン/オフまたは

スタンバイモード

車間時間 - 増加/減少

作動および速度調整

(未使用)

記録されている速度の緑色のシンボル(白色

= スタンバイモード)

車間時間

シンボルが緑色であれば ACC が作動してい

ます(白色 = スタンバイモード)

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 速
度の管理 (p. 247)

• アダプティブクルーズコントロール* - 車
間時間設定 (p. 248)

• アダプティブクルーズコントロール* - 一
時的解除およびスタンバイモード

(p. 248)

• クルーズコントロール* (p. 234)

12 各市場に適用される最新情報は、ボルボディーラーにお問い合わせください。
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アダプティブクルーズコントロール*
- 速度の管理

ACC の起動：

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。コンバインド・メーター・パネルに同

様のシンボル(8)が白く点灯し、アダプティ

ブクルーズコントロールがスタンバイモー

ド(p. 248)になっていることがわかりま

す。

ACC を作動させるには:

• 設定したい車速に達したらステアリングホ

イールのボタン  または  を押しま

す。

> 現在の速度がメモリーに記憶され、コンバイ

ンド・メーター・パネル上の記憶された速度

の周りに「拡大鏡」(6)が数秒間表示されま

す。シンボルは白から緑に変わります。

このシンボルが白から緑に変わると、

ACC がアクティブになり、車両は記憶

された速度を維持します。

シンボルに別車両の画像が表

示されている場合にのみ、先行

車との車間距離が ACC により

制御されます。

同時に速度範囲がマークされ

ます：

• 緑のシンボルがついた高い速度があらかじ

めプログラミングされている速度です

• 低い方の速度が先行車両の速度です。

設定されている速度の変更
設定されている速度は、ステアリングホイール

のボタン  または  を軽く押すか長押し

すると変更できます。

+/- 5 km/h (+/- 5 mph)調整するには：

• 短く押すと、押すたびに+/- 5 km/h

(+/- 5 mph)ずつ変化します。

+/- 1 km/h (+/- 1 mph)調整するには：

• ボタンを押したままにし、設定したい速度に

達したら手を放します。

最後に押したときの速度がメモリーに記憶され

ます。

/  ボタンを押す前にアクセルペダルに

よって車速が上昇した場合、記憶されるのは、

ボタンが押された時点での車速です。

追い越しのときなど、アクセルペダルを踏んで

一時的に加速しても、設定には影響しません。

アクセルペダルを離すと、車速はクルーズコン

トロールで設定した速度に戻ります。

注意

アダプティブクルーズコントロール用のボ

タンのいずれかを数分間押したままにする

と、アダプティブクルーズコントロールがブ

ロックされ無効になります。アダプティブ

クルーズコントロールを再起動するには、一

度停車し、エンジンを再始動することが必要

です。

状況によっては再起動できないことがあり

ます。その場合、コンバインド・メーター・

パネル(p. 255)に ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ

は 利用できません と表示されます。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)
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アダプティブクルーズコントロール*
- 車間時間設定

先行車両との車間時間は増減

させることができ、1～5本の

横線によってコンバインド・

メーター・パネルに表示するこ

とができます。線の数が多い

ほど、車間時間が長くなりま

す。横線が 1本であれば、前方の車両まで

約 1秒であることを示し、横線が 5本あれば、

約 3秒であることを示します。

車間時間を設定/変更するには：

• ステアリングホイールにあるステアリング

リモコンのコントロールダイヤルを回しま

す(または、速度リミッター非装備の車両で

は /  ボタンを使用します)。

低速走行時、車間距離が短いときは、アダプティ

ブクルーズコントロールが車間時間を若干増や

します。

前方を走行している車両の後をスムーズかつ快

適に走行できるように、状況によりアダプティ

ブクルーズコントロールが、車間時間を大幅に

変更する場合があります。

車間時間が短いと、走行中に万が一不測の事態

が発生した場合、運転者が回避操作を行う反応

時間が短くなることに注意してください。

車間警告機能 (p. 240) の作動中も同じシンボ

ルが表示されます。

注意

各地の交通法規で許可されている車間時間

のみを使用してください。

アダプティブクルーズコントロールを作動

させても、反応しないように感じられる場合

には、前方の車両との車間時間によって、車

両の加速が妨げられていることが原因かも

しれません。

車速が高くなるほど、一定車間時間に相当す

る計算上の距離(単位:メートル)が長くなり

ます。

詳しくは、速度の管理(p. 247)を確認してくだ

さい。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)

アダプティブクルーズコントロール*
- 一時的解除およびスタンバイモー
ド
アダプティブクルーズコントロールは一時的

に解除し、スタンバイモードにすることができ

ます。

一時的解除/スタンバイモード、速度リ
ミッター装備
一時的にアダプティブクルーズコントロールを

解除し、スタンバイモードにするには：

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。

このシンボルと保存されている速度の

シンボルが緑から白に変わります。

一時的解除/スタンバイモード、速度リ
ミッター非装備
一時的にアダプティブクルーズコントロールを

解除し、スタンバイモードにするには：

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。

運転者の介入によるスタンバイモード
次のような場合には、アダプティブクルーズコ

ントロールが一時的に解除され、自動的にスタ

ンバイモードになります：



運転者サポート

* オプション/アクセサリー。 249

• フットブレーキが使用された

• クラッチペダルが 1分以上踏み込まれたま

まになった 13

• ギヤセレクターレバーが N 位置に動かされ

た(オートマチックトランスミッション)

• 運転者が、設定されている速度よりも速い速

度を 1分間以上維持した

このような場合、運転者は車速をご自分で制御

しなければなりません。

追い越しのときなど、アクセルペダルを踏んで

一時的に加速しても、設定には影響しません。

アクセルペダルを離すと、車速はクルーズコン

トロールで設定した速度に戻ります。

詳しくは、速度の管理(p. 247)および追い越し

(p. 250)のセクションを参照してください。

自動スタンバイモード
アダプティブクルーズコントロールは、他のシ

ステム(スタビリティ・システム ESC(p. 226)な

ど)に依存します。これらのシステムのいずれ

かが作動を停止した場合、アダプティブクルー

ズコントロールは自動的に解除されます。

クルーズコントロールが自動的に解除される

と、警告音が鳴り、コンバインド・メーター・

パネルに ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙは ｷｬﾝｾﾙされ

ました メッセージが表示されます。運転者は

ただちに必要な運転操作を行い、前方を走行す

る車両との車間距離を維持してください。

次のようなときに、自動的に解除されます：

• 運転者がドアを開けたとき

• 運転者がシートベルトを外したとき

• エンジン回転数が低い、または高過ぎるとき

• 車速が約 30 km/h14 (20 mph)を下回ったと

き

• タイヤのグリップ力が失われたとき

• ブレーキ温度が高温になったとき

• レーダーセンサーが雪や激しい雨などでブ

ロックされているとき(レーダー波が遮られ

ているとき)

シンボル、メッセージ、その意味についての詳

細は、ディスプレイのシンボルおよびメッセー

ジ(p. 255)のセクションを参照してください。

セットした速度に戻る
アダプティブクルーズコントロールがスタンバ

イモードであれば、ステアリングホイールの 

ボタンを軽く押すと、クルーズコントロールが

再開されます。車速は、メモリーに記録されて

いる速度に設定されます。

注意

 を選択して再開すると、急加速する場合

があります。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)

13 いったんクラッチを切って、別のギヤにシフトする場合には、スタンバイモードになりません。
14 渋滞アシスタント装備車には適用されません。静止するまで作動します。
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アダプティブクルーズコントロール*
- 追い越し
ACC は追い越し時にも役立ちます。

車両が先行車の後を追っているときに運転者が

方向指示器 15 を出して追い越しの意図を示す

と、アダプティブクルーズコントロールは先行

車両の方向への加速を補助します。

この機能は、車速が 70 km/h (43 mph)を超えて

いるときに作動します。

詳しくは、前方車両との車間時間(p. 248)を確

認してください。

詳しくは、速度の管理 (p. 247)を確認してくだ

さい。

警告

状況により、警告距離を設定していても、警

告が出るタイミングが遅いと感じる場合が

あります。(例えば、前方を走行している車

両と自車の速度差が大きいときや、前方の車

両が急ブレーキをかけたときなど。)

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234) アダプティブクルーズコントロール*
- 解除

速度リミッター装備のステアリングリモ
コン
アダプティブクルーズコントロールはステアリ

ングホイールの  ボタンを軽く押すと解除さ

れます。設定速度が消去され、  ボタンを押し

ても再開できなくなります。

速度リミッター非装備のステアリングリ
モコン
ステアリングホイールの  ボタンを軽く押す

と、アダプティブクルーズコントロールはスタ

ンバイモードになります。もう一度短く押す

と、解除されます。設定速度が消去され、  ボ

タンを押しても再開できなくなります。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)

15 左ハンドル車では左側の、右ハンドル車では右側の方向指示器のみです。
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アダプティブクルーズコントロール*
- 渋滞アシスタント
車速が 30 km/h (20 mph)未満の場合はアダプ

ティブクルーズコントロールの拡張機能の渋

滞アシスタントも機能します。

オートマチックトランスミッション車のアダプ

ティブクルーズコントロールには、渋滞アシス

タント("Queue Assist"と呼ばれる場合もあり

ます)が装備されています。

渋滞アシスタントには、次のような機能があり

ます：

• 拡張速度範囲 - 30 km/h (20 mph)未満およ

び静止時

• 追従対象車両の変更

• 静止時にはオートブレーキは停止

アダプティブクルーズコントロールで設定でき

る最低速度は 30 km/h (20 mph)です。静止する

まで先行車の追従が可能でも、設定可能な最低

速度を下回る速度を選択することはできませ

ん。

詳しくは、速度の管理(p. 243)および前方車両

との車間時間(p. 248)を参照してください。

対応速度範囲の拡張

注意

運転席ドアを閉め、運転者がシートベルトを

着用するまで、クルーズコントロールは起動

できません。

オートマチックトランスミッション車では、ア

ダプティブクルーズコントロールは

0～200 km/h (0～125 mph)の速度範囲で先行車

の追従が可能です。

注意

妥当な距離で先行する車両がないと、クルー

ズコントロールを 30 km/h (20 mph)未満で

起動することはできません。

渋滞時や赤信号など、停止する時間が約 3秒 以

内であれば、自動的に走行が再開します。前方

車両が動き出すまでにそれ以上の時間がかかる

場合には、クルーズコントロールはオートブ

レーキによりスタンバイモード(p. 248)になり

ます。運転者は以下の方法のいずれかでクルー

ズコントロールを再開する必要があります。

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

ます。

または

• アクセルペダルを踏み込みます。

> これにより、クルーズコントロールによる前

方の車両の追従が再開されます。

注意

渋滞アシスタント機能は、最大 4分間車両を

静止させておくことができます。それ以上

経過すると、ブレーキが解除されます。

詳しくは、「静止時のオートブレーキの終了」

の項を参照してください。

追従対象車両の変更

追従対象となっている先行車両が突然曲がった場
合、前方の車両が停止していることに突然気づく場
合があります。

アダプティブクルーズコントロールにより、

30 km/h (20 mph)未満の速度で別の車両に追従

している際に、目標車両が走行車両から静止車

両に変わった場合、クルーズコントロールは静

止車両に合わせてブレーキをかけます。
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警告

アダプティブクルーズコントロールにより、

30 km/h (20 mph)を超える速度で先行車両

に追従している際に、目標車両が先行車両か

ら静止車両に変わった場合には、アダプティ

ブクルーズコントロールは静止している車

両を無視して、セットされている速度を維持

します。

• 運転者は注意を怠らず、必要に応じてブ

レーキをかけてください。

追従対象車両の変更による自動スタンバ
イモード
アダプティブクルーズコントロールが解除さ

れ、スタンバイモードになります：

• 速度が 5 km/h (5 mph)未満で、クルーズコ

ントロールが、追従対象が静止車両なのか別

の障害物(減速帯など)なのかを判断できな

い場合。

• 速度が 5 km/h (5 mph)未満で、先行車が曲

がったためクルーズコントロールが追従す

る車両がなくなった場合。

静止時のオートブレーキの終了
次のような状況では、渋滞アシスタントは静止

時のオートブレーキを停止します。

• 運転者がドアを開けたとき

• 運転者がシートベルトを外したとき

このため、ブレーキが解除され、車両が動き出

す場合があります。運転者はご自分でブレーキ

をかけ、適切な位置を保ってください。

重要

渋滞アシスタントは最大 4 分間車両を静止

させておくことができます。それ以上経過

すると、ブレーキが解除されます。

何段階かの段階を追って運転者に注意が促

されます。注意を促す信号は回を重ねるご

とに強くなります。

1. ピーンという可聴アラームとディスプ

レイテキスト

2. コンバインド・メーター・パネル内の警

告灯も点滅し始めます。

3. 断続的な強いブレーキがかかります。

シンボル、メッセージ、その意味についての

詳細は、 シンボルおよびディスプレイテキ

スト (p. 255)のセクションを参照してく

ださい。

このような状態においても、渋滞アシスタント

がフットブレーキを解除し、スタンバイモード

になります：

• 運転者がブレーキペダルに足を載せたとき

• ギヤセレクターレバーが P、N または R位置

になったとき

• 運転者がクルーズコントロールをスタンバ

イモードにしたとき

• パーキングブレーキを作動したとき

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)
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アダプティブクルーズコントロール*
- クルーズコントロール機能に切り
替える

ACC から CC への切り替え
アクティブなクルーズコントロールのシンボル

はコンバインド・メーター・パネルに表示され

ます。

CC

Cruise Control

ACC

Adaptive Cruise

Control

クルーズコント

ロール

アダプティブクルーズ

コントロール

ボタンを 1回押すとアダプティブクルーズコン

トロール (p. 243)のアダプティブな部分(車間

距離を保つシステム)が解除されます。この場

合、車両は設定/記憶された速度を維持します。

• ステアリングホイールの  ボタンを押し

たままにすると、コンバインド・メーター・

パネルのシンボルが  から  に変わ

ります。

> これによりクルーズコントロール(CC)が起

動します。

警告

ACC から CC に切り替えると、車両は自動的に

はブレーキを作動させません。設定した速

度を保つだけです。

CC から ACC に戻す
 ボタンを 1～2回押してクルーズコントロー

ル(CC)を解除します。次回システムをオンにす

ると、アダプティブクルーズコントロール(ACC)

が作動します。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• アダプティブクルーズコントロール* - 一
時的解除およびスタンバイモード (p. 248)

• クルーズコントロール* (p. 234)
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アダプティブクルーズコントロール*
- 故障点検および対処

コンバインド・メーター・パネルに ﾚｰﾀﾞｰが遮

られて います ﾏﾆｭｱﾙ参照 というメッセージが

表示された場合、アダプティブクルーズコント

ロールのレーダーセンサー(p. 257)が前方に

他の車両を検知できないことを意味していま

す。

このメッセージは、車間警告機能(p. 240)また

はオートブレーキ機能付衝突警告システム

(p. 270)のいずれも作動していないことを示

しています。

以下の表には、表示メッセージの考えられる原

因と、その対処法の例が記載されています。

原因 対処

グリル内のレーダーセンサー前面が泥、氷、雪などに覆われて

いる。

グリル内のレーダーセンサー前面の、泥、氷、雪などをきれいに取り除いてください。

激しい雨や雪で、レーダーシグナルが遮られている。 対処法なし。激しい雨や雪のときは、レーダーが機能しない場合があります。

路面から跳ね上がる水や雪により、レーダーシグナルが遮られ

ている。

対処法なし。水たまりの多い道や雪道では、レーダーが機能しない場合があります。

レーダーセンサー前面を清掃した後でもメッセージが消えな

い。

しばらくお待ちください。障害が解消されたことをレーダーが感知するまで、数分間か

かる場合があります。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)
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アダプティブクルーズコントロール*
- シンボルおよびメッセージ
アダプティブクルーズコントロールがシンボ

ルとメッセージ、またはどちらか一方を表示す

る場合があります。例を以下に示します。必

要に応じて表示される推奨事項に従って下さ

い。

シンボ

ル A

メッセージ 意味

シンボルが白色 アダプティブクルーズコントロールはスタンバイモード(p. 248)になっています。

シンボルが緑色 車両はセットされている速度を維持します。

標準クルーズコントロールが手動で選択されています。

ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙを ON するには ESC を

ﾉｰﾏﾙに設定 して下さい

アダプティブクルーズコントロールは、ESC が通常モードに設定されるまで起動できません。スタビ

リティ・システム(p. 226)を参照してください。

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙは ｷｬﾝｾﾙさ

れました

アダプティブクルーズコントロールが解除されています。運転者はご自分で車速を調節してくださ

い。

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙは 利用で

きません

アダプティブクルーズコントロールが作動できません。

次のような原因が考えられます：

• ブレーキ温度が高温になった

• レーダーセンサーが雪や雨などで遮られた

故障点検については、故障点検および対処(p. 254)のセクションを参照してください。
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シンボ

ル A

メッセージ 意味

ﾚｰﾀﾞｰが遮られて います ﾏﾆｭｱﾙ参

照

アダプティブクルーズコントロールが一時的に解除されています。

• 激しい雨や泥などをレーダーセンサー前面に受けているため、レーダーセンサーが遮られ他の車

両を感知することができません。

この場合、通常のクルーズコントロール(p. 234)(CC)に切り替えることができます。ディスプレイテ

キストにより適切な代替措置に関する情報が得られます。

詳しくは、レーダーセンサーの機能の限界(p. 257)を確認してください。

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｻｰﾋﾞｽが必

要です

アダプティブクルーズコントロールが解除されています。

• ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

ﾌﾞﾚｰｷを踏んで 車両を停止状態に

して下さい + 可聴アラーム + コ

ンバインド・メーター・パネル内の

警告灯 + 断続的ブレーキ B

車両が静止しており、アダプティブクルーズコントロールがフットブレーキを解除します。このた

め、車両が動き出すおそれがあります。

• 運転者がご自分でブレーキを操作することが必要です。運転者がブレーキペダルを踏むか、アク

セルペダルを操作するまでメッセージが表示されたままとなり、アラーム音が鳴ります。

30 km/h 未満 先行車両が必要です B 前方の起動距離内に車両がなく、30 km/h (20 mph)未満で走行している際にアダプティブクルーズコ

ントロールを起動しようとすると表示されます。

A シンボルは概略図です。
B 渋滞アシスタント装備車のみ。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• アダプティブクルーズコントロール* - 概
要 (p. 245)

• クルーズコントロール* (p. 234)
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レーダーセンサー
レーダーセンサーの役割は、同じ方向に同じ車

線を走行している乗用車や大型車を感知する

ことです。

レーダーセンサーは以下の機能に使用されま

す。

• 車間警告機能*

• アダプティブクルーズコントロール*

• オートブレーキ機能および歩行者検知機能

付衝突警告システム*

重要

車両のグリルに目に見える損傷がある場合、

もしくはレーダーセンサーへの損傷が疑わ

れる場合には、

• ボルボ指定のサービス工場にご連絡く

ださい。

グリル、レーダーセンサーまたはそのブラ

ケットが損傷を受けたり、ゆるんだりする

と、この機能は全く機能しなくなるか、機能

不良を起こす場合があります。

レーダーセンサーは、絶対に改造しないでくだ

さい。改造して使用することは、違法行為です。

関連情報
• レーダーセンサー - 作動限界 (p. 257)

• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*
(p. 243)

• 衝突警告システム* (p. 270)

• 車間警告機能* (p. 240)

レーダーセンサー - 作動限界
レーダーセンサー(p. 257)には、検知範囲など

による限界があります。

以下の場合、アダプティブクルーズコントロー

ルの先行車検知能力が著しく低下します。

• 前方の車両の速度が自車の速度と大きく異

なる。

• 激しい雨や泥、またはその他の障害物がレー

ダーセンサーの前方を塞いで、レーダーセン

サーが遮られる。

注意

レーダーセンサーの前面は、つねにきれいに

しておいてください。

検知範囲
レーダーセンサーの視界には限界があります。

状況によっては別の車両を検知したり、検知が

遅れたりする場合があります。
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ACC の視野

レーダーセンサーは、自車と前方を走行して

いる車両との間に割り込んで来る車両など、

至近距離の車両を感知するのに時間がかか

ります。

オートバイなどの小型車や、車線の中央を走

行していない車両を感知しない場合があり

ます。

カーブで、感知していた車両とは異なる車両

を感知したり、感知中の車両を見失う場合が

あります。

警告

交通状況によく注意をはらい、アダプティブ

クルーズコントロールが車間距離や速度を

正しく維持できないときは、運転者が車両を

制御してください。

アダプティブクルーズコントロールは、運転

状況、交通、天候、路面の状態などにより使

用できない場合があります。

オーナーズマニュアル内のアダプティブク

ルーズコントロールに関するセクションす

べてに目を通してください。この機能を使

用するにあたって注意すべき作動限界が記

載されています。

アダプティブクルーズコントロールを使用

しているときでも、車間距離や速度を正しく

維持する責任は運転者にあります。

警告

グリルの前に、補助ライトなどのアクセサ

リー類を絶対に取り付けないでください。

警告

アダプティブクルーズコントロールは、衝突

を回避するシステムではありません。シス

テムが前方を走行する車両を感知しない場

合は、運転者が車両を操作しなければなりま

せん。

アダプティブクルーズコントロールは、人や

動物には反応しません。また、自転車やオー

トバイなどの小型車両にも対応していませ

ん。さらに、対向車、低速で走行している車

両、または静止している車両に対して、ブ

レーキを作動させることもありません。

アダプティブクルーズコントロールは、市街

地走行中、混雑した交通状況、ジャンクショ

ン走行時、滑りやすい路面走行時、水溜りが

多い路面や雪や泥に覆われている路面走行

時、激しい雨や雪の中の走行時、視界が悪い

とき、曲がりくねった道路走行中などは使用

しないでください。

関連情報
• アダプティブクルーズコントロール (ACC)*

(p. 243)

• 衝突警告システム* (p. 270)

• 車間警告機能* (p. 240)
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型式認定 - レーダーシステム
レーダーユニットの型式認定が次の表に記載

されています。

市場 ACCA BLIS(ブライン

ド・スポット・イ

ンフォメーショ

ン・システム)B

シンボル 型式認定

ブラジル

✓

Este equipamento opera em caráter secundário, isto é, não tem direito à

proteção contra interferência prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo

e não pode causar interferência a sistemas operando em caráter primário.

Modelo: L2C0038TR

1071-10-3451

EAN: 07897843800248

✓

Modelo: L2C0055TR

1500-15-8065

EAN: 07897843840978

ヨーロッパ ✓ ✓

Hereby, Delphi Electronics & Safety declares that L2C0038TR / L2C0055TR are

in compliance with the essential requirements and other relevant provisions

of Directive 1999/5/EC.

The Declaration of Conformity may be consulted at Delphi Electronics &

Safety / 2151 E. Lincoln Road / Kokomo, Indiana 46902 USA
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市場 ACCA BLIS(ブライン

ド・スポット・イ

ンフォメーショ

ン・システム)B

シンボル 型式認定

アラブ首長国連邦

✓

TRA

REGISTERED No: 0018923/09

DEALER No: DA37380/15

✓

TRA

REGISTERED No: ER37357/15

DEALER No: DA37380/15

インドネシア
✓ 14785/POSTEL/2010 1982

✓ 38806/SDPPI/2015 4927

ヨルダン

✓
Type Approval No.: TRC/LPD/2009/87

Equipment type: Low Power Device (LPD)

✓
Type Approval No.: TRC/LPD/2015/3

Equipment Type: Low Power Device (LPD)

韓国

✓
Certification No.

DPH-L2C0038TR

✓
Certification No.

MSIP-CMI-DPH-L2C0055TR
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市場 ACCA BLIS(ブライン

ド・スポット・イ

ンフォメーショ

ン・システム)B

シンボル 型式認定

モロッコ

✓

AGREE PAR L'ANRT MAROC

Numero d'agrement : MR 4838 ANRT 2009

Date d'agrement : 22/05/2009

✓

AGREE PAR L’ANRT MAROC

NUMÉRO D’AGRÉMENT: MR 9929 ANRT 2014

DATE D’AGRÉMENT: 26/12/2014

シンガポール ✓ ✓ Complies with IDA Standards DA105753

南アフリカ

✓
TA-2009/163

APPROVED

✓
TA-2014/2390

APPROVED

台湾

✓ CCAB09LP4590T3

✓ CCAB15LP0680T0

A ACC = Adaptive Cruise Control
B BLIS = Blind Spot Information
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関連情報
• レーダーセンサー (p. 257)
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City Safety™
City Safety™ は、渋滞時の走行などで、前方

の交通状況の変化や注意不足などによる衝突

事故を回避するための補助機能です。

City Safety™ 機能は、50 km/h (30 mph)未満

の速度で作動し、前方の車両と衝突する危険が

差し迫っているにも関わらず、運転者がブレー

キやステアリングにより早急に対応しない場合

に、車両に自動的にブレーキをかけて運転者を

補助します。

City Safety™ は、運転者がブレーキをかけ遅

れたときに作動します。そのため、あらゆる状

況で運転者の補助となるわけではありません。

不必要な介入を避けるため、City Safety™ は

直前まで作動しないように設計されています。

City Safety™ が装備されているからといっ

て、運転スタイルを変更しないでください。ブ

レーキの作動を City Safety™ のみに頼ってい

ると、いずれ衝突事故が発生します。

City Safety™ が作動したことがわかるのは、

通常、衝突寸前になったときのみです。

車両に オートブレーキ機能付衝突警告システ

ム* (p. 270) が装備されている場合は、この 2

つのシステムは互いに補完し合います。

重要

City Safety™ コンポーネントのメンテナ

ンスおよび交換は、ボルボ指定のサービス工

場にお任せください。

警告

City Safety™ は、走行状況や交通、天候、

路面の状態などにより作動しない場合があ

ります。

City Safety™ は、自車の進行方向と異なる

方向に走行している車両、小型車両やオート

バイ、人間や動物に対しては反応しません。

City Safety™ は速度差が 15 km/h (9 mph)

未満のときに衝突を回避できます。速度差

がこれ以上になると、衝突時の速度を減少さ

せる効果のみとなります。最大のブレーキ

力を得るには、運転者がブレーキペダルを踏

むことが必要です。

必要なときは City Safety™ の作動を待た

ず、すみやかにブレーキをかけてください。

走行中に適切な車間距離や速度を維持する

ことは運転者の責任です。

関連情報
• City Safety™ - 機能の限界 (p. 265)

• City Safety™ - 機能 (p. 264)

• City Safety™ - 操作 (p. 264)

• City Safety™ - レーザーセンサー

(p. 267)

• City Safety™ - シンボルおよびメッセー

ジ (p. 269)
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City Safety™ - 機能
City Safety™ はウインドスクリーン上端に

装着されたレーザーセンサー(p. 267)によ

り、車両前方の交通を感知します。衝突の危険

性が差し迫ると、City Safety™ が自動的にブ

レーキをかけます。これは、急ブレーキと感じ

られる場合があります。

レーザーセンサーの送信/受信ウィンドウ 16

前方の車両との速度差が 4～15 km/h

(3～9 mph)であれば、City Safety™ により衝

突が完全に回避できます。

City Safety™ により、短時間で鋭くブレーキ

がかけられ、通常の状況であれば、前方の車両

のすぐ手前で車を停止させることができます。

多くの運転者にとっては、これは通常の運転ス

タイルの範囲内ではないため、不快に感じられ

る場合があります。

速度差が 15 km/h (9 mph)を超える場合、City

Safety™ だけでは衝突を回避できないおそれ

があります。フルブレーキをかけるためには、

運転者がブレーキを踏むことが必要です。フル

ブレーキをかけると、速度差が 15 km/h (9 mph)

より大きくても衝突が回避できる可能性があり

ます。

この機能が作動してブレーキがかかると、その

間、コンバインド・メーター・パネルにメッセー

ジ(p. 269)が表示されます。

注意

City Safety™ によりブレーキが作動する

際には、ブレーキランプが点灯します。

関連情報
• City Safety™ (p. 263)

• City Safety™ - 操作 (p. 264)

• City Safety™ - 機能の限界 (p. 265)

City Safety™ - 操作
City Safety™ は、渋滞時の走行などで、前方

の交通状況の変化や注意不足などによる衝突

事故を回避するための補助機能です。

オン/オフ

注意

City Safety™ 機能は、エンジンが始動する

と自動的に作動します。

葉が茂った枝などがボンネットやウインドスク

リーンにかかるようなオフロード走行時などに

は、City Safety™ を解除することをお薦めし

ます。

City Safety™ はメニューシステム MY CAR

(p. 147)で制御されます。エンジン始動後、こ

の機能は以下の方法で解除することができま

す。

• MY CAR で 運転支援システム を検索し、シ

ティーセーフティ で OFF を選択してくだ

さい。

ただし、次回エンジンを始動すると、機能は

再び作動状態となります。エンジンを停止

したときに機能が作動していたか解除され

ていたかは関係ありません。

16 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
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警告

レーザーセンサー(p. 267)は、City

Safety™ を手動で解除した際も、レーザー

センサーはレーザー光線を発します。

City Safety™ を再びオンにするには：

• 解除時と同じ手順ですが、ON を選択します。

関連情報
• City Safety™ (p. 263)

• City Safety™ - 機能の限界 (p. 265)

• City Safety™ - シンボルおよびメッセー

ジ (p. 269)

City Safety™ - 機能の限界
City Safety™ センサーは、昼夜を問わず前方

の車両を感知するように設計されています。

ただし、機能には限界があります。

大雪や激しい降雨、濃霧、風塵、吹雪などでセ

ンサーの機能が制限されると、City Safety™
は通常通り機能しない場合や、まったく機能し

なくなる場合があります。ウインドスクリーン

の曇り、汚れ、氷や雪により、機能が妨害され

る場合もあります。

積荷が突き出していることを示す布/テープな

どの垂れ下がる物体や、補助ライトやブルバー

などボンネットより高い位置にあるアクセサ

リーによって機能が制限されます。

City Safety™ 内のセンサーからのレーザー光

線は、ライトの反射状況を測定するものです。

センサーは反射作用の低い物体は検知できませ

ん。車両後部にはナンバープレートやリフレク

ターがあるため、通常は光を十分に反射させる

ことができます。

路面が滑りやすいときには制動距離が長くなる

ため、City Safety™ が衝突を回避する能力が

低下する場合があります。そのような状況で

は、ABS17 および ESC18 システムが、安定性を保

ちながら、可能な範囲でもっとも優れた制動力

を発揮します。

車両後退中は、City Safety™ は一時的に解除

されます。

City Safety™ は 4 km/h (3 mph)未満の低速で

は作動しません。駐車時など、非常に低速で前

方の車両に接近している状況でこのシステムが

作動しないのはそのためです。

運転者の操作がつねに優先されます。そのた

め、衝突が回避できない状態でも、運転者が明

確にステアリングを操作したり、アクセルペダ

ルを操作したりしているときには、City

Safety™ は介入しません。

City Safety™ により静止している物体との衝

突が回避された場合には、車両は、最大 1.5 秒間

静止したままとなります。移動している前方車

両のために車両にブレーキがかかった場合に

は、前方の車両が維持している車速と同じ速度

に減速します。

マニュアルトランスミッション装備の車両で

は、City Safety™ により、車両が静止状態に

なると、事前に運転者がクラッチペダルを踏み

込まない限り、エンジンが停止します。

17 (Anti-lock Braking System) - アンチロックブレーキシステム
18 (Electronic Stability Control) - スタビリティ・システム
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注意

• カメラセンサー前面のウインドスク

リーン表面に付着した氷、雪、曇り、汚

れなどはよく取り除き、きれいな状態を

保ってください。センサー位置の図に

ついては、City Safety™ - 機能

(p. 264)を参照してください。

• レーザーセンサー装着部のウインドス

クリーンに、異物を貼り付けたり取り付

けたりしないでください。

• ボンネットから氷や雪を取り除いてく

ださい。雪や氷の高さが 5 cm をけっし

て超えないようにしてください。

故障点検および対処
コンバインド・メーター・パネルのインフォメー

ション・ディスプレイにメッセージ(p. 269)の

ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られています ﾏﾆｭｱﾙ参照

が表示される場合、レーザーセンサーが遮られ

前方車両を検知できないことを示しています。

City Safety™ が機能していないことを表しま

す。

レーザーセンサーが遮られている場合でも、ｳｲﾝ

ﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られています ﾏﾆｭｱﾙ参照メッ

セージが表示されない場合もあります。運転者

はレーザーセンサー前のエリアがつねにきれい

であるように、注意してください。

以下の表は、表示するメッセージの考えられる

原因と、対処方の例を示しています。

原因 対処

レーザーセンサー装

着部のウインドスク

リーン表面が汚れて

いるか、氷または雪

が付着している。

センサー装着部のウ

インドスクリーン表

面の泥や氷、雪などを

きれいに取り除いて

ください。

レーザーセンサーの

視界が妨害されてい

る。

妨害している物体を

取り除いてください。

重要

レーザーセンサーの「窓」の前面のウインド

スクリーンに、ひび割れや擦り傷、飛び石に

よる傷があり、その面積が

約 0.5 x 3.0 mm(またはそれ以上)の場合は

ウインドスクリーンの交換をサービス工場

に依頼してください。ボルボ指定のサービ

ス工場の利用を推奨します。センサー位置

の図については、City Safety™ - 機能

(p. 264)を参照してください。

処置を施さないと、City Safety™ の性能が

十分発揮されなくなるおそれがあります。

City Safety™ の故障や機能低下を防ぐた

めに、さらに以下が該当します。

• ボルボは、レーザーセンサーの前のエリ

アにあるひび割れ、擦り傷、飛び石によ

る傷は修復せずに、ウインドスクリーン

全体を交換することをお薦めします。

• ウインドスクリーンを交換する前にボ

ルボ指定のサービス工場に連絡して、適

切なウインドスクリーンが注文され、取

り付けられるようにしてください。

• ウインドスクリーンワイパーを交換す

る際は、ボルボ社が承認している(また

は同等の)製品を使用してください。
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関連情報
• City Safety™ (p. 263)

• City Safety™ - 機能 (p. 264)

• City Safety™ - 操作 (p. 264)

City Safety™ - レーザーセンサー
City Safety™ 機能にはレーザー光線を放出

するセンサーが使用されています。故障や

レーザーセンサーへのサービスが必要な場合

には、ボルボ指定のサービス工場にご連絡くだ

さい。レーザーセンサーを操作する際は、指定

の指示説明を遵守することが不可欠です。

次の 2つの表示ラベルはレーザーセンサーに関

するものです。

図の上のラベルは、レーザー光線の等級を説明

するものです。

• レーザー光線 - 光学機器を使用してレー

ザー光線をのぞきこまないでください。

クラス 1M レーザー製品。

図の下のラベルは、レーザー光線の物理的デー

タを説明するものです。

• IEC 60825-1:1993 + A2:2001。

2001 年 7 月 26 日付けの Laser Notice No.

50 に準じた例外を除き、FDA (米国食品医薬

品局)のレーザー製品性能基準に準拠。

レーザーセンサーの放射線データ
以下の表はレーザーセンサーの物理的データを

特定しています。

最大パルスエネルギー 2.64 µJ

最大平均出力 45 mW

パルス幅 33 ns

発散角(水平 × 垂直) 28° × 12°
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警告

これらの指示を遵守しない場合、目にケガを

するおそれがあります。

• レーザーセンサーから 100 mm 以内の距

離で、拡大鏡、顕微鏡、対物レンズなど、

拡大機能のある光学機器を使ってレー

ザーセンサーをのぞき込んでは絶対にい

けません。(センサーは拡散性不可視

レーザー光線を放出しています。)

• レーザーセンサースペアパーツのテス

ト、修理、取り外し、調節、交換は、資

格のあるサービス工場で実行しなければ

なりません。ボルボ指定のサービス工場

にお任せください。

• 有害な放射線に曝されることがないよう

に、ここで指定されている以外の調整や

メンテナンスは一切行わないでくださ

い。

• 修理者は、レーザーセンサー用に作成さ

れたサービス工場インフォメーションを

遵守しなければなりません。

• レーザーセンサーを取り外さないでくだ

さい(これにはレンズの取り外しも含ま

れます)。取り外したレーザーセンサー

は IEC 60825-1 の基準に基づいて、レー

ザークラス 3B に該当します。レーザー

クラス 3B は、目に安全ではありません。

障害を与える危険があります。

• レーザーセンサーをウインドスクリーン

から取り外す際には、その前にセンサー

のコネクターを外すことが必要です。

• レーザーセンサーをウインドスクリーン

に装着する際は、必ず装着が終わってか

ら、センサーのコネクターを接続してく

ださい。

• レーザーセンサーは、リモートコント

ロールキーがキー位置 II (p. 115)の場

合、エンジンが停止していてもレーザー

光線を発します。

関連情報
• City Safety™ (p. 263)
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City Safety™ - シンボルおよび
メッセージ
City Safety (p. 263)™システムによるオー

トブレーキ作動時に、コンバインド・メー

ター・パネルにシンボル(p. 269)が 1 つ以上点

灯し、ディスプレイテキストが表示されること

があります。ディスプレイテキストは、方向指

示器レバーの OK ボタンを押して、確認できま

す。

シンボル A メッセージ 意味/対処

ｼﾃｨｾｰﾌﾃｨによる ｵｰﾄﾌﾞﾚｰｷ City Safety™　によりブレーキが自動的に作動しています/作動しました。

ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られています

ﾏﾆｭｱﾙ参照

障害物があるため、レーザーセンサーが一時的に機能していません。

• センサーをブロックしている障害物を取り除き、センサー前面のウインドスクリーンをきれい

にしてください。

レーザーセンサーの(p. 265)機能限界について確認してください。

ｼﾃｨｾｰﾌﾃｨ ｻｰﾋﾞｽが必要です City Safety™　が機能していません。

• メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

A シンボルは概略図です。

関連情報
• City Safety™ (p. 263)

• City Safety™ - 機能 (p. 264)
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衝突警告システム*
「オートブレーキ機能およびサイクリスト・歩

行者検知機能付衝突警告システム」は、歩行者

やサイクリスト、自車の前方で停止している車

両、あるいは同じ方向に走行している車両に衝

突する危険があるときに運転者をサポートす

る機能です。

オートブレーキ機能およびサイクリスト・歩行

者検知機能付衝突警告システムは、運転者がブ

レーキをかけ遅れたときに作動します。そのた

め、あらゆる状況で運転者の補助となるわけで

はありません。

不必要な介入を避けるため、オートブレーキ機

能およびサイクリスト・歩行者検知機能付衝突

警告システムは直前まで作動しないように設計

されています。

オートブレーキ機能およびサイクリスト・歩行

者検知機能付衝突警告システムは、衝突を防止

する、または衝突速度を低減することができま

す。

オートブレーキ機能およびサイクリスト・歩行

者検知機能付衝突警告システムが装備されてい

るからといって、運転スタイルを変更しないで

ください。ブレーキの作動をオートブレーキ機

能付衝突警告システムのみに頼っていると、い

ずれ衝突事故につながる可能性があります。

2 段階のシステムレベル
車両の装備に応じて、オートブレーキ機能およ

びサイクリスト・歩行者検知機能付衝突警告シ

ステムには以下の 2 つのタイプがあります。

レベル 1

障害物があっても、運転者への警告 19 には、可

視信号や警告音のみが使用されます。オートブ

レーキは作動しないため、運転者はご自分でブ

レーキをかける必要があります。

レベル 2

障害物があれば、可視信号や警告音によって、

運転者に警告が発せられます。妥当な時間内に

運転者が反応しなければ、ブレーキが自動的に

作動します。

重要

オートブレーキ機能およびサイクリスト・歩

行者検知機能付衝突警告システムの内部コ

ンポーネントのメンテナンスは、サービス工

場で実施する必要があります。ボルボ指定

のサービス工場をお薦めします。

関連情報
• 衝突警告システム* - 機能 (p. 271)

• 衝突警告システム* - 歩行者の検知

(p. 273)

• 衝突警告システム* - サイクリストの検知

(p. 272)

• 衝突警告システム* - 操作 (p. 274)

• 衝突警告システム* - 機能の限界

(p. 276)

• 衝突警告システム* - カメラセンサー機能

の限界 (p. 277)

• 衝突警告システム* - シンボルおよびメッ

セージ (p. 279)

19「レベル 1」の場合、サイクリスト用の警告はありません。
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衝突警告システム* - 機能

機能の概要 20

衝突の危険を知らせる警告音および警告灯

レーダーセンサー 21

カメラセンサー

オートブレーキ機能付衝突警告システムでは、

次の順に 3段階の介入が行われます。

1. 衝突警告システム

2. ブレーキサポート 21

3. オートブレーキ 21

衝突警告システムと City Safety™ (p. 263)

は互いに補完し合います。

1 - 衝突警告システム
まず運転者に衝突事故が切迫していることが警

告されます。

衝突警告システムは、歩行者、サイクリストま

たは車両が自車の前方を自車と同じ方向に移動

している、または自車の前方で停止している場

合に検知することができます。

歩行者やサイクリスト、車両との衝突の危険が

ある場合には、赤の警告灯(1)が点滅し、警告音

が鳴って運転者に注意を促します。

2 - ブレーキサポート
警告の後もさらに衝突の危険が増した場合は、

衝突警告システムによりブレーキサポートが作

動します。

つまり、穏やかにブレーキシステムを作動させ

ることで、急ブレーキの準備をします。このと

き、わずかな衝撃を感じる場合があります。

運転者が素早くブレーキペダルを踏むと、フル

ブレーキがかかります。

システムが衝突を回避するのに不十分だと判断

すると、ブレーキサポートが運転者のブレーキ

を補助します。

3 - オートブレーキ
オートブレーキ機能は最後に作動します。

この時点でも運転者が事故を回避するための行

動を開始せず、衝突の危険が切迫した場合には、

運転者がブレーキをかけるかどうかに関係な

く、オートブレーキ機能が作動します。この場

合、衝突時の速度を減少させるためにフルブ

レーキがかかります。もしくは、衝突を避ける

のに十分であれば、制動力が制限されます。サ

イクリストに対しては、警告およびフルブレー

キ介入が大きく遅れたり、同時に作動すること

があります。

20 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
21 システムレベル 2 のみ。
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警告

衝突警告システムは、走行状況や交通、天

候、路面の状態などにより作動しない場合が

あります。衝突警告システムは、自車の進行

方向とは異なる方向に走行している車両や

サイクリスト、または動物には反応しませ

ん。

衝突の危険が高くなったときにのみ、警告が

出ます。この「機能」の項と「作動限界」の

項には、機能の限界が説明されています。

オートブレーキ機能付衝突警告システムを

使用する前に必ずお読みください。

歩行者およびサイクリストに対する警告お

よびブレーキ介入は、車速が 80 km/h

(50 mph)を超えると解除されます。

歩行者およびサイクリストに対する警告お

よびブレーキ介入は、街灯が点灯していて

も、暗がりやトンネル内では作動しません。

オートブレーキ機能により、衝突事故を回

避、または衝突速度を低下させることができ

ます。ブレーキの性能を最大限に発揮させ

るため、たとえ車両にオートブレーキがか

かっている場合でも、運転者は必ずブレーキ

ペダルを踏み込むようにしてください。

衝突警告システムが作動するまで待つこと

は絶対にしないでください。オートブレー

キ付衝突警告システムが使用されていると

きでも、適切な距離と速度を維持する責任は

つねに運転者にあります。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)

衝突警告システム* - サイクリスト
の検知

システムは、同じ方向に進むサイクリストを後ろか
ら捉えます。

システムがサイクリストだと認識できる最適な例 -
体と自転車の輪郭、真後ろおよび車両の中央ライン
から
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システムが最大限の性能を発揮するためには、

サイクリスト検知機能が自転車と乗る人の体の

輪郭に関するできるだけ明瞭な情報を得ること

が必要です。すなわち、自転車、頭部、両腕、

両肩、両脚、胴体に加え、人間のような動きの

パターンが検知できることを意味します。

自転車と乗る人の体の大部分がカメラの視界に

入っていない場合には、システムはサイクリス

トを検知することができません。

• システムは、大人用の自転車に大人が乗って

いる場合にサイクリストを検知することが

できます。

• システムは、同じ方向に進むサイクリストを

真後ろからのみ検知することができます。

斜め方向や横方向からは検知できません。

• その自転車には可視性の高い認定された 22

後方反射板が高さ 70 cm 以上の位置に取り

付けられていることが必要です。

• 車両の左右サイドから伸ばした仮想上のラ

イン上を進むサイクリストは、遅れて検知さ

れたり、全く検知されないことがあります。

• 夜明けや夕暮れには、人間の目と同様にシス

テムがサイクリストを検知できる能力が低

下します。

• 街灯が点灯していても、暗がりやトンネルの

走行中は、システムのサイクリスト検知機能

が解除されます。

• サイクリスト検知機能の効果を最大限に発

揮させるためには、City Safety™ 機能を起

動する必要があります。City Safety™
(p. 263)を参照してください。

警告

オートブレーキ機能およびサイクリスト検

知機能付衝突警告システムは、運転操作を補

助するものです。

この機能には次のような限界があります：

• あらゆる状況ですべてのサイクリストを

検知できるわけではありません。例え

ば、一部が隠れているサイクリストなど

は検知できません。

• 身体の輪郭がはっきりわからないような

服装の人が乗っている自転車、あるいは

側面から接近するサイクリストは検知で

きません。

• 後部に赤い反射板がついていない自転車

は検知できません。

• 大きい荷物などを積んでいる自転車は検

知できません。

車両を適切に運転し、速度に応じて安全な距

離を保つことは、つねに運転者の責任です。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)

衝突警告システム* - 歩行者の検知

体型が明確で、システムが歩行者であると認識でき
る最適な例

システムが最大限の性能を発揮するためには、

歩行者を検知するシステム機能が、体型に関し

できるだけ明瞭な情報を得ることが必要です。

すなわち、頭部、両腕、両肩、両脚、胴体に加

え、人間のような動きのパターンが検知できる

ことを意味します。

体の大部分がカメラから見えない場合には、シ

ステムは歩行者を検知することができません。

22 反射板は市場の交通当局の推奨および条件を満たしている必要があります。
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• 歩行者が検知されるには、全身が見え、身長

が 80 cm 以上であることが必要です。

• カメラセンサーが夜明けや夕暮れに歩行者

を検知できる能力は、人間の目と同様に限界

があります。

• 暗闇やトンネル走行中は、街灯が点灯してい

る場合でも、カメラセンサーの歩行者検知機

能が解除されます。

警告

「オートブレーキ機能およびサイクリスト・

歩行者検知機能付衝突警告システム」は、運

転操作を補助するものです。この機能はあ

らゆる状況でどのような歩行者でも検知で

きるわけではありません。例えば、以下のよ

うな場合は検知できません。

• 体の一部が隠れている歩行者、体の輪郭

がわかりにくい衣服を着用している歩行

者、または身長が 80 cm 未満の歩行者。

• 大きな荷物などを運んでいる歩行者。

車両を適切に運転し、速度に応じて安全な距

離を保つことは、つねに運転者の責任です。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)

衝突警告システム* - 操作

衝突警告システムは、センターコンソールの画

面およびメニューシステムを使用して MY CAR

から設定します。MY CAR (p. 147)を参照して

ください。

警告信号オン/オフ

1. 衝突の危険があるときの警告音および警告灯 23

衝突警告システムの警告音と警告灯はオンまた

はオフに設定できます。

エンジンを停止したときの設定は記憶され、次

回エンジンを始動したときに同じ設定になりま

す。

注意

ブレーキサポートおよびオートブレーキ機

能は、つねに作動可能状態になっています。

非作動状態にすることはできません。

衝突警告システムは、センターコンソールの画

面およびメニューシステム MY CAR(p. 147) を

使用して設定します。

警告灯と警告音

衝突警告システムの警告灯および警告音が作動

可能状態の場合、エンジンを始動させるたびに、

警告灯(前の図の(1))の別々の光点を短く点灯

させることにより警告灯がテストされます。

エンジンの始動後、警告灯と警告音はオフにな

ります。

• メニューシステム MY CAR (p. 147)の 運転

支援システム で 衝突警告 を検索し、機能

のチェックを外します。

警告音

エンジンの始動後、警告音は単独でオン/オフに

することができます。

• メニューシステム MY CAR (p. 147)の 衝突

警告 で 警告音 を検索し、オンまたはオフ

を選択します。

その後、衝突警告システムは警告灯のみで表示

されるようになります。

23 図は略図です。車両モデルおよび詳細は実際と異なる場合があります。
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警告距離の設定
警告距離は、警告灯が点灯して警告音が鳴るま

での距離設定です。

• メニューシステム MY CAR (p. 147)の 衝突

警告 で 車間警告 を検索し、長く、ノーマ

ル、または 短く を選択します。

警告距離の設定によって、システムの感度が変

化します。警告距離が 長く のときは、警告が

早く出ます。最初に 長く を選択し、警告が出

る回数が多く感じる場合は、警告距離を ノーマ

ル に変更してください。

警告距離 短く は、ダイナミックな運転を行う

ときなど、例外的な場合にのみ使用してくださ

い。

注意

アダプティブクルーズコントロールを使用

しているときは、衝突警告システムが解除さ

れている場合でも、警告灯および警告音がク

ルーズコントロールにより作動します。

衝突警告システムは運転者に衝突の危険を

警告しますが、運転者の反応時間を短くする

ことはできません。

衝突警告システムが効果を発揮できるよう、

つねに車間警告システム(p. 240)の

車間時間を 4–5 にセットして走行してくだ

さい。

注意

状況により、警告距離長くを設定していて

も、警告が出るタイミングが遅いと感じる場

合があります。(例えば、前方を走行してい

る車両と自車の速度差が大きいときや、前方

の車両が急ブレーキをかけたときなど。)

警告

どのような自動システムであっても、あらゆ

る状況で 100%適切に機能するという保証は

ありません。このため、けっして他者や車両

を対象にオートブレーキ機能付衝突警告シ

ステムをテストしないでください。重大な

物損事故や人身事故、場合によっては死亡事

故が発生するおそれがあります。

設定の確認
必要な設定は、センターコンソール画面で設定

できます。

• メニューシステム MY CAR (p. 147)の 運転

支援システム で 衝突警告 を検索します。

メンテナンス

カメラおよびレーダーセンサー 24

センサーが正しく機能するように泥や氷、雪な

どをきれいに取り除き、洗車用洗剤と水で定期

的に洗浄してください。

注意

センサーが泥、氷、雪などに覆われていると

きは、センサーの機能が低下し、誤作動する

場合があります。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)

24 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。



運転者サポート

* オプション/アクセサリー。276

衝突警告システム* - 機能の限界
機能には限界があります。例えば、このシステ

ムは車速が 4 km/h (3 mph)に達するまでは作

動しません。

陽射しが強いとき、光の反射があるとき、運転

者がサングラスを着用しているとき、運転者が

前方をまっすぐ見ていないときなどは、衝突警

告システムの警告灯が見えにくい場合がありま

す。このため、警告音はつねに作動状態にして

ください。

路面が滑りやすいときには、ブレーキ距離は長

くなるため、衝突を回避する能力が低下する場

合があります。そのような状況では、ABS および

ESC(p. 226)システムが、安定性を保ちながら、

可能な範囲でもっとも優れた制動力を発揮しま

す。

注意

陽射しの強いときなどに車内の温度が上昇

すると、衝突警告灯が一時的に非作動となる

場合があります。このような場合は、メ

ニューシステムで解除されていても警告音

が作動します。

• 前方を走行する車両との距離が近いと

きや、ステアリングホイールやペダルの

動きが大きいとき(スポーティなドライ

ビングスタイルのとき)は、警告が出な

い場合があります。

警告

交通状況や外部環境の影響によって、レー

ダーまたはカメラセンサーが前方の歩行者、

サイクリスト、車両を正しく検出できない場

合には、警告やブレーキの介入が遅れたり

まったく作動しない場合があります。

センサーシステムが歩行者やサイクリスト

を検知できる範囲は限られています 25。歩

行者およびサイクリストが対象の場合、この

システムは車速が 50 km/h (30 mph)以下の

ときに効果的な警告およびブレーキ介入を

行うことができます。停止車両や低速の車

両に対する警告およびブレーキ介入は、速度

が 70 km/h (43 mph)以下のときに効果を発

揮します。

夜間や視界が悪いときには、停止している車

両、あるいは低速で走行している車両に対す

る警告が出ない場合があります。

歩行者およびサイクリストに対する警告お

よびブレーキ介入は、車速が 80 km/h

(50 mph)を超えると解除されます。

衝突警告システムは、アダプティブクルーズコ

ントロール(p. 243)と同じレーダーセンサーを

使用します。

警告が出る回数が多過ぎる、または警告が多く

感じる場合は、警告距離を短くします。そうす

25 サイクリストに対しては、警告およびフルブレーキ介入が大きく遅れたり、同時に作動することがあります。
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ると、システムが警告を発するのが遅くなり、

警告の回数が減少します。「衝突警告システム -

操作」(p. 274)を参照してください。

リバースギヤが作動すると、オートブレーキ機

能付衝突警告システムは一時的に解除されま

す。

オートブレーキ機能付衝突警告システムは

4 km/h (3 mph)未満の低速では作動しません。

駐車時など、非常に低速で前方の車両に接近し

ている状況でこのシステムが作動しないのはそ

のためです。

運転者が活発に運転を行っている状況では、衝

突警告の発動がわずかに遅延されます。これ

は、不要な警告を最小限に抑えるためです。

オートブレーキにより静止している物体との衝

突が回避された場合には、車両は、最大 1.5 秒間

静止したままとなります。移動している前方車

両のために車両にブレーキがかかった場合に

は、前方の車両が維持している車速と同じ速度

に減速します。

マニュアルトランスミッション装備の車両で

は、オートブレーキにより車両が静止状態にな

ると、事前に運転者がクラッチペダルを踏み込

まない限り、エンジンが停止します。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)

衝突警告システム* - カメラセン
サー機能の限界
この機能は車両のカメラセンサーを使用しま

す。カメラセンサーには一部限界があります。

車両のカメラセンサーは、オートブレーキ機能

付衝突警告システムだけでなく、以下の諸機能

によっても使用されます。

• アクティブハイビーム(p. 126)

• ロード・サイン・インフォメーション

(p. 286)

• Driver Alert Control - DAC(p. 290)

• レーン・キーピング・エイド(p. 293)

注意

カメラセンサー前面のウインドスクリーン

表面に付着した氷、雪、曇り、汚れなどはよ

く取り除き、きれいな状態を保ってくださ

い。

カメラセンサー前面のウインドスクリーン

に、なにも貼り付けたり、取り付けたりしな

いでください。カメラの効力に支障が出て、

カメラを使用している各システムが作動し

なくなる原因となります。

カメラセンサーは、人間の目と同様に限界があ

ります。例えば、暗闇、大雪や大雨、濃霧では、

反応が鈍くなる場合があります。このような状

況の下では、カメラに依存するシステムの機能

が大幅に低下するか、一時的に解除される場合

があります。

前方から強い光が射し込んでいるとき、路面か

らの反射光があるとき、路面に雪や氷があると

き、路面が汚れているとき、車線マーキングが

見えにくいときなども、カメラセンサーの機能

(例えば、車線のスキャンや他車を感知する機

能)が著しく低下するおそれがあります。

カメラセンサーの視野には限界があります。こ

のため、状況によっては歩行者、サイクリスト、

車両が検知されないか、検知が遅れる場合があ

ります。

気温が非常に高いときは、カメラの機能を保護

するために、エンジン始動後約 15 分間、カメラ

が一時的にオフになる場合があります。

故障点検および対処
ディスプレイに ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られてい

ます ﾏﾆｭｱﾙ参照 のメッセージが表示される場

合は、カメラセンサーが遮られているため、車

両前方の歩行者、サイクリスト、他の車両、ま

たは路面標識を感知できないことを意味しま

す。

同時に、この場合はオートブレーキ機能付衝突

警告システムに加え、以下の機能も完全に機能

を発揮しません。

• アクティブハイビーム

• Driver Alert Control
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• レーン・キーピング・エイド

• ロード・サイン・インフォメーション

以下の表は、表示するメッセージの考えられる

原因と、対処方の例を示しています。

原因 対処

カメラセンサー前

面のウインドスク

リーン表面が汚れ

ているか、氷または

雪が付着している。

カメラ前方のウインド

スクリーン表面の泥や

氷、雪などをきれいに

取り除いてください。

濃霧や激しい雨、雪

などが原因で、カメ

ラが正しく機能し

ていない。

対処法なし。激しい雨

や雪のときは、カメラ

が機能しない場合があ

ります。

カメラ前方のウイ

ンドスクリーン表

面を清掃した後で

もメッセージが消

えない。

しばらくお待ちくださ

い。障害が解消された

ことをカメラが感知す

るまで、数分間かかる

場合があります。

ウインドスクリー

ンの内側とカメラ

の間に汚れが付着

した。

ボルボ指定のサービス

工場で、ウインドスク

リーン内側のカメラカ

バーを清掃してくださ

い。

関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)
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衝突警告システム* - シンボルおよ
びメッセージ

シンボル A メッセージ 意味

衝突警告ｼｽﾃﾑ OFF 衝突警告システムが解除されています。

エンジンを始動したときに表示されます。

約 5秒後、または OK ボタンを 1 回押すと、メッセージが消えます。

衝突警告ｼｽﾃﾑは 利用できませ

ん

衝突警告システムを作動できません。

運転者がシステムを起動するときに表示されます。

約 5秒後、または OK ボタンを 1 回押すと、メッセージが消えます。

ｵｰﾄﾌﾞﾚｰｷが 作動しました オートブレーキが作動しました。

OK ボタンを 1回押すと、メッセージが消えます。

ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られてい

ます ﾏﾆｭｱﾙ参照

カメラセンサー(p. 277) が一時的に解除されています。

雪、氷、泥がウインドスクリーンに付着しているときなどに表示されます。

• カメラセンサー前面のウインドスクリーン表面を清掃してください。

ﾚｰﾀﾞｰが遮られて います ﾏﾆｭｱ

ﾙ参照

オートブレーキ機能付衝突警告システムが、一時的に解除されています。

雨が激しく降っている場合や、泥などがレーダーセンサーの前にたまると、 レーダーセンサー(p. 257)

が遮られ他の車両を感知することができません。

衝突警告ｼｽﾃﾑ ｻｰﾋﾞｽが必要で

す

オートブレーキ機能付衝突警告システムが、完全または部分的に解除されています。

• メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

A シンボルは概略図です - 車両モデルによって異なる場合があります。
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関連情報
• 衝突警告システム* (p. 270)
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BLIS(ブラインド・スポット・イン
フォメーション・システム)
BLIS (Blind Spot Information System) は、

交通量の多い複数車線の道路で運転者をサ

ポートする機能です。

BLIS は次のような車両の存在を警告して運転者

をサポートします。

• 死角に入っている車両

• 右側および左側の車線を走行しながら急接

近する車両

警告

BLIS は補助機能です。あらゆる状況で機能

するとは限りません。

BLIS は、安全運転やルームミラーやドアミ

ラーの使用に代わるものではありません。

BLIS は運転者の責任および注意に代わるも

のではけっしてありません。安全を確認し

て車線変更を行うのはつねに運転者の責任

です。

概要

BLIS ランプの場所 26

インジケーターランプ

BLIS 表示

注意

他の車両を感知した側のインジケーターラ

ンプが点灯します。車両が両側から追い越

されている場合は、左右のインジケーターラ

ンプが点灯します。

メンテナンス
BLIS 機能のセンサーは、車両の各隅のリアフェ

ンダー/バンパーの内側にあります。

この表面はきれいな状態に保ってください。左側も
同様です。

• もっとも効率的に作動するように、センサー

前面の領域はつねにきれいにしておいてく

ださい。

関連情報
• BLIS - 操作 (p. 282)

• BLIS および CTA - シンボルおよびメッ

セージ (p. 285)

• CTA* (p. 283)

26 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
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BLIS - 操作
BLIS (Blind Spot Information System) は、

交通量の多い複数車線の道路で運転者をサ

ポートする機能です。

BLIS の起動/解除
BLIS はエンジンが始動すると起動します。これ

は、ドアパネルのインジケーターランプが 1回

点滅することで確認できます。

オン/オフボタン

BLIS機能は、センターコンソールの BLIS ボタ

ンを押すことで解除/起動できます。

選択した装備の組み合わせによっては、セン

ターコンソールにボタンを配置するスペースが

ない場合があります。その場合、この機能は車

両のメニューシステム MY CAR27 で処理します。

• 設定 カー設定 BLISで Onまたは Off

を選択します。

BLIS が解除/起動されると、ボタン内の LED が消

灯/点灯し、コンバインド・メーター・パネルに

ディスプレイテキストが表示されて、変更が確

認できます。起動時には、ドアパネルのインジ

ケーターランプが 1回点滅します。

メッセージを消去するには：

• 左側レバースイッチの OKボタンを押してく

ださい。

または

• 約 5秒経過すると、メッセージが消えます。

BLIS の作動

BLIS の原理：1. 死角内のゾーン。2. 急速に接近す
る車両用のゾーン。

BLIS 機能は、車速が 10 km/h (6 mph)を超えて

いるときに作動します。

このシステムは、次の場合に反応するように設

計されています：

• 自車が他車によって追い越される

• 他車が自車に急速に接近している

BLIS がゾーン 1 内に車両を検知する、あるいは

ゾーン 2内に急接近する車両を検知すると、ド

アパネルの BLIS ランプが常時点灯します。こ

の状況で運転者が警告が発せられている側の方

向指示器を出すと、BLIS ランプが常時点灯から

強い点滅に変わります。

警告

BLIS は、急カーブでは作動しません。

BLIS は、後退時には作動しません。

機能の限界
• 泥、氷、雪がセンサーを覆っていると機能が

低下し、警告を発することができなくなりま

す。その場合、BLIS は危険を検知できませ

ん。

• センサーがある領域に物体やテープ、ラベル

などを貼り付けないでください。

• 車両の電気系統にトレーラーが接続される

と、BLIS が解除されます。

27 メニューシステムについては、MY CAR (p. 147)を参照してください。
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重要

BLIS および CTA 機能コンポーネントの修理

またはバンパーの塗装修理はサービス工場

で実施する必要があります。ボルボ指定の

サービス工場にお任せください。

関連情報
• BLIS(ブラインド・スポット・インフォメー

ション・システム) (p. 281)

• BLIS および CTA - シンボルおよびメッ

セージ (p. 285)

CTA*
BLIS 機能 CTA (Cross Traffic Alert) は、後

退中に横方向の交通を警告して運転者をサ

ポートします。CTA は BLIS(p. 281)の補助機

能です。

CTA の起動/解除
CTA はエンジンが始動すると起動します。これ

は、ドアパネルのインジケーターランプが 1回

点滅することで確認できます。

パークアシストおよび CTA 用センサーのオン/オフ

パークアシスト(p. 298)が搭載されている車

両では、パークアシストのオン/オフボタンで

CTA 機能を単独で作動/解除することができま

す。

パークアシストのボタンがない車両では、メ

ニューシステム MY CAR (p. 147)で CTA 機能を

操作することができます。次の手順に従ってく

ださい。

• BLIS で Cross Traffic Alert を検索し、

チェックマークを外します。CTA 機能が解

除されます。

ただし、CTA 機能が解除された後も BLIS 機能は

作動し続けます。

警告

CTA は補助機能です。あらゆる状況で機能す

るとは限りません。

CTA は、安全運転やルームミラーやドアミ

ラーの使用に代わるものではありません。

CTA は運転者の責任および注意に代わるもの

ではけっしてありません。安全を確認して

後退を行うのはつねに運転者の責任です。

CTA 作動時

CTA の原理



||

運転者サポート

284

駐車位置から後退で出る場合など、後退中に横

方向の通行を監視することで、BLIS 機能を補完

します。

CTA はもともと車両を検知するようにデザイン

されていますが、条件が整っている場合には、

サイクリストや歩行者など、小さめの対象物も

検知できる場合があります。

CTA は後退中にのみアクティブになり、トランス

ミッションでリバースが選択されると自動的に

起動します。

• 横方向から接近してくるものを CTA が感知

すると、警告音が聞こえます。この警告音

は、接近してくるものの方向に応じて、左ま

たは右のスピーカーから聞こえてきます。

• CTA は BLIS ランプも点灯させて、警告を発

します。

• 画面の PAS グラフィック(p. 298)のアイコ

ンが点灯してさらなる警告を発します。

作動限界
CTA の機能にはある程度の限界があり、すべての

状況で正しく動作するとは限りません。例え

ば、障害物(他の駐車車両など)がある場合、CTA

センサーが障害物を透視することは不可能で

す。

最初から CTA の「視野」が制限されて接近中の

車両を直前まで検知できない状況としては、以

下のような例が考えられます。

車両が駐車スペースの奥に駐車されている

CTA の死角

CTA の検知/「視認」可能範囲

角度のある駐車スペースでは、CTA の一方側は完全に
死角になる可能性があります。

ただし、運転者が車両をゆっくり後退させると、

車両と障害物との角度が変化して死角が急速に

小さくなります。

その他の作動限界の例：

• 泥、氷、雪がセンサーを覆っていると機能が

低下し、警告を発することができなくなりま

す。その場合、CTA は危険を検知できませ

ん。

• 車両の電気系統にトレーラーが接続される

と、CTA が解除されます。

重要

BLIS および CTA 機能コンポーネントの修理

またはバンパーの塗装修理はサービス工場

で実施する必要があります。ボルボ指定の

サービス工場にお任せください。

メンテナンス
BLIS および CTA 機能のセンサーは、車両の各隅

のリアフェンダー/バンパーの内側にあります。
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この表面はきれいな状態に保ってください。左側も
同様です。

• もっとも効率的に作動するように、センサー

前面の領域はつねにきれいにしておいてく

ださい。

• センサーがある領域に物体やテープ、ラベル

などを貼り付けないでください。

関連情報
• BLIS(ブラインド・スポット・インフォメー

ション・システム) (p. 281)

• BLIS および CTA - シンボルおよびメッ

セージ (p. 285)

BLIS および CTA - シンボルおよび
メッセージ
BLIS (Blind Spot Information System)

(p. 281)および CTA(p. 283)の機能に不具合

が生じたり、機能が中断した場合は、コンバイ

ンド・メーター・パネルにシンボルと説明の

メッセージが表示されます。表示された指示

に従ってください。

メッセージの例：

メッセー

ジ

意味

CTA OFF CTA は手動で解除されていま

す。BLIS は作動しています。

BLIS およ

び CTA OFF

ﾄﾚｰﾗｰあり

車両の電気系統にトレーラーが

接続されたために、BLIS および

CTA が一時的に無効になってい

ます。

BLIS およ

び CTA ｻｰ

ﾋﾞｽが必要

です

BLIS および CTA が作動してい

ません。

• メッセージが残る場合は、

ボルボ指定のサービス工場

にご連絡ください。

ディスプレイテキストは、方向指示器レバーの

OK ボタンを押して、確認できます。

関連情報
• BLIS(ブラインド・スポット・インフォメー

ション・システム) (p. 281)

• CTA* (p. 283)
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ロード・サイン・インフォメーショ
ン(RSI)
ロード・サイン・インフォメーション (RSI –

Road Sign Information) は、通過した道路標

識を運転者に知らせる補助機能です。

読み取り可能な速度関連 28 の標識の例

RSI の機能は、高速道路や幹線道路の起点/終点

時の速度や、追い越禁止などの情報を運転者に

知らせます。高速道路や公道に関する標識と制

限速度の標識の両方を通過した場合は、RSI は制

限速度のシンボルを表示します。

警告

RSI はあらゆる状況で作動するわけではな

く、補助機能に過ぎません。

安全運転を行い、適用されている交通法規や

規則に従う責任は、つねに運転者にありま

す。

関連情報
• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)*

- 操作 (p. 286)

• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)*
- 作動限界 (p. 289)

ロード・サイン・インフォメーショ
ン(RSI)* - 操作
ロード・サイン・インフォメーション (RSI –

Road Sign Information) は、通過した道路標

識を運転者に知らせる補助機能です。この機

能の仕組みについては、以下で説明されていま

す。

記録されている速度情報 29

RSI が制限速度と共に道路標識を記録している

場合、この標識がコンバインド・メーター・パ

ネルにシンボルで表示されます。

28 コンバインド・メーター・パネルに表示される道路標識は市場によって異なります。図は例の一部です。
29 コンバインド・メーター・パネルに表示される道路標識は市場によって異なります。図は例の一部です。
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現在の制限速度に関するシン

ボルと共に、該当する場合に

は、追い越しが禁止されている

ことを示す標識が表示される

こともあります。

制限区間または高速道路の終点
RSI が速度制限の終点や他の速度関連の情報(高

速道路の終点など)に関連した標識を感知する

と、対応する道路標識がコンバインド・メー

ター・パネルに 約 10 秒間表示されます。

そのような標識の例は:

全制限の終点

高速道路の終点

その後、次の速度関連の標識を検知するまで

ロード・サイン・インフォメーションは非表示

になります。

付加的標識

付加的標識の例 29

場合によっては、同一道路上であっても、異な

る制限速度標識が掲示されている場合がありま

す。このような場合には、付加的標識が表示さ

れることで、複数の制限速度が適用されている

ことがわかります。また、現在通行中の箇所は、

雨や霧発生時には特に事故が発生しやすい場所

であることもあります。

雨に関連した付加的標識はウインドスクリーン

ワイパーが作動しているときにのみ、表示され

ます。

市場によっては、出口に適用さ

れる速度が矢印を含む付加的

標識で表示されます。

この種の付加的標識を含む速

度標識は、運転者が方向指示器

を使用している場合にのみ表

示されます。

制限速度の中には、特定の距離

の走行後、または特定の時間帯

のみ適用されるものがありま

す。このような状況では、制限

速度を示すシンボルの下の付

加的標識でドライバーの注意

を促します。

付加情報の表示
コンバインド・メーター・パネ

ルの速度シンボルの下にある

空フレームの付加的標識のシ

ンボルは、RSI が現在の制限速

度の補足となる付加的標識を

検知したことを示しています。

29 コンバインド・メーター・パネルに表示される道路標識は市場によって異なります。図は例の一部です。
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ロード・サイン・インフォメーションの
オン/オフ

コンバインド・メーター・パネルの速度シンボ

ルを非表示にすることができます。

RSI 機能を解除するには:

• メニューシステム MY CAR、MY CAR (p. 147)

で機能を検索し、道路標識情報 (Road Sign

Information On) のチェックマークを外し

て、EXIT で終了します。

速度警告オン/オフ

適用されている制限速度を 5 km/h (3 mph)以上

上回ったときに、警告が発せられるよう選択す

ることができます。警告は、適用されている制

限速度を上回ったときに、制限時速を示すシン

ボルが一時的に点滅することで発せられます。

速度警告を起動するには:

• メニューシステム MY CAR、MY CAR (p. 147)

で機能を検索し、速度アラート (Speed

Alert) にチェックマークを付けて、EXIT で

終了します。

Sensus Navigation
Sensus Navigation 装備車では、以下の場合に

ナビゲーション装置から速度情報が読み取られ

ます。

• 制限速度を間接的に示す標識(自動車道路、

高速道路の標識など)を検知した場合。30

• 前に検知した標識の適用区間が終了したと

仮定されるが、新しい標識が検知されていな

い場合。

関連情報
• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)

(p. 286)

• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)*
- 作動限界 (p. 289)

• MY CAR (p. 147)

30 作動状況は、市場により異なる場合があります。
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ロード・サイン・インフォメーショ
ン(RSI)* - 作動限界
ロード・サイン・インフォメーション (RSI –

Road Sign Information) は、通過した道路標

識を運転者に知らせる補助機能です。この機

能には次のような限界があります。

RSI 機能のカメラセンサーには人間の目と同様

に限界があります。詳しくは、カメラセンサー

の作動限界(p. 277)を参照してください。

市町村や地域の名前の標識など、全般的な制限

速度に関する情報を間接的に示す標識は、RSI 機

能では記録されません。

また、次のような標識には機能しないことがあ

ります：

• 色があせた標識

• カーブに設置された標識

• 向きが変えられた標識や損傷のある標識

• 隠れている標識や取り付け位置に問題があ

る標識

• 霜や雪、泥で完全にまたは部分的に覆われて

いる標識

関連情報
• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)

(p. 286)

• ロード・サイン・インフォメーション(RSI)*
- 操作 (p. 286)

ドライバー・アラート・システム*
Driver Alert System は、運転者の運転操作能

力が低下している場合、または不注意により走

行車線を逸脱した場合、運転者を補助するよう

に設計されています。

Driver Alert System には異なる機能があり、こ

れらの機能は同時にまたは個別に作動させるこ

とができます。

• ドライバー・アラート・コントロール -

DAC(p. 290)

• レーン・キーピング・エイド(p. 295)

オンになっている機能はスタンバイモードに

セットされており、車速が 65 km/h (40 mph)を

超えると自動的に作動します。

この機能は、車速が約 60 km/h (37 mph)を下回

ると再び解除されます。

この機能もカメラを使用し、走行車線の両側の

車線マークを感知することにより機能します。

警告

Driver Alert System はあらゆる状況で作動

するわけではなく、補助機能に過ぎません。

安全運転の責任は、つねに運転者にありま

す。

関連情報
• Driver Alert Control(DAC)* (p. 290)

• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)
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Driver Alert Control(DAC)*
DAC は集中力の低下や居眠りが現れるなど運

転者の運転が不安定になると、運転者の注意を

促す機能です。

DAC の目的は幹線道路で徐々に運転能力が低下

することを感知することです。

走行している車線の両側の車線マークをカメラ

が感知し、運転者がステアリングホイールを操

作する動きと比較します。車両が車線マークに

合わせて走行していない場合、運転者に警告を

与えます。

運転者が疲労していても、運転能力に影響が出

ない場合もあります。このような場合、運転者

に警告を与えない場合があります。そのため、

疲労の兆候が現れたら、DAC の警告の有無に関

わらず、必ず停車して休憩をとるようにしてく

ださい。

注意

この機能があっても、長時間続けて運転する

ことは避けてください。運転者は定期的に

休憩し、十分休んでから運転してください。

作動限界
状況により、運転能力が低下していなくてもシ

ステムが警告を発する場合があります。例え

ば：

• 強い横風が吹いているとき

• わだちが多い路面を走行しているとき

DAC は、市街地走行を意図したものではありま

せん。

注意

カメラセンサーには限界があります。衝突

警告システム* - カメラセンサー機能の限

界 (p. 277)を参照してください。

関連情報
• ドライバー・アラート・システム*

(p. 289)

• Driver Alert Control(DAC)* - 操作

(p. 290)

• Driver Alert Control(DAC)* - シンボルお

よびメッセージ (p. 292)

• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)

Driver Alert Control(DAC)* - 操作
センターコンソール画面のメニューシステム

から設定します。

オン/オフ

Driver Alert 機能は、メニューシステム MY

CAR(p. 147) を使用してスタンバイモードに設

定することができます。

• チェックマークあり - 機能オン

• チェックマークなし - 機能オフ
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機能

Driver Alert は車速が 65 km/h (40 mph)を超

えると作動し、60 km/h (37 mph)を超過してい

る間作動し続けます。

走行が不安定になると警告音が鳴り、

ディスプレイテキスト(p. 292)の

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾗｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ 休憩してくださ

い が表示されて、ドライバーに注意

を促します。同時に、コンバインド・メーター・

パネルに関連のシンボルが点灯します。それで

も運転能力が向上しない場合、しばらくすると

再警告されます。

警告表示はオフにすることができます。

• 左側レバースイッチの OKボタンを押してく

ださい。

警告

警告は必ず真剣に受け止め、対処してくださ

い。眠気に襲われている運転者は、自分のコ

ンディションを自覚していない場合が多く

見受けられます。

警告が出た、または運転者が疲労を感じた場

合は、すみやかに安全な方法で停車し、休憩

してください。

研究調査により、疲労時の運転は飲酒運転と

同様の危険があることがわかっています。

関連情報
• ドライバー・アラート・システム*

(p. 289)

• Driver Alert Control(DAC)* (p. 290)
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Driver Alert Control(DAC)* - シン
ボルおよびメッセージ
ドライバー・アラート・コントロール - DAC

(p. 290)は、さまざまな状況で、コンバイン

ド・メーター・パネルまたはセンターコンソー

ルの画面にシンボルとディスプレイテキスト

を表示することがあります。

それは、以下のような事例です：

シンボル A メッセージ 意味

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾗｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ 休憩してくださ

い

車両の運転が不安定になっています。運転者は、警告音およびディスプレイテキストで警告を受け

ます。

ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られています

ﾏﾆｭｱﾙ参照

カメラセンサーが一時解除されています。

雪、氷、泥がウインドスクリーンに付着しているときなどに表示されます。

• カメラセンサー前面のウインドスクリーン表面を清掃してください。

カメラセンサーの制限事項については、衝突警告システム* - カメラセンサー機能の限界

(p. 277)を参照してください。

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾗｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ ｻｰﾋﾞｽが必要で

す

システムが解除されています。

• メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

A シンボルは概略図です。

関連情報
• ドライバー・アラート・システム*

(p. 289)

• Driver Alert Control(DAC)* - 操作

(p. 290)

• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)
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レーン・キーピング・エイド*
レーン・キーピング・エイドは Driver Alert

System の機能のひとつです。LKA (Lane

Keeping Aid) と呼ばれることもあります。

この機能は、特定の状況で偶発的に車線から逸

脱する危険を低減するために、高速道路や同様

の主要道路で使用することが想定されていま

す。

カメラが道路脇の線や車線マークを読み取りま

す。車両が境界線を越えそうになると、レーン・

キーピング・エイドは軽度の操舵力を駆使して、

自発的にステアリング操作を行い、車両を車線

内に戻します。

車両が境界線を踏む、または越えると、レーン・

キーピング・エイドがステアリングホイールを

振動させて運転者に警告します。

警告

LKA は、運転者を補助する機能に過ぎませ

ん。走行状況や交通、天候、路面の状態など

により作動しない場合があります。

安全運転を行い、適用されている法律や交通

規則に従う責任は、つねに運転者にありま

す。

関連情報
• レーン・キーピング・エイド - 機能

(p. 293)

• レーン・キーピング・エイド - 作動

(p. 295)

• レーン・キーピング・エイド - 機能の限界

(p. 296)

• レーン・キーピング・エイド - シンボルお

よびメッセージ (p. 297)

• ドライバー・アラート・システム*
(p. 289)

レーン・キーピング・エイド - 機能
レーン・キーピング・エイド (Lane Keeping

Aid) 機能は、いくつかの設定が可能です。

オフおよびオン
レーン・キーピング・エイドは、車線境界線が

はっきりと視認できる道路で速度が

65～200 km/h (40～125 mph)のときに作動しま

す。車線の幅が 2.6 m 未満の狭い道路では、こ

の機能は一時的に解除されます。

センターコンソールのボタンを押して、機能を

オン/オフにします。機能がオンになると、ボタ

ンのランプが点灯します。

選択した装備の組み合わせによっては、セン

ターコンソールにオン/オフボタンを配置する

スペースがない場合があります。その場合、こ

の機能は車両のメニューシステム MY CAR
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(p. 147)で制御します。次の手順に従ってくだ

さい：

• 車線内走行維持補助 を検索し、オンまたは

オフを選択します。

さらに、MY CAR では以下が選択できます：

• ステアリングホイールの振動による警告：バ

イブレーションのみ - オンまたはオフ。

• アクティブステアリング：ハンドルアシスト

のみ - オンまたはオフ。

• ステアリングホイール内の振動とアクティ

ブステアリングの両方による警告：全機能 -

オンまたはオフ。

アクティブステアリング
レーン・キーピング・エイドは、車両を車線境

界線の内側に維持するように努めます。

LKA が介入し、反対方向に操舵しようとします。

方向指示器の操作がない場合に車両が左右いず

れかの車線に接近すると、システムが車両を車

線内に戻します。

ステアリングホイールの振動による警告

LKA はステアリング操作を行い、ステアリングホイー
ルの振動で警告します。31

車両が境界線を越えると、レーン・キーピング・

エイドはステアリングホイールを振動させて運

転者に警告します。32 わずかなステアリングト

ルクの作動で車両が能動的に操舵されたとして

も、この警告は発せられます。

31 図は、境界線を越えたときの 3種類の振動を示しています。
32 ステアリングホイールの振動は、状況により異なります。車両が境界線を越える時間が長いほど、振動が強くなります。
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ダイナミックコーナリング

急な内向きカーブでは、LKA は作動しません。

状況により、レーンアシストは、ステアリング

操作や警告を行うことなく、境界線からのはみ

出しを容認することがあります。視界が開けて

いるときに隣接車線を使用して近回りをする場

合などがその一例です。

関連情報
• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)

レーン・キーピング・エイド - 作動
レーン・キーピング・エイドは、さまざまな状

況に応じてコンバインド・メーター・パネルに

直感的なグラフィックでわかりやすく表示さ

れます。それは、以下のような事例です：

注意

方向指示器が作動している間、LKA は一時的

に解除されます。

LKA が以下のようなサイドラインを「検知」する

レーン・キーピング・エイドが作動中に境界線

を検知/認識すると、LKA シンボルが白い線でこ

れを表示します。

• グレーの境界線 - レーン・キーピング・エ

イドは車両の当該側の線を認識していませ

ん。

LKA が右側で作動

レーン・キーピング・エイドは介入して、当該

側の境界線から離れるように操舵します。この

状況は以下のように表示されます。

• 該当の側のラインが赤色で表示される。

関連情報
• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)
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レーン・キーピング・エイド - 機能
の限界
レーン・キーピング・エイドのカメラセンサー

は人間の目と同様に限界があります。

詳しくは、衝突警告システム* - カメラセンサー

機能の限界 (p. 277)および (p. 275)を参照し

てください。

注意

非常に過酷な状況では、レーンアシストによ

り運転者を正しく支援することが困難な場

合があります。このような場合には、機能を

オフにすることをお薦めします。

そのような状況の例は:

• 道路工事

• 冬季特有の道路状態

• 路面の状態が悪いとき

• 著しくスポーティーな走行スタイル

• 悪天候で視界が悪くなっているとき

運転者の手はステアリングホイールに
レーン・キーピング・エイドが作動するために

は、運転者がステアリングホイールを握ってい

る必要があります。LKA は手がステアリングホ

イールに接触しているかモニターし続けます。

手の接触が検知されないと、運転者にステアリ

ング操作を自発的に行うように促すディスプレ

イテキストが表示されます。

運転者がリクエストに従ってステアリング操作

を開始しないと、レーン・キーピング・エイド

がスタンバイモードになり、運転者が車両の操

舵を再開するまでこのモードのままとなりま

す。

関連情報
• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)
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レーン・キーピング・エイド - シン
ボルおよびメッセージ
レーンアシスト機能がない場合は、コンバイン

ド・メーター・パネルにシンボルと説明のメッ

セージが表示されることがあります。該当す

る場合は、その指示に従ってください。

メッセージの例：

シンボル メッセージ 意味

ｳｲﾝﾄﾞｽｸﾘｰﾝｾﾝｻｰが 遮られていま

す ﾏﾆｭｱﾙ参照

カメラセンサーが一時解除されています。

雪、氷、泥がウインドスクリーンに付着しているときなどに表示されます。

• カメラセンサーの前のウインドスクリーンをきれいに拭いてください。

カメラセンサーの機能の限界については、衝突警告システム* - カメラセンサー機能の限界 (p. 277)お

よび (p. 275)を参照してください。

ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｴｲﾄﾞ ｻｰﾋﾞｽが必要です システムが解除されています。

• メッセージが残る場合は、ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｴｲﾄﾞ 中断されました LKA がスタンバイモードになりました。この機能がまたアクティブになると、LKA シンボルのラインが

表示されるようになります。

関連情報
• レーン・キーピング・エイド* (p. 293)
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パークアシスト*
パークアシストは、駐車をする際のサポートと

して使用してください。確認音およびセン

ターコンソールの画面に表示されるシンボル

が、障害物との距離を示します。

パークアシストの音量は、継続的な警告音が聞

こえている間に、センターコンソールの VOL ノ

ブまたは車両のメニューシステム MY CAR で調

節することが可能です。MY CAR (p. 147)を参

照してください。

パークアシストには、2種類のタイプがありま

す:

• リアのみ

• フロントおよびリア

注意

トウバーは車両の電気系統に設定されてい

るため、この機能が車両後方の障害物までの

距離を測定するとき、トウバーの突き出しは

計算に含まれます。

警告

• パークアシストは駐車時の補助システム

に過ぎず、車両の操作の責任はつねに運

転者にあります。

• このセンサーには死角があり、すべての

物体を感知することはできません。

• 車両のそばに人間やペットなどがいる場

合がありますので、十分にご注意くださ

い。

関連情報
• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

• パークアシスト* - 機能 (p. 298)

• パークアシスト* - フロント (p. 300)

• パークアシスト* - 異常表示 (p. 301)

• パークアシスト* - リア (p. 299)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト* - 機能
エンジンを始動するとパークアシストが自動

的に起動し、スイッチのオン/オフライトが点

灯します。ボタンでパークアシストを解除す

ると、LED は消灯します。

パークアシストおよび CTA33 用センサーのオン/オフ

センターコンソールの画面に、車両と障害物の

位置関係が表示されます。

33 左右からの交通の警告については、CTA(クロス・トラフィック・アラート)(p. 283)を参照
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表示画面ビュー - 左フロントと右リアの障害物を
示します。

4つのセンサーの内、どれが障害物を検知してい

るかシンボルで表示します。シンボルの表示が

車両に近ければ近いほど、車両と検知された障

害物の距離が短いことを示します。

車両前後の障害物に近づくと、確認音の間隔が

短くなります。オーディオユニットからのサウ

ンドなどは、自動的にミュート(消音)になりま

す。

センサーと障害物の距離が 30 cm 以内になる

と、確認音が連続した音に変わり、アクティブ

なセンサーに一番近いフィールドが着色表示さ

れます。車両の前後両方で、連続音が鳴る距離

内に障害物が検知された場合には、ラウドス

ピーカーから交互に音が聞こえます。

重要

チェーンや光沢のある細いポール、低い柵な

どの物体が「信号遮蔽」領域に入ってきたた

めに、センサーがこれらの物体を一時的に検

知せず、本来なら途切れのないトーンに変わ

るはずのパルス音が、不意に停止する場合が

あります。

センサーはプラットフォームなどの高い物

体を検知することはできません。

• このような場合には特に注意をはらっ

て、車両の操縦/移動を極めてゆっくり

実行するか、実行中の操作を完全に停止

してください。センサーからの情報が

つねに信頼できるとは限らない状況で

あるため、車両やその他の物体を破損さ

せる危険があります。

関連情報
• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

• パークアシスト* - フロント (p. 300)

• パークアシスト* - 異常表示 (p. 301)

• パークアシスト* - リア (p. 299)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト* - リア
パークアシストは、駐車をする際のサポートと

して使用してください。確認音およびセン

ターコンソールの画面に表示されるシンボル

が、障害物との距離を示します。

車両後方の有効距離は、約 1.5 m です。確認音

は、リアスピーカーから発信されます。

リアパークアシストは、リバースギヤにシフト

したときに作動します。

トレーラーなどをけん引バーに接続した状態で

後退する際には、リアパークアシストが自動的

に解除されます。センサーがトレーラーに反応

するためです。
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注意

ボルボ純正トレーラーケーブルを使用せず

に、トウバーにトレーラーまたはバイクキャ

リアーを取り付けて後退する際には、セン

サーがトレーラーやバイクキャリアーに反

応しないように、パークアシストを手動で解

除することが必要になる場合があります。

関連情報
• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

• パークアシスト* - 機能 (p. 298)

• パークアシスト* - フロント (p. 300)

• パークアシスト* - 異常表示 (p. 301)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト* - フロント
パークアシストは、駐車をする際のサポートと

して使用してください。確認音およびセン

ターコンソールの画面に表示されるシンボル

が、障害物との距離を示します。

エンジンを始動するとパークアシストが自動的

に起動し、スイッチのオン/オフライトが点灯し

ます。ボタンでパークアシストを解除すると、

LED は消灯します。

車両前方の有効距離は、約 0.8 m です。確認音

は、フロントスピーカーから発信されます。

フロントパークアシストは車速が 10 km/h

(6 mph)以下のときに作動します。車速が速す

ぎる(11 km/h (7 mph)以上)ためにパークアシ

ストの作動が解除された場合、速度を 10 km/h

(6 mph)未満に下げると作動状態に戻ります。

重要

補助ライトなど装着時：センサーの邪魔にな

らないように注意してください。補助ライ

トを障害物として検知して、誤作動する場合

があります。

関連情報
• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

• パークアシスト* - 機能 (p. 298)

• パークアシスト* - 異常表示 (p. 301)

• パークアシスト* - リア (p. 299)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)
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パークアシスト* - 異常表示
パークアシストは、駐車をする際のサポートと

して使用してください。確認音およびセン

ターコンソールの画面に表示されるシンボル

が、障害物との距離を示します。

コンバインド・メーター・パネルのイ

ンフォメーションシンボルが常時点

灯し、ディスプレイテキスト ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄｼｽﾃﾑ

ｻｰﾋﾞｽが必要です が表示された場合は、パーク

アシストが解除されています。

重要

状況によっては、外部サウンドソースがシス

テムと同じ超音波周波数を放出しているた

めに、パーキングセンサーから誤認の警報信

号が発せられることがあります。

例えば、車のホーン、濡れたアスファルトの

路面でのタイヤの音、エアブレーキ、および

オートバイの排気音などです。

関連情報
• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

• パークアシスト* - 機能 (p. 298)

• パークアシスト* - フロント (p. 300)

• パークアシスト* - リア (p. 299)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト* - センサーの清掃
パークアシストは、駐車をする際のサポートと

して使用してください。確認音およびセン

ターコンソールの画面に表示されるシンボル

が、障害物との距離を示します。

センサーを正しく機能させるため、水とカー

シャンプー(洗車用洗剤)で定期的に洗浄して

ください。

センサーの位置(フロント)
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センサーの位置(リア)

注意

センサーが泥、氷、雪などに覆われていると

きは、センサーの機能が低下し、誤作動する

場合があります。

関連情報
• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト* - 機能 (p. 298)

• パークアシスト* - フロント (p. 300)

• パークアシスト* - 異常表示 (p. 301)

• パークアシスト* - リア (p. 299)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト・カメラ
パーキングカメラは、リバースギヤを選択した

ときに起動する補助システムです。

このカメラからの画像は、センターコンソール

の画面に表示されます。

注意

トウバーは車両の電気系統に設定されてい

るため、この機能が車両後方の障害物までの

距離を測定するとき、トウバーの突き出しは

計算に含まれます。

警告

• パーキングカメラは補助装置であり、後

退中の運転者の責任にとって代わるもの

ではありません。

• カメラには死角があり、すべての物体を

感知することはできません。

• 車両のそばに人間やペットなどがいる場

合がありますので、十分にご注意くださ

い。

機能と操作

カメラはテールゲート開閉用ハンドルの隣にありま
す。

カメラにより、車両後方の様子や、側面から現

れるものを見ることができます。

カメラは、車両後方の広いエリアや、バンパー

やトウバーの一部も表示します。

画面上の物体はわずかに傾いているように見え

ますが、これは異常ではありません。

注意

画面上の物体は、画面上の見かけより、車両

に接近している可能性があります。

別の画像が表示されている場合には、パーキン

グカメラシステムが自動的に切り替わり、カメ

ラ画像が画面に表示されます。
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リバースギヤを選択すると、その時点でのステ

アリングホイールの角度に合わせ、後輪の予想

進路が 2本の実線で表示されます。このため、

縦列駐車や狭い場所への後退、トレーラーのけ

ん引が容易になります。車両のおおよその輪郭

も点線で表示されます。ガイドラインは非表示

にすることができます。設定(p. 305)のセク

ションを参照してください。

車両にパークアシストセンサー* (p. 298)も装

備されている場合、検知された障害物との距離

を示すために、センサーからの情報が色分けさ

れてグラフィック表示されます。後述の「リ

バースセンサー装備車」を参照してください。

このカメラは、リバースギヤが解除された後

約 5秒間、または、車速が前進の場合は 10 km/h

(6 mph)、後退の場合は 35 km/h (22 mph)を超え

るまで作動し続けます。

周囲の明るさ
カメラの画像は、周囲の明るさに応じて自動的

に調整されます。このため、画質と輝度は若干

変化します。明りが乏しい状況では、画質がわ

ずかに悪くなることがあります。

注意

もっとも効率的に作動するように、カメラの

レンズに泥や雪、氷が付着していないように

気をつけてください。これは、暗いときには

特に重要です。

ガイドライン

パークアシストのラインが、運転者に表示される際
の例

画面上のガイドラインは、車体後方の地面に引

かれたように画面に表示され、ステアリング角

に応じて変化します。運転者は、車両が旋回し

ているときでも、車両の進行方向を確認するこ

とができます。

注意

• 車両に電気的に接続されていないト

レーラーをけん引中に後退する際には、

ディスプレイに表示される線は車の経

路で、トレーラーの経路ではありませ

ん。

• トレーラーが車両のエレクトリカルシ

ステムに電気的に接続されている場合

には、画面には線は表示されません。

• ボルボ純正トレーラーケーブルを使用

してトレーラーをけん引するときには、

パーキングカメラは自動的に非作動状

態になります。

重要

ディスプレイに表示されるのは、車両後方の

様子のみであることにご注意ください。後

退時には、車両の側面や前方にも注意をは

らってください。
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境界線

システム内の他のライン

車両軌道ガイドライン

後輪軌道ガイドライン

点線(1)フレームは、バンパー後方約 1.5 m の

ゾーンを示します。また、ドアミラーや車両の

角など、車のもっとも突き出た部分の限界も示

します(車両の旋回時も同様)。

サイドラインの間に表示される幅広の後輪軌道

ガイドライン(2)は、後輪が通過する場所を示

し、障害物がない場合には、バンパーから

約 3.2 m 後方まで続きます。

リバースセンサー装備車*

色付きのフィールド(センサーごとに 1つずつ、計 4
箇所)は、距離を示します。

車両にパークアシストセンサー(p. 298)も装備

されている場合、障害物を検知したセンサーご

とに領域が色分けされて表示されます。

障害物までの距離が減少すると、着色表示の色

も薄黄色から黄色、オレンジ色を介して赤色へ

と変化します。

カラー/ペイント 距離(m)

薄い黄色 0.7–1.5

黄色 0.5–0.7

オレンジ 0.3–0.5

赤色 0-0.3

関連情報
• パークアシスト・カメラ - 設定 (p. 305)

• パークアシスト・カメラ - 作動限界

(p. 306)

• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)
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パークアシスト・カメラ - 設定

オフのカメラをオンにする
リバースギヤが選択されているときにカメラ機

能をオフにした場合、以下の方法でオンにする

ことができます。

メインソースメニュー 34

1. EXIT を 1 または 2回長押しして、メイン

ソースメニューにアクセスします。

2. TUNE を使用して「カメラ」オプションを選

択し、OK/MENU を押します。

3. 以下のメニューで次の操作を行います。 -

TUNE を使用して目的のカメラ画像を選択

し、OK/MENU を押します。画面に現在のカメ

ラ画像が表示されます。

オプション*
フロントカメラオプション装備車には、クライ

メートパネルに CAM ボタンがあります。

ボタンの場所は、他の装備のオプションに応じて異
なることがあります。

• CAM を押してカメラをオンにします。画面

に現在のカメラ画像が表示されます。

リアカメラとフロントカメラの画像を切り替え

る方法：

• CAM を押すか、または TUNE を回します。

設定を変更する
初期設定では、リバースギヤを選択したときに

カメラが起動します。

パーキングカメラの設定は、画面にカメラの画

像が表示されているときに変更することができ

ます。

1. カメラの画像が表示されているときに、OK/

MENU を押します。画面にさまざまなオプ

ションのメニューが表示されます。

2. TUNE を使用して、目的のオプションにしま

す。

3. OK/MENU を 1 回押してオプションをハイラ

イト表示し、EXIT を押して終了します。

トウバー
カメラはトレーラーけん引時にも便利です。ト

レーラー方向へのトウバーの予想軌跡に対応す

るガイドラインを、後輪軌道ガイドラインと

同様に、画面に表示することができます。

後輪軌道ガイドラインの表示またはトウバーの

軌跡の表示は切り替えることができます。両方

を同時に表示することはできません。

1. カメラ画像が表示されているときに OK/

MENU を押します。

2. TUNE を使用して、トウバー軌道ガイドライ

ン オプションを選択します。

3. OK/MENU を 1 回押してオプションをハイラ

イト表示し、EXIT を押して終了します。

34 メニューシステムについては、付録 Sensus Infotainment を参照してください。
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ズーム

正確な操作が必要な場合、カメラ画像を拡大表

示することができます。

• CAM を押すか、TUNE を回します。繰り返し

押す/回すと、通常ビューに戻ります。

利用可能なオプションが他にもある場合、ルー

プで表示されます。目的のカメラ画像が表示さ

れるまで、押して/回してください。

関連情報
• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・カメラ - 作動限界

(p. 306)

• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト・カメラ - 作動限界

注意

サイクルキャリアなどアクセサリーを車両

の後ろに取り付けるとカメラの視界を遮る

おそれがあります。

注意事項
画面上では隠れている部分が比較的小さく見え

ていても、実際に視界から隠れているのは、相

当大きな領域である場合がありますのでご注意

ください。障害物の実際の大きさは、車両がか

なり接近するまでわからない場合があります。

• カメラのレンズの泥や氷、雪などをきれいに

取り除いてください。

• カメラレンズは、ぬるま湯と洗車用洗剤で定

期的に洗浄してください。レンズを傷つけ

ないように注意してください。

関連情報
• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト・カメラ - 設定 (p. 305)

• パークアシスト* (p. 298)

• パークアシスト・パイロット(PAP)*
(p. 306)

パークアシスト・パイロット(PAP)*
パークアシスト・パイロット(PAP – Park

Assist Pilot)は、まず十分なスペースがある

かを確認し、その後ステアリングホイールを操

作して、運転者が車両を一定のスペースに駐車

する作業をサポートします。

コンバインド・メーター・パネルはエレメント

の実行時にシンボル、画像およびテキストを表

示します。

オン/オフボタンはセンターコンソール上にありま
す。

注意

トウバーは車両の電気系統に設定されてい

るため、この機能が車両後方の障害物までの

距離を測定するとき、トウバーの突き出しは

計算に含まれます。
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警告

PAP はあらゆる状況で作動するわけではな

く、補助機能に過ぎません。

車両を安全に運転し、駐車中、周囲の状況や

接近または通過する他の道路使用者に注意

をはらう最終責任はつねに運転者にありま

す。

関連情報
• パークアシスト・パイロット(PAP)* - 機能

(p. 307)

• パークアシスト・パイロット(PAP)* - 操作

(p. 308)

• パークアシスト・パイロット(PAP)* - 機能

限界 (p. 310)

• パークアシスト・パイロット(PAP)* - シン

ボルおよびメッセージ (p. 312)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

パークアシスト・パイロット(PAP)* -
機能

コンバインド・メーター・パネルはエレメント

の実行時にシンボル、画像およびテキストを表

示します。

注意

PAP 機能はスペースの寸法を測り、車両を操

舵します。運転者の役割は以下の通りです。

• 車両周辺に目を配ります

• コンバインド・メーター・パネルに表示

される指示に従います

• ギヤシフトを行います(後退/前進)

• 安全速度の制御、維持を行います

• ブレーキを操作し、停止します

エンジンが始動し、以下の条件が満たされると、

PAP が起動します。

• PAP 機能の作動中に ABS35 または ESC36 機

能が介入してはならない。これらの機能は

急勾配や滑りやすい路面などで起動するこ

とがあります。詳しくは、フットブレーキ

(p. 336)およびスタビリティ・システム

ESC(p. 226)のセクションを参照してくださ

い。

• トレーラーが車両に接続されていない。

• 速度が 50 km/h (30 mph)未満であること。

PAP の原理

PAP 機能は以下の手順で駐車を行います。

1. システムが駐車スペースを探し、スペースを

計測します。計測中の車速は 30 km/h

(20 mph)以下でなければなりません。

2. 後退中に、車両は駐車スペースに入るように

操舵されます。

3. 車両を前進/後退させて、車両を駐車スペー

スに入れます。

35 (Anti-lock Braking System) - アンチロックブレーキシステム
36 (Electronic Stability Control) - スタビリティ・システム
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関連情報
• パークアシスト・パイロット(PAP)*

(p. 306)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

パークアシスト・パイロット(PAP)* -
操作

PAP が作動すると、画像とディスプレイテキス

ト画像とディスプレイテキスト(p. 312)の両

方を使用した、シンプルでわかりやすい指示が

コンバインド・メーター・パネルに表示されま

す。

注意

駐車中にステアリングホイールを操作する

際、ステアリングホイールの位置によって

は、メーター・パネルの指示が見えなくなる

ことがありますのでご注意ください。

1 - 探索と測定値の確認

注意

PAP 機能はスペースの寸法を測り、車両を操

舵します。運転者の役割は以下の通りです。

• 車両周辺に目を配ります

• コンバインド・メーター・パネルに表示

される指示に従います

• ギヤシフトを行います(後退/前進)

• 安全速度の制御、維持を行います

• ブレーキを操作し、停止します

注意

PAP が駐車スペースを探しているときは、車

両から駐車スペースまでの距離が

0.5～1.5 m である必要があります。

PAP 機能が駐車スペースを探し、十分なスペー

スがあるか確認します。次の手順に従ってくだ

さい：

1. このボタンを押して PAP

を起動させます。走行速度は

30 km/h (20 mph)以下に維持

してください。
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2. コンバインド・メーター・パネルに気を配

り、画像とディスプレイテキストで指示があ

れば停車できるように準備してください。

3. 画像とテキストにより指示があれば、停車し

てください。

注意

PAP は車両の助手席側にある駐車スペース

を探し、指示を表示して、車両を案内しま

す。しかし、必要であれば、運転席側の路上

に駐車させることもできます。

• 運転席側の方向指示器を作動させてく

ださい。システムは運転席側の駐車ス

ペースを探します。

2 - 後退する

後退中に PAP が操舵を行い、車両を駐車スペー

スに誘導します。次の手順に従ってください：

1. 車両の後方になにもないことを確認し、リ

バースギヤを作動させてください。

2. ステアリングホイールにふれることなく、車

両を 7 km/h (4 mph)以下の速度で慎重に後

退させます。

3. コンバインド・メーター・パネルに気を配

り、画像とディスプレイテキストで指示があ

れば停車できるように準備してください。

注意

• PAP 機能が作動している間は、ステアリ

ングホイールに手を触れないようにし

てください。

• ステアリングホイールの動きが一切妨

げられず、自由に回転できるようにして

ください。

• 最適な結果を得るためには、ステアリン

グホイールが回転し終わるのを待って

から、前進/後進を始めてください。

3 - 位置調整

車両が駐車スペースに収まったら、まっすぐに

して停車することが必要です。

1. 1 速ギヤか D 位置にし、ステアリングホイー

ルが動きを止めるまで待ち、その後ゆっくり

前進してください。

2. 画像とディスプレイテキストにより指示が

あれば、停車してください。

3. リバースギヤを選択し、画像とディスプレイ

テキストにより停車するよう指示されるま

で、ゆっくり車両を後退させてください。

機能が自動的にオフになり、画像とメッセージ

により、駐車が完了したことが表示されます。

運転者が車両の位置を修正することが必要にな

る場合があります。車両が正しく駐車されてい

るか判断できるのは、運転者のみです。
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重要

パークアシストがセンサーを使用するとき

と比べ、PAP がセンサーを使用するときには、

警告距離が短くなります。

関連情報
• パークアシスト・パイロット(PAP)*

(p. 306)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

パークアシスト・パイロット(PAP)* -
機能限界

以下の場合、PAP は動作を停止します。

• 車速が速すぎるとき(7 km/h (4 mph)以上)

• 運転者がステアリングホイールに触れたと

き

• ABS37 または ESC38 機能がオンになったと

き(滑りやすい路面でタイヤがグリップ力を

失ったときなど)

PAP の手順が停止するとディスプレイテキスト

が表示されます。

注意

センサーが泥、氷、雪などに覆われていると

きは、センサーの機能が低下し、誤作動する

場合があります。

重要

状況によっては、PAP が駐車スペースを見つ

けることができない場合があります。シス

テムが使用するのと同じ超音波周波数を発

信している外部サウンドソースによって、セ

ンサーが干渉を受けることがその理由の一

つとして考えられます。

例えば、車のホーン、濡れたアスファルトの

路面でのタイヤの音、エアブレーキ、および

オートバイの排気音などです。

注意事項
パークアシスト・パイロットは、補助機能に過

ぎず、失敗のない全自動の機能ではないことを

忘れないでください。したがって、運転者はい

つでも介入できるように準備しておかなければ

なりません。他にも、駐車するときに留意して

おかなければならないことがいくつかありま

す。

• PAP は既に駐車されている車両を基準に機

能します。それらの車両が適切に駐車され

ていない場合、タイヤやホイールリムが縁石

に当たって損傷する場合があります。

• PAP は、カーブなどのない、まっすぐな道路

上に駐車することを想定して設計されてい

ます。このため、PAP が駐車スペースの広さ

37 (Anti-lock Braking System) - アンチロックブレーキシステム
38 (Electronic Stability Control) - エレクトロニック・スタビリティ・コントロールシステム
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を測定するときには、車両が駐車スペースと

平行になっていることを確認してください。

• 道幅の狭い道路では、操舵のための十分なス

ペースがないため、駐車スペースを見つけら

れないことがあります。このような場合は、

道路の駐車したい側に車両をできるだけ近

づけて運転すると、システムはスペースを見

つけやすくなります。

• アシスト機能操作中には、車両の前部が対向

車の方向に動く可能性があることに注意し

てください。

• センサーの検知エリアより高い場所にある

物体は、アシスト機能操作に必要な計算を行

うときに考慮されません。このため、PAP が

駐車スペースに対してステアリングを切る

タイミングが早くなりすぎることがありま

す。したがって、このような駐車スペースへ

の駐車は避けてください。

• PAP が選択したスペースが駐車に適してい

るかを判断する責任は運転者にあります。

• PAP の機能に影響するおそれがあるため、必

ずタイヤ空気圧が適切で、承認されているタ

イヤ 39 を使用してください。

• 大雨または雪のときには、システムが駐車ス

ペースを正しく測定できないことがありま

す。

• スノーチェーンやスペアタイヤ装着時には、

PAP を使用しないでください。

• 積荷が車両から突き出している場合には、

PAP を使用しないでください。

重要

別の承認済みホイールリムおよび/またはタ

イヤサイズに変更すると、タイヤの円周が変

化するおそれがあるため、PAP システムのパ

ラメータの更新が必要になることがありま

す。ボルボ指定のサービス工場にご相談く

ださい。

メンテナンス

PAP センサーはバンパー 40 に配置されており、フロ
ントに 6個、リアに 4個取り付けられています。

PAP 機能が正常に作動するように、PAP センサー

を水と洗車用洗剤で定期的に清掃してください

(p. 301)。

関連情報
• パークアシスト・パイロット(PAP)*

(p. 306)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)

• パークアシスト* - センサーの清掃

(p. 301)

39「承認されているタイヤ」とは、納車時に装着されていたのと同じメーカーの、同じタイプのタイヤを指します。
40 注意：図は概略図です。詳細は、車両モデルにより異なっている場合があります。
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パークアシスト・パイロット(PAP)* -
シンボルおよびメッセージ

コンバインド・メーター・パネルは、シンボル

およびメッセージの組み合わせを変更して、さ

まざまな内容のメッセージを表示し、適切な処

置に関して明確にアドバイスを伝えることがあ

ります。

パークアシスト・パイロットが解除されている

ことを示すメッセージが表示された場合は、ボ

ルボ指定のサービス工場に連絡してください。

関連情報
• パークアシスト・パイロット(PAP)*

(p. 306)

• パークアシスト・カメラ (p. 302)
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エンジンの始動
エンジンは、リモートコントロールキーおよび

START/STOP ENGINE ボタンで始動、停止しま

す。

リモートコントロールキーが外された/挿入された
イグニッションスイッチと START/STOP ENGINE ボ
タン

重要

リモートコントロールキーを不適切な向き

で押し込まないでください。脱着式キーブ

レードが付いた側を持つようにしてくださ

い。脱着式キーブレード - 取り外し/取り

付け (p. 206)を参照してください。

1. リモートコントロールキーをイグニッショ

ンスイッチに挿入し、一番奥まで押し込みま

す。

2. クラッチペダルをいっぱいに踏み込みます1

(オートマチックトランスミッション車

の場合は、ブレーキペダルを踏み込みます。)

3. START/STOP ENGINE ボタンを押して放しま

す。

スターターモーターはエンジンが始動するか、

オーバーヒート保護機能が作動するまで作動し

ます。

重要

3 回始動を試みてもエンジンが始動しない場

合には、3分待ってからもう一度試行してく

ださい。バッテリーが回復すると、始動でき

る可能性が高くなります。

警告

車両から離れる際には、必ずリモートコント

ロールキーをイグニッションスイッチから

取り出してください。また車内にお子様を

残す場合は特に、キー位置が 0 になっている

ことを確認してください。機能については、

キー位置 (p. 115)を参照してください。

注意

冷寒時、エンジン始動後のエンジン回転数

が、通常よりも若干高くなる場合がありま

す。これは、エミッションシステムをできる

だけすみやかに正常な作動温度にして有害

な排気ガスを抑え、環境を保護するためで

す。

キーレス始動(キーレスドライブ)*
ガソリンエンジンまたはディーゼルエンジンの

キーレス(p. 208)始動では、 ステップ 2～3に

従ってください。

注意

エンジンを始動するには、キーレススタート

およびロック機能内蔵のリモートコント

ロールキーが車内またはカーゴスペース内

にあることが前提です。

1 車両が動いているときは、START/STOP ENGINE ボタンを押すだけでエンジンが始動します。

。
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警告

走行中やけん引中は、リモートコントロール

キーを車両から絶対に取り出さないでくだ

さい。

関連情報
• キー位置 (p. 115)

エンジンを切る
エンジンを切る場合は START/STOP ENGINE ボ

タンを使用します。

エンジンを停止するには：

• START/STOP ENGINEボタンを押すと、エンジ

ンが停止します。

• オートマチックトランスミッション装備の

車両でギヤセレクターレバーが P 位置では

ない場合や、車両が静止していない場合に

は、START/STOP ENGINE ボタンを 2度押す

か、エンジンが停止するまで押したままにし

てください。

関連情報
• キー位置 (p. 115)

ステアリングホイールロック
ステアリングホイールロックは、盗難時などに

車両の操舵を困難にします。ステアリングホ

イールロックが作動または解除されるときに

は、機械的なノイズが聞こえる場合がありま

す。

機能
• エンジンが停止した後、運転席ドアが開く

と、ステアリングホイールロックが起動しま

す。

• リモートコントロールキーがイグニッショ

ンスイッチ 2 内にある状態で、START/STOP

ENGINE ボタンを押すと、ステアリングホ

イールロックは解除されます。

関連情報
• エンジンの始動 (p. 314)

• キー位置 (p. 115)

• ステアリングホイール (p. 121)

2 キーレス始動およびロックシステム装備車の場合、リモートコントロールキーを車内に置いておくだけで十分です。
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ジャンプスタート
メインバッテリー (p. 408)が放電した場合

は、他のバッテリーにジャンパーケーブルなど

を接続してエンジンを始動することができま

す。

車両をジャンプスタートする際には、ショート

などの損傷を防ぐため、次の手順を厳守してく

ださい。

1. 車両の電気系統をキー位置 0 にします。

キー位置 (p. 115)を参照してください。

2. 電気を供給する側のバッテリーが 12V であ

ることを確認してください。

3. 電気を供給する側のバッテリーが他車に取

り付けられている場合には、その車両のエン

ジンを切り、2台の車が接触していないこと

を確認してください。

4. 赤いリード線の一方のクランプを他車の

バッテリーのプラス端子(1)に接続します。

重要

エンジンルーム内の部品とショートしない

ように、ジャンパーケーブルは慎重に接続し

てください。

5. 自車のバッテリーのフロントカバーのク

リップを開けて、カバーを取り外します。

6. 赤いリード線の他方のクランプを車両のプ

ラス端子(2)に接続します。

7. 黒いリード線の一方のクランプを他車の

バッテリーのマイナス端子(3)に接続しま

す。

8. 黒いジャンパーケーブルの反対側のクラン

プをアースポイント(右側エンジンマウン

ティング上部、アウターボルト頭部(4))に接

続します。

9. 始動を試みたときに火花が発生することを

防ぐため、ジャンパーケーブルのクランプは

確実に接続してください。

10.「電気を供給する側の車両」のエンジンを始

動し、アイドリングよりも若干高い回転数

(約 1,500 rpm)で数分間回転させます。

11. バッテリーが放電した車両のエンジンを始

動させます。

重要

始動時にはケーブルと車両との接続部に触

れないでください。火花が発生するおそれ

があります。

12. リード線を逆の順序で外します。先に黒い

ジャンパーケーブルを外し、次に赤いジャン

パーケーブルを外してください。

> 黒いブースターケーブルのクランプが

バッテリーのプラス端子や、赤いブース

ターケーブルのクランプに接触しないよ

う注意してください。

警告

• バッテリーからは、非常に引火性の高い、

酸素と水素の混合ガスが発生します。

ジャンパーケーブルを正しく接続しない

と、火花が発生し、バッテリーが爆発す

るおそれがあります。

• バッテリー液には、腐食性の強い希硫酸

が使用されており、触れると重度のヤケ

ドを負うおそれがあります。

• 電解液が目、皮膚または衣服に付着した

場合は、ただちに大量の水で洗い流して

ください。目に入った場合は、すぐに医

師の診察を受けてください。
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関連情報
• エンジンの始動 (p. 314)

トランスミッション
マニュアルとオートマチックの 2つのトラン

スミッションタイプがあります。

• マニュアルトランスミッション(p. 317)

• オートマチックトランスミッション、ギヤト

ロニック (p. 319)

重要

駆動システムのコンポーネントへの損傷を

防止するために、トランスミッションの作動

温度が点検されます。オーバーヒートのお

それがある場合には、コンバインド・インス

トルメント・パネルの警告灯が点灯し、ディ

スプレイテキストが表示されます。この場

合、指示に従ってください。

マニュアルトランスミッション
トランスミッションの機能はギヤレシオを速

度と必要な出力に応じて変化させます。

ギヤシフトパターン

マニュアルトランスミッションには 6つのギヤ

があり、シフトパターンがギヤセレクターレ

バーに記されています。

• ギヤチェンジをしている間は、クラッチペダ

ルを奥まで踏み込みます。

• ギヤチェンジをしているとき以外は、クラッ

チペダルから足を離してください。

警告

坂道に駐車する際には、必ずパーキングブ

レーキを使用してください。ギヤに入れて

おくだけでは、不十分な場合があります。
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リバースギヤインヒビター
リバースギヤインヒビターは、前進時に誤って

リバースギヤにシフトしないように、誤操作を

防止します。

• セレクターレバーに印刷されているギヤシ

フトパターンに従います。ギヤセレクター

レバーを R 位置に動かす際には、ニュート

ラルポジション N から始めてください。

• リバースギヤへのシフトは、車両が完全に停

止してから行ってください。

関連情報
• トランスミッションフルード - グレードお

よび容量 (p. 444)

• トランスミッション (p. 317)

ギヤシフトインジケーター*
ギヤシフトインジケーターは、最良の燃費を得

るために適切なギヤチェンジのタイミングを

表示します。

環境に優しい走行を心がける上で大切な点は、

適切なギヤで走行し、余裕を持ってギヤを変更

することです。

モデルによっては補助として GSI (Gear Shift

Indicator)インジケーターがついているものも

あります。これは最良の燃費を得るためにいつ

ギヤチェンジを行えばよいか表示する機能で

す。しかし、パフォーマンスや振動のない走行

といった特性を考慮すると、高めのエンジン回

転数でギヤ変更を行う方がよい場合がありま

す。

マニュアルトランスミッション
マニュアルトランスミッショ

ン用のギヤシフトインジケー

ターです。一度に点灯するの

はマーカー 1つだけです。通

常の走行時にのみ、中央で点灯

します。

シフトアップが推奨されるときはカーソルが

「+」を点灯させ、シフトダウンが推奨されると

きはカーソルが「-」を点灯させます(図の赤印)。

オートマチックトランスミッション

液晶デジタル式コンバインド・メーター・パネ

ル、ギヤシフトインジケーターあり

フレーム内に表示されている数字は、現在のギ

ヤを示しています。

アナログ式コンバインド・メー

ター・パネルでは、中央にギヤ

ポジションとインジケーター

矢印が表示されます。

関連情報
• マニュアルトランスミッション (p. 317)

• オートマチックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)
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オートマチックトランスミッション
- Geartronic(ギヤトロニック)*
オートマチックトランスミッション、

Geartronic(ギヤトロニック)には、エンジンか

らトランスミッションに駆動力を伝える油圧

式トルクコンバーターが搭載されています。

オートマチックとマニュアルの 2つのギヤ

モードがあります。

D：オートマチックギヤポジション。+/–：マニュア
ルギヤポジション。S：スポーツモード*。3

ギヤセレクターレバーの位置が、コンバインド・

メーター・パネルに次のように表示されます：

P、R、N、D、S*、1、2、3など。

ギヤポジション
オートマチックギヤポジショ

ンはコンバインド・メーター・

パネルの右側に表示されます。

(一度にひとつのマーカーが点

灯します。現在のギヤセレク

ターレバーの位置のみを示し

ます。)

スポーツモードのシンボル「S」は、このモード

が作動するとオレンジ色になります。

P - パーキングポジション
エンジンを始動するときまたは駐車するとき

は、P 位置を選択してください。

ギヤセレクターレバーを P 位置から動かす場

合は、ブレーキペダルを踏み込み、キー位置

(p. 115)を II にする必要があります。

P 位置では、トランスミッションが機械的に

ロック状態になります。駐車するときには、

パーキングブレーキもかけてください。パーキ

ングブレーキ (p. 338)を参照してください。

注意

車両をロックしてアラームをセットするに

は、ギヤセレクターレバーが P位置であるこ

とが条件になります。

重要

車両が必ず停止してから、P 位置に入れてく

ださい。

警告

坂道に駐車する際には、必ずパーキングブ

レーキをかけてください。状況によっては、

オートマチックトランスミッション車の P

位置に入れておくだけでは、不十分な場合が

あります。

R - リバース
車両が必ず停止してから、R 位置に入れてくださ

い。

N – ニュートラル
トランスミッションが、どのギヤにも入ってい

ない状態です。エンジンを始動することができ

ます。ギヤセレクターレバーが N位置にあり、

車両が停止しているときは、パーキングブレー

キをかけてください。

ギヤセレクターレバーを N位置から他の位置に

動かす場合は、ブレーキペダルを踏み込み、キー

位置(p. 115)を II にする必要があります。

D – ドライブ
D 位置は、通常走行時に使用する位置です。加

速に応じて、すべての前進ギヤ間で自動的にシ

3 ギヤセレクターレバーのギヤシフトパターンは、エンジンオプションによって異なります。
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フトアップ、シフトダウンが行われます。ギヤ

セレクターレバーを R位置から D 位置に動かす

ときは、必ず車両が停止してから行ってくださ

い。

Geartronic(ギヤトロニック) - マニュ
アルギヤポジション(+/-)
運転者は Geartronic(ギヤトロニック)オートマ

チックトランスミッションを使用して、手動で

ギヤチェンジすることもできます。アクセルペ

ダルを放すと、エンジンブレーキがかかります。

レバーを D から横の「+/-」に動かすとマニュ

アルギヤポジションになります。コンバイン

ド・メーター・パネルのシンボル「+/-」の色が

白からオレンジに変わり、選択されたギヤに対

応する数字 1、2、3 がボックス内に表示されま

す。

• レバーを前方 +(プラス側)に移動するとギ

ヤが一段シフトアップし、レバーを放すと

「+」 と「–」の間の中立位置に戻ります。

または：

• レバーを「–」(マイナス)側に引いてシフト

ダウンして放します。

マニュアルギヤシフトモード「+/-」は、走行中

いつでも選択することができます。

Geartronic(ギヤトロニック)では、車速が選択

しているギヤの速度設定範囲を下回ると、自動

的にシフトダウンしてノッキングやストールを

防ぎます。

オートマチックモードに戻るには：

• レバーを D のエンドポジションまで横方向

に動かします。

注意

スポーツプログラムを装備したトランス

ミッションの場合、セレクターレバーを

「+/-」位置で前後に動かした後にのみ、マ

ニュアル選択になります。コンバインド・

メーター・パネルの表示が、Sから選択され

たギヤポジション(1、2、3など)に変わりま

す。

パドル*
ギヤセレクターレバーを使用するマニュアルギ

ヤチェンジに加えて、ステアリングホイールに

「パドル」と呼ばれるコントロールがあります。

ステアリングホイールのパドルを使用してギヤ

チェンジを行うには、まずこれを作動可能状態

にする必要があります。これは、パドルのひと

つをステアリングホイール側に引いて行いま

す。コンバインド・メーター・パネルの表示が

「D」から現在のギヤを表す数字へと変わります。

ギヤを一段変更するには：

• パドルのひとつを後方(ステアリングホイー

ル側)に引いて放します。

両方のステアリングホイールパドル

「-」：ひとつ下のギヤを選択します。

「+」：ひとつ上のギヤを選択します。

エンジン回転速度が許容範囲内の場合は、パド

ルを引くとギヤチェンジが実行されます。

ギヤチェンジの度に、コンバインド・メーター・

パネルの数字が変わり、現在のギヤを表示しま

す。
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注意

自動解除

ステアリングホイールのパドルが使用され

ていないとこの機能はしばらくしてから解

除されます。コンバインド・メーター・パネ

ルの表示が現在のギヤの表示から「D」へ戻

ります。

エンジンブレーキの使用中は例外です。エ

ンジンブレーキの使用中はパドルは作動可

能です。

手動解除

ステアリングホイールパドルシフターは手

動で解除することもできます。

• 両側のパドルをステアリングホイール

方向に引いたまま保持し、コンバイン

ド・メーター・パネルの表示が現在のギ

ヤの数字から「D」に変わった時点で手

を離します。

スポーツモード*でもパドルをギヤセレクターと

共に使用することができます。その場合、パド

ルは解除されずつねに作動します。

Geartronic(ギヤトロニック) - スポー
ツモード(S)

スポーツモードでは車両がスポー

ティな反応を示すようになり、エンジ

ン回転数が高めになります。同時に、

アクセルの反応が敏感になります。

アクティブなドライビングでは低めのギヤを優

先し、シフトアップのタイミングを遅らせます。

スポーツモードを作動させるには：

• ギヤセレクターレバーを D から横へ「+S–」

まで動かします。コンバインド・メーター・

パネルの表示が D から S へ変わります。

スポーツモードは、走行中いつでも選択するこ

とができます。

Geartronic(ギヤトロニック) - ウィン
ターモード
滑りやすい路面では、手動で 3速ギヤを選択す

ると、発進しやすくなる場合があります。

1. ブレーキペダルを踏み、ギヤセレクターレ

バーを D から「+/–」(エンドポジション)に

動かします。コンバインド・メーター・パネ

ルの表示が、D から 14 に変わります。

2. ギヤレバーを前方「+」(プラス)側に 2回押

して、3速ギヤを選択します。コンバイン

ド・メーター・パネルの表示が、1 から 3

に変わります。

3. ブレーキペダルを放して、注意してアクセル

を踏みます。

「ウィンターモード」は、低いエンジン回転で駆

動輪のエンジンパワーを抑えて発進します。

キックダウン
アクセルペダルをフロアまでいっぱいに(通常、

フルアクセルと思う位置よりもさらに深く)踏

み込むと、自動的に低いギヤにシフトダウンし

ます。これをキックダウンと呼びます。

アクセルペダルをキックダウン位置から戻す

と、トランスミッションは再び自動的にシフト

アップします。

キックダウンは追い越しなど、最大加速が必要

なときに使用してください。

安全機能

エンジンのオーバーレブを防止するために、ト

ランスミッションコントロールプログラムに

は、ダウンシフトインヒビターが装備されてお

り、キックダウン機能を制限しています。

Geartronic(ギヤトロニック)は、エンジン回転

数が高いために、エンジンに損傷を与えるおそ

れがあるようなダウンシフト/キックダウンは

許可しません。エンジン回転速度が高い状態で

は、この方法でシフトダウンしても、なにも起

こりません。もともとのギヤがかみ合ったまま

となります。

4 車両にスポーツモード*が装備されている場合は、「S」がまず表示されます。
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キックダウンすると、エンジン回転速度に応じ

て、ギヤ位置が 1つ以上シフトダウンします。

車速がそのギヤでの最高速度に達すると、エン

ジンを損傷させないように自動的にシフトアッ

プします。

けん引
車両をけん引する必要がある場合 - けん引

(p. 357)のセクションの重要情報を参照して

ください。

関連情報
• トランスミッションフルード - グレードお

よび容量 (p. 444)

• トランスミッション (p. 317)

ギヤセレクターインヒビター
ギヤセレクターインヒビターには、メカニカル

式とオートマチック式の 2つのタイプがあり

ます。

メカニカルギヤセレクターインヒビター

G
02

13
51

ギヤセレクターレバーは、N 位置と D 位置の間

で前後に自由に動かすことができます。それ以

外の位置はロックされており、レバーにあるイ

ンヒビターボタンを押してロックラッチを解除

します。

インヒビターボタンを押すと、レバーは P 位

置、R 位置、N 位置、D 位置の間で前後に自由

に動かすことができます。

オートマチックギヤセレクターインヒビ
ター
オートマチックトランスミッションは、特殊な

安全装置を備えています：

パーキングポジション(P)

エンジン作動、車両停止：

• ギヤセレクターレバーを他の位置に動かす

場合は、ブレーキペダルを踏みながら動かし

ます。

エレクトリックギヤインヒビター - シ
フトロックパーキングポジション(P)
ギヤセレクターレバーを P位置から他の位置に

動かす場合は、ブレーキペダルを踏み込み、キー

位置(p. 115)を IIにする必要があります。

シフトロック – ニュートラル(N)
ギヤセレクターレバーが N 位置で、車両が約 3

秒以上停止(エンジン回転とは関係なく)してい

る場合、レバーは固定されます。

ギヤセレクターレバーを N位置から他の位置に

動かす場合は、ブレーキペダルを踏み込み、キー

位置(p. 115)を II にする必要があります。
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オートマチックギヤセレクターインヒビ
ターを解除する

バッテリーの放電などが原因で車両を運転でき

ない場合、車両を移動させるためには、ギヤセ

レクターレバーを P 位置から動かすことが必

要です。

センターコンソール後方の収納ボックスイ

ンサートを持ち上げ、収納ボックスの底部に

あるバネ式ボタンを確認します。

ボタンを押し、そのまま保持します。

ギヤセレクターレバーを P 位置から動か

し、ボタンから指を離します。

4. 収納ボックスインサートを元通りに取り付

けます。

関連情報
• オートマチックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)

坂道発進支援機能(HSA)*
上り坂で走行または後退を始める前に、フット

ブレーキを放すことができます。HSA (Hill

Start Assist)機能は、坂道発進時に車両が後

退するのを防止します。

この機能では、足をブレーキペダルからアクセ

ルペダルへ動かす間の数秒間、ブレーキシステ

ム内の圧力が保持されます。

一時的に保持されるブレーキ効果は、数秒経過

するか、運転者が加速すると、解除します。

関連情報
• エンジンの始動 (p. 314)

Start/Stop*
エンジンとトランスミッションの組み合わせ

によっては、交通渋滞で静止した場合や信号待

ちで停止した場合に作動する Start/Stop 機

能が装備されています。この機能の働きによ

り、渋滞や信号待ちのときにはエンジンが自動

的に一時停止し、走行が再開できるようになっ

たらエンジンが自動的に再始動します。

環境への配慮は、ボルボ・カー・コーポレーショ

ンの全活動を導くコア・バリューです。この目

標志向により、いくつかのエネルギー節約機能

が生まれましたが、Start/Stop もその一つです。

これらはすべて燃費を向上させるための課題を

集大成したもので、その結果排気ガスのエミッ

ションも抑えることができました。

Start/Stop について

エンジンが停止します。より静かでクリーンになり
ます。
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Start/Stop 機能では、適時にエンジンをオート

ストップさせることができるため、能動的に環

境に配慮した走行を心がけることができます。

車両のメニューシステム MY CAR (p. 147)の

Drive-E には、ボルボの Start/Stop システム

の情報と、経済走行のための推奨事項が含まれ

ています。

マニュアルトランスミッションまたはオート

マチックトランスミッション

トランスミッションがマニュアルかオートマ

チックかで Start/Stop 機能は異なっています

のでご注意ください。

関連情報
• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)

• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)

Start/Stop* - 機能と操作
Start/Stop 機能は、キーを使用してエンジン

を始動すると自動的に作動します。

Start/Stop 機能は、キーを使

用してエンジンを始動すると

自動的に作動します。運転者

にこの機能への注意を促すた

めに、コンバインド・メー

ター・パネルのオン/オフボタ

ンのシンボルが点灯し、オン/

オフボタン 5 内のランプが点

灯します。

エアコンディショナーシステムのファンを高速

で使用している場合や、極端な大音量でオー

ディオシステムを使用している場合などでは、

こうした機能が一時的に軽減される場合があり

ますが、照明やラジオなど車両の通常のシステ

ムは、エンジンオートストップ中も通常通り機

能します。

エンジンのオートストップ
エンジンのオートストップが機能するには、以

下の条件が整っている必要があります。

条件 M/A
A

クラッチペダルを踏んで、セレクターレ

バーをニュートラル位置に動かして、ク

ラッチペダルから足を離してください。

エンジンが自動的に停止します。

M

フットブレーキを使用して車両を停止

し、足をペダルに乗せたままにしてくだ

さい。エンジンがオートストップしま

す。

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチック
トランスミッション。

ECO 機能が作動している場合、

車両が完全に静止する前にエ

ンジンがオートストップする

ことがあります。

エンジンタイプによっては、ECO 機能の作動有無

に関わらず、車両が静止する前にエンジンが

オートストップすることがあります。

エンジンがオートストップした場合

は、Start/Stop 機能用のコンバイン

ド・メーター・パネルのシンボルが点

灯します。

5 ガソリンエンジン搭載車にのみ適用されます。
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エンジンのオートスタート

条件 M/

AA

セレクターレバーがニュートラル位置

にあるときに：

1. クラッチペダルを踏み込むか、アク

セルペダルを踏んでください。エ

ンジンが始動します。

2. 適切なギヤに入れ、走行してくださ

い。

M

フットブレーキをゆるめてください。

エンジンがオートスタートし、走行を再

開することができます。

A

フットブレーキを踏んだまま、アクセル

ペダルを踏み込んでください。エンジ

ンがオートスタートします。

A

下り坂走行時には、以下のオプションも

利用できます。

• フットブレーキをゆるめ、車両を発

進させてください。通常の歩行速

度を上回ると、エンジンが始動しま

す。

M +

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチック
トランスミッション。

Start/Stop 機能の解除
状況によっては、オート

Start/Stop 機能を一時的にオ

フにした方がよい場合があり

ます。これは、このボタンを押

すことで実行できます 5。

機能が解除されると、コンバインド・

メーター・パネルの Start/Stop シン

ボルとボタンのランプが消灯します。

Start/Stop 機能は、ボタンを押して再起動する

か、次回キーを使ってエンジンが始動されるま

で解除されたままとなります。

スタートアシスタンス HSA
上り坂で停止している場合に、フットブレーキ

を放すとエンジンをオートスタートすることが

できます。HSA (p. 323) (Hill Start Assist)

機能が車両が後退するのを防ぎます。

HSA 機能は、エンジンがオートストップした状

態から走行を再開する際に、足をブレーキペダ

ルからアクセルペダルへ動かす間の数秒間、ブ

レーキシステム内の圧力を保持する機能です。

一時的に保持されるブレーキ効果は、数秒経過

するか、運転者が加速すると、解除されます。

関連情報
• Start/Stop* (p. 323)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)

• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)

5 ガソリンエンジン搭載車にのみ適用されます。
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Start/Stop* - エンジンが停止しな
い
Start/Stop 機能が起動していても、エンジン

は必ずしも自動的に停止するとは限りません。

次の場合にはエンジンはオートストップしませ

ん。

条件 M/A
A

キーで始動した後、または直前のオー

トストップの後、車速が約 10 km/h

(6 mph)に達していないとき。

M +

A

運転者がシートベルトのバックルを外

したとき。

M +

A

バッテリーの容量が最低許容レベルを

下回っているとき。

M +

A

エンジンが通常の作動温度に達してい

ないとき。

M +

A

外気温が氷点前後または約 30 ℃を超

えているとき。

M +

A

ウインドスクリーンの電熱機能が作動

しているとき。

M +

A

空調が事前に設定されている値 B と異

なります。換気ファンが高速で回転し

ていることで示されます。

M +

A

条件 M/A
A

車両が後退しているとき。 M +

A

メインバッテリーの温度が氷点下か、

高すぎるとき。

M +

A

運転者がより大きくステアリングホ

イールを操作したとき。

M +

A

エキゾーストシステムの粒子フィル

ターがいっぱいになったとき。一時的

に非作動になった Start/Stop 機能

は、自動クリーニングサイクル が実行

されるとすぐに再起動されます

(ディーゼル微粒子除去フィルター

(DPF) (p. 348)参照)。

M +

A

道路の勾配が非常に急なとき。 M +

A

車両の電気系統にトレーラーが電気的

に接続されているとき。

M +

A

ボンネットが開いているとき C。 M +

A

トランスミッションが通常の作動温度

に達していないとき。

A

条件 M/A
A

大気圧が海抜 1,500～2,500 m に相当

する気圧以下であるとき。大気圧は周

囲の気象条件により変化します。

A

アダプティブクルーズコントロール渋

滞アシスタントが起動しているとき。

A

ギヤセレクターレバーが D の位置から

R、S の位置 D、E または「+/-」の位置

になったとき E。

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチック
トランスミッション。

B ECC 搭載車両
C 一部のエンジンのみ。
D スポーツモード
E ガソリンエンジン搭載車にのみ適用されます。

関連情報
• Start/Stop* (p. 323)

• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)
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• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)

Start/Stop* - エンジンがオートス
タートする
運転者が走行を継続する意思がなくても、オー

トストップしたエンジンが再始動する場合が

あります。

以下のような状況では、運転者がクラッチペダ

ルを踏み込んでいない場合(マニュアルトラン

スミッション)や、ブレーキペダルから足を離し

た場合(オートマチックトランスミッション)

に、エンジンがオートスタートします：

条件 M/AA

ウインドが曇ったとき。 M +

A

空調が事前に設定されている値 B と異

なっているとき。

M +

A

一時的に電流消費量が増加していると

きや、バッテリー容量が最低許容レベ

ルを下回ったとき。

M +

A

ブレーキペダルを何度も踏み込んだと

き。

M +

A

ボンネットが開いているとき C。 M +

A

条件 M/AA

車両が動き始めたとき、または、車両

が完全に静止することなくオートス

トップした場合に速度が少し上昇した

とき。

M +

A

ギヤセレクターレバーが Dまたは Nの

位置のときに運転席ベルトロックが外

されたとき。

A

ステアリングホイールを操作している

とき C。

A

ギヤセレクターレバーが Dの位置から

Sの位置 DE、R または「+/-」の位置に

なったとき E。

A

ギヤセレクターレバーが Dの位置のと

きに運転席ドアが開かれたとき。

「ピーン」という音とディスプレイテキ

ストにより、Start/Stop 機能がアク

ティブであることがわかります。

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチック
トランスミッション。

B ECC 搭載車両
C 一部のエンジンのみ。
D スポーツモード
E ガソリンエンジン搭載車にのみ適用されます。



||

運転操作の要領

* オプション/アクセサリー。328

警告

エンジンがオートストップした際には、ボン

ネットを開けないでください。エンジンが

突然オートスタートする場合があります。

ボンネットを開ける前に、START/STOP

ENGINEボタンを使用して通常通りエンジン

を停止してください。

関連情報
• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)

• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)

• Start/Stop* (p. 323)

Start/Stop* - エンジンがオートス
タートしない
エンジンは、オートストップの後、オートス

タートしないことがあります。

以下の状況では、オートストップ後もエンジン

がオートスタートしません。

条件 M/

AA

クラッチを切らずにギヤがかみ合って

いるとき。オートスタートさせるには、

セレクターレバーをニュートラル位置

に入れるようディスプレイテキストが

表示されます。

M

運転者がシートベルトを着用していま

せん。

M

運転者がシートベルトを着用しておら

ず、ギヤセレクターレバーが P 位置で運

転席ドアが開いているとき。この場合

通常のエンジン始動手順を実施するこ

とが必要です。

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチック
トランスミッション。

関連情報
• Start/Stop* (p. 323)

• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)

• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)
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Start/Stop* - 不意の停止(マニュア
ルトランスミッション)

始動に失敗し、エンジンが停止した場合には、

以下の手順に従ってください。

1. 運転席のシートベルトがシートベルトバッ

クルに固定されているか確認してください。

2. クラッチペダルをもう一度踏み込んでくだ

さい。エンジンが自動的に始動します。

3. 場合によっては、セレクターレバーをニュー

トラル位置にすることが必要です。この場

合、コンバインド・メーター・パネルには、

テキスト ギアをニュートラルにする が表

示されます。

関連情報
• Start/Stop* (p. 323)

• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - シンボルおよびメッセージ

(p. 330)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)
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Start/Stop* - シンボルおよびメッ
セージ
Start/Stop 機能は、コンバインド・メーター・

パネルにディスプレイテキストを表示するこ

とができます。

ディスプレイテキスト
このインジケーターランプとともに、

Start/Stop 機能によりコンバイン

ド・メーター・パネルにディスプレイテキスト

が表示する場合があります。このような場合に

は、実施すべき推奨手順があります。いくつか

の例が以下の表に示されています。

シンボル メッセージ 情報/処置 M/AA

ｵｰﾄｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｻｰﾋﾞｽが必要です Start/Stop が機能していません。ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。 M +

A

ｵｰﾄｽﾀｰﾄ ｴﾝｼﾞﾝ回転中 + 警告音 エンジンがオートストップした状態およびギヤセレクターレバーが D位置の状態で運転席

ドアを開けると作動します。

A

ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝを 押して下さい エンジンはオートスタートしません。通常通り START/STOP ENGINE ボタンで始動してく

ださい。

M +

A

ｸﾗｯﾁﾍﾟﾀﾞﾙを踏んで 始動して下さい エンジンはオートスタートの準備が整っており、クラッチペダルが踏み込まれるのを待っ

ています。

M

ﾌﾞﾚｰｷとｸﾗｯﾁを踏んで 始動して下さ

い

エンジンはオートスタートの準備が整っており、ブレーキまたはクラッチペダルが踏み込

まれるのを待っています。

M

ｷﾞﾔをﾆｭｰﾄﾗﾙに 入れて始動して下さ

い

クラッチを解除せずにギヤがかみ合っています。ギヤを解除して、セレクターレバーを

ニュートラル位置に入れてください。

M
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シンボル メッセージ 情報/処置 M/AA

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝを P または Nに入れてから

始動して下さい

Start/Stop 機能は解除されています。ギヤセレクターレバーを N または P位置にし、

START/STOP ENGINE ボタンを押して、通常通りにエンジンを始動してください。

A

ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝを 押して下さい エンジンはオートスタートしません。START/STOP ENGINE ボタンを押し、ギヤセレクター

レバーを Pまたは N位置にしてエンジンを通常通り始動してください。

A

A M = マニュアルトランスミッション、A = オートマチックトランスミッション。

処置をおこなってもメッセージが消えない場合

には、サービス工場にご連絡ください。ボルボ

指定のサービス工場を推奨します。

関連情報
• Start/Stop* (p. 323)

• Start/Stop* - 機能と操作 (p. 324)

• エンジンの始動 (p. 314)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

しない (p. 328)

• Start/Stop* - エンジンがオートスタート

する (p. 327)

• Start/Stop* - エンジンが停止しない

(p. 326)

• Start/Stop* - 不意の停止(マニュアルトラ

ンスミッション) (p. 329)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)
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ECO ドライブモード*
ECO6 はオートマチックトランスミッション車

向けの画期的な機能で、燃料消費量を、運転ス

タイルに応じて、最大 5%削減できます。この

機能を使用すると、運転者は環境に優しい運転

を一層積極的に行うことができます。

概要
ECO 機能をオンにすると、以下

の点に変化が生じます。

• トランスミッションでのシフトポイント

• エンジンマネジメントおよびアクセルペダ

ルのレスポンス

• Start/Stop 機能 - 車両が完全に静止する

前にエンジンオートストップが可能。

• Eco Coast 機能がオンになる - エンジンブ

レーキが解除される。

• エアコンディショナーシステムの設定 - 一

部の電力消費機器が解除されるか、または出

力制限付き作動する。

注意

ECO 機能をオンにすると、エアコンディショ

ナーシステムの設定のいくつかのパラメー

ターが変更され、一部の電力消費機器の機能

が制限されます。一部の設定は手動でリ

セットできますが、すべての機能を回復させ

るには、ECO 機能をオフにする必要がありま

す。

ECO - 操作

ECO オン/オフ

ECO シンボル

エンジンを切ると、ECO 機能は解除されます。

したがって、エンジンの始動後、毎回作動させ

る必要があります。一部のエンジンは例外です

が、この機能が作動しているときには、コンバ

インド・メーター・パネルの ECO シンボルと

ECO ボタンのランプの点灯で簡単に確認するこ

とができます。

ECO 機能オンまたはオフ
ECO 機能が解除されると、コン

バインド・メーター・パネルの

ECO シンボルと ECO ボタン

のランプが消灯します。この

機能は、ECO ボタン をもう一

度押すまでオフのままになり

ます。

Eco Coast - 機能
Eco Coast サブ機能では、エンジンブレーキが

解除され、代わりに車両の運動エネルギーを惰

性走行に使用して、惰性走行の距離を伸ばしま

す。運転者がアクセルペダルから足を離すと、

トランスミッションとエンジンの接続が自動的

に切り離され、エンジン回転数は最小限の燃料

消費でアイドリング回転数まで低下します。

この機能は、制限速度の低い区間に入るときな

ど、減速が予想されている状況での使用が想定

されています。

Eco Coast は先を見越した運転を可能にし、運

転者はいわゆる「"Pulse & Glide"」技術を用い

て、ブレーキの使用を最小限に抑えることがで

きます。

6 V40 CROSS COUNTRY (AWD 車)には装備不可。
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Eco Coast と一時的な ECO 機能解除を組み合

わせた場合も、全体として燃料消費量の低減に

役立ちます。したがって以下のようになりま

す：

• Eco Coast オン：エンジンブレーキなしで長

距離の惰性走行 = 低燃料消費

および

• ECO 機能解除：エンジンブレーキ使用で短距

離の惰性走行 = 最小燃料消費

注意

ただし、最適な低燃費を実現するために、使

用距離が短い場合には Eco Coast の使用を

避けてください。

Eco Coast の起動
以下の条件が満たされているときに、アクセル

ペダルから完全に足を離すと、機能が起動しま

す。

• ECO ボタンがオン

• ギヤセレクターレバーが D位置

• 速度が約 65-140 km/h (40-87 mph)の範囲

内

• 下り坂の場合、勾配が約 6%以下

Eco Coast を解除する
状況により、Eco Coast 機能を解除することが

望ましい場合があります。例えば、以下のよう

な状況が該当します。

• 急勾配の下り坂 - エンジンブレーキの使用

が必要になるため。

• 追い越し操作が迫っている場合 - 可能な限

り安全に追い越しを完了できるようにする

ため。

Eco Coast の解除とエンジンブレーキの使用再

開は、以下の手順で行うことができます。

• ECO ボタンを押してください。

• セレクターレバーをマニュアル「S+/-」位置

にします。

• ステアリングホイールパドルシフターを使

用して、ギヤチェンジを行います。

• アクセルペダルまたはブレーキペダルを踏

み込みます。

Eco Coast - 機能の限界
以下の場合、この機能は使用できません。

• クルーズコントロールが作動している

• 下り坂で勾配が約 6%を超えている

• ステアリングホイールパドルシフター*を使

用して、マニュアルギヤチェンジを行った

• エンジンとトランスミッションの両方、また

はどちらか一方が通常作動温度ではない

• ギヤセレクターレバーを D-から「S+/-」位

置に動かした

• 速度が約 65-140 km/h (40-87 mph)の範囲

から外れている

さらに詳しい情報と設定

車両のメニューシステム MY CAR には、ECO コン

セプトに関する詳細情報が含まれています。MY

CAR (p. 147)を参照してください。

関連情報
• エアコンディショナーご使用にあたって

(p. 162)
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全輪駆動 7(AWD)*
全輪駆動(AWD – All Wheel Drive)は、4つの

ホイールすべてに駆動力がかかることを意味

します。全輪駆動(AWD)システムは、常時作動

しています。

AWD の原理 8

駆動力は前輪と後輪の間で、自動的に配分され

ます。電子制御式のクラッチシステムにより、

路面状況に応じて最適なグリップ力が得られる

ように駆動力が分配されます。このため、トラ

クションが最適化され、ホイールスピンが抑制

されます。通常の走行状況では、駆動力の大半

が前輪に分配されます。

AWD システムにより、降雨時、降雪時、路面凍結

時の走行安定性が向上します。

関連情報
• Hill Descent Control(HDC) (p. 334)

Hill Descent Control(HDC)9

HDC は、エンジンブレーキに例えることができ

ます。下り坂を走行中にアクセルペダルから

足を離すと、通常はエンジンの回転抵抗で減速

します(エンジンブレーキ)。しかし、道路の勾

配が急になり、車両の積載重量が大きくなる

と、エンジンブレーキにもかかわらず、車両の

惰性速度は上昇します。HDC 機能は自動的に

フットブレーキをかけてこの状況を補正しま

す。

HDC について
この機能により、急な下り坂でも、フットブレー

キを使わず、アクセルペダルの操作だけで、加

速/減速させることができます。アクセルペダ

ルの感度が低下し、一定範囲ではペダルを奥ま

で作動させても、エンジン回転速度を調整する

ことしかできないため、ペダルがより厳密に操

作できます。ブレーキシステムが自動的に作動

し、車両を一様な低い速度に保つため、運転者

はステアリングに神経を集中させることができ

ます。

HDC は、路面の起伏が激しく、スリップしやすい

箇所がある急な坂で走行する場合、特に効果を

発揮します(例えば、トレーラーに積んだボート

を斜面から進水させるときなど)。

7 V40 CROSS COUNTRY
8 図は概略図です。詳細は、市場や車両モデルにより異なっている場合があります。
9 HDC は、V40 CROSS COUNTRY AWD のみに装備可能です。
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警告

HDC はあらゆる状況で作動するわけではな

く、補助機能に過ぎません。

安全運転の責任は、つねに運転者にありま

す。

機能

HDC オン/オフ

HDC のオン/オフは、センターコンソールのス

イッチの 1つを使用して切り替えます。機能を

オンにすると、スイッチ内のランプが点灯しま

す。

HDC が正常に作動している場合、コンバ

インド・メーター・パネルのシンボルが

点灯し、ディスプレイテキスト ﾋﾙﾃﾞｨｾﾝﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ

ON が表示されます。

マニュアルトランスミッション車の場合、この

機能は 1速ギヤおよびリバースギヤのときにの

み作動します。

オートマチックトランスミッション車の場合、

マニュアルギヤシフトモード(+S)でギヤ 1 を

選択するか、または R を選択する必要がありま

す。この選択はコンバインド・メーター・パネ

ルに数字の 1 または R で表示されます。オー

トマチックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)を参照

してください。

注意

オートマチックトランスミッション車の場

合、D 位置では、HDC は作動できません。

操作
HDC 機能が作動すると車両にエンジンブレーキ

がかかり、約 10 km/h (6 mph)以下の速度で走行

するようになります(後退時は約 7 km/h

(4 mph)以下)。アクセルペダルを踏むと、その

とき選択されているギヤの速度範囲内で加速す

ることができます。アクセルペダルを離すとた

だちにブレーキがかかり、坂の勾配に関係なく、

前進速度は約 10 km/h (6 mph)、後退速度は約

7 km/h (4 mph)まで減速し、ブレーキペダルの

操作を必要としません。

HDC 機能が作動すると、ブレーキランプが自動的

に点灯します。運転者は、フットブレーキを踏

めばいつでも減速または停車をすることができ

ます。

HDC は、以下のような場合に解除されます：

• センターコンソールの On/Off ボタンを使用

した場合。

• マニュアルトランスミッション車で 1 また

は R 以外のギヤを選択した場合。

• オートマチックトランスミッション車でマ

ニュアルギヤシフトモードのときに 1 また

は R 以外のギヤを選択した場合。

機能は、いつでも解除することができます。勾

配の急な下り坂を走行中に解除した場合、解除

は即時ではなく徐々に行われます。

注意

HDC がオンであれば、アクセルペダルを起動

してからエンジンが反応するまで時間がか

かるように感じられます。

関連情報
• 全輪駆動(AWD)* (p. 334)

• オートマチックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)

• マニュアルトランスミッション (p. 317)
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フットブレーキ
フットブレーキは、走行速度を減速するために

使用します。

車両には、2つのブレーキ回路があります。一方

のブレーキ回路が損傷すると、ブレーキペダル

のストロークが長くなり、通常よりも強い力で

ペダルを踏み込まなければ正常な制動効果が得

られない状態になります。

ブレーキサーボは、ブレーキペダルの踏力を補

助する働きをします。

警告

ブレーキサーボは、エンジン作動時にのみ作

動します。

エンジンが停止しているときにブレーキペダル

を踏むと、エンジン回転時と比べてペダルが硬

く感じられ、車両の制動にいつもより大きな力

を必要とします。

坂道や起伏のある場所に駐車している場合、坂

道発進支援機能(HSA)* (p. 323)*機能装備車両

は、ペダルが普段よりもゆっくりと通常の位置

に戻ります。

起伏の激しい地域や、重い荷物を積載して走行

するときは、エンジンブレーキを使用してくだ

さい。長い下り坂を走行するときは、上りのと

きと同じギヤを使用すると、エンジンブレーキ

をもっとも効率的に活用することができます。

重い荷物を積載したときについては、エンジン

オイル - 過酷な走行条件 (p. 440)を参照し

てください。

濡れた路面におけるブレーキ作動
大雨の中をブレーキを踏むことなく長時間に渡

り走行した場合、その後ブレーキを使用した際

にブレーキの効きがわずかに遅れる場合があり

ます。この現象は、洗車後にも起こる場合があ

ります。こういった場合は、強めにブレーキを

踏み込む必要があります。このような場合に備

え、先行車両との距離は十分にとるようにして

ください。

濡れた路面を走行後、および洗車後は、ブレー

キをしっかりと踏み込みます。これによりブ

レーキディスクが温まり、より素早く乾燥し、

腐食から保護します。ブレーキをかけるとき

は、そのときどきの交通状況を考慮してくださ

い。

融雪剤が散布された路面におけるブレー
キ作動
融雪剤が散布された路面を走行すると、塩分の

層がブレーキディスクとブレーキパッドに形成

される場合があります。これにより、制動距離

が長くなることがあります。そのため、先行車

両との安全距離を通常よりも長くとるようにし

てください。また、以下の点についても注意が

必要です。

• 何度かブレーキをかけ、塩分の層を取り除き

ます。ブレーキをかけることにより、他の道

路利用者に危険がおよばないようにします。

• 走行を終了する際、および次の走行を開始す

る前に、ゆっくりとブレーキペダルを踏みま

す。

メンテナンス
信頼できる安全性能を維持するため、整備手帳・

保証書に記載されているボルボメンテナンス

サービス間隔に従って、定期点検を行って下さ

い。

交換したばかりの新品のブレーキパッドおよび

ブレーキディスクは、数百キロメートル走行し

て部品が馴染むまでは本来の制動効果を発揮し

ません。制動効果の不足分を補うために、ブ

レーキペダルを通常よりも強めに踏み込んでく

ださい。ボルボでは、認定されたブレーキパッ

ドの使用を推奨しています。

重要

ブレーキシステム構成部品の摩耗状況を定

期的に点検してください。

手順に関する情報をサービス工場にお問い

合わせいただくか、サービス工場に点検を依

頼してください。ボルボ指定のサービス工

場をお薦めします。
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コンバインド・メーター・パネル内のシ
ンボル

シンボル 意味

警告灯が点灯したままの場合は、

ブレーキフルードレベルを点検

してください。ブレーキフルー

ドレベルが低いときは補充し、ブ

レーキフルードが減った原因を

確認してください。

エンジン始動時に 2秒間点灯し

ます。これは自動機能点検です。

警告

 と  が両方同時に点灯している

場合は、ブレーキシステムに不具合があるお

それがあります。

リザーバータンクのブレーキフルードレベ

ルが正常であるにも関わらず警告灯が点灯

し続ける場合は、最寄りのボルボ指定のサー

ビス工場まで慎重に走行し、ブレーキシステ

ムの点検を受けてください。

ブレーキフルードレベルがリザーバータン

クの MINマークより低い場合は、ブレーキフ

ルードを補充するまで絶対に運転しないで

ください。

ブレーキフルードが減った原因を確認して

ください。

関連情報
• パーキングブレーキ (p. 338)

• フットブレーキ - アダプティブブレーキラ

ンプおよび自動非常点滅灯 (p. 338)

• フットブレーキ - エマージェンシー・ブ

レーキ・アシスタンス (p. 338)

• フットブレーキ - アンチロックブレーキシ

ステム (p. 337)

フットブレーキ - アンチロックブ
レーキシステム
アンチロックブレーキシステム ABS(Anti-

lock Braking System)は、ブレーキ時にホイー

ルがロックされるのを防ぎます。

この機能は、操舵が可能な状態を保ち、ハンド

ル操作で衝突を回避できるようにします。ABS

が作動すると、ブレーキペダルに振動が感じら

れる場合がありますが、これは異常ではありま

せん。

エンジン始動後、ブレーキペダルから足を放し

たときに、ABS の自己診断機能が短時間作動しま

す。低速走行時に、ABS システムの自動テストが

さらに行われることがあります。このテスト中

には、ブレーキペダルで振動が感じられること

があります。

関連情報
• フットブレーキ (p. 336)

• パーキングブレーキ (p. 338)

• フットブレーキ - アダプティブブレーキラ

ンプおよび自動非常点滅灯 (p. 338)

• フットブレーキ - エマージェンシー・ブ

レーキ・アシスタンス (p. 338)
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フットブレーキ - アダプティブブ
レーキランプおよび自動非常点滅灯
アダプティブブレーキランプは、急ブレーキを

かけた際、後続車にそれを知らせて注意を促す

ためのものです。このライトは通常のブレー

キランプ(点灯)と異なり、点滅を繰り返しま

す。

アダプティブブレーキランプは、50 km/h

(31 mph)を超える速度で走行中に ABS が作動し

ているとき、および/または急ブレーキをかけた

ときに作動します。車速が 10 km/h (6 mph)を

下回ると、ブレーキランプは点滅から通常の点

灯に戻ります。同時に、非常点滅灯(p. 133)が

作動し、運転者が加速して車速が 20 km/h

(12 mph)以上になるかボタンで解除されるまで

点滅を続けます。

関連情報
• フットブレーキ (p. 336)

• パーキングブレーキ (p. 338)

• フットブレーキ - エマージェンシー・ブ

レーキ・アシスタンス (p. 338)

• フットブレーキ - アンチロックブレーキシ

ステム (p. 337)

フットブレーキ - エマージェン
シー・ブレーキ・アシスタンス
エマージェンシー・ブレーキ・アシスタンス

EBA(Emergency Brake Assist)は、ブレーキ力

を強めて制動距離を縮めます。

EBA は、運転者のブレーキ操作の傾向を感知して

必要に応じてブレーキ力を強めます。ブレーキ

圧力は、ABS システムが作動するレベルまで増大

します。EBA 機能は、ブレーキペダルの踏力が弱

まると一時停止します。

注意

EBA 機能が作動し、フルブレーキ効果を発揮

している間は、ブレーキペダルが通常よりも

少し奥に入りますが、ブレーキペダルは離さ

ずに踏み続けてください。ブレーキペダル

を離すと、ブレーキの作動が止まります。

関連情報
• フットブレーキ (p. 336)

• パーキングブレーキ (p. 338)

• フットブレーキ - アダプティブブレーキラ

ンプおよび自動非常点滅灯 (p. 338)

• フットブレーキ - アンチロックブレーキシ

ステム (p. 337)

パーキングブレーキ
パーキングブレーキは、ホイール 2輪を機械的

にロック/ブロックして、静止状態の車両が動

き出すことを防止します。

警告

坂道に駐車する際には、必ずパーキングブ

レーキを使用してください。状況によって

は、ギヤ(オートマチックトランスミッショ

ン車の場合は P)に入れておくだけでは、不十

分な場合があります。

コンバインド・メーター・パネルの警告灯

パーキングブレーキの作動
1. フットブレーキペダルを踏み込みます。
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2. パーキングブレーキレバーを確実に引きま

す。

> コンバインド・メーター・パネルに警告

灯  が点灯します。警告灯はパー

キングブレーキをかける強さに関係なく

点灯します。

3. フットブレーキペダルをゆるめて、車両が静

止したままであることを確認します。

4. 車両が動く場合は、パーキングブレーキレ

バーをさらに強く引くことが必要です。

駐車時はつねに、1速ギヤをかみ合わせておく

(マニュアルトランスミッション)か、またはギ

ヤセレクターレバーを P位置(オートマチック

トランスミッション)に入れます。

坂道での駐車
上り坂で駐車する場合：

• ステアリングホイールを車道側に若干回し

ます。

下り坂で駐車する場合：

• ステアリングホイールを歩道側に若干回し

ます。

パーキングブレーキの解除
1. フットブレーキペダルを踏み込みます。

2. レバーを若干持ち上げ、ボタンを押しながら

レバーを解放し、ボタンから手を離します。

> コンバインド・メーター・パネルの警告

灯が消灯します。

運転者がパーキングブレーキを解除し忘れたま

ま車速が 10 km/h (6 mph)を超えると、警告灯の

点灯に加え、警告音が鳴り、コンバインド・メー

ター・パネルにメッセージが表示されて運転者

に注意を促します。

関連情報
• フットブレーキ (p. 336)

水たまりでの運転
水たまりでの運転とは、冠水した道路上の深い

水たまりを通る走行を意味します。その際は、

十分な注意が必要です。

水深が 30 cm 以下の場合は、歩行速度未満で走

行することが可能です。水の流れがある場合

は、十分に注意して走行してください。

水たまりを走行するときは、低速を維持し、車

両を停止させないでください。水たまり通過

後、ブレーキペダルを軽く踏み、ブレーキの効

き具合を確認してください。ブレーキライニン

グが濡れたり泥が付着すると、ブレーキが効く

までの時間が長くなるおそれがあります。

• 水たまりなどを走行した後は、必要に応じて

エレクトリックヒーターおよびトレーラー

カップリングのコネクターを清掃してくだ

さい。

• ドアシルに届くほどの深い水たまりに、長い

間停車しないでください。電気装置の故障

の原因となるおそれがあります。
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重要

エアフィルターに水が入ると、エンジンが損

傷するおそれがあります。

水深 30 cm 以上の水たまりを走行すると、ト

ランスミッション内部に水が入るおそれが

あります。システム内のフルードを混濁さ

せて、システムの耐用年数が短くなるおそれ

があります。

コンポーネント、エンジン、トランスミッ

ション、ターボチャージャー、ディファレン

シャル、またはその内部コンポーネントが洪

水、静水ロック、またはオイル不足により損

傷した場合、保証は適用されません。

深い水たまりの中でストールしたときは、エ

ンジンを再始動しないでください。車両を

けん引して、水たまりから外に出して、ボル

ボ指定のサービス工場に搬送してください。

エンジン故障の危険があります。

関連情報
• 車両移動 (p. 360)

• けん引 (p. 357)

オーバーヒート
起伏の激しい地域や気温が高いときなど特殊

な条件では、エンジンや駆動システムがオー

バーヒートする場合があります。特に重い荷

物を積載しているときは、ご注意ください。

トレーラーけん引時にオーバーヒートが発生し

た場合の情報は、トレーラーなどのけん引

(p. 350)を参照してください。

• 気温の高い状況下で走行するときは、グリル

の前に補助ライトなどを取り付けないでく

ださい。

• エンジンのクーリングシステムの温度が異

常に高くなると、コンバインド・メーター・

パネルのインフォメーション・ディスプレイ

に警告灯が点灯して、ディスプレイテキスト

ｴﾝｼﾞﾝ高温 安全に停車して下さい が表示さ

れます。安全な場所に停車して、エンジンを

数分間アイドリングさせて温度を下げてく

ださい。

• ディスプレイテキスト ｴﾝｼﾞﾝ高温 ｴﾝｼﾞﾝを

停止して下さい または ｸｰﾗﾝﾄﾚﾍﾞﾙ低下 安

全に停車して下さい が表示された場合は、

停車してエンジンを止めてください。

• トランスミッションのオーバーヒートのお

それがある場合には、内蔵の保護機能が作動

し、コンバインド・メーター・パネルの警告

灯が点灯し、ディスプレイテキスト ﾄﾗﾝｽﾐｯ

ｼｮﾝ高温 減速して下さい または ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ

高温 安全に停車し 冷却するまで待機 が表

示されます。表示された指示に従って減速

し、安全な場所に停車して、エンジンを数分

間アイドリングさせ、トランスミッションの

温度を下げてください。

• 車両がオーバーヒートすると、冷暖房が一時

的に停止する場合があります。

• 長時間過酷な条件下で走行した後は、停車直

後にエンジンを停止しないでください。

注意

エンジン停止後も、エンジンクーリングファ

ンがしばらく回転を続ける場合があります

が、これは異常ではありません。

関連情報
• トレーラーを使用した走行 - マニュアルト

ランスミッション (p. 351)

• トレーラーを使用した走行 - オートマチッ

クトランスミッション (p. 351)
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テールゲートを開けたままの走行
テールゲートを開けたまま走行する際に、有害

な排気ガスがカーゴスペースから車内へ入る

ことがあります。

警告

テールゲートを開けたまま、走行しないでく

ださい。テールゲート開口部から、有害な排

気ガスを車内に引き込んでしまうおそれが

あります。

関連情報
• 荷物の積み込み (p. 189)

過負荷 - メインバッテリー
車内のさまざまな電気機器により、バッテリー

にさまざまな負荷が加わります。エンジン停

止時のキー位置 II は避けるようにしてくだ

さい。代わりに、I モードを使用すると、電力

の消費を抑えることができます。キー位置 -

各レベルでの機能 (p. 115)を参照してくださ

い。

電気系統に負担をかけるような、各種アクセサ

リーにも注意してください。エンジンを停止し

ているときに、電力を大量に消費するような機

能を使用しないでください。そのような機能の

例は：

• ベンチレーションファン

• ヘッドライト

• ウインドスクリーンワイパー

• オーディオシステム(大音量)

バッテリー電圧が低下すると、インフォメー

ション・ディスプレイにﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧低下 ﾊﾟﾜｰｾｰ

ﾌﾞﾓｰﾄﾞのメッセージが表示されます。バッテ

リーの負担を軽減するために節電機能が働い

て、ベンチレーションファンやオーディオシス

テムなど、一部の機能を解除または制限します。

– この場合には、エンジンを始動し、走行する

など、エンジンを最低 15 分回転させたまま

にして、バッテリーを充電してください。

バッテリーは、車両が静止したままエンジン

をアイドリングさせるよりも、走行時の方が

効率よく充電できます。

関連情報
• メインバッテリー - 概要 (p. 408)
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長距離走行の前に
長距離走行の前には、以下の点検を行いましょ

う。

• エンジンの作動状態や燃料消費量(p. 448)

が正常かどうか確認してください。

• 燃料、オイル、その他のフルードなどが漏れ

ていないか確認してください。

• すべてのバルブ(電球)の機能、およびタイヤ

のトレッドの深さを点検してください。

• 一部の国では、三角警告板(停止表示板)

(p. 374)の装備が法律により義務付けられ

ています。

関連情報
• エンジンオイル - 点検および補充

(p. 394)

• スペアタイヤ* (p. 368)

• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

冬季の運転
冬季の運転では、安全に走行するためいくつか

の点検を行うことが重要です。

注意事項:
冷寒時は、特に次の点にご注意してください。

• グリコールを 50%含むエンジンクーラント

(p. 443)を必ず使用してください。この

クーラントは約 -35 ℃までエンジンを凍結

から保護します。健康を害する危険を避け

るため、異なる種類のクーラントを混合しな

いでください。

• 凝結水が発生しないように、燃料タンクを満

タンにしてください。

• エンジンオイルの粘度は非常に重要です。

粘度の低いオイル(やわらかいオイル)を使

用すると冷寒時にエンジンが始動しやすく

なり、またエンジンが暖機されるまでの燃料

消費量が低減されます。適切なオイルにつ

いての詳細は、エンジンオイル - 過酷な走

行条件 (p. 440)を参照してください。

重要

過酷な条件下で走行するときや、気温が高い

ときは、粘度の低いオイルは絶対に使用しな

いでください。

• バッテリーの状態および充電レベルを、必ず

点検してください。冷寒時はバッテリーに

大きな負担がかかり、容量が低下します。

• リザーバータンクの凍結を防ぐため、不凍性

のウォッシャー液(p. 407)を使用してくだ

さい。

降雪や路面凍結のおそれがあるときは、ロード

ホールディングを最適化するため、ボルボ社で

は全輪へのウインタータイヤの装着をお薦めし

ます。

注意

一部の国では、ウインタータイヤの使用が法

律によって義務付けられています。一部の

国では、スタッドタイヤの使用が禁止されて

います。

スリップしやすい路面での運転
スリップしやすい路面での運転を体験してくだ

さい。安全で、なおかつスリップしやすい場所

を選んで運転し、車両がどのような動きをする

か体験してください。
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燃料給油口フラップ - 開閉
燃料給油口フラップは次のように開閉します。

燃料給油口フラップの開閉

ハッチの後ろ側を軽く押して、燃料給油口フ

ラップを開けます。

フラップを外します。

燃料補給が終わったらフラップを閉じます。

燃料給油口フラップのロック/ロック解除につ

いては、ロック/ロック解除 - 燃料給油口フ

ラップ (p. 217)を参照してください。また、燃

料給油口フラップのロック機能は、キーレスシ

ステムおよびセントラルロックシステムのロッ

ク/ロック解除と連動します。

関連情報
• 適切な給油方法 (p. 343)

燃料給油口フラップ - 手動
燃料給油口フラップを外側から開けることが

できなければ、手動で開けることができます。

カーゴスペースのサイドハッチを開き、取り

外します(燃料給油口フラップと同じ側)。

ラインをまっすぐ後ろ向きに引きます。フ

ラップは外側から開けることができます。

重要

ワイヤーは丁寧に引いてください。ハッチ

ロックを解除するのに、ほとんど力は要りま

せん。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 燃料給油口フラップ

(p. 217)

• 適切な給油方法 (p. 343)

適切な給油方法
燃料タンクには、給油キャップのない燃料給油

口システムが取り付けられています。給油は

次の手順で行います。

重要

• ディーゼルエンジン搭載車にディーゼ

ル以外の燃料を補給しては絶対にいけ

ません。

• ガソリンエンジン搭載車にガソリン以

外の燃料を補給しては絶対にいけませ

ん。

• 指定グレードの燃料を使用してくださ

い。

誤った燃料を少量でも使用すると、燃料系統

やエンジンが損傷するおそれがあります。
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1. 燃料給油口フラップを開けます。

2. 車両への使用が承認されている燃料を使用

してください。

承認されている燃料の詳細については、ガソ

リン(p. 345)およびディーゼル(p. 346)

のそれぞれの項を参照してください。

3. ポンプのノズルを燃料給油口に差し込みま

す。注意しながらノズルを確実にフィラー

パイプに挿入してください。フィラーパイ

プは、開く 2つのフラップで構成されていま

す。必ず両方のフラップの奥までノズルを

押し入れてから、給油を開始してください。

4. 燃料タンクに燃料を入れ過ぎないようにご

注意ください。給油機が最初に自動停止し

た時点で、給油をやめてください。

注意

過度に給油すると、気温の高いときはタンク

内の燃料が膨張して漏れ出すおそれがあり

ます。

注意

燃料がこぼれないように、燃料補給完了後約

5～8 秒待ってからノズルを外すようにして

ください。

関連情報
• 燃料容器での給油 (p. 348)

• 燃料給油口フラップ - 開閉 (p. 343)

燃料 - 取り扱い
エンジン出力が低下したり燃費が悪化するお

それがありますので、ボルボ社が指定するグ

レードに満たない燃料は使用しないでくださ

い。

警告

燃料の蒸気を吸い込んだり、燃料の飛沫が目

に入ったりしないように、つねに注意してく

ださい。

万が一、燃料の飛沫が目に入った場合、コン

タクトレンズを使用している際はコンタク

トレンズを取り出して、十分な流水で最低 15

分間目を濯いだ後、医師による診察を受けて

ください。

燃料は絶対に誤飲しないでください。ガソ

リンやディーゼルなどの燃料は毒性が非常

に強く、飲み込んだ場合、永久的な障害、あ

るいは死にいたるおそれがあります。万が

一、燃料を飲み込んだ場合は、ただちに医師

の診察を受けてください。
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警告

地面にこぼれた燃料が、引火するおそれがあ

ります。

燃料を補給する前に、フューエルドリブン

ヒーターのスイッチを必ずオフにしてくだ

さい。(該当車両)

絶対に電源の入った携帯電話を携帯して燃

料を補給しないでください。受発信の際の

微弱な電流から出る火花により燃料蒸気に

引火して、火災やヤケドを負うおそれがあり

ます。

重要

異なるタイプの燃料を混合した場合や、推奨

されていない燃料を使用した場合には、ボル

ボの保証およびその他のサービス契約はす

べて無効になります。これは、どのエンジン

にも当てはまります。

注意

悪天候、トレーラーをけん引しながらあるい

は標高の高い地域での走行、不適切な燃料の

使用などが組み合わさると、車両が本来の性

能を発揮できない場合があります。

関連情報
• 経済走行 (p. 349)

燃料 - ガソリン
ガソリンはガソリンエンジン搭載車用のエン

ジン燃料です。

大手メーカーのガソリンのみを使用してくださ

い。品質が疑われるような燃料は、絶対に使用

しないでください。ガソリンは、EN 228 または

JIS K 2202 規格に適合している必要がありま

す。

重要

• エタノール含有量が体積パーセントで

10%以下の燃料が使用できます。

• JIS K2202 E3、JIS K2202 E10 および

EN 228 E10 ガソリン(体積パーセントで

10%以下のエタノール混合)は使用が許

可されています。

• エタノールの混合率が E10(体積パーセ

ントで 10%以下のエタノール混合)より

も高い燃料(例：E85)は使用が禁止され

ています。

オクタン価
• 通常の走行条件では、95 RON 以上のガソリ

ンを使用することができます。

• 性能を最適化し、燃料消費量を低減するた

め、98 RON の使用をお薦めします。

外気温が+38 ℃以上の天候下で走行する場合

は、性能を最適化して燃費をよくするため、で

きるだけ高いオクタン価のガソリンを使用して

ください。

重要

• 触媒コンバーターが損なわれないよう、

必ず無鉛ガソリンを使用してください。

• 金属添加物の含まれている燃料は使用

しないでください。

• ボルボ社が推奨していない燃料添加剤

は一切使用しないでください。

関連情報
• 経済走行 (p. 349)

• 燃料 - 取り扱い (p. 344)

• 適切な給油方法 (p. 343)
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燃料 - ディーゼル
ディーゼルはディーゼルエンジン搭載車用の

エンジン燃料です。

大手メーカーのディーゼル燃料のみを使用して

ください。品質が疑われるような燃料は、絶対

に使用しないでください。EN 590、SS 155435、

または JIS K 2204 規格に適合しているディー

ゼル燃料のみ使用してください。ディーゼルエ

ンジンは、燃料の汚染(過剰な量の硫黄や金属な

ど)に敏感です。

寒冷時(0 ℃未満)は、ディーゼル燃料の中にパ

ラフィンが析出して、着火不良の原因となるこ

とがあります。販売されている燃料の品質は季

節および気候帯により調整されていますが、極

端な気象条件や古い燃料、異なる気候帯の移動

が原因でパラフィンが析出することがありま

す。

タンク内の燃料の量が多ければ、凝結水の発生

が防止できます。給油時はフューエルフィラー

パイプの周囲が汚れていないか点検してくださ

い。塗装面に燃料をこぼさないように注意して

ください。塗装面にこぼれた燃料は、洗剤と水

を使用して洗い流してください。

重要

ディーゼル燃料の条件：

• EN 590、SS 155435 または JIS K 2204

規格に適合している

• 硫黄含有量が 10 mg/kg 以下である

• FAME10 (B7)が 7 vol %以下である

重要

次のようなディーゼル燃料は、絶対に使用し

ないでください：

• 特殊な燃料添加剤

• 船舶用ディーゼル燃料

• 暖房用の油

• FAME11 および植物油

これらの燃料はボルボ社の推奨基準に達し

ておらず、摩耗を早め、エンジンが損傷する

原因になります。不正な燃料を使用したこ

とが原因で発生した損傷には、ボルボ社の保

証は適用されません。

燃料切れ

燃料切れでエンジンがストールした場合には、

燃料システムを点検する必要があります。燃料

タンクにディーゼル燃料を注入した後、エンジ

ンを始動する前に以下の手順に従ってくださ

い。

1. リモートコントロールキーをイグニッショ

ンスイッチに挿入し、奥まで押し込みます。

キー位置(p. 115)を参照してください。

2. ブレーキやクラッチペダルを踏み込まずに

STARTボタンを押してください。

3. 約 1 分間待ちます。

4. エンジンを始動します。ブレーキとクラッ

チペダルの両方、またはどちらか一方を踏み

込み、もう一度 STARTボタンを押します。

注意

燃料が切れて、燃料を補給する前に：

• できる限り平坦な地面に停車してくだ

さい。車両が傾いていると、燃料供給部

分にエアポケットができる可能性が高

くなります。

フューエルフィルターのサービス間隔
最適な性能を維持するために、指定のサービス

間隔に従ってフューエルフィルターを交換する

ことと、この用途向けに開発された純正パーツ

を使用することが重要です。

10 脂肪酸メチルエステル
11 FAME (B7)が 7 vol %以下のディーゼル燃料を使用できます。
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関連情報
• ディーゼル微粒子除去フィルター(DPF)

(p. 348)

• 燃料 - 取り扱い (p. 344)

• 経済走行 (p. 349)

触媒コンバーター
触媒コンバーターは、排気ガスを浄化する働き

があります。短時間で作動温度に達するよう

に、エンジンの近くの排気系統に装着されてい

ます。

触媒コンバーターは、モノリスタイプ(セラミッ

クまたは金属製)です。表面に金属(白金、ロジ

ウムおよびパラジウム)が吸着されており、これ

らの金属が触媒として作用し、排気ガス中の有

害物質の化学反応(酸化・還元)を促進します。

ラムダソンド TM ヒーター付き酸素セン
サー
ラムダソンドは有害な排気ガスを低減し、燃焼

効率を向上させるためのエンジンコントロール

システムの一部です。詳しくは、燃料消費量お

よび CO2 排出量 (p. 448)を参照してくださ

い。

酸素センサーが排気ガスに含まれる酸素の濃度

を絶えずモニターします。その結果をエンジン

の燃料噴射をコントロールする電子装置に送り

ます。空燃比は継続的に調節されます。調節機

能は、効率のよい燃焼のために最適な条件を生

み出すだけでなく、三元触媒コンバーターと共

に、有害物質(炭化水素、一酸化炭素、窒素酸化

物)の排出量を低減する働きをします。

関連情報
• 経済走行 (p. 349)

• 燃料 - ガソリン (p. 345)

• 燃料 - ディーゼル (p. 346)
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燃料容器での給油
燃料容器から給油する(p. 343)際には、カーゴ

スペースのフロアハッチの下にある漏斗を使

用してください。

重要

車内での予備燃料容器の保管については、国

ごとに法律が異なります。適用される法律

や規則を確認してください。

注意しながら、漏斗を確実にフィラーパイプに

挿入してください。フィラーパイプには開閉式

のフラップが 2つあります。必ず両方のフラッ

プの奥まで漏斗を押し入れてから、給油を始め

てください。

関連情報
• ロック/ロック解除 - 燃料給油口フラップ

(p. 217)

• 燃料給油口フラップ - 手動 (p. 343)

ディーゼル微粒子除去フィルター
(DPF)
ディーゼルエンジン搭載車は、より効率のよい

エミッションコントロールのため、ディーゼル

微粒子除去フィルターが装着されています。

通常の走行時、排気ガス中の粒子状物質はフィ

ルターに集められます。いわゆる｢再生｣が開始

されると、フィルターに吸着した微粒子が燃焼

され、フィルターが空になります。再生を開始

するためには、エンジンが通常の作動温度に達

している必要があります。

フィルターの再生は自動で行われ、通常

10～20 分かかります。平均速度が低い場合、再

生時間が多少長くなる場合があります。再生中

は、燃料消費量が若干増える場合があります。

冷寒時の再生
低温時に短距離を頻繁に運転する場合には、エ

ンジンは通常の作動温度に到達しません。この

ため、ディーゼル微粒子除去フィルターの再生

が実施されず、フィルターは空になりません。

フィルターの約 80%まで黒煙の微粒子が詰まる

と、コンバインド・メーター・パネルに黄色の

三角警告灯が点灯し、インフォメーション・ディ

スプレイに ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子ﾌｨﾙﾀｰが 一杯です。

ﾏﾆｭｱﾙを 参照して下さい メッセージが表示さ

れます。

エンジンが暖機されるまで(可能であれば高速

道路や主要幹線で)走行して、フィルターの再生

を開始させます。約 20 分以上、走行を続けてく

ださい。

注意

再生中は、以下のような状況が発生する場合

があります。

• 一時的にエンジン出力のわずかな減少

が感じられる

• 燃費が一時的に上昇する

• 焦げたような臭いがする

再生が完了すると、警告メッセージは自動的に

消えます。

冷寒時にパーキングヒーター*を使用すると、エ

ンジンをより早く正常な作動温度にすることが

できます。

重要

フィルターに微粒子が詰まると、エンジンの

始動が困難になる場合や、フィルターが機能

しなくなる場合があります。この結果、フィ

ルターの交換が必要になる場合があります。

関連情報
• 燃料 - ディーゼル (p. 346)

• 経済走行 (p. 349)
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経済走行
先を予測して、運転スタイルと速度をその時々

の交通状況に合わせながらスムーズに運転す

ることで、環境に優しい、経済的な走行をする

ことができます。

• ECO Guide*(p. 102) を使用してください。

車両がどれくらい効率的に運転されている

かを確認できます。

• 燃料消費量をさらに低く抑えるために、ECO

ドライブモード 12 をオンにしてください。

• Eco Coast13 フリーホイール機能を使用して

ください。エンジンブレーキが解除され、車

両の運動エネルギーを使用して、惰性走行の

距離を伸ばすことができます。

• 走行条件に合わせ、できるだけ高いギヤで走

行してください。エンジン回転が低ければ、

燃料消費も小さくなります。ギヤシフトイ

ンジケーター(p. 318)14 を使用してくださ

い。

• 一定の速度で走行し、他の車両や障害物との

間に十分な距離を確保して、ブレーキ操作を

最小限に抑えてください。

• 高速走行では、燃料消費量が増加します。速

度が速くなると、空気抵抗が大きくなりま

す。

• エンジンが暖機されるまでアイドリングを

続けるより、始動後すみやかに発進し、通常

の負荷で運転してください。エンジンは、冷

えているときの方が温まっているときより

も多くの燃料を消費します。

• 正しいタイヤ空気圧で走行し、空気圧は定期

的に点検してください。 最適な効果を得る

ために、ECO タイヤプレッシャーを選択して

ください。タイヤ - 承認された空気圧

(p. 450)を参照してください。

• 使用するタイヤにより、燃費が変わります。

適切なタイヤに関する情報は、ディーラーに

お問い合わせください。

• 不必要な荷物は車から取り出してください。

荷物が多いほど、燃料消費も多くなります。

• 他の道路使用者に支障を与えない場合は、エ

ンジンブレーキを有効に使用して減速して

ください。

• ルーフ上にスペースボックスや荷物などを

載せて走行すると、燃料消費量が増加しま

す。使用していないロードキャリアは取り

外してください。

• 不必要に、パワーウインドを開けて走行しな

いでください。

詳しくは、環境理念 (p. 23)および燃料消費量

および CO2 排出量 (p. 448)を参照してくださ

い。

警告

下り坂走行時などであっても、車が動いてい

る間はけっしてエンジンを停止しないでく

ださい。パワーステアリングやブレーキ

サーボといった重要なシステムが作動しな

くなります。

12 オートマチックトランスミッション車に適用されます。
13「ECO ドライブモード」を参照してください。
14 マニュアルトランスミッション車に適用されます。
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トレーラーなどのけん引
トレーラーを使用した走行では、トーイングブ

ラケットやトレーラー、トレーラー内の荷物の

配置など、考慮すべき重要なポイントがいくつ

かあります。

最大許容重量は、車両重量により異なります。

乗員およびトウバーなど車両に装着されている

アクセサリーの総重量の分だけ、最大許容重量

が小さくなります。詳しくは、重量 (p. 435)

を参照してください。

ボルボ指定のサービス工場でトーイングブラ

ケットを取り付けた場合は、トレーラーけん引

に必要な装備が整っています。

• 認定されたタイプのトーイングブラケット

をご使用ください。

• トウバーを後付けする場合は、トレーラーけ

ん引のために必要な装備が整っているか、ボ

ルボ指定のディーラーで確認してください。

• トウボールにかかる荷重が最大荷重を超え

ないように、トレーラー内の重量を配分して

ください。

• タイヤの空気圧は、定員乗車時の推奨空気圧

に調節してください。タイヤ空気圧につい

ては、タイヤ - 承認された空気圧

(p. 450)を参照してください。

• トレーラーなどのけん引時は、エンジンに通

常の場合よりも大きい負荷がかかります。

• 新車時は、重いトレーラーなどのけん引をひ

かえてください。少なくとも 1,000 km 走行

するまで、お待ちください。

• 長い急な下り坂では、ブレーキに通常よりも

大きな負荷がかかります。シフトダウンし

て、速度を調節してください。

• 安全のため、トレーラーけん引中の車両用の

速度規制を上回らないようにしてください。

速度と重量に関する規則を厳守してくださ

い。

• トレーラーをけん引して勾配の急な長い坂

道を上るときは、低速で走行してください。

• 道路の勾配が 12%を超える場合は、トレー

ラーなどのけん引を行わないでください。

トレーラーケーブル
車両のトーイングブラケットのコネクターが

13 ピンコネクターで、トレーラーのコネクター

が 7ピンコネクターの場合は、アダプターが必

要です。ボルボ社が認可したアダプターを使用

してください。ケーブルが地面にふれていない

ことを確認してください。

トレーラーの方向指示器とブレーキラン
プ
トレーラーの方向指示器が故障している場合

は、コンバインド・メーター・パネル内の方向

指示器用表示灯が通常よりも速く点滅し、イン

フォメーション・ディスプレイにテキスト ﾄﾚｰ

ﾗｰｳｲﾝｶｰ故障 が表示されます。

トレーラーのブレーキランプのいずれかに不具

合が生じると、ﾄﾚｰﾗｰｽﾄｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ故障というテキ

ストが表示されます。

オートレベライザー*
車両の搭載重量に関係なく(ただし、最大許容重

量以下)、走行中にリアサスペンションが適正な

高さに調節されます。停車時は、リアサスペン

ションが少し下がりますが、これは異常ではあ

りません。

トレーラーの重量
ボルボ社の最大許容トレーラー重量について

は、けん引重量およびトウボール荷重

(p. 436)を参照してください。

注意

このマニュアルに記載されたトレーラーの

最大許容重量は、ボルボ社が指定した重量で

す。各国の法律によって、トレーラーの最大

許容重量やトレーラーけん引時の最高速度

が厳しく制限されている場合があります。

トウバーによっては、車両が実際にけん引で

きる重量よりも大きい最大許容荷重が認定

されているものもあります。

警告

けん引に関する重量の注意事項を厳守して

ください。緊急回避操作や急ブレーキ時に、

車両が操縦不能となるおそれがあります。
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関連情報
• トーイングブラケット (p. 352)

• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

トレーラーを使用した走行 - マ
ニュアルトランスミッション
気温が高いときに丘陵地帯をトレーラーなど

をけん引(p. 350)して走行すると、オーバー

ヒートのおそれがあります。

• エンジン回転速度が 4,500 rpm (ディーゼ

ルエンジンでは 3,500 rpm)を超えない範囲

で走行してください。エンジンオイルの温

度が異常に高くなるおそれがあります。

関連情報
• マニュアルトランスミッション (p. 317)

トレーラーを使用した走行 - オー
トマチックトランスミッション
起伏の激しい地域や気温が高いときにトレー

ラーをけん引して走行すると、車両がオーバー

ヒートするおそれがあります。

• オートマチックトランスミッションは、負荷

とエンジン回転速度に合った適切なギヤを

選択します。

• オーバーヒートが発生した場合、コンバイン

ド・メーター・パネルに警告灯が点灯し、イ

ンフォメーション・ディスプレイにディスプ

レイテキストが表示されます。指示に従っ

てください。

急勾配の坂
• オートマチックトランスミッションをエン

ジンに無理な負荷がかかるような高いギヤ

に選択しないでください。つねに高いギヤ

でエンジン回転速度を低めに保つことがよ

いとは限りません。

坂道での駐車
1. フットブレーキを踏みます。

2. パーキングブレーキをかけます。

3. ギヤセレクターレバーを P位置に入れます。

4. フットブレーキを離します。

• トレーラーなどをけん引して駐車するとき

は、ギヤセレクターレバーを P 位置に入れ
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てください。必ずパーキングブレーキをか

けてください。

• トレーラーを接続した状態でやむをえず坂

道に駐車する場合は、必ず輪止めを使用して

ください。

坂道発進：
1. フットブレーキを踏みます。

2. ギヤセレクターレバードライブポジショ

ン D に入れます。

3. パーキングブレーキを解除します。

4. フットブレーキを離し、走行を開始します。

関連情報
• オートマチックトランスミッション -

Geartronic(ギヤトロニック)* (p. 319)

トーイングブラケット
トーイングブラケットは車両にトレーラーを

連結して走行できるようにするためのもので

す。

脱着式トウバー装着車では、脱着セクションの

取り付け指示に注意深く従ってください。脱着

式トウバー* - 取り付け/取り外し (p. 354)を

参照してください。

警告

ボルボ純正脱着式トウバー装着車の場合：

• 指示に従って慎重に取り付けてくださ

い。

• 走行前に、脱着式セクションを必ずキー

でロックしてください。

• インジケーターウインドが緑になってい

ることを確認してください。

重要な点検
• トウバーのトウボールはつねに清掃し、定期

的にグリースを塗ってください。

警告

脱着式トウバーの可動部分は、絶対に潤滑剤

やオイルを塗布しないでください。安全性

が損なわれるおそれがあります。

注意

振動ダンパー付きのヒッチを使用する際に

は、トウボールは絶対にグリースを塗らない

でください。

トウボールにクランプ固定するタイプのサ

イクルキャリアを取り付ける場合も同様で

す。

関連情報
• トレーラーなどのけん引 (p. 350)

• 脱着式トウバー* - 仕様 (p. 353)

• 脱着式トウバー* - 保管 (p. 353)
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脱着式トウバー* - 保管
脱着式トウバーはカーゴスペースに保管して

ください。

使用しない場合、脱着式トウバーはカーゴスペース
フロア下のフォームブロック 15 の中に保管してくだ
さい。

重要

脱着式トウバーは、使用後に必ず取り外して

車両の所定位置に保管してください。

関連情報
• 脱着式トウバー* - 仕様 (p. 353)

• 脱着式トウバー* - 取り付け/取り外し

(p. 354)

• トレーラーなどのけん引 (p. 350)

脱着式トウバー* - 仕様
脱着式トウバーの仕様

G
02

14
85

マウンティングポイントの寸法(mm)

A 887

B 73

C 881

D 441

E 109

F 306

G サイドメンバー

H ボールセンター

15 図は概略図です。フォームブロックの外観は車両の装備により異なることがあります。
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関連情報
• 脱着式トウバー* - 取り付け/取り外し

(p. 354)

• 脱着式トウバー* - 保管 (p. 353)

• トレーラーなどのけん引 (p. 350)

脱着式トウバー* - 取り付け/取り外
し
脱着式トウバーの取り付け/取り外しは次のよ

うに行います。

取り付け

最初にキャッチ  を押し、プロテクティ

ブカバーをまっすぐ後方  に引いて取り

外します。

G
02

14
87

キーを右に回して、ロック解除位置になって

いることを確認します。

G
02

14
88

インジケーターウインドが赤になっている

ことを確認します。

G
02

14
89

カチッと音がするまで、トウボールセクショ

ンを差し込みます。
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G
02

14
90

インジケーターウインドが緑になっている

ことを確認します。

G
00

00
00

ロック位置までキーを左に回します。ロッ

クからキーを抜きます。

G
02

14
94

トウボールセクションを上下および後方に

引いて、確実に固定されているか確認しま

す。

警告

トウボールが正しく装着されていない場合

は、必ず一度取り外してから、前項の指示に

従って装着し直してください。

重要

トウボールのボール部分にのみグリースを

塗り、トウバーの他の部分は、必ずきれいで

乾燥した状態に保ってください。

注意

振動ダンパー付きのヒッチを使用する際に

はトウボールは絶対にグリースを塗らない

でください。

G
02

14
95

セーフティケーブル

警告

トレーラーのセーフティケーブルは必ず適

切なブラケットに接続してください。

脱着式トウバーの取り外し

キーを差し込んで右に回し、ロックを解除し

ます。
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ロッキングホイール  を押し込み、カ

チッと音がするまで左に  回します。

ロッキングホイールを下に向けて、止まるま

で回します。この位置で保持したまま、トウ

ボールを後方に引き上げます。

警告

脱着式トウボールを車両内に保管する場合

は、確実に固定してください(脱着式トウ

バー* - 保管 (p. 353)参照)。

プロテクティブカバーをカチッと音がする

まで押し込みます。

関連情報
• 脱着式トウバー* - 保管 (p. 353)

• 脱着式トウバー* - 仕様 (p. 353)

• トレーラーなどのけん引 (p. 350)

トレーラー・スタビリティ・アシス
ト - TSA16

トレーラー・スタビリティ・アシスト TSA

(Trailer Stability Assist) 機能は、車両と

トレーラーが蛇行を始めた場合に安定化を図

るものです。

TSA は スタビリティ・システム(p. 226)ESC 17

に含まれています。

機能
蛇行は、どのような車両とトレーラーの組み合

わせでも発生します。通常、蛇行は高速走行時

に発生します。しかし、トレーラーに過剰な負

荷がかかっている場合や、積荷の配分が不適切

(後に偏っている)な場合、低めの走行速度でも

発生するおそれがあります。

蛇行が発生する要因として、次のようなものが

あります。

• トレーラーをけん引している車両が、強い突

風を横から受けた場合。

• 起伏のある道や、穴の上を走行した場合。

• 急なハンドル操作。

操作
いったん蛇行が発生してしまうと抑制するのは

非常に難しく、抑制できない場合もあります。

こうなると車両およびトレーラーの運転操作が

困難になり、別車線にはみ出したり、車道を逸

脱するおそれがあります。
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トレーラー・スタビリティ・アシスト機能は、

車両の動き(特に横方向の動き)を連続的に監視

します。蛇行を感知すると前輪の左右個別にブ

レーキをかけ、車両およびトレーラーの安定化

を図ります。多くの場合、この段階で車両の制

御が回復します。

TSA の初期制御で回復しない場合は、車両および

トレーラーのすべての車輪にブレーキをかけ、

エンジン出力を低下させます。蛇行が徐々に解

除され、車両およびトレーラーが安定すると、

TSA システムは停止します。運転者は車両を再

び完全に制御できるようになります。詳しく

は、エレクトロニック・スタビリティ・コント

ロール(ESC) - 概要 (p. 226)を参照してくだ

さい。

その他
TSA システムは高速走行時に作動することがあ

ります。

注意

運転者が Sport モードを選択すると、TSA

機能が解除されます(エレクトロニック・ス

タビリティ・コントロール(ESC) - 概要

(p. 226)を参照してください)。

運転者が蛇行を修正しようとして、ハンドルを

激しく操作すると、TSA が作動しない場合があり

ます。蛇行を引き起こしているのが、トレー

ラーか運転者か、TSA では判断できないためで

す。

TSA が作動しているときには、コンバ

インド・メーター・パネルの ESC17 シ

ンボルが点滅します。

関連情報
• エレクトロニック・スタビリティ・コント

ロール(ESC) - 概要 (p. 226)

けん引
けん引では、けん引ロープを使用して 1台の車

両をもう 1台の車両がけん引します。

けん引を行う前に、必ず法律で定められている

制限速度などを確認してください。

1. 車両の非常点滅灯を作動させます。

2. けん引ロープをけん引フックに取り付けま

す。

3. イグニッションスイッチにリモートコント

ロールキーを差し込み、START/STOP ENGINE

ボタンを長押ししてステアリングホイール

ロック(p. 315)のロックを解除します。

キー位置 II (p. 115)が有効になります。

4. けん引中は、リモートコントロールキーを絶

対に抜かないでください。

5. けん引車の速度が低下した場合には、不必要

な急な引きを避けるために、ブレーキペダル

を軽く踏み、ロープが張った状態を保ちま

す。

6. 足は必ずブレーキペダルに置いて、いつでも

踏める状態にしてください。

16 ボルボ純正トウバーの取り付けに含まれます。
17 (Electronic Stability Control) - エレクトロニック・スタビリティ・コントロール
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警告

• けん引を開始する前に、ステアリングホ

イールロックが解除されていることを確

認してください。

• リモートコントロールキーを必ず II位

置にしてください。I 位置では、全エア

バッグが非作動状態になります。

• けん引中は、リモートコントロールキー

をイグニッションスイッチから絶対に抜

かないでください。

警告

エンジンが停止しているとブレーキサーボ

やパワーステアリングが機能しません。ブ

レーキペダルを踏み込むには約 5 倍の力が

必要となり、ステアリングも通常よりかなり

重く感じられます。

マニュアルトランスミッション
けん引を始める前に：

– ギヤセレクターレバーをニュートラルに入

れ、パーキングブレーキを解除します。

オートマチックトランスミッション
Geartronic(ギヤトロニック)

重要

必ず車両の前進方向にのみ、けん引してくだ

さい。

• オートマチックトランスミッション車

はけん引時の走行速度 80 km/h

(50 mph)以下、けん引距離 80 km 以内を

厳守してください。

けん引を始める前に：

– ギヤセレクターレバーを N に入れ、パーキ

ングブレーキを解除します。

ジャンプスタート
けん引によって、エンジンを始動させないでく

ださい。バッテリーが放電し、エンジンが始動

しない場合は、他車のバッテリーを使用してく

ださい。ジャンプスタート (p. 316)を参照し

てください。

重要

エンジンをけん引始動しようとすると、触媒

コンバーターに損傷が発生するおそれがあ

ります。

関連情報
• 非常点滅灯 (p. 133)

• けん引フック (p. 359)
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けん引フック
別の車両をけん引するときは、けん引フックを

使用します。けん引フックは、フロントまたは

リアバンパーの右側にある、カバーがついたネ

ジ式のソケットに取り付けます。

けん引フックの取り付け

1. カーゴスペースフロアの下のフォームブ

ロックに収納されているけん引フックを取

り出します。

2. けん引フック取付け部のカバーには 2種類

あり、それぞれ次のように開くことが必要で

す。

• コインなどを溝に差し込んで、リアバン

パーの溝を開き、注意して外向きに回し

てください。その後、カバー全体を外側

に曲げ、取り外してください。

• フロントバンパーの溝には、片側または

角に印が付いています。この印を指で押

しながら、反対側/角を引き出します。カ

バーは軸の周りを回転するように開き、

取り外すことができます。

3. けん引フックを、フランジが当たるまでねじ

込みます。ホイールレンチ* を使用するな

どして、けん引フックを確実に取り付けてく

ださい。

重要

けん引フックは、路面での車両のけん引専用

です。溝に落ちた車両の引き上げなどには

使用しないでください。けん引が必要な場

合は、レッカーサービスに連絡して救援を求

めてください。

取り外し
1. 使用後は、けん引フックを回して取り外しま

す。けん引フックをフォームブロック内の

元の位置に戻します。

2. バンパーのカバーも元通りに取り付けてく

ださい。

関連情報
• けん引 (p. 357)

• 車両移動 (p. 360)
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車両移動
車両移動とは他の車両によって自車を輸送す

ることを指します。

車両移動が必要な場合は、レッカーサービスに

連絡して救援を求めてください。

レッカー車の平台へ車両を引き上げるときに

は、けん引フックを使用できる場合があります。

車両の位置と車高により、使用の可否が決まり

ます。レッカー車のスロープの傾斜が急すぎな

い場合、または車高が十分ではない場合、けん

引フックで車両の引き上げを試みると、車両が

損傷するおそれがあります。必要に応じ、レッ

カー車のリフト装置を使用して車両を持ち上げ

てください。

重要

必ず車両の前進方向にのみ、けん引してくだ

さい。

関連情報
• けん引 (p. 357)



ホイールおよびタイヤ



ホイールおよびタイヤ

362

タイヤ - メンテナンス
特にタイヤには、荷重を支え、路面のグリップ

力を提供し、振動を抑制して、ホイールを摩耗

から保護する機能があります。

走行特性
タイヤは、車両の走行特性に大きく影響します。

タイヤの種類、サイズ、タイヤ空気圧、速度記

号は、車両の性能に大きな意味を持ちます。

タイヤの耐用年数
製造日から 6年以上経過したタイヤは、摩耗し

ていなくても必ず専門家による点検が必要で

す。ほとんど使用されていない場合や、一切使

用されていない場合でも、タイヤは経年劣化し、

変質します。そのため、機能が低下します。こ

れは、将来使用するために保管しておくタイヤ

すべてに当てはまります。亀裂や変色などがあ

るタイヤは、絶対に使用しないでください。

新しいタイヤ

タイヤは消耗品です。製造後数年が経過する

と、タイヤは次第に硬くなり、接地性が悪くな

ります(経年劣化)。タイヤを交換するときは、

できるだけ製造年が新しいタイヤと交換してく

ださい。特に、ウインタータイヤの場合は重要

です。最後の 4桁の数字は、そのタイヤの製造

週と製造年を表しています。これはタイヤの

DOT マーク(Department of Transportation)と

呼ばれ、例えば 1510 のように表示されます。図

中のタイヤは 2010 年第 15 週に製造されたもの

です。

サマータイヤおよびウインタータイヤ
サマータイヤとウインタータイヤを交換すると

きなどは、タイヤをどこから取り外したかわか

るように、例えば、左前輪なら「左前」、右後輪

なら「右後」のように、各タイヤに必ずマーク

を付けてください。

摩耗とメンテナンス
タイヤ空気圧(p. 364)が適正であれば、タイヤ

は均一に磨耗します。タイヤの寿命および摩耗

は、運転スタイル、タイヤ空気圧、気候および

路面状況などに影響されます。前輪と後輪のタ

イヤをローテーションすると、タイヤの片減り

や不均一な タイヤの摩耗(p. 364)を防ぐこと

ができます。初回は約 5,000 km 走行後、その後

10,000 km の走行毎に実施してください。ト

レッド溝の深さについてご不明な点は、ボルボ

指定のサービス工場にお問い合わせください。

タイヤ間で摩耗の度合いが著しく異なる(ト

レッドの深さの差が> 1 mm より大きい)場合に

は、一番摩耗が少ないタイヤを必ず後輪に装着

してください。アンダーステア時は、車両後部

が片側に横滑りするよりまっすぐ前進するた

め、オーバーステア時より修正しやすいのが普

通です。後輪が横滑りすると、車両の制御を完

全に失う可能性がありますので、後輪が前輪よ

り早くグリップ力を失うことがないようにする

ことが重要です。

タイヤにホイールを取り付けた状態で保管する

ときは、横に寝かせるか吊るすかをしてくださ

い。立てかけた状態で保管しないでください。

警告

タイヤが損傷していると、車両を制御できな

くなるおそれがあります。
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関連情報
• タイヤ - サイズ (p. 366)

• タイヤ - 速度記号 (p. 366)

• タイヤ - 回転方向 (p. 363)

タイヤ - 回転方向
トレッドパターンが一方向にのみ回転するよ

うにデザインされているタイヤは、サイド

ウォール部にタイヤの回転方向が矢印で表示

されています。
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矢印は、タイヤの前進回転方向を示します。

タイヤの使用期間中、前進時の回転方向がつね

に同じになるように装着してください。タイヤ

は前後の入れ替えはできますが、絶対に左右を

入れ替えないでください。タイヤが正しく装着

されていない場合、降雨時などでブレーキ性能

が低下する原因になります。摩耗が少ない(ト

レッド溝が深い)タイヤをリアに装着すると、ス

リップしにくくなります。

注意

同じタイプ、同じサイズで、同じメーカーの

ものを装着するよう徹底してください。

タイヤ空気圧一覧表に記載されている推奨のタ

イヤ空気圧(p. 364)を使用してください。

関連情報
• タイヤ - サイズ (p. 366)

• タイヤ - 速度記号 (p. 366)

• タイヤ - メンテナンス (p. 362)

• タイヤ - トレッド磨耗インジケーター

(p. 364)
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タイヤ - トレッド磨耗インジケー
ター
タイヤの摩耗インジケーターはタイヤのト

レッドの深さの状態を示します。
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タイヤの摩耗インジケーター

トレッド摩耗インジケーターは、タイヤのト

レッドパターンの縦溝を横切るように埋め込ま

れている細い隆起物です。タイヤの側面に

TWI(Tread Wear Indicator)の文字が表示され

ています。トレッド溝の深さが 1.6 mm になる

と、トレッドはトレッド摩耗インジケーターと

同じ高さになります。すみやかに新しいタイヤ

と交換してください。摩耗したタイヤは、雨や

雪で濡れた路面などでグリップ力が非常に悪く

なり、スリップの原因になります。

関連情報
• タイヤ - 速度記号 (p. 366)

• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

• タイヤ - 回転方向 (p. 363) タイヤ - 空気圧
タイヤの空気圧はそれぞれ異なる場合があり

ます。空気圧の測定単位はバール(bar)です。

タイヤ空気圧の点検
タイヤ空気圧は毎月点検する必要があります。

空気圧の点検はタイヤが冷えた状態で行ってく

ださい。「冷えたタイヤ」とは、外気温と同じ温

度のタイヤを指します。タイヤは数 km 走行し

ただけで温まり、内部の空気圧が上がります。

タイヤ空気圧が不十分であれば、燃料消費が増

加し、タイヤの寿命が短くなり、車両の走行特

性に悪影響をおよぼします。タイヤ空気圧が低

すぎると、走行中にタイヤが過熱して損傷する

おそれがあります。タイヤ空気圧は、走行快適

性やロードノイズ、走行特性に影響します。

注意

タイヤ空気圧は時間と共に低下しますが、こ

れは異常ではありません。タイヤ空気圧は、

外気温によっても変化します。
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タイヤ空気圧表示ラベル
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運転席側ドアピラー(フレームとリアドアの間)

にタイヤ空気圧表示ラベルがあり、異なる荷重

および走行速度におけるタイヤの適正空気圧が

表示されています。これはタイヤ空気圧一覧表

にも記載されています。

車両の推奨タイヤサイズに適した空気圧と、燃

費向上につながる ECO プレッシャーの情報は、

印刷版オーナーズマニュアルに記載されていま

す。

注意

タイヤの空気圧は、温度によって変化しま

す。

燃費、ECO プレッシャー
荷重が軽く(3 人以下)、走行速度が 160 km/h

(100 mph)以下の場合、ECO プレッシャーを選択

すると燃費を最大限に向上させることができま

す。ロードノイズをできるだけ抑えて走行快適

性を最大限に高めたい場合、さらに低い快適空

気圧の使用をお薦めします。

(タイヤ - 承認された空気圧(p. 450)を参照

してください。)

関連情報
• タイヤ - 速度記号 (p. 366)

• タイヤ - 回転方向 (p. 363)

• タイヤ - メンテナンス (p. 362)

• タイヤ - トレッド磨耗インジケーター

(p. 364)

• タイヤ - 承認された空気圧 (p. 450)

ホイールおよびホイールリムサイズ
ホイールおよびリムのサイズは以下の表内の

例のように設計されています。

車両全体が認定されています。つまり、この車

両で使用されるホイール(ホイールリム)および

タイヤの組み合わせが認定されています。

ホイール(リム)には、7Jx16x50 のようにホイー

ルサイズが記されています。

7 ホイールリム幅(単位：インチ)

J リムフランジプロファイル

16 ホイールリム径(単位：インチ)

50 オフセット(単位：mm、ホイールの中央か

ら、ホイールのハブとの接触面までの距

離)

関連情報
• ホイールナット (p. 367)
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タイヤ - サイズ
車両のタイヤのサイズは指定されています。

以下の表の例を参照してください。

タイヤの規格は、タイヤの側面に表示されてい

ます。表示例：215/55R16 97W

205 タイヤ幅(mm)

50 断面の高さと幅の比を、百分率で表した

値(偏平率)

R ラジアルタイヤ表示

17 ホイールリム径(単位：インチ)

93 最大許容タイヤ負荷能力の指数、ロード

インデックス(p. 366)(LI)

W 制限速度の速度記号(SS)速度記号

(p. 366)(この場合 270 km/h(168 mph)

まで使用可能であることを示す)。

車両は特定のホイールリムおよびタイヤの組み

合わせで車両全体の認定を受けています。

関連情報
• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

• タイヤ - 回転方向 (p. 363)

• タイヤ - トレッド磨耗インジケーター

(p. 364)

タイヤ - ロードインデックス
ロードインデックスはタイヤの耐荷重を示す

指標です。

各タイヤには最大負荷能力を示すロードイン

デックス(LI)が指定されています。タイヤの最

大積載重量は、車両の重量により異なります。

関連情報
• タイヤ - サイズ (p. 366)

• タイヤ - 速度記号 (p. 366)

• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

• タイヤ - トレッド磨耗インジケーター

(p. 364)

タイヤ - 速度記号
タイヤには、それぞれ走行が可能な最高速度が

指定されており、速度記号(SS - Speed

Symbol)が付いています。

タイヤの速度記号は、少なくとも車両の最高速

度と対応していることが必要です。下の表は各

速度記号(SS)の速度制限を示しています。ただ

し、ウインタータイヤ (p. 368)だけは(メタル

スタッドの有無に関わらず)例外です。それ以

下の速度記号のものを使用してもかまいませ

ん。そのようなタイヤを選択した場合、タイヤ

の速度記号で示されている速度よりも速く走行

しないでください(例：Q の場合、走行可能な最

高速度は 160 km/h (100 mph)です)。車両の制

限速度は、道路交通法規に準じます。タイヤの

速度記号により決定されるものではありません

ので、ご注意ください。

注意

制限速度が一覧表に示されています。

Q 160 km/h (100 mph) (ウインタータイヤ

のみ)

T 190 km/h (118 mph)

H 210 km/h (130 mph)

V 240 km/h (149 mph)
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W 270 km/h (168 mph)

Y 300 km/h (186 mph)

警告

車両には、ロードインデックス(p. 366)

(LI)および速度記号(SS)が同じか、それ以上

のタイヤを装着してください。ロードイン

デックスや速度記号が低すぎるタイヤを使

用すると、タイヤがオーバーヒートするおそ

れがあります。

関連情報
• タイヤ - サイズ (p. 366)

• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

• タイヤ - 回転方向 (p. 363)

ホイールナット
ホイールナットはホイールをハブに固定する

ために使用されます。各種揃っています。

標準ホイールナット

バルジエイコーンホイールナット

ロックホイールナット

締め付けトルク
• タイプ 1 標準ホイールナット(スチール製

ホイール)：110 Nm

• タイプ 2 バルジエイコーンホイールナット

(アルミ製ホイール)：130 Nm

• タイプ 3 ロックホイールナット(スチール/

アルミ製ホイール)：110 Nm

ボルボ社の認定を受けた、ボルボ純正品、また

は純正アクセサリーパーツのみを使用してくだ

さい。トルクレンチを使用して、締め付けトル

クを確認してください。

ロックホイールナット*
ロックホイールナットは、アルミホイールおよ

びスチールホイールの両方に使用することがで

きます。カーゴスペースのフロア下には、ロッ

クホイールナット用スリーブを収納するスペー

スがあります。

関連情報
• ホイールおよびホイールリムサイズ

(p. 365)
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ウインタータイヤ
ウインタータイヤは冬季の道路条件に適した

タイヤです。

ウインタータイヤ
ウインタータイヤは、ボルボ社が推奨するタイ

ヤサイズを装着してください。タイヤサイズ

は、エンジンタイプにより異なります。ウイン

タータイヤで走行する際には、必ずすべての車

輪に正しいタイプのタイヤを装着してくださ

い。

注意

もっとも適したホイールリムとタイヤタイ

プに関しては、ボルボディーラーにご相談く

ださい。

スタッド付きタイヤ
スタッド付きのウインタータイヤ装着車は、ス

タッドがタイヤに適正にはまるように、

500～1,000 km の距離を穏やかに慣らし走行し

てください。タイヤ(特にスタッド)の耐用年数

を長くすることができます。

注意

スタッド付きタイヤの使用に関する規則は、

国により異なります。

トレッド溝の深さ
冬期は、凍った路面、道路の雪、低い気温など

が原因で、暖かい季節よりもタイヤに大きな負

荷がかかります。ボルボ社は、溝の深さが 4 mm

以上のウインタータイヤの使用をお薦めしま

す。

タイヤチェーンについて！
タイヤチェーンは、前輪のみに装着してくださ

い(全輪駆動車(AWD)も同様です)。タイヤ

チェーンを装着しているときは、絶対に 50 km/h

(30 mph)を超える速度で走行しないでくださ

い。また、タイヤチェーンおよびタイヤの両方

が著しく摩耗するため、タイヤチェーンを装着

したまま雪のない道路を走行しないでくださ

い。

警告

ボルボ純正タイヤチェーン、または車両モデ

ル、タイヤサイズ、ホイールリムサイズに適

合した同等品を使用してください。ご不明

な点があれば、ボルボ指定のサービス工場に

お問い合わせください。不適切なチェーン

を使用すると、車両への深刻な損傷や事故の

原因となります。

関連情報
• タイヤの交換 - タイヤを取り外す

(p. 370)

スペアタイヤ*
スペアタイヤ(テンポラリースペアタイヤ)は、

通常のタイヤがパンクしたときに一時的に使

用します。

テンポラリースペアタイヤは、パンクしたとき

に通常のタイヤに交換するまで一時的に、短時

間のみ装着する応急用のタイヤです。テンポラ

リースペアタイヤを装着したときは、すみやか

に通常のタイヤに交換してください。テンポラ

リースペアタイヤを装着すると、車両の走行特

性が変わる場合がありますのでご注意くださ

い。このスペアタイヤは通常のホイールより小

さくなっています。このため、車両の地上高が

低くなります。高めの縁石に注意し、自動洗車

機は使用しないでください。フロントアクスル

にスペアタイヤが取り付けられている場合に

は、同時にタイヤチェーンを装着することはで

きません。全輪駆動の車両では、リアアクスル

の駆動を解除することができます。スペアタイ

ヤは修理しないでください。スペアタイヤの正

しい空気圧はタイヤ空気圧一覧表に記載されて

います。タイヤ - 空気圧 (p. 364)を参照して

ください。

重要

• スペアタイヤ装着時は、必ず 80 km/h

(50 mph) 未満で走行してください。

• 「テンポラリースペアタイヤ」(応急用)

タイプのスペアタイヤを同時に 2本以

上装着して走行しないでください。
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関連情報
• タイヤの交換 - タイヤを取り外す

(p. 370)

• タイヤの交換 - 取り付け (p. 372)

• タイヤの交換 - スペアタイヤの取り出し*
(p. 369)

• ジャッキ* (p. 374)

• 三角警告板(停止表示板) (p. 374)

• ホイールナット (p. 367)

タイヤの交換 - スペアタイヤの取
り出し*
スペアタイヤ*、ジャッキ*、ホイールレンチ*
は、カーゴスペースフロアの下にあります。

1. カーゴスペースフロアの後端を持ち上げま

す(カーゴスペースのフロアがつながってい

るモデルでは、カーゴスペースフロアのハン

ドルを握り、持ち上げるようにフロアの後部

を前方に動かします)。

2. 収納ボックス*を引き出します(カーゴス

ペースのフロアがつながっているモデルの

み)。

3. 下側のフロアを引き上げます(カーゴスペー

スのフロアがつながっているモデルのみ)。

4. 取り付け用スクリューを外し、ジャッキと

ツールが入ったフォームブロックを取り出

します。

5. スペアタイヤの反対側の端をつかみ、引き上

げます。スペアタイヤを若干前方に押し、収

納ボックスから引き上げます。

関連情報
• タイヤの交換 - タイヤを取り外す

(p. 370)

• タイヤの交換 - 取り付け (p. 372)

• ジャッキ* (p. 374)

• スペアタイヤ* (p. 368)

• 三角警告板(停止表示板) (p. 374)

• ホイールナット (p. 367)
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タイヤの交換 - タイヤを取り外す
車両のホイールは、ウインタータイヤやスペア

タイヤなどに交換することができます。

やむをえず交通量の多い場所でタイヤ交換する

場合は、三角警告板(停止表示板)(p. 374)を設

置してください。車両およびジャッキ

(p. 374)*が、水平で固い地面の上にあることを

確認してください。

1. パーキングブレーキ(p. 338)をかけて、ギヤ

をリバースに入れます。オートマチックト

ランスミッション車の場合は、ギヤセレク

ターレバーを P 位置に入れます。

警告

ジャッキが損傷していないか、すべてのネジ

山がよく潤滑されているか、泥などが付着し

ていないか確認してください。

注意

ボルボ社は、車両搭載ジャッキ*のみの使用

を推奨しています。ジャッキを使用できる

車種名が、ジャッキのラベルに記されていま

す。

ラベルには、指定リフト位置におけるジャッ

キの最大リフト力も記されています。

2. 装着するタイヤとツールを取り出します。

スペアタイヤを取り付ける場合、パンクした

タイヤ用のビニール袋と手袋の入ったパッ

ケージがスペアタイヤの場所にあります。

3. 地面に接しているタイヤの前後に輪止めを

します。重い木片や、大きな石などで代用し

ても構いません。

4. スチールホイール装着車には、脱着式のホ

イールカバーが付いています。取り外し

ツールをホイールカバーに引っかけ、引っ

張って外します。ホイールカバーは手で取

り外すこともできます。
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5. けん引フックが止まるまでねじ込んでホ

イールレンチ*とつなぎ合わせます。

ホイールレンチとけん引フック

重要

けん引フックは、ホイールレンチの奥まで必

ず完全にねじ込んでください。

6. 適切なツールを使用して、ホイールナットか

らプラスチックキャップを取り外します。

7. ホイールレンチ* を使用して、ホイールナッ

トを反時計回りに½～1回転ゆるめます。

警告

地面とジャッキの間、およびジャッキポイン

トとジャッキの間に、なにも挟まないでくだ

さい。

8. ジャッキポイントは、車両の両側に 2箇所ず

つあります。ボディワークのフランジが

ジャッキの頭部の刻み目に当たるように

ジャッキ* を巻き上げます。

重要

ジャッキの下の地面が平坦かつ水平で、安定

していることを確認してください。

9. パンクしたタイヤが地面から離れるまで、車

体をジャッキアップします。ホイールナッ

トを取り外し、ホイールを外します。
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警告

ジャッキで車を持ち上げているときは、絶対

に車の下に入らないでください。

車両をジャッキで持ち上げる前に、乗員は全

員車の外に出てください。交通量の多い場

所でタイヤを交換せざるを得ない場合、乗員

は安全な場所に退避しておく必要がありま

す。

関連情報
• タイヤの交換 - 取り付け (p. 372)

• タイヤの交換 - スペアタイヤの取り出し*
(p. 369)

• スペアタイヤ* (p. 368)

• 三角警告板(停止表示板) (p. 374)

• ホイールナット (p. 367)

タイヤの交換 - 取り付け
スペアタイヤの取り付けは正しい順序に従っ

て行うことが重要です。

取り付け

警告

ジャッキで車を持ち上げているときは、絶対

に車の下に入らないでください。

車両をジャッキで持ち上げる前に、乗員は全

員車の外に出てください。交通量の多い場

所でタイヤを交換せざるを得ない場合、乗員

は安全な場所に退避しておく必要がありま

す。

1. ホイールとハブの接合面をきれいにします。

2. タイヤを取り付けます。ホイールナットを

確実に締め付けます。

3. タイヤが回らなくなる位置まで車体を下げ

ます。

4. ホイールナットを、対角線順に締め付けま

す。ホイールナットは必ず正しいトルクで

締め付けてください。トルクレンチを使用

して、締め付けトルクを確認してください。

5. ホイールナットにプラスチックキャップを

取り付けます。
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6.

ホイールカバーを取り外した場合には付け

直してください。

注意

ホイールカバーを取り付ける際には、ホイー

ルカバーのバルブ用の穴が、必ずホイールリ

ムのバルブ上にかぶさるようにしてくださ

い。

ツールを元の場所に戻す
使用後は、ツールを必ずフォームブロック内の

元の場所に戻してください。

スペアタイヤを使用した場合、パンクしたタイ

ヤは手袋と一緒にパッケージに入っていたビ

ニール袋に入れることができます。フォームブ

ロックを元の場所に戻し、固定ボルトを収納

ボックスのフロアに押し込みます。

重要

ツールおよびジャッキ*を使用しないとき

は、車両のカーゴスペースの所定位置に収納

してください。

注意

• タイヤに空気を充填した後は、砂利や土

によるバルブの損傷を防ぐため、必ずダ

ストキャップを取り付けてください。

• 必ずプラスチック製ダストキャップを

使用してください。金属製のダスト

キャップは腐食して緩めにくくなるこ

とがあります。

サイズの異なるタイヤに変更する場合
タイヤサイズの変更ごとに、ソフトウェアの

アップデートについて、ボルボ指定のサービス

工場にお問い合わせください。サイズの異なる

タイヤ(大または小)に変更する場合や、サマー

タイヤとウインタータイヤを交換する場合に

は、ソフトウェアのダウンロードが必要になる

ことがあります。

関連情報
• タイヤの交換 - スペアタイヤの取り出し*

(p. 369)

• タイヤの交換 - タイヤを取り外す

(p. 370)

• スペアタイヤ* (p. 368)

• 三角警告板(停止表示板) (p. 374)

• ホイールナット (p. 367)
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三角警告板(停止表示板)
三角警告板は他の道路利用者に停止車両の存

在を知らせるために使用します。

保管および収納

フロアハッチを持ち上げ(もしくは、フロア

がジョイント式のモデルでは、カーゴスペー

スフロアの後部を押して下側のフロアを持

ち上げ)、三角警告板(停止表示板)を取り出

します。

ケースから三角警告板を取り出して広げ、2

箇所の開いている端を合わせて組み立てま

す。

三角警告板のサポートレッグを広げます。

三角警告板の使用に関する規則を厳守してくだ

さい。三角警告板は、通行の邪魔にならない所

定の位置に置いてください。

使用後は、三角警告板をケースに収納して、カー

ゴスペースに確実に固定してください。

関連情報
• スペアタイヤ* (p. 368)

ジャッキ*
ジャッキは、タイヤの交換時に車両を持ち上げ

るために使用します。

車両に付属のジャッキは、スペアタイヤへの交

換時またはサマータイヤとウインタータイヤの

交換時にのみ使用してください。ジャッキのネ

ジ部には、グリースをよく塗っておいてくださ

い。

重要

ツールおよびジャッキ*を使用しないとき

は、車両のカーゴスペースの所定位置に収納

してください。

注意

通常のカージャッキは、パンクしたタイヤの

交換時やウインタータイヤ/サマータイヤの

取り換え時など、短時間で使用することだけ

を想定したものです。車両をジャッキアッ

プするときには、特定の車両モデル専用の

ジャッキを使用する必要があります。

ジャッキをより頻繁に使用する場合や、単純

なタイヤ交換より長い時間使用する場合に

は、修理工場用のジャッキの使用をお薦めし

ます。この場合、そのジャッキに添付の取扱

指示に従ってください。
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関連情報
• 三角警告板(停止表示板) (p. 374)

• 緊急パンクリペアー* (p. 377)

救急用品キット*
救急箱には救急用品キットが入っています。

救急用品キットが入ったケースはカーゴスペー

スの左側にあります。

タイヤ・モニタリング(TM)*1

TM (Tyre Monitor) システムはタイヤの回転

速度を感知して、タイヤ空気圧が適切か判断し

ます。

システムの概要
タイヤ空気圧が低すぎる場合、タイヤの直径が

変化するため、回転速度にも変化が生じます。

各タイヤを比較することにより、システムは空

気圧の低すぎるタイヤの有無を特定することが

できます。

TPMS システムが機能している場合でも、タイヤ

のメンテナンスは実施してください。

メッセージ
タイヤ空気圧が低すぎると、コンバインド・メー

ター・パネルの表示灯( )が点灯し、以下のメッ

セージのいずれかが表示されます。

• タイヤ空気圧低下 点検して調整して下さい

• ﾀｲﾔ空気圧ﾓﾆﾀｰ ｻｰﾋﾞｽが必要です

• ﾀｲﾔ空気圧ﾓﾆﾀｰ 現在利用できません

1 一部市場では標準装備。
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重要

TM システムに不具合が発生した場合、コン

バインド・メーター・パネルの表示灯  が

約 1 分間点滅した後、点灯に変わります。コ

ンバインド・メーター・パネルにはメッセー

ジも表示されます。

メッセージの削除

1. タイヤプレッシャーゲージを使用して、指示

通りに全タイヤの空気圧を点検します。

2. 運転席側ドアピラー(フロントドアとリアド

アの間)のタイヤ空気圧表示ラベルに従っ

て、タイヤを適切な空気圧に調節します。

3. MY CAR で TM システムを再校正します。

注意

タイヤ空気圧を正しく調節するには、タイヤ

が冷えた状態で空気圧を点検する必要があ

ります。「タイヤが冷えた状態」とは、タイ

ヤが外気温と同じ温度である状態です(車両

の停止から約 3時間後)。数キロ走行するだ

けでタイヤ温度が上昇し、タイヤ空気圧も上

昇します。

警告

• タイヤ空気圧が正しくないと、タイヤに

不具合が発生し、運転者が車両を制御で

きなくなるおそれがあります。

• システムはタイヤの突然の損傷を事前に

予測することはできません。

TM 校正
TM システムが正しく機能するには、タイヤ空気

圧の基準値を決定する必要があります。この作

業は、タイヤ交換後またはタイヤ空気圧の調節

後に、MY CAR でシステムを再校正することによ

り毎回行う必要があります。

例えば、積載物が重いときや高速走行(160 km/h

(100 mph)超過)するときには、タイヤ空気圧の

調節が必要です。そして、調節の後にシステム

を再校正する必要があります。

再校正

設定は、センターコンソールのコントロールで

行います。MY CAR (p. 147)を参照してくださ

い。

1. エンジンを止めます。

2. 運転席側ドアピラー(フロントドアとリアド

アの間)のタイヤ空気圧表示ラベルに従っ

て、すべてのタイヤを必要な空気圧に調節し

ます。

または、タイヤ空気圧表を参照してくださ

い。

3. エンジンを始動し、車両を静止状態のまま維

持します。

4. メニューシステム MY CAR を開き、タイヤモ

ニター メニューを選択します。

5. 較正を開始 を選択して、OK をタップしま

す。

6. すべてのタイヤの点検と調節が完了した後、

OK をタップして校正を開始します。

7. 走行を開始します。

> 再校正は車両の走行中に自動的に行わ

れ、いつでも中断することができます。

再校正の実施中にエンジンを停止した場

合、次回の走行時に再開されます。校正

が完了しても、システムからの確認通知

はありません。

新しい基準値は上記のステップ 1～7を再度行

うまで適用されます。
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注意

TM システムは、タイヤ空気圧を調節した場

合、またはタイヤ交換のたびに校正し直す必

要があります。新しい基準値が記憶されな

いと、システムは正しく機能できません。

注意

• タイヤに空気を充填した後は、砂利や土

によるバルブの損傷を防ぐため、必ずダ

ストキャップを取り付けてください。

• 必ずプラスチック製ダストキャップを

使用してください。金属製のダスト

キャップは腐食して緩めにくくなるこ

とがあります。

システムおよびタイヤの状態
システムおよびタイヤの現在の状態は、セン

ターコンソールの画面で確認することができま

す。

1. メニューシステム MY CAR を開きます。

2. タイヤモニター メニューを選択します。

> タイヤ空気圧の状態が色で区別されて表

示されます。

状態は以下のようにタイヤごとに色分けされま

す。

• すべて緑色：システムは正常に作動していま

す。タイヤ空気圧はすべてのタイヤで推奨

レベルを少し上回っている状態です。

• 黄色のホイール：該当するタイヤの空気圧が

低すぎます。

• 全ホイールが黄色：複数のタイヤの空気圧が

低すぎる状態です。

• 全ホイールがグレーでメッセージ ﾀｲﾔ空気

圧ﾓﾆﾀｰ 現在利用できません：タイヤ空気圧

システムが一時的に無効な状態です。シス

テムを再びオンにするには、30 km/h

(20 mph)を超える速度で短時間走行するこ

とが必要になる場合があります。

• 全ホイールがグレーおよびメッセージ ﾀｲﾔ

空気圧ﾓﾆﾀｰ ｻｰﾋﾞｽが必要です：システムにエ

ラーが発生しました。ボルボディーラーま

たはサービス工場にご連絡ください。

関連情報
• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

緊急パンクリペアー*
緊急パンクリペアーでは、緊急パンクリペアー

キット、Temporary Mobility Kit (TMK)を使用

して、パンクの穴を塞ぎ、空気圧の点検、調整

を行います。

緊急パンクリペアーキットには、コンプレッ

サーとシーリング剤ボトルが入っています。こ

のキットは応急修理用です。シーリング剤は、

トレッド部のパンクした箇所を効果的にシール

します。

緊急パンクリペアーキットは、タイヤのサイド

ウォール部のパンク修理には使用しないでくだ

さい。裂け、亀裂などの損傷が大きいタイヤに

は、パンク修理キットを使用しないでください。

注意

緊急パンクリペアーキットは、タイヤのト

レッド部のパンクした部分をシールするこ

とのみを目的としています。

注意

緊急パンクリペアーキット用コンプレッ

サーはボルボによりテストされ、承認されて

います。
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位置
緊急パンクリペアーキットは、カーゴスペース

フロアの下のフォームブロック 2 に収納されて

います。

バージョン 1

バージョン 2

関連情報
• 緊急パンクリペアーキット* - 操作

(p. 379)

• 緊急パンクリペアー* - 再点検 (p. 382)

• 緊急パンクリペアーキット* - 概要

(p. 378)

緊急パンクリペアーキット* - 概要
緊急パンクリペアーキット、Temporary

Mobility Kit (TMK)の構成部品の概要

パーツはカーゴスペースのフロアの下に収納さ

れています。

制限速度の表示ラベル

スイッチ

電源コード

ボトルホルダー(オレンジ色キャップ)

プロテクティブキャップ

プレッシャーリリーフバルブ

エアホース

2 フォームブロックの外観は車両の装備により異なることがあります。
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シーリング剤ボトル

プレッシャーゲージ

シーリング剤ボトル
使用期限が切れる前に、または使用後には、シー

リング剤ボトルを中身ごと交換してください。

取り外した容器は、危険ゴミとして廃棄してく

ださい。

警告

ボトルには、1.2 エタノールおよびナチュラ

ルラバーラテックスが入っています。

誤飲すると危険です。皮膚に触れると、アレ

ルギー反応を起こすおそれがあります。

皮膚に触れたり、目に入らないようにご注意

ください。

お子様の手の届かない場所に保管してくだ

さい。

警告

• シーリング剤が皮膚に付着した場合、石

けんと大量の水ですぐに洗い流してくだ

さい。

• シーリング剤が目に入った場合、洗眼液

または大量の水ですぐに洗い流してくだ

さい。違和感が解消されない場合、医師

の診察を受けてください。

関連情報
• 緊急パンクリペアー* (p. 377)

緊急パンクリペアーキット* - 操作
緊急パンクリペアーキット、Temporary

Mobility Kit(TMK)でパンクを塞ぎます。

緊急パンクリペアーキット

各パーツの機能については、緊急パンクリペアー
キット* - 概要 (p. 378)を参照してください。
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1. 車が往来する場所で作業する場合は、必ず三

角警告板(停止表示板)を立てて、非常点滅灯

を作動させてください。

釘などが刺さってパンクした場合、刺さって

いるものをタイヤに残したままにしてくだ

さい。穴を塞ぐのに役立ちます。

2. 制限速度の表示ラベル(コンプレッサーの片

側にあります)を外して、ステアリングホ

イール部の運転者の見やすい位置に貼りま

す。緊急パンクリペアーキット使用後は、絶

対に 80 km/h (50 mph)を超える速度で走行

しないでください。

3. スイッチが 0 位置にあることを確認し、電

源コードおよびエアホースを取り出します。

4. オレンジ色のキャップをコンプレッサーか

ら外し、ボトルのコルクを外します。

注意

ご使用の前にボトルのシールを開けないで

ください。ボトルを締め込むと、シールが自

動的に開封されます。

5. ボトルをボトルホルダーの下までねじ込み

ます。

> ボトルおよびボトルホルダーにはシーリ

ング剤の漏れ防止のために戻り止めが装

備されています。一旦ねじ込むと、ボト

ルはボトルホルダーから外すことができ

ません。ボトルの取り外しは、ボルボ指

定のサービス工場で行う必要がありま

す。

警告

• シーリング剤が皮膚に付着した場合、石け

んと大量の水ですぐに洗い流してくださ

い。

• シーリング剤が目に入った場合、洗眼液ま

たは大量の水ですぐに洗い流してくださ

い。違和感が解消されない場合、医師の診

察を受けてください。

警告

使用後は、ボトルをホルダーから外さないで

ください。ボトルには、液漏れを防ぐための

リバースキャッチが付いています。

6. タイヤのダストキャップを外します。

エアホースにプレッシャーリリーフバルブ

が完全にねじ込まれていることを確認し、エ

アホースのバルブコネクターをタイヤのエ

アバルブにネジ部の下までねじ込みます。

7. 電源コードをもっとも近くの 12V 電源ソ

ケットに接続して、車両を始動します。

注意

コンプレッサーの作動中には、その他の 12V

電源ソケットを一切使用しないでください。

警告

エンジン作動中、お子様だけを車内に残した

まま、車両から絶対に離れないでください。
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8. スイッチを I 位置にして、コンプレッサー

を起動させます。

警告

コンプレッサーでタイヤに空気を充填して

いる間は、タイヤの横に立たないでくださ

い。タイヤにヒビ割れ、ふくらみなどの異常

が認められた場合は、ただちにコンプレッ

サーを停止してください。このような場合

は、走行しないでください。タイヤ販売店、

またはボルボ指定のサービス工場にご連絡

ください。

注意

コンプレッサーが作動すると圧力は 6 バー

ル程度まで上昇しますが、約 30 秒後に圧力

は低下します。

9. 7 分間タイヤに空気を充填します。

重要

コンプレッサーは 10 分以上作動させないで

ください。過熱するおそれがあります。

10. コンプレッサーのスイッチを切り、プレッ

シャーゲージの圧力を確認します。タイヤ

空気圧が 1.8 ～ 3.5 バールであれば正常で

す。(タイヤ空気圧が高すぎる場合は、プ

レッシャーリリーフバルブを使用して圧力

を下げます。)

警告

タイヤ空気圧が 1.8 バール以下の場合は、タ

イヤのパンク穴が大き過ぎることを意味し

ます。このような場合は、走行しないでくだ

さい。タイヤ販売店、またはボルボ指定の

サービス工場にご連絡ください。

11. コンプレッサーをオフにして、電気コードを

外します。

12. エアホースをタイヤのエアバルブから外し

て、ダストキャップをタイヤに元通りに取り

付けます。

13. 残りのシーリング剤の漏れ防止のため、エア

ホースに保護キャップを取り付けます。

14. シーリング剤でパンク穴が確実に塞がれる

ように、すみやかに 80 km/h (50 mph)以下

の速度で 3 km 以上走行します。

注意

最初の数回転ではタイヤのパンク穴から

シーリング剤が噴き出します。

警告

車両を発進させるときには、車両の近くに誰

もいないこと、シーリング剤が誰にもかから

ないことを確認してください。少なくとも

2 m 以上離れる必要があります。

15. 事後点検：

エアホースをタイヤのエアバルブに接続し、

プレッシャーゲージを使用してタイヤ空気

圧を点検します。緊急パンクリペアー* -
再点検 (p. 382)を参照してください。

関連情報
• 緊急パンクリペアー* (p. 377)

• 緊急パンクリペアー* - 再点検 (p. 382)

• 緊急パンクリペアーキット* - 概要

(p. 378)
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緊急パンクリペアー* - 再点検
緊急パンクリペアーキット、Temporary

Mobility Kit(TMK)でタイヤの処置をした場合

は、約 3 km 走行した後に、再点検を行う必要

があります。

空気圧の点検
タイヤシーリング用品を取り出します。コンプ

レッサーのスイッチをオフにします。

1. タイヤのダストキャップを外します。

エアホースを取り出し、バルブコネクターを

タイヤのエアバルブにネジ部の下までねじ

込みます。

2. プレッシャーゲージの圧力を読み取ります。

• タイヤ空気圧が 1.3 バール未満の場合

は、タイヤのパンク穴が十分に塞がって

いません。このような場合は、走行しな

いでください。タイヤ販売店にご連絡く

ださい。

• タイヤ空気圧が 1.3 バール以上ある場合

は、運転席側ドアピラーのタイヤ空気圧

ラベルに記載されている適正な空気圧に

達するまで、空気を充填します(1 バール

= 100 kPa)。

• タイヤ空気圧が高すぎる場合は、プレッ

シャーリリーフバルブを使用して圧力を

下げます。

3. タイヤに空気を注入する必要がある場合：

1. 電源コードをもっとも近くの 12V 電源ソ

ケットに接続して、車両を始動します。

2. コンプレッサーをオンにして、運転席側

ドアピラーのタイヤ空気圧ラベルに表示

されている数値まで、タイヤに空気を充

填します。

3. コンプレッサーを止めます。

4. タイヤシーリング用品を取り外し、エアホー

スに保護キャップを取り付けて、ホースを箱

に収納します。

警告

使用後は、ボトルをホルダーから外さないで

ください。ボトルには、液漏れを防ぐための

リバースキャッチが付いています。

5. ダストキャップをタイヤに元通りに取り付

けます。

注意

• タイヤに空気を充填した後は、砂利や土に

よるバルブの損傷を防ぐため、必ずダスト

キャップを取り付けてください。

• 必ずプラスチック製ダストキャップを使

用してください。金属製のダストキャッ

プは腐食して緩めにくくなることがあり

ます。

注意

シーリング剤ボトルおよびホースを使用し

た後は、必ず新品と交換してください。交換

は、ボルボ指定のサービス工場に依頼してく

ださい。

警告

タイヤ空気圧は、定期的に点検してくださ

い。

最寄りのボルボ指定のサービス工場で、パンク

したタイヤを交換または修理してください。

サービス工場に、シーリング剤でタイヤを修理

したことを伝えてください。
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警告

緊急パンクリペアーキット使用後は、絶対に

80 km/h (50 mph)を超える速度で走行しな

いでください。応急修理をしたタイヤは、ボ

ルボ指定のサービス工場で点検を受けてく

ださい(最高許容走行距離：200 km)。専門知

識のあるスタッフが、そのタイヤは修理可能

か、あるいは新しいタイヤと交換する必要が

あるか判断します。

関連情報
• 緊急パンクリペアーキット* - 操作

(p. 379)

緊急パンクリペアーキット*のコンプ
レッサーを使用してタイヤに空気を
入れる
車両の純正のタイヤは、 緊急パンクリペアー

キット(p. 378)に入っているコンプレッサー

を使用して空気を入れることができます。

1. コンプレッサーのスイッチをオフにします。

スイッチが 0 位置にあることを確認し、電

源コードおよびエアホースを取り出します。

2. タイヤのダストキャップを外し、エアホース

のバルブコネクターをタイヤのエアバルブ

にネジ部の下までねじ込みます。

3. 電源コードをもっとも近くの 12V 電源ソ

ケットに接続して、車両を始動します。

警告

車の排気ガスを吸入すると、生命に関わるお

それがあります。ガレージなどの密閉され

た場所や、十分な換気設備のない場所では、

絶対にエンジンを始動しないでください。

警告

エンジン作動中、お子様だけを車内に残した

まま、車両から絶対に離れないでください。

4. スイッチを I 位置にして、コンプレッサー

を起動させます。

重要

コンプレッサーは 10 分以上作動させないで

ください。過熱するおそれがあります。

5. 運転席側ドアピラーのタイヤ空気圧ラベル

に表示されている数値まで、タイヤに空気を

充填します。タイヤ空気圧が高すぎる場合

は、プレッシャーリリーフバルブを使用して

圧力を下げます。

6. コンプレッサーを止めます。エアホースお

よび電源コードを外します。

7. ダストキャップをタイヤに元通りに取り付

けます。

関連情報
• 緊急パンクリペアー* (p. 377)

• 緊急パンクリペアーキット* - 概要

(p. 378)





保守点検



保守点検

* オプション/アクセサリー。386

ボルボサービスプログラム
信頼できる安全性能を維持するため、メンテナ

ンスノート(整備手帳)に記載されているボル

ボ点検整備要領に従って、点検整備をおこなっ

てください。

点検整備は、ボルボ指定のサービス工場にご用

命ください。ボルボ指定のサービス工場にはボ

ルボ車を熟知したメカニックがおり、専用工具

やサービス資料も完備していますので、クオリ

ティの高い点検整備をご提供することができま

す。

重要

ボルボ社の保証が適用されるためには、メン

テナンスノート(整備手帳)の指示に従った

点検を実施する必要があります。

関連情報
• エアコンディショナーシステム - トラブル

シューティングと修理 (p. 397)

サービスと修理の予約*1

インターネット接続車両では、サービス、修

理、予約情報を直接管理できます。

この方法 1 を利用すると、車内からサービスおよ

びサービス工場への入庫を直接予約できます。

ご利用のディーラーに車両情報が送信され、

ディーラーはサービス工場への入庫準備を行う

ことができます。ディーラーはお客様に連絡し

て、入庫予約の日時を決定します。一部の市場

では、予約日時が近づくと、システムからお客

様に予約情報が通知され、入庫予定日になると、

ナビゲーションシステム 2 がサービス工場まで

お客様を案内することもできます。

サービスを使用する前に

Volvo ID およびマイプロフィール

• Volvo ID を登録します。詳しい情報および

Volvo ID の作成方法については、Volvo ID

(p. 22)を参照してください。

• オーナーポータル My Volvo にログインし

て、お客様のプロフィールに進み、以下を

行ってください。

1. 車両がお客様のプロフィールに接続されて

いることを確認します。

2. お客様の連絡先が正しいことを確認します。

3. サービスおよび修理の件で連絡するボルボ

ディーラーを選択します。

4. ご希望の通信手段(電話)を選択します。予

約情報は必ず車両とお客様にメールで送信

されます。

車両から予約する場合の必須条件

• 車両から予約情報を送受信するには、車両が

インターネットに接続されている必要があ

ります。車両をインターネットに接続する

方法については、付録「Sensus

Infotainment」を参照してください。

• 予約情報はお客様の電話回線で送信される

ため、情報の送信許可が求められます。質問

は 1回だけです。その後、選択した接続に対

して時間制限付きで適用されます。

• サービスを利用可能にし、システムが車両の

画面を介して通信できるようにするには、通

知/ポップアップメッセージを許可する必要

があります。MY CAR ソースの通常ビュー

で、OK/MENU をタップし、サービス & 修理

サービス & 修理の通知設定の順に選択

します。

サービスの使用
OK/MENU、サービス & 修理 の順にタップする

と、MY CAR の通常ビューからすべてのメニュー

および設定にアクセスできます。

1 特定市場に適用
2 Sensus Navigation に適用されます。
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サービス時期や車両の修理が必要な場合に、コ

ンバインド・メーター・パネル(p. 98)と画面の

ポップアップメニューで通知が入ります。

画面のサービスメッセージ

画面のポップアップメニューに表示される回答

選択肢の意味：

• はい - 予約照会がディーラーに送信され、

予約提案と合わせて返答が入ります。コン

バインド・メーター・パネルのサービスラン

プおよびサービスメッセージが消えます。

• いいえ - 画面にポップアップメッセージが

表示されなくなります。コンバインド・メー

ター・パネルのメッセージは残ります。この

選択肢を選択した後も、車内から手動予約を

行うことができます。以下を参照してくだ

さい。

• あとで確認する - 次回の車両始動時にポッ

プアップメニューが表示されます。

サービスまたは修理の手動予約 1

1. センターコンソールの MY CAR ボタンを

タップして、サービス & 修理 ディー

ラー情報 サービスまたは修理を申し込

むを選択します。

> 車両データが自動的にお客様のディー

ラーに送信されます。

2. ディーラーが車両に予約日程案を送信しま

す。

3. 予約日程案を受け入れるか、新しい予約日程

案を要求します。

予約を受け入れると、予約情報が車両に保存さ

れます。「My bookings」を参照してください。

車両は画面を通じて、自動的に予約のリマイン

ダーをお客様に通知し、サービス工場への入庫

まで案内します。

サービス工場への入庫は、My Volvo 経由でも予

約することができます。「My bookings」に移動

し、「Update」(更新)を選択して、My Volvo から

予約にアクセスしてください。

My bookings1

車両の画面に予約情報を表示します。予約日程

案を受け入れるか、新しい予約日程案を要求し

ます。

– サービス & 修理 サービス & 修理の予

約リストの順に選択します。

ディーラーに電話する 1

車両に接続されている Bluetooth® 電話を使用

して、ディーラーに電話することができます。

電話の接続については、付録「Sensus

Infotainment」を参照してください。

– サービス & 修理 ディーラー情報

ディーラーに電話するの順に選択します。

ナビゲーションシステム 1、2 の使用

ご利用のサービス工場を目的地または中継地と

してナビゲーションシステムに入力してくださ

い。

– サービス & 修理 ディーラー情報 目

的地に設定の順に選択します。

– サービス & 修理 ディーラー情報 経

由地として追加の順に選択します。

1 特定市場に適用
2 Sensus Navigation に適用されます。
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車両データの送信 1

車両データは本社のボルボデータベース(ご利

用のディーラーではありません)に送信され、ボ

ルボディーラーは車両の車台番号(VIN3)を使用

してそのデータベースから車両情報を読み出し

ます。車台番号(VIN)は車両のメンテナンス

ノート(整備手帳)に印刷されています。また、

ウインドスクリーンの左下隅にも表示されてい

ます。

– サービス & 修理 車両データを送信の順

に選択します。

予約情報および車両データ
車内からサービスの予約を行うときには、予約

情報と車両データが送信されます。車両データ

は以下の情報で構成されます。

• サービス要件

• 機能の状態

• フルードレベル

• メーター値

• 車台番号(VIN3)

• 車両のソフトウェアバージョン

関連情報
• Volvo ID (p. 22)

1 特定市場に適用
3 Vehicle identification number
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車両リフトアップ
車両をリフトする場合は、ジャッキまたはリフ

ティングアームを車両のアンダーボディの取

り付けポイントに正しく取り付けることが重

要です。

注意

ボルボ社は、車両搭載ジャッキのみの使用を

推奨しています。ボルボ純正以外のジャッ

キを使用する場合には、ジャッキに添付され

ている指示に従ってください。
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車両付属ジャッキ用のジャッキポイント(矢印)とリフティングポイント(赤印)

車両をフロントガレージジャッキで持ち上げる

場合、車両下のもっとも内側のリフティングポ

イント 2箇所のいずれか 1つの下に配置する必

要があります。車両をリアガレージジャッキで

持ち上げる場合、リフティングポイントのいず

れか 1つの下に配置する必要があります。車両

がガレージジャッキから外れないように、注意

してジャッキを配置してください。必ずアクス

ルスタンドなどを使用してください。

車両を 2柱リフトで持ち上げる場合、フロント

およびリアリフティングアームを外側のリフ

ティングポイント(ジャッキポイント)の下に配

置することができます。別の方法として、フロ

ントでは内側のリフティングポイントを使用す

ることもできます。

関連情報
• タイヤの交換 - タイヤを取り外す

(p. 370)
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ボンネット - 開閉
ボンネットは、車内のハンドルを時計周りに回

し、ラジエーターグリル横のロックを左に押す

と開きます。

ボンネットを開くためのハンドルは、左側にありま
す。

ハンドルを 20～25 度時計回りに回します。

キャッチが解除されると、音がします。

キャッチを左に押して、ボンネットを開けま

す。(キャッチフックは、ヘッドライトとラ

ジエーターグリルの間にあります。図を参

照してください。)

警告

ボンネットを閉めたときは、完全にロックし

ているか確認してください。

関連情報
• エンジンルーム - 点検 (p. 392)

• エンジンルーム - 概要 (p. 391)

エンジンルーム - 概要
この概要では、サービスと関係のあるコンポー

ネントをいくつか示します。

エンジンルーム

モデルおよびエンジンタイプにより、エンジンルー
ムの外観が図と異なる場合があります。

エキスパンションタンク(冷却水)

ウォッシャー液フィラーパイプ

ラジエーター

エンジンオイルフィラーパイプ

ブレーキおよびクラッチフルード用リザー

バータンク(運転席側に配置)

バッテリー

リレーおよびヒューズボックス

エアフィルター
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警告

イグニッションシステムには、高電圧がかか

り、出力も大きくなっています。イグニッ

ションシステムの電圧は非常に高く危険で

す。エンジンルーム内でなんらかの作業を

する場合には、車両の電気系統を必ずキー位

置 0 にしてください。キー位置 - 各レベ

ルでの機能 (p. 115)を参照してください。

車両の電気系統がキー位置 II のとき、ある

いはエンジンが高温のときには、スパークプ

ラグやイグニッションコイルに触れないで

ください。

関連情報
• ボンネット - 開閉 (p. 391)

• エンジンルーム - 点検 (p. 392)

エンジンルーム - 点検
オイルおよびフルードには定期的な点検が必

要なものがあります。

定期点検
次に挙げるオイルおよびフルードは、定期的(燃

料補給時など)に点検してください：

• クーラント

• エンジンオイル

• ウォッシャー液

警告

ラジエーターファン(エンジンルームのフロ

ント部分、ラジエーターの後方に配置)は、

エンジンを停止した後しばらくしてからで

も自動的に回転を開始する場合があります

のでご注意ください。

エンジンの洗浄は必ずサービス工場で実施

してもらうようにしてください。ボルボ指

定のサービス工場のご利用をお薦めします。

エンジンが高温のときは、火災につながるお

それがあります。

関連情報
• ボンネット - 開閉 (p. 391)

• エンジンルーム - 概要 (p. 391)

• クーラント - レベル (p. 395)

• エンジンオイル - 点検および補充

(p. 394)

• ウォッシャー液 - 補充 (p. 407)
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エンジンオイル - 概要
エンジンのサービスインターバルに適応する

ため、指定されたエンジンオイルを使用してく

ださい。

ボルボ社の推奨品：

過酷な条件下で走行する場合は、エンジンオイ

ル - 過酷な走行条件 (p. 440)を参照してく

ださい。

重要

エンジンのサービスインターバルに適応で

きるように、工場で特別な合成エンジンオイ

ルがエンジンに充填されています。このオ

イルは、エンジンの寿命、始動性能、燃費お

よび環境保全を十分考慮して選定されてい

ます。

エンジンのサービスインターバルに適応す

るため、指定されたエンジンオイルを使用し

てください。オイルの補充および交換時に

は、指定グレードのオイル以外使用しないで

ください。異なるオイルを使用すると、エン

ジンの寿命、始動性能、燃費および環境保全

に悪影響を与えます。

指定グレードおよび粘度以外のオイルを使

用した場合、ボルボ社の保証も適用されなく

なります。

オイル交換は、ボルボ指定のサービス工場に

依頼されることをお薦めします。

ボルボでは、オイルレベル上昇/低下警告システ

ムや油圧低下警告システムに、異なるシステム

を使用しています。一部のエンジンタイプの車

両には、油圧センサーが装備されています。そ

の場合、コンバインド・メーター・パネルの油

圧低下警告灯  が使用されます。その他

の車両には、オイルレベルセンサーが装備され

ています。メーター・パネルの警告灯  お

よびディスプレイテキストで運転者に警告しま

す。また、両方のシステムを搭載しているモデ

ルもあります。詳しくは、ボルボ指定のディー

ラーにお問い合わせください。

エンジンオイルおよびオイルフィルターの交換

時期は、別冊のメンテナンスノート(整備手帳)

を参照してください。

ボルボ社が指定するオイルグレードよりも高い

グレードのオイルは、使用が認められています。

過酷な状況下で走行する際には、指定のオイル

よりもグレードの高いオイルの使用をお薦めし

ます。エンジンオイル - 過酷な走行条件

(p. 440)を参照してください。

容量については、エンジンオイル - グレードお

よび容量 (p. 441)を参照してください。

関連情報
• エンジンオイル - 点検および補充

(p. 394)
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エンジンオイル - 点検および補充
オイルレベルは、電子式オイルレベルセンサー

によって感知されます。

フィラーパイプ 4

場合によっては、次のサービスまでの間にオイ

ルを補充する必要があります。

コンバインド・メーター・パネルにメッセージ

が表示されるまで、エンジンオイルレベルユ

ニットに対する処置は不要です。以下の図を参

照してください。

メッセージとグラフィックがディスプレイに表示さ
れます。左側のディスプレイは液晶デジタルコンバ
インド・メーター、右側のディスプレイはアナログ
式です。

メッセージ

エンジンオイルレベル

オイルレベルは、エンジンが停止しているとき

に、コントロールダイヤルで電子式オイルレベ

ルゲージを使用して点検します。メニューナビ

ゲーション - コンバインド・メーター・パネル

(p. 144)を参照してください。

警告

メッセージ オイル点検して下さい が表示

された場合、サービス工場で点検を受けてく

ださい。ボルボ指定のサービス工場のご利

用をお薦めします。オイルレベルが異常に

高くなっている場合があります。

重要

オイルレベルの低下が表示された場合、必ず

指定された量(例：0.5 L)だけを補充してく

ださい。

注意

オイルが補充または排出されても、システム

は変化を直接検出することができません。

オイルレベルが正しく表示されるためには、

車両を約 30 km 走行させ、その後、エンジン

停止状態で水平な場所に 5 分間静止させて

おく必要があります。

警告

高温のエキゾーストパイプの上に、オイルを

こぼさないでください。火災につながるお

それがあります。

4 電子式オイルレベルセンサー付きエンジンには、オイルレベルゲージがありません。
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オイルレベルの測定

オイルレベルの点検が必要であれば、以下の手

順通りに実施してください。

1. キー位置 II にします。キー位置 - 各レベ

ルでの機能 (p. 115)を参照してください。

2. 左側レバースイッチのコントロールダイヤ

ルを ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ 位置まで回します。

> エンジンオイルレベルに関する情報が表

示されます。

メニューナビゲーションについては、メ

ニューナビゲーション - コンバイン

ド・メーター・パネル (p. 144)を参照し

てください。

注意

オイルレベルの適切な測定条件(エンジン停

止からの経過時間、車両の傾き、外気温な

ど)が満たされていないと、メッセージ 利用

できません が表示されます。これは車両の

システムに問題があることを示すものでは

ありません。

関連情報
• エンジンオイル - 概要 (p. 393)

• キー位置 - 各レベルでの機能 (p. 115)

クーラント - レベル
クーラントは内燃エンジンを冷却して正しい

動作温度を維持させます。エンジンからクー

ラントに伝わった熱は車内ヒーターに使用さ

れることがあります。

レベルの点検
クーラントレベルは、エキスパンションタンク

の MIN と MAX のマークの間でなければなりま

せん。冷却水の量が不足するとエンジンが過度

に高温になり、損傷するおそれがあります。

注意

クーラントレベルは定期的に点検する必要

があります。エンジンが冷えているときに

点検してください。

補充

冷却水を補充するときは、容器に記載されてい

る説明に従ってください。絶対に水だけを補充

しないでください。冷却水の混合比が不適切な

場合、凍結してエンジンが損傷するおそれがあ

ります。

車両の下に冷却水が漏れいている場合、冷却水

から煙が発生している場合、または 2 リットル

以上の冷却水を補充してしまった場合は、必ず

修理を依頼してください。クーリングシステム

に不具合がある状態でエンジンを始動すると、

エンジンが損傷するおそれがあります。

警告

クーラントは、非常に高温になります。エン

ジンが暖まったときにクーラントを補充す

る場合は、エキスパンションタンクのキャッ

プを少しずつゆるめて、タンク内の圧力を逃

がしてください。
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重要

• 塩素、塩化物、およびその他の塩類は、

クーリングシステムに錆が発生する原

因となります。

• ボルボ社が推奨する、防錆剤入りの冷却

水(クーラント)を使用してください。

• 冷却水の混合比は、水 50％、クーラント

50％になるようにしてください。

• クーラントと混合する水は、飲料水を使

用してください。水質に問題がある場

合は、ボルボ社が推奨する混合済みクー

ラントを使用してください。

• クーラント/クーリングシステムの部品

交換の際は、飲料水または混合済みクー

ラントでクーリングシステムを洗浄し

てください。

• エンジンに、十分な量の冷却水が必要で

す。冷却が十分ではないと、温度が異常

に上昇し、シリンダーヘッドに損傷(亀

裂)が発生するおそれがあります。

容量や水質基準に関しては、クーラント - グ

レードおよび容量 (p. 443)を参照してくださ

い。

ブレーキおよびクラッチフルード -
レベル
ブレーキおよびクラッチフルードのレベルは、

リザーバータンクの MIN と MAX のマークの

間でなければなりません。

レベルの点検
ブレーキフルードおよびクラッチフルードは、

リザーバータンクを共用しています。レベル

は、リザーバータンクの内側にある MIN と MAX

マークの間でなければなりません。このレベル

は、定期的に点検してください。

ブレーキフルードは必ず 2 年ごと、または定期

点検 2回に付き 1回交換してください。

山道のような急ブレーキを頻繁に使用するよう

な条件下や、高温多湿地域で使用する場合は、

ブレーキフルードを必ず毎年交換してくださ

い。

ブレーキフルードの容量および推奨グレードに

ついては、ブレーキフルード - グレードおよび

容量 (p. 445)を参照してください。

警告

ブレーキフルードレベルがリザーバータン

クの MINマークより低い場合は、ブレーキフ

ルードを補充するまで絶対に運転しないで

ください。ブレーキフルードが減った原因

を、ボルボ指定のサービス工場で点検する必

要があります。

補充

リザーバータンクの位置(運転席側)

リザーバーキャップを外して、フルードを補充

します。このレベルは、必ずリザーバータンク

内側の MIN と MAX のマークの範囲内になるよ

うにしてください。

重要

キャップを忘れず元通りに取り付けてくだ

さい。
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エアコンディショナーシステム -
トラブルシューティングと修理
エアコンディショナーシステムは、必ずボルボ

指定のサービス工場で点検整備および修理を

行ってください。

トラブルシューティングと修理
エアコンディショナーシステムには、蛍光性の

透写剤が含まれています。漏れ検知作業の際に

は、UV ライトを使用する必要があります。

ボルボ指定のサービス工場にご連絡ください。

R134a 冷媒仕様車

警告

エアコンディショナーシステムには、冷媒

R134a が加圧充填されています。このシステ

ムの保守や修理は、必ずボルボ指定のサービ

ス工場にご依頼ください。

R1234yf 冷媒仕様車

警告

エアコンディショナーシステムには、冷媒

R1234yf が加圧充填されています。SAE

J2845(自動車用 A/C システムに使用される

冷媒の安全な点検整備および格納のための

技術トレーニング)に従い、冷媒システムの

点検整備および修理は、必ず資格および技能

を有する技術者が行い、システムの安全を確

保する必要があります。

関連情報
• ボルボサービスプログラム (p. 386)

ランプ交換 - 一般
車両のバルブの中には、運転者が交換できるも

のがあります。LED ランプの交換については、

サービス工場にご連絡ください。

バルブは指定(p. 404)されています。以下の

リストには、バルブの位置や、LED5 などの指定

品を使用する光源、またはサービス工場 6 以外

での交換には適さない光源の位置が記載されて

います。

• LED ヘッドライト

• ポジションランプ 7

• サイド方向指示器、ドアミラー 7

• アプローチライト、ドアミラー

• ルームランプおよびカーゴスペースランプ

• グローブボックスランプ

• テールランプ

• リアサイドマーカーランプ

• ハイマウントストップランプ

• ナンバープレートランプ

5 LED(Light Emitting Diode)
6 ボルボ指定のサービス工場にご用命ください。
7 特定モデルのみ。
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警告

バルブ交換時には、車両の電気系統を必ず

キー位置 0 にしてください。キー位置 -

各レベルでの機能 (p. 115)を参照してくだ

さい。

重要

バルブのガラス部分は、絶対に触らないでく

ださい。指などで触れると、付いた脂がバル

ブ点灯中に熱で蒸発してリフレクターに付

着し、リフレクターが劣化します。

注意

不具合のあるバルブを交換した後でも、エ

ラーメッセージが消えない場合には、車両を

ボルボ指定のサービス工場にお持ちくださ

い。

注意

ヘッドライトやリアランプなどのエクステ

リアランプでは、レンズの内側が一時的に曇

る場合があります。これは異常ではありま

せん。エクステリアランプは、このような曇

りに耐えるように設計されています。ライ

トをしばらく点灯させると、曇りは自然に解

消します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)

• ランプ交換 - フロントランプの位置

(p. 398)

• ランプ交換 - リアランプの位置 (p. 402)

• ランプ交換 - メイクアップミラーランプ

(p. 404)

ランプ交換 - フロントランプの位
置
概観図は、ハロゲンヘッドライト装備車の前部

にあるランプの位置を示しています。

ポジションランプ(p. 402)

ハイビーム(p. 401)

ロービーム(p. 400)

方向指示器(p. 402)

(未使用)

関連情報
• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

• ランプ交換 - ヘッドライト (p. 399)

• ランプ - 仕様 (p. 404)
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ランプ交換 - ヘッドライト
ヘッドライトのすべてのバルブは、エンジン

ルームからヘッドライト全体を取り外して交

換します。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

1.  ボンネットストップを引き上げます。

2.  トルクスツール(T30 サイズ)を使用し

て、スクリューをゆるめます。

3.  ロッキングピンを反時計回りに回しま

す。

 ロッキングピンを引き抜いてください。

4.  ヘッドライトを交互に傾けてゆるめ、引

き出します。

重要

ヘッドライトを取り付ける際には、いずれの

部分にも傷を付けないよう十分注意してく

ださい。

5.  キャッチを押し下げます。

 コネクターを外します。

レンズに傷をつけないように、ヘッドライト

を柔らかい布などの上に置きます。

重要

ケーブルを引っ張らないでください。必ず、

コネクターを引いてください。

6. 該当のバルブを交換します。

ライトの点灯やキー位置の変更を行う前に、必

ずヘッドライトと接点が正しく取り付けられて

いることを確認してください。

関連情報
• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

• ランプ交換 - フロントランプの位置

(p. 398)

• ランプ交換 - ハイ/ロービームバルブ用カ

バー (p. 400)

• ランプ交換 - フロント方向指示器

(p. 402)

• ランプ交換 - ポジションランプ (p. 402)

• ランプ - 仕様 (p. 404)
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ランプ交換 - ハイ/ロービームバル
ブ用カバー
ハイ/ロービームのバルブへアクセスするに

は、ヘッドライトの大きい方のカバーを外しま

す。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

大きい方のカバーを外すには、まずヘッドライ

トを取り外す必要があります。ランプ交換 -

ヘッドライト (p. 399)を参照してください。

1.  フックを押し合わせます。

 カバーを傾けて外します。

2. 該当のバルブを交換します。

関連情報
• ランプ交換 - ロービーム (p. 400)

• ランプ交換 - ハイビーム (p. 401)

ランプ交換 - ロービーム
ロービームバルブはヘッドライトの大きい方

のカバーの下に取り付けられています。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

1. ヘッドライト(p. 399)を外します。

2. カバー(p. 400)を外します。

3.  外れるまでバルブホルダーを押し上げ

ます。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。
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関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)

ランプ交換 - ハイビーム
ハイビームバルブはヘッドライトの大きい方

のカバーの下に取り付けられています。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

1. ヘッドライト(p. 399)を外します。

2. カバー(p. 400)を外します。

3.  バルブホルダーを反時計回りに回しま

す。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)
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ランプ交換 - フロント方向指示器
方向指示器のランプはヘッドライトの小さい

方のカバーの下に取り付けられています。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

1. ヘッドライト(p. 399)を外します。

2.  カバーを外します。

3.  キャッチを押し入れます。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)

ランプ交換 - ポジションランプ
ポジションランプのバルブホルダーはヘッド

ライトの側面にあります。

注意

ハロゲンヘッドライト装備車に適用されま

す。

1. ヘッドライト(p. 399)を外します。

2.  バルブホルダーを反時計回りに回しま

す。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

3. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)

ランプ交換 - リアランプの位置
リアのランプの位置が示されています。

ブレーキランプ(LED)

テールランプ(LED)

ブレーキランプ(p. 403)

サイドマーカーランプ(LED)

方向指示器(p. 403)

後退灯(p. 403)

フォグランプ(運転席側)(p. 403)

関連情報
• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

• ランプ - 仕様 (p. 404)
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ランプ交換 - リア方向指示器、ブ
レーキランプ、後退灯
リア方向指示器、ブレーキランプ、後退灯のバ

ルブは、カーゴスペースの内側から交換しま

す。

1. 不具合のあるバルブと同じ側の内装にある

ハッチ(1)を外します。

2.  キャッチを横方向に押します。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

3. 切れたバルブを押し込んで反時計回りに回

し、取り外します。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ交換 - リアランプの位置 (p. 402)

• ランプ - 仕様 (p. 404)

ランプ交換 - リアフォグランプ
リアフォグランプのバルブはバンパーのバル

ブホルダーに取り付けられています。

フォグランプは、左ハンドル車には左側に、右

ハンドル車には右側にあります。

左側のランプハウジング

あまり鋭くない、刃状のもの(テーブルナイ

フなど)を三角形の部分に約 20 mm 挿入しま

す。

 ラグが外れるまで、慎重に押し開きま

す。

重要

いずれのパーツも傷付けないよう注意して

ください。

 バルブホルダーを反時計回りに回しま

す。

 バルブホルダーを引き抜いてください。

3. ランプを押し込んで反時計回りに回します。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)
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ランプ交換 - メイクアップミラー
ランプ
メイクアップミラーランプはランプレンズの

内側に取り付けられています。

1. ランプレンズの下にドライバーを差し込み、

ゆっくり押し開き、端のロックラグを外しま

す。

2. 注意してランプレンズを外します。

3. ラジオペンチを使用して、バルブをまっすぐ

横向きに引き出します。バルブをペンチで

強く挟まないでください。バルブのガラス

が破損するおそれがあります。

4. バルブを交換し、各パーツを逆の順序で元に

戻します。

関連情報
• ランプ - 仕様 (p. 404)

ランプ - 仕様 
この仕様はバルブに該当します。LED ランプ

の交換については、サービス工場にご連絡くだ

さい。

ライト WA タイプ

ロービーム B 55 H7 LL

ハイビーム B 65 H9

フロント方向指示器 21 HY21W

ポジションランプ B 5 W5W LL

サイド方向指示器、ド

アミラー C

5 WY5W LL

リア方向指示器 21 PY21W LL

ブレーキランプ 21 H21W LL

後退灯 21 H21W LL

リアフォグランプ 21 H21W LL

メイクアップミラーラ

ンプ

1.2 T5 ソケット

W2x4.6d

A ワット
B ハロゲンライト装着車
C 特定モデルのみ。

関連情報
• ランプ交換 - 一般 (p. 397)

• ランプ交換 - フロントランプの位置

(p. 398)

• ランプ交換 - リアランプの位置 (p. 402)

• ランプ交換 - メイクアップミラーランプ

(p. 404)
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ワイパーブレード
ワイパーブレードはウインドスクリーンやリ

アウインドの水滴を取り除きます。ウォッ

シャー液を同時に使用してウインドを洗浄す

ると良好な視界を保つことができます。

ウインドスクリーンのワイパーブレードを交

換する際は、サービスポジションにする必要が

あります。

サービスポジション

サービスポジションのワイパーブレード

ワイパーブレードの交換、清掃、持ち上げなど

を行うため(例えば、ウインドスクリーン上の凍

結した氷を除去するため)には、必ずサービスポ

ジションにしてください。

重要

ワイパーブレードをサービスポジションに

する前に、凍結していないことを確認してく

ださい。

1. リモートコントロールキーをイグニッショ

ンスイッチに挿入し 8、START/STOP ENGINE

ボタンを軽く押して車両の電気系統をキー

位置 I にします。キー位置についての詳細

は、キー位置 - 各レベルでの機能 (p. 115)

を参照してください。

2. START/STOP ENGINEボタンをもう一度軽く

押し、車両の電気系統をキー位置 0 にセッ

トしてください。

3. 3 秒以内に右側レバースイッチを押し上げ、

約 1秒間その位置に保ってください。

> ワイパーはまっすぐ立ち上がります。

START/STOP ENGINEボタンを軽く押して車両の

電気系統をキー位置 I にすると(もしくは、エ

ンジンを始動すると)、ワイパーは初動位置に戻

ります。

重要

ウインドスクリーンからサービスポジショ

ンでワイパーアームが起こしてある場合に

は、ワイパーを始動する前に、ウインドスク

リーンの方に倒して元の位置に戻してくだ

さい。これは、ボンネットの塗装に傷を付け

ないようにするためです。

ワイパーブレードの交換

8 キーレス始動およびロックシステム装備車の場合は不要。
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サービスポジションのときにはワイパー

アームを折りたたんでください。ワイパー

ブレードのマウンティングにあるボタンを

押しながら、ワイパーブレードをワイパー

アームと並行方向にまっすぐ引き抜きます。

カチッと音がするまで、新しいワイパーブ

レードを差し込みます。

ワイパーブレードが確実に固定されている

か確認します。

4. ワイパーアームをウインドスクリーンの方

に倒して戻します。

START/STOP ENGINE ボタンを軽く押して車両の

電気系統をキー位置 I にすると(もしくは、エ

ンジンを始動すると)、ワイパーはサービスポジ

ションから初動位置に戻ります。

G
02

17
63

注意

ワイパーブレードは、長さが異なります。運

転席側のワイパーブレードの方が、助手席側

のワイパーブレードよりも長くなっていま

す。

警告

車両にエアバッグ Pedestrian Airbag が装

着されている場合、ボルボでは、純正ワイ

パーアームの使用を推奨しています。ワイ

パーアームの部品も必ず純正部品をご使用

ください。

リアウインドワイパーブレードの交換

1. ワイパーアームを起こします。

2. ワイパーブレードの内側部分(矢印の位置)

をつかみます。

3. 反時計回りに回します。てこの応用でワイ

パーブレードの端部をワイパーアームに押

し付けながら回すと、ブレードが外れやすく

なります。

4. 新しいワイパーブレードを、所定位置に差し

込みます。確実に取り付けられているか確

認してください。

5. ワイパーアームを下げます。

清掃
ワイパーブレードおよびウインドスクリーンの

清掃については、洗車 (p. 424)を参照してく

ださい。
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重要

ワイパーブレードは定期的に点検してくだ

さい。メンテナンスを怠ると、ワイパーブ

レードの耐用年数が短くなります。

関連情報
• ウォッシャー液 - 補充 (p. 407)

ウォッシャー液 - 補充
ウォッシャー液はヘッドライトとウインドの

洗浄に使用します。気温が氷点下の場合は、凍

結防止剤を含むウォッシャー液を必ず使用し

てください。

ブルーのキャップを開けて、ウォッシャー液を

補充します。

ウインドスクリーンウォッシャーとヘッドライ

トウォッシャーは、ウォッシャー液リザーバー

タンクを共用しています。

注意

リザーバータンク内のウォッシャー液の残

量が約 1リットルになると、ウォッシャー液

の補充を促すメッセージと  シンボル

がコンバインド・メーター・パネルに表示さ

れます。

指定グレード： ボルボ純正ウォッシャー液 -

寒冷時の氷点下の気温でも凍結から保護しま

す。

重要

ボルボ純正ウォッシャー液、または推奨 pH(6

～8)の同等品を適切に希釈(例：中性水と 1:1

の割合で希釈)して使用してください。

重要

ポンプやリザーバータンク、ホース内で凍結

しないように、温度が氷点下のときは、凍結

防止効果のあるウォッシャー液を使用して

ください。

容量：

• ヘッドライトウォッシャー装備の車両：5.5

リットル

• ヘッドライトウォッシャー装備なしの車

両：3.2 リットル
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関連情報
• ワイパーブレード (p. 405)

• ワイパーおよびウォッシャー (p. 136)

• ボンネット - 開閉 (p. 391)

メインバッテリー - 概要
メインバッテリーは、車両のスターターモー

ターとその他の電気装備の駆動に使用されま

す。

メインバッテリーは、従来の 12V バッテリーで

す。

メインバッテリーの耐用年数および性能は、エ

ンジンの始動回数、車両の使用状況、運転方法、

および天候など、色々な要素に影響されます。

• エンジン作動中は、絶対にメインバッテリー

の接続を外さないでください。

• メインバッテリーの配線が正しく、確実に接

続されているか確認してください。

次表には、メインバッテリーの仕様が記載され

ています。

電圧(V) 12

冷寒始動電流(コールドス

タートキャパシティ)A -

CCAB(A)

720

寸法、L×W×H(mm) 278×175×190

容量(Ah) 70

A EN 規格準拠
B Cold Cranking Amperes

重要

Start/Stop 機能装備車のメインバッテリー

を交換する場合、EFB9 タイプ以上のバッテ

リーを取り付ける必要があります。

補助バッテリーを交換する場合、AGM10 タイ

プのバッテリーを取り付ける必要がありま

す。

重要

メインバッテリーを交換する場合は、既存の

バッテリーと冷間始動性能およびタイプ

(バッテリーのラベルを参照)が同じバッテ

リーと交換してください。

注意

• バッテリーを交換する場合、新しいバッ

テリーのサイズが元のバッテリーの寸

法と一致する必要があります。

9 Enhanced Flooded Battery
10 Absorbed Glass Mat
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警告

• バッテリーからは、非常に引火性の高い、

酸素と水素の混合ガスが発生します。

ジャンパーケーブルを正しく接続しない

と、火花が発生し、バッテリーが爆発す

るおそれがあります。

• バッテリー液には、腐食性の強い希硫酸

が使用されており、触れると重度のヤケ

ドを負うおそれがあります。

• 電解液が目、皮膚または衣服に付着した

場合は、ただちに大量の水で洗い流して

ください。目に入った場合は、すぐに医

師の診察を受けてください。

重要

メインバッテリーまたは補助バッテリー

(p. 411)を充電する場合、必ず充電電圧制

御機能付きの最新バッテリーチャージャー

を使用してください。高速充電機能は使用

しないでください。バッテリーが損傷する

おそれがあります。

重要

以下の指示に従わないと、外付けバッテリー

やバッテリーチャージャーを接続した後、イ

ンフォテイメントシステムの節電機能が一

時的に解除されたり、コンバインド・メー

ター・パネルのインフォメーション・ディス

プレイにメインバッテリーの充電状態に関

するメッセージが一時的に表示されないこ

とがあります。

• 外付けバッテリーまたはバッテリー

チャージャーを接続する際、車両のメイ

ンバッテリーのマイナス端子は絶対に

使用しないでください。車両シャシの

みがアースポイントとして使用できま

す。

ケーブルクランプの取り付け方については、

ジャンプスタート (p. 316)を参照してくだ

さい。

注意

放電/充電を頻繁に繰り返すと、バッテリー

の耐用年数が短くなります。

バッテリーの寿命は走行状況や気候などさ

まざまな要因の影響を受けます。バッテ

リーの始動能力は時間が経つにつれて徐々

に低下しますので、長時間使用しなかった場

合や、短距離の運転を繰り返した場合には、

充電が必要になります。極端に気温が低い

場合にも始動能力が低下します。

バッテリーを良好な状態に保つために、車両

を毎週少なくとも 15 分程度運転するか、自

動トリクル充電機能の付いたバッテリー充

電器を接続しておくことをお薦めします。

バッテリーはつねにフルに充電された状態

にしておくと、耐用年数をもっとも長くする

ことができます。

関連情報
• バッテリー - シンボル (p. 410)

• メインバッテリー - 交換 (p. 410)
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バッテリー - シンボル
バッテリーには重要な情報と警告シンボルが

表示されています。

バッテリーに表示されているシンボル

安全ゴーグルを着用してく

ださい。

詳しくは、車両のオーナー

ズマニュアルを参照してく

ださい。

お子様の手の届かない場所

に保管してください。

腐食性の強い希硫酸が入っ

ています。

火花、火気禁止。

爆発の危険。

リサイクルに出すことが必

要です。

注意

バッテリーには鉛が含まれているため、使用

済みのメインバッテリーや補助バッテリー

は、環境に配慮した適切な方法でリサイクル

処理してください。

関連情報
• メインバッテリー - 概要 (p. 408)

• バッテリー - Start/Stop (p. 411)

メインバッテリー - 交換
メインバッテリーは認定サービス工場で交換

してください。

ボルボではバッテリーの交換は指定のサービス

工場に依頼されることを推奨します。ボルボ指

定のサービス工場をご利用ください。

車両のメインバッテリーについては、メイン

バッテリー - 概要 (p. 408)およびジャンプス

タート (p. 316)を参照してください。
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バッテリー - Start/Stop
Start/Stop 機能を装備した車両には、メイン

バッテリーと補助バッテリーが備えられてい

ます。

Start/Stop 機能を装備した車両には、12V バッ

テリーが 2個装着されています。始動時用の非

常にパワフルなバッテリーと、Start/Stop 機能

の始動手順を補佐する補助バッテリーの 2つで

す。

Start/Stop 機能については、Start/Stop*
(p. 323)を参照してください。

車両のメインバッテリーに関する詳細はジャン

プスタート (p. 316)を参照してください。

次表には、補助バッテリーの仕様が記載されて

います。

電圧(V) 12

冷寒始動電流(コールドス

タートキャパシティ)A -

CCAB(A)

120C

170D

寸法、L×W×H(mm)
150×90×106C

150×90×130D

容量(Ah)
8C

10D

A EN 規格準拠
B Cold Cranking Amperes
C マニュアルトランスミッションと Start/Stop 機能の組み
合わせでは、車両が完全に静止したときにのみオートス
トップします。

D その他

重要

Start/Stop 機能装備車のメインバッテリー

を交換する場合、EFB11 タイプ以上のバッテ

リーを取り付ける必要があります。

補助バッテリーを交換する場合、AGM12 タイ

プのバッテリーを取り付ける必要がありま

す。

注意

• 車両の電流消費量が多いほど、オルタ

ネーターの作動量が増し、さらにバッテ

リーの充電量を増やす必要があるため、

燃料消費量の増加につながります。

• バッテリー容量が許容最低レベルを下

回ると、Start/Stop 機能が解除されま

す。

電流消費量が多いために一時的に Start/Stop

機能が低下した場合には：

• 運転者がクラッチペダルを踏み込まなくて

もエンジンがオートスタート 13 します(マ

ニュアルトランスミッション)。

• 運転者がブレーキペダルから足を離さなく

ても、エンジンがオートスタートします

(オートマチックトランスミッション)。

11 Enhanced Flooded Battery
12 Absorbed Glass Mat
13 オートスタートは、セレクターレバーがニュートラル位置にあるときにしか実施されません。
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バッテリーの位置

メインバッテリー 14

補助バッテリー

通常、補助バッテリーが始動時に使用するメイ

ンバッテリーより頻繁に点検整備を必要とする

ことはありません。ご質問や不具合があれば、

サービス工場にご連絡ください。ボルボ指定の

サービス工場をお薦めします。

重要

以下の指示に従わない場合には、外付けバッ

テリーやバッテリーチャージャーを接続し

た後、Start/Stop 機能が一時的に機能しない

ことがあります。

• 外付けバッテリーまたはバッテリー

チャージャーを接続する際、車両のメイ

ンバッテリーのマイナス端子は絶対に

使用しないでください。車両シャシの

みがアースポイントとして使用できま

す。

ケーブルクランプの取り付け方については、

ジャンプスタート (p. 316)を参照してくだ

さい。

注意

車両の通常の電気機能が使用できないほど

メインバッテリーが放電してしまい、外付け

バッテリーまたはバッテリーチャージャー

を使用してエンジンをジャンプスタートし

た場合でも、Start/Stop 機能は作動し続け

ます。その後間もなく Start/Stop 機能が

エンジンをオートストップさせた場合、バッ

テリーの充電時間を確保できなかったため

にバッテリー容量が不足し、エンジンオート

スタートが機能しないおそれがあります。

車両をジャンプスタートした場合、または

バッテリーチャージャーでバッテリーを充

電する時間が十分にない場合、車両による

バッテリーの充電が完了するまで

Start/Stop 機能を一時的に無効にしておく

ことをお薦めします。外気温が+15 ℃の場

合、車両でバッテリーを少なくとも 1 時間充

電する必要があります。外気温がさらに低

い場合、3～4 時間の充電時間が必要になるこ

とがあります。バッテリーの充電には、外付

けバッテリーチャージャーの使用をお薦め

します。

メインバッテリーの充電については、メイン

バッテリー - 概要 (p. 408)を参照してく

ださい。

14 メインバッテリーについての詳細は、メインバッテリー - 概要 (p. 408)を参照してください。
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関連情報
• バッテリー - シンボル (p. 410)

電気系統
電気系統は単極で、シャシおよびエンジンを

アースとして使用します。

車両には、電圧安定化オルタネーターが装備さ

れています。

メインバッテリーのサイズ、タイプ、性能は車

両の装備および機能によって異なります。

重要

メインバッテリーを交換する場合は、既存の

バッテリーと冷間始動性能およびタイプ

(バッテリーのラベルを参照)が同じバッテ

リーと交換してください。

関連情報
• メインバッテリー - 交換 (p. 410)

• メインバッテリー - 概要 (p. 408)

ヒューズ - 概要
車両の電装品は、多くのヒューズによりショー

トや過負荷から保護されています。

電装品または電気機能が作動しない場合、電気

回路に一時的に過剰な負荷がかかったため、

ヒューズが切れたおそれがあります。同じ箇所

のヒューズが繰返し切れる場合は、該当する

ヒューズの電気系統が故障しているおそれがあ

ります。ボルボ指定のサービス工場で点検を受

けてください。

交換
1. ヒューズ表を参照して、該当するヒューズを

探します。

2. ヒューズを取り外して、中央の曲がったワイ

ヤーが焼き切れているか、側面から見て点検

します。

3. 切れていたら、必ず同じ色、同じアンペアの

ヒューズと交換します。

警告

ヒューズを交換する際、絶対に異なるヒュー

ズまたは高アンペアのヒューズを使用しな

いでください。高アンペアのヒューズを使

用すると、過大な電流が流れてもヒューズが

切れず、配線を損傷させて発火し、火災を起

こしたり、電装品を損傷させるおそれがあり

ます。
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セントラルエレクトリカルユニットの場
所

左ハンドル車のヒューズボックス位置。右ハン

ドル車の場合、グローブボックス下のヒューズ

ボックスは左右が逆になります。

エンジンルーム

グローブボックス下

右側フロントシート下

関連情報
• ヒューズ - エンジンルーム (p. 415)

• ヒューズ - グローブボックス下 (p. 418)

• ヒューズ - 右側フロントシート下

(p. 421)
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ヒューズ - エンジンルーム
エンジンルーム内のヒューズは、主にエンジン

とブレーキシステムを保護します。

カバーの内側に、ヒューズを交換するときに使

用するヒューズプライヤーがあります。

このヒューズボックスには、スペアヒューズを

保管するスペースもあります。

ヒューズの交換
メインバッテリーのカバーと配電ユニットのカ

バーを外すと、ヒューズにアクセスできます。

カバーの取り外し  メインバッテリーのカバーの側面に取

り付けられているロックキャッチを引き出

します。

 カバーをまっすぐ上に引き上げます。



||

保守点検

* オプション/アクセサリー。416

 配電ユニットの側面に取り付けられて

いるロックキャッチを引き出します。

 ロックラグ(1)が外れるまで、カバーを

上方向に回転させます。

カバーをエンジンの方向に折り曲げて、

ヒューズにアクセスしてください。

カバーの再取り付け

逆の順序で部品を元の位置に取り付けます。

位置
カバーの内側のラベルには、ヒューズの位置が

表示されています。

• 7～18 および 46 のヒューズは、「JCASE」タ

イプです。交換は必ずサービス工場 15 にご

依頼ください。

• 19～45 および 47～48 のヒューズは「Mini

Fuse」タイプです。

機能 AA

ABS ポンプ 40

ABS バルブ 30

ヘッドライトウォッシャー* 20

ベンチレーションファン 40

– –

ヒューズ用のプライマリーヒュー

ズ 32～36

30

– –

ヒーテッドウインドスクリーン、

右側*
40

– –

機能 AA

ヒーテッドウインドスクリーン、

左側*
40

パーキングヒーター* 20

ウインドスクリーンワイパー 20

セントラルエレクトロニックモ

ジュール、基準電圧、補助バッテ

リー

5

ホーン 15

ブレーキランプ 5

– –

ライトスイッチ 5

内部リレーコイル 5

12V 電源ソケット、トンネルコン

ソールフロント

15

トランスミッションコントロール

モジュール

15

– –

12V 電源ソケット、トンネルコン

ソールリア

15

15 ボルボ指定のサービス工場にご用命ください。
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機能 AA

– –

エンジンコントロールモジュール

(ECM)

5

パワーシート、右側* 20

ラムダソンド(ヒーター付き酸素

センサー)、クーリングファンリ

レーのリレーコイル

15

バキュームレギュレーター、バル

ブ、ラジエーターローラーカバー

コントロールモジュール、スポイ

ラーローラーカバーコントロール

モジュール(ディーゼル)、A/C コ

ンプレッサー、エンジンオイルポ

ンプ用ソレノイド、エアコンディ

ショナーシステム用クーリングバ

ルブ(ディーゼル)、グローコント

ロールモジュール(ディーゼル)、

Start/Stop 機能用リレーのリ

レーコイル

10

EGR バルブ(ディーゼル)、EVAP バ

ルブ(ガソリン)、エンジンコント

ロールモジュール、エンジンクー

リングシステム用サーモスタット

(ガソリン)、EGR 用クーリングポ

ンプ(ディーゼル)

15

機能 AA

イグニッションコイル(ガソリン) 15

ディーゼルフィルターヒーター

(ディーゼル)

25

エンジンコントロールモジュール

(ECM)

15

ABS 5

エンジンコントロールモジュー

ル、トランスミッションコント

ロールモジュール、エアバッグ

7.5

ライト高さコントロール* 10

電気制御サーボ 5

セントラルエレクトロニックモ

ジュール

15

– –

– –

衝突警告システム 5

アクセルペダルセンサー 5

– –

機能 AA

– –

クーラントポンプ(利用できる

パーキングヒーターがない場合)

10

A アンペア

関連情報
• ヒューズ - グローブボックス下 (p. 418)

• ヒューズ - 右側フロントシート下

(p. 421)
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ヒューズ - グローブボックス下
グローブボックスの下にあるヒューズは、主に

エアバッグおよびルームランプの機能などを

保護します。

エンジンルーム内のヒューズボックス用カバー

の内側に、ヒューズを交換するときに使用する

ヒューズプライヤーがあります。

エンジンルーム内のヒューズボックスには、ス

ペアヒューズを保管するスペースもあります。

ヒューズの交換
ヒューズボックスからプロテクションカバーが

取り除かれると、ヒューズにアクセスできます。
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カバーの取り外し

窪みをつかんで、カバーの下端のロッキング

ラグがヒューズボックスから外れるまで引

きます。

カバーを外します。

注意

配電ユニットからカバー上端のロッキング

ラグを外すには、かなり大きな張力が必要と

なります。

カバーの取り付け

下側ラグを取り付けます。

上側ラグが噛み合うまでカバーを上向きに

回します。

注意

上部ロッキングラグが、配電ユニットの溝に

しっかりはまっていることを確認してくだ

さい。

位置
これらのヒューズは「Mini Fuse」タイプです。

機能 AA

フューエルポンプ 20

– –

機能 AA

リアウインドワイパー 15

ルーフコンソールのディスプレイ

(助手席のエアバッグ表示灯/シー

トベルトリマインダー)

5

ルームランプ、フロント読書灯お

よびルームランプ用ルーフコン

ソールのコントロール、パワー

シート*

7.5

電動スライドカーテン、パノラ

マ・ガラスルーフ*用
10

レインセンサー*、バックミラー防

眩機能*、湿気センサー*
5

衝突警告システム* 5

– –

テールゲートのロック解除 B 10

– –

リザーブ位置 3、定電圧 5

ステアリングホイールロック 15

コンバインド・メーター・パネル 5
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機能 AA

セントラルロックシステム、燃料

給油口フラップ C

10

クライメートパネル 7.5

ステアリングホイールモジュール 7.5

サイレン*、データリンクコネク

ター OBDII

5

ハイビーム 15

– –

後退灯 7.5

ウインドスクリーンワイパー D、リ

アウインドスクリーンワイパー D

20

イモビライザー 5

リザーブ位置 1、定電圧 15

リザーブ位置 2、定電圧 20

アラーム用ムーブメントセン

サー*、リモートレシーバー

5

ウインドスクリーンワイパー E、リ

アウインドスクリーンワイパー E

20

機能 AA

セントラルロックシステム、燃料

給油口フラップ F

10

テールゲートのロック解除 G 10

電気アディショナルヒーター*、リ

アシートヒーターボタン*
7.5

エアバッグ、歩行者エアバッグ* 7.5

リザーブ位置 4、定電圧 7.5

– –

– –

A アンペア
B ヒューズ 84 も参照。
C ヒューズ 83 も参照。
D ヒューズ 82 も参照。
E ヒューズ 77 も参照。
F ヒューズ 70 も参照。
G ヒューズ 65 も参照。

関連情報
• ヒューズ - エンジンルーム (p. 415)

• ヒューズ - 右側フロントシート下

(p. 421)
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ヒューズ - 右側フロントシート下
右側フロントシート下にあるヒューズは、主に

インフォテイメントシステムやシートヒー

ターを保護します。

エンジンルーム内のヒューズボックス用カバー

の内側に、ヒューズを交換するときに使用する

ヒューズプライヤーがあります。

エンジンルーム内のヒューズボックスには、ス

ペアヒューズを保管するスペースもあります。

位置
• ヒューズ 24～28 は「JCASE」タイプです。交

換はサービス工場 16 にご依頼ください。

• 1～23 および 29～46 のヒューズは「Mini

Fuse」タイプです。

機能 AA

– –

キーレスシステム* 10

ドアハンドル、キーレスシステム* 5

コントロールパネル、左側フロント

ドア

25

16 ボルボ指定のサービス工場にご用命ください。
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機能 AA

コントロールパネル、右フロントド

ア

25

コントロールパネル、左リアドア 25

コントロールパネル、右リアドア 25

ヒューズ用のプライマリーヒュー

ズ 12～16：インフォテイメント

25

パワーシート、左側* 20

– –

内部リレーコイル 5

– –

– –

– –

– –

– –

カーゴスペースの 12V 電源ソケッ

ト

15

– –

– –

機能 AA

– –

– –

– –

トレーラーソケット 2* 20

オーディオコントロールモジュー

ル(アンプ)*
30

– –

トレーラーソケット 1* 40

リアウインドデフロスター 30

– –

BLIS(ブラインド・スポット・イン

フォメーション・システム)*
5

パークアシスト* 5

パーキングカメラ* 5

DSRC(Dedicated Short Range

Communications)用コントロールモ

ジュール

5

– –

機能 AA

運転席シートヒーター 15

助手席シートヒーター 15

– –

– –

– –

右リアシートヒーター* 15

左リアシートヒーター* 15

AWD コントロールモジュール* 15

– –

– –

– –
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機能 AA

オーディオコントロールモジュー

ル(アンプ)* (診断用信号)、オー

ディオコントロールモジュールま

たはコントロールモジュール

SensusB、インフォテイメントコン

トロールモジュールまたは画面 B、

デジタルラジオ*、TV*

15

テレマチックス*、Bluetooth* 5

A アンペア
B 一部モデル

関連情報
• ヒューズ - エンジンルーム (p. 415)

• ヒューズ - グローブボックス下 (p. 418)
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洗車
車両が汚れたらすぐに洗車してください。油

水分離装置のある自動洗車機で洗車してくだ

さい。カーシャンプー(洗車用洗剤)を使用し

てください。

手洗い
• 塗装面に付着した鳥のフンは、すみやかに取

り除いてください。鳥のフンに含まれてい

る成分が塗装を急速に変色させます。変色

の除去については、ボルボ指定のサービス工

場にお問い合わせください。

• 車体の下面の汚れは、水でよく洗い落として

ください。

• 泥を含む水がすべて洗い落されるまで車両

全体を洗い流してください。洗浄中に引っ

かき傷ができるのを防止するためです。

キーシリンダーなどには直接水をかけない

でください。

• 汚れが取れにくい場合は、脱脂剤を温めない

で使用してください。この場合、表面が日光

によって熱くなっていないように、注意して

ください。

• 十分な量のぬるま湯と、カーシャンプー(洗

車用洗剤)およびスポンジを使用して洗車し

てください。

• ワイパーブレードは、洗剤を入れたぬるま

湯、またはカーシャンプー(洗車用洗剤)で

洗ってください。

• きれいで柔らかいセーム皮またはスクレー

パーなどを使用して、車体から水分を拭き

取ってください。直射日光によって水滴が

乾いてしまわないように注意すれば、水滴に

よってシミがつく可能性が低くなります。

シミができると、場合によっては磨いてとる

ことが必要になります。

警告

エンジンの洗浄は、サービス工場にお問い合

わせください。エンジンが高温のときは、火

災につながるおそれがあります。

重要

ヘッドライトに汚れが付着していると、機能

に影響します。定期的(燃料補給時など)に、

ヘッドライトの清掃を行ってください。

腐食性の洗浄剤や pH 値が 3.5 未満または

11.5 以上の洗浄剤は使用しないでください。

水とノンスクラッチスポンジを使用してく

ださい。

注意

ヘッドライトやリアランプなどのエクステ

リアランプでは、レンズの内側が一時的に曇

る場合があります。これは異常ではありま

せん。エクステリアランプは、このような曇

りに耐えるように設計されています。ライ

トをしばらく点灯させると、曇りは自然に解

消します。

自動洗車機
自動洗車機を使用すると簡単に早く洗車をする

ことができますが、自動洗車機のブラシでは完

全に洗浄できない箇所が多数あります。できる

だけ、手で洗車されることをお薦めします。

注意

最初の数カ月間は、自動洗車機の使用は避

け、洗車は必ず手で行ってください。新車の

うちは、塗装面がまだ完全に硬化していない

ためです。

高圧洗浄
高圧の水をかけるときは、広い範囲を動かすよ

うな動きで、ノズルの先端をボディ面(すべての

外装部品に該当)から 30 cm 以上離してくださ

い。キーシリンダーなどには直接水をかけない

でください。
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ブレーキのテスト

警告

洗車後は、パーキングブレーキも含め、ブ

レーキのテストを必ず行ってください。水

分や錆がブレーキパッドに悪影響を与えて

いないか、ブレーキの制動効果が劣っていな

いか確認してください。

雨や雪の中を長時間走行しているときは、ブ

レーキペダルを数回軽く踏むようにしてくださ

い。摩擦熱により、ブレーキライニングを温め

て水分を取り除くことができます。非常に湿度

が高いときや冷寒時に発進したときにも、この

方法が有効です。

ワイパーブレード
ワイパーブレードにアスファルト、埃、または

融雪剤が付着していたり、ウインドスクリーン

に虫や氷などが付着していると、ワイパーブ

レードの耐用年数が短くなります。

清掃に関して：

– ワイパーブレードはサービスポジションに

してください。ワイパーブレード (p. 405)

を参照してください。

注意

ワイパープレードおよびウインドスクリー

ンは、洗剤を入れたぬるま湯、またはカー

シャンプー(洗車用洗剤)で定期的に洗って

ください。

強い溶剤を使用しないでください。

外装プラスチック、ラバー、およびトリ
ムコンポーネント
カラープラスチックパーツやラバー、トリムコ

ンポーネント(光沢のあるトリムモールディン

グなど)を清掃および手入れするときは、ボルボ

純正専用クリーナー(ボルボ・ディーラーでお求

めになれます)のご使用をお薦めします。ク

リーナーの使用説明書の指示に従ってくださ

い。

サイドウインド周辺のフレーム、車両のルーフ

レール、ウインドのドアフレーム*には陽極酸化

アルミニウムが使用されています。したがっ

て、これらのパーツを洗うときには、変色防止

のため、pH 値が 3.5～11.5 の範囲内のクリー

ナーのみを使用してください。

pH 値が 3.5～11.5 のクリーナーを使用して洗う必要
のあるパーツ

重要

プラスチックおよびラバー部分に、ワックス

がけおよびポリッシュ加工を行わないでく

ださい。

脱脂剤をプラスチックおよびラバー部分に

使用する必要がある場合は、軽くこするよう

にしてください。柔らかい洗浄用スポンジ

を使用してください。

光沢のあるトリムモールディングを、磨かな

いでください。表面に傷が付いたり、光沢が

失われたりする場合があります。

研磨剤の入った艶出し剤は使用しないでく

ださい。
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重要

洗車するときには、pH 値が 3.5 未満または

11.5 以上の洗浄剤は使用しないでください。

使用した場合、パワーウインドの周辺部や

ルーフラックなどの陽極酸化アルミニウム

パーツが変色する可能性があります。

陽極酸化アルミニウムパーツには、絶対に金

属研磨剤を使用しないでください。変色し

て表面処理が損なわれる可能性があります。

ホイール
ボルボ社が推奨するクリーナー以外使用しない

でください。

洗浄後も、ホイールの塗装に付着したブレーキ

ディスクからの金属粉じんが原因でスポークの

根元に変色が残ることがあります。多くの場

合、やわらかい布とペイントクリーナーを使用

してきめ細やかに磨くと取り除くことができま

す。

特にクロームメッキされたアルミホイールの場

合、強力なホイールクリーナーを使用すると、

表面にキズやシミが付くおそれがあります。

関連情報
• 磨きおよびワックスがけ (p. 426)

• 内装の清掃 (p. 428)

• 撥水/防塵加工コーティング (p. 427)

磨きおよびワックスがけ
車体の塗装面の艶が失われてきたときや、特に

外装を保護したいときは、磨きとワックスがけ

を行ってください。

新車購入後約 1年間はポリッシュの必要はあ

りませんが、ワックスがけをすることはできま

す。直射日光が当たる場所での磨き、または

ワックスがけは避けてください。

磨きやワックスがけは、車両をよく洗い、完全

に乾かしてから行ってください。車両に付着し

たアスファルトやタールなどは、タール用ク

リーナーやホワイトガソリンを使用して取り除

いてください。取れにくいシミなどは、車体塗

装面専用の研磨コンパウンドを使用して取り除

いてください。

磨き剤で磨いてから、液体または固形ワックス

を使用してワックスがけを行ってください。使

用する製品に記載されている使用説明書に、必

ず従ってください。磨き剤とワックスが、一緒

になったタイプもあります。

重要

プラスチックおよびラバー部分に、ワックス

がけおよびポリッシュ加工を行わないでく

ださい。

脱脂剤をプラスチックおよびラバー部分に

使用する必要がある場合は、軽くこするよう

にしてください。柔らかい洗浄用スポンジ

を使用してください。

光沢のあるトリムモールディングを、磨かな

いでください。表面に傷が付いたり、光沢が

失われたりする場合があります。

研磨剤の入った艶出し剤は使用しないでく

ださい。

重要

ボルボ純正のペイントトリートメントしか

使用しないでください。他のペイントト

リートメントなどのシーリング、プロテク

ション、光沢シーリングなど、その他の処置

によって、塗装面が損傷を受けるおそれがあ

ります。ペイントトリートメントなどで生

じた損傷は、ボルボ社の保証が適用されませ

ん。

関連情報
• 洗車 (p. 424)
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撥水/防塵加工コーティング
ウインド表面には、悪天候下でも良好な視界が

確保できるようにコーティングが施されてい

ます。

撥水/防塵加工コーティング*
撥水/防塵加工コーティングは、経年

劣化します。

メンテナンス：

• カーワックス、脱脂剤などは、撥水/防塵加

工に影響を与えるおそれがあるので、ガラス

表面に絶対に使用しないでください。

• ガラス面を清掃する際は、表層に傷を付けな

いよう、十分に注意してください。

• 雪や氷などを取り除く際は、ガラス表面加工

を傷付けないように、プラスチック製のアイ

ススクレーパーのみを使用してください。

• パワーウインドの撥水効果を維持するため

に、専用表面処理溶剤(ボルボ指定ディー

ラーでお買い求めいただけます)のご使用を

お薦めします。新車登録後約 3年目以降は、

補修加工を必ず毎年実施してください。

重要

ウインドの氷を除去するときに、金属製のア

イススクレーパーを使用しないでください。

ミラーの氷は、デフロスター機能を使用して

除去してください。ウインドおよびドアミ

ラー - ヒーター (p. 141)を参照してくだ

さい。

関連情報
• 洗車 (p. 424)

防錆
ボルボ車には、工場で入念な防錆処置が施され

ています。車体各部は、亜鉛メッキ処理された

シートメタルが使用されています。車体下部

は防錆剤で保護されています。車体メンバー、

ビーム類、およびサイドドアなどには、浸透性

の防錆剤で薄いコーティングが施されていま

す。

点検とメンテナンス
車両の防腐保護は、通常メンテナンスの必要は

ありませんが、車両をつねにきれいに保つこと

で錆のリスクを低減することができます。光沢

のあるトリムコンポーネントには、強アルカリ

洗剤や酸性洗剤は使用しないでください。飛び

石傷を見つけた場合は、すみやかに修復を行っ

てください。

関連情報
• 塗装の損傷 (p. 429)
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内装の清掃
ボルボ社が推奨するクリーナーおよびカーケ

ア製品のみを使用して、定期的に清掃してくだ

さい。汚れがついた場合はすぐに対処するこ

とが重要です。洗浄剤を使用する前に、掃除機

をかけてください。

重要

• 濃い色のジーンズやスウェードなど、衣

類の素材によっては、色落ちして内装を

変色させるおそれがありますのでご注

意ください。内装が変色した場合、すみ

やかに内装の汚れた箇所を清掃して、適

切に対処することが重要です。

• 車内の清掃には、強力な溶剤(ウォッ

シャー液、ガソリン、ホワイトガソリン

など)を絶対に使用しないでください。

内装やその他のインテリア用品を損傷

するおそれがあります。

• 電気を扱うボタンおよびコントロール

のあるコンポーネントには、絶対に洗浄

剤を直接吹き付けないでください。代

わりに、洗浄剤で湿らせた布を使用し

て、コンポーネントを拭いてください。

• 清掃時に尖った物やマジックテープな

どを使用しないでください。内装布地

に損傷を与えるおそれがあります。

布地内装および天井内装
ボルボ社は、布地内装および天井内装のお手入

れのために、総合的な布地手入れ用品をご用意

しています。説明書の指示通りに使用すると、

内装の状態を良好に保つことができます。布地

手入れ用品は、ボルボディーラーでお買い求め

いただけます。

レザー製内装
ボルボ車のレザー製内装は、本来の外観が長続

きするように処理されています。

レザー製内装は、時間の経過とともに変化して

美しい風合いが生まれる、天然皮革の製品です。

レザー特有の色や性質を保つためには、定期的

な清掃とトリートメントが必要です。ボルボ社

は、レザー製内装の清掃およびトリートメント

のために、ボルボレザーケアキットという総合

的なお手入れ用品をご用意しています。説明書

の指示通りに使用すると、レザー表面の保護

コーティングを良好な状態に保つことができま

す。

レザー特有の柔らかさと感触を保つため、年に

1～4回清掃を行い、保護クリームを使用してお

手入れされることをお薦めします(必要に応じ

て、お手入れの回数を増やしてください)。ボル

ボレザーケアキットは、ボルボディーラーでお

買い求めいただけます。

レザーステアリングホイール
レザーは呼吸します。レザー製ステアリングホ

イールにビニールのカバーをかけないでくださ

い。レザーステアリングホイールの清掃には、

ボルボレザーケアキットをお薦めします。

プラスチック製、金属製および木製イン
テリアパーツ
マイクロファイバークロス(ボルボ指定の

ディーラーにお問い合わせください)などのご

使用をお薦めします。マイクロファイバークロ

スを水で湿らせ、内装各部を拭いて清掃してく

ださい。

汚れをとるために、強く擦ったり、削らないで

ください。強いシミ抜き溶剤は、絶対に使用し

ないでください。取れにくい汚れには、ボルボ

純正専用クリーナー(ボルボ指定のディーラー

でお求めになれます)のご使用をお薦めします。

シートベルト
水および中性洗剤を使用してください。テキス

タイル専用洗剤は、ボルボディーラーでお買い

求めいただけます。シートベルトは、完全に乾

かしてから巻き戻してください。

フロアマット
フロアカーペットを清掃するときは、フロア

マットやカーゴスペースのマットを取り外して

ください。埃や汚れは、掃除機で吸い取ってく

ださい。各フロアマットはピンで固定されてい

ます。

フロアマットを各ピンの部分でつかみ、まっす

ぐに持ち上げて取り外してください。
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フロアマットを所定位置に装着する際には、各

ピンの場所を押してください。

警告

各シートではフロアマットを 1枚だけ使用

してください。また、運転席のマットがペダ

ルの横や下に引っかかることがないように、

運転する前に、マットがピンに確実に固定さ

れていることを確認してください。

フロアマットにシミができた場合には、掃除機

をかけて掃除した後、特殊テキスタイルクリー

ナーをご使用ください。フロアマットの清掃に

は、必ずボルボディーラーが推奨する洗剤をご

利用ください。

関連情報
• 洗車 (p. 424)

塗装の損傷
塗装は車両を錆から守るために重要な役割を

果たしていますので、定期的に点検してくださ

い。塗装面にもっとも多く見られる損傷は、飛

石による傷、引っかき傷、フェンダーおよびド

ア、バンパーの傷などです。

塗装面の小さな損傷の補修
ボディーの傷をそのままにしておくと、塗装面

ばかりではなくボディーそのものを腐食させて

しまいます。

必要となる可能性のある製品

• プライマー 17 - 例えばプラスチック加工の

バンパーなどには、スプレー缶入りの癒着性

プライマーが利用できます。

• 下塗りとクリアコート - スプレー缶入りや

タッチアップペン/スティックタイプ 18 の

ものが利用できます。

• マスキングテープ

• 目の細かいサンドペーパー 17

カラーコード
カラーコードの表示ラベルは、ドアピラーに貼

付されています。右側リアドアを開けたときに

確認できます。

エクステリアカラーコード

準エクステリアカラーコード

必ず正しい色の塗料を使用してください。製品

ラベルの位置については、タイプの表示

(p. 432)を参照してください。

17 必要時。
18 タッチアップペンのパッケージに含まれているインストラクションに従ってください。
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小石などによる傷や引っかき傷など塗装
面の小さな損傷の修理

G
02

18
32

塗装面の補修は、車体をよく洗って乾燥させ、

気温が 15 ℃以上のときに行ってください。

1. 損傷のある表面にマスキングテープを貼り

ます。剥がれかけた塗装の薄片が取り除け

るようにテープを剥がします。

損傷が金属部分に達している場合には、プラ

イマーを使って補修してください。損傷が

プラスチック部分に達している場合には、癒

着性プライマーを使用するとよりよい結果

が得られます。スプレー缶の蓋にスプレー

を吹きかけて、薄くブラシで伸ばします。

2. 塗装の前に、非常に目の細かい研磨材を使用

して、必要な場所だけ慎重に研磨します(端

が一様ではない場合など)。表面をよく洗浄

して、乾くまでお待ちください。

3. プライマーをよく混ぜて、細い筆かマッチ棒

などで損傷部分に塗ります。プライマーが

乾いたら、下塗りとクリアコートで仕上げま

す。

4. 引っかき傷の場合も小石による傷と同様に

補修しますが、必要に応じてマスキングテー

プを使用して、傷のない部分を保護します。

注意

小石などによる傷で、金属部分に達しておら

ず、塗装に損傷のない部分が残っている場合

には、清掃後すぐ下塗りとクリアコートで処

理してください。

関連情報
• 防錆 (p. 427)
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タイプの表示 タイプの表示や車両識別番号など、車両固有の

情報は車両のラベルに記載されています。

ラベルの位置

図は概略図です。詳細は、市場および車両モデルにより異なる場合があります。
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ボルボ指定のディーラーに車両についてのお問

い合わせや、パーツあるいはアクセサリーのご

注文をいただくときは、車両のシャシ(車台)番

号(VIN)およびエンジンタイプをお知らせくだ

さい。

タイプの表示、車台番号(VIN)、最大許容重

量、エクステリアカラーコードおよび型式指

定番号の表示ラベル。表示ラベルはドアピ

ラーに貼付されています。右リアドアを開

けたときに確認できます。

A/C システム用ラベル

パーキングヒーターラベル

エンジンコードおよびエンジンのシリアル

ナンバーの表示ラベル

エンジンオイル用ラベル

トランスミッション型式およびシリアルナ

ンバーの表示ラベル

 マニュアルトランスミッション

 オートマチックトランスミッション

車両の車台番号(VIN)の表示ラベル

実際の車両の各諸元値は、車検証記載の数値を

参照してください。

注意

オーナーズマニュアルに掲載されている表

示ラベルは、車両の表示ラベルと若干異なっ

ている場合があります。ラベル掲載の目的

は、ラベルの概観と車両に貼られている位置

を示すことです。お客様の車両に関する情

報は、車両内の各ラベルに記載されていま

す。

関連情報
• 重量 (p. 435)

• エンジンの仕様 (p. 438)
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寸法
車両の全長や高さなどの寸法が表内に記載さ

れています。

V40 CROSS COUNTRY

寸法 mm

A ホイールベース 2647

B 全長 4370

C 荷室の長さ(フロア上の寸

法、バックレストを倒した

状態) 1508

D 荷室の長さ(フロア上の寸

法) 684

寸法 mm

E 全高 1458

F 荷室の高さ 532

G トレッド(フロント) 1552A

1547B

H トレッド(リア) 1540A

1535B

寸法 mm

I 荷室の幅(フロア上の寸法) 960

J 全幅 1783(1802C)

K 全幅(ドアミラーを含む) 2041

L 全幅(格納式ドアミラーを

含む) 1857

A オフセット 50 mm
B オフセット 52.5 mm
C キーレスドライブ*装備
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重量
最大車両総重量などは車両のラベルに記載さ

れています。

車両重量には、運転者、燃料タンク(90%給油状

態)、全フルードが含まれます。

乗員やアクセサリーの重量、トウボール荷

重 (p. 436)(トレーラーけん引時)によって積

載量は左右します。これらは車両重量には含ま

れていません。

最大許容重量 = 車両総重量 - 車両重量

注意

本書に記載の車両重量は、追加装備やアクセ

サリーのない、標準装備の車両に当てはまり

ます。つまり、最大許容重量は、追加された

アクセサリーの重量だけ、減少します。

最大積載重量を減少させるアクセサリーの

例としては、キネティック(Kinetic)、モメ

ントゥム(Momentum)、およびスンムム

(Summum)の各レベルのオプション装備、さら

に、トウバー、ロードキャリア、スペース

ボックス、オーディオシステム、補助ライ

ト、GPS、フューエルドリブンヒーター、ス

チールガードネット、カーペット、ラゲッジ

カバー、パワーシートなどがあります。

車両重量を確実に知るための方法は、実際に

量ってみることです。

警告

車両走行性能は、搭載荷物の重量や、荷物を

積む位置に影響を受けます。

ラベルの位置については、タイプの表示 (p. 432)を
参照してください。

最大車両総重量

最大けん引重量(車両+トレーラー)

最大許容前軸荷重

最大許容後軸荷重

装備レベル

最大荷重:車検証をご覧ください。

最大ルーフ荷量: 75 kg

関連情報
• けん引重量およびトウボール荷重

(p. 436)
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けん引重量およびトウボール荷重

トレーラーを使用して走行する際のけん引重

量およびトウボール荷重が表内に記載されて

います。

最大重量、ブレーキ付きトレーラー

注意

搭載されているエンジンの仕様は市場ごと

に異なっていますので、あらかじめご了承く

ださい。

V40CCA

エンジン

エンジンコード B トランスミッション 最大重量、ブレーキ付きトレーラー(kg) 最大トウボール荷重(kg)

T3 B4204T37 マニュアル、M76 1500 75

T3 B4154T4 オートマチック、TF-71SC 1500 75

T3 B4154T6 オートマチック、TF-71SC 1500 75

T4 B4204T19 マニュアル、M76 1500 75

T4 B4204T19 オートマチック、TF-71SC 1500 75

T4 B4204T41 オートマチック、TG-81SC 1500 75

T4 AWD B4204T21 オートマチック、TG-81SC 1500 75

T5 B4204T15 オートマチック、TG-81SC 1500 75

T5 AWD B4204T11 オートマチック、TG-81SC 1500 75

D2 D4204T8 マニュアル、M76 1500 75

D2 D4204T8 オートマチック、TF-71SC 1500 75

D3 D4204T9 マニュアル、M76 1500 75

D3 D4204T9 オートマチック、TF-71SC 1500 75
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V40CCA

エンジン

エンジンコード B トランスミッション 最大重量、ブレーキ付きトレーラー(kg) 最大トウボール荷重(kg)

D4 D4204T14 マニュアル、M66 1500 75

D4 D4204T14 オートマチック、TG-81SC 1500 75

A V40 CROSS COUNTRY
B エンジンコード、コンポーネントおよびシリアルナンバーは、エンジンに打刻されています。タイプの表示 (p. 432)を参照してください。

最大重量、ブレーキのないトレーラー

V40CCA

エンジン

最大重量、ブレーキのないトレーラー(kg) 最大トウボール荷重(kg)

T4 AWD

T5 AWD

750 50

その他 700 50

A V40 CROSS COUNTRY

関連情報
• 重量 (p. 435)

• トレーラーなどのけん引 (p. 350)

• トレーラー・スタビリティ・アシスト - TSA

(p. 356)
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エンジンの仕様
各エンジンタイプの仕様(出力など)が表内に

記載されています。

注意

搭載されているエンジンの仕様は市場ごと

に異なっていますので、あらかじめご了承く

ださい。

V40CCA

エンジン

エンジンコー

ド B

最高出力(kW/

rpm)

最高出力(hp/

rpm)

最大トルク(Nm/rpm) 気筒数 シリンダー

内径(mm)

シリンダー

行程(mm)

総排気量

(リットル)

圧縮比

T3 B4154T4 112/5000 152/5000 250/1700–4000 4 82.0 70.9 1.498 10.5：1

T3 B4204T37 112/5000 152/5000 250/1300–4000 4 82.0 93.2 1.969 11.3:1

T3 B4154T6 112/5000 152/5000 250/1700–4000 4 82.0 70.9 1.498 8.8:1

T4 B4204T19 140/4700 190/4700 300/1300–4000 4 82.0 93.2 1.969 11.3:1

T4 B4204T41 180/5500 245/5500 350/1500–4800 4 82.0 93.2 1.969 8.6:1

T4 AWD B4204T21 140/5000 190/5000 320/1500–4000 4 82.0 93.2 1.969 10.8:1

T5 B4204T15 162/5500 220/5500 350/1500–4000 4 82.0 93.2 1.969 10.8:1

T5 AWD B4204T11 180/5500 245/5500 350/1500–4800 4 82.0 93.2 1.969 10.8:1

D2 D4204T8 88/3750 120/3750 280/1500-2250 4 82.0 93.2 1.969 16.0：1

D3 D4204T9 110/3750 150/3750 320/1750-3000 4 82.0 93.2 1.969 16.0：1

D4 D4204T14 140/4250 190/4250 400/1750-2500 4 82.0 93.2 1.969 15.8：1

A V40 CROSS COUNTRY
B エンジンコード、コンポーネントおよびシリアルナンバーは、エンジンに打刻されています。タイプの表示 (p. 432)を参照してください。
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関連情報
• クーラント - グレードおよび容量

(p. 443)

• エンジンオイル - グレードおよび容量

(p. 441)



仕様

440

エンジンオイル - 過酷な走行条件
過酷な走行条件では、通常よりも油温が上昇し

たり、オイル消費量が増加する場合がありま

す。以下に過酷な走行条件をいくつか挙げま

す。

次のような状況で長時間走行する場合は、通常

よりも頻繁にオイルレベルを点検(p. 394)して

ください。

• キャラバンやトレーラーけん引時

• 山道走行時

• 高速走行時

• 外気温が-30 ℃以下、または+40 ℃以上の環

境で走行する場合

上述の項目は、低温で短距離を走行する際にも

当てはまります。

過酷な条件下で走行する場合は、100%化学合成

オイルの使用を推奨しています。エンジンにさ

らなる保護を提供します。

ボルボ社の推奨品：

重要

エンジンのサービスインターバルに適応で

きるように、工場で特別な合成エンジンオイ

ルがエンジンに充填されています。このオ

イルは、エンジンの寿命、始動性能、燃費お

よび環境保全を十分考慮して選定されてい

ます。

エンジンのサービスインターバルに適応す

るため、指定されたエンジンオイルを使用し

てください。オイルの補充および交換時に

は、指定グレードのオイル以外使用しないで

ください。異なるオイルを使用すると、エン

ジンの寿命、始動性能、燃費および環境保全

に悪影響を与えます。

指定グレードおよび粘度以外のオイルを使

用した場合、ボルボ社の保証も適用されなく

なります。

オイル交換は、ボルボ指定のサービス工場に

依頼されることをお薦めします。

関連情報
• エンジンオイル - グレードおよび容量

(p. 441)

• エンジンオイル - 概要 (p. 393)
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エンジンオイル - グレードおよび
容量
各エンジンタイプに対する推奨のエンジンオ

イルグレードおよび容量が表内に記載されて

います。

ボルボ社の推奨品：

注意

搭載されているエンジンの仕様は市場ごと

に異なっていますので、あらかじめご了承く

ださい。

V40CCA

エンジン

エンジンコード B オイルグレード オイルフィルターを含む容量

(リットル)

T3 B4154T4 カストロール エッジ Professional V 0W-20 または VCC RBS0-2AE 0W-20 約 5.9

T3 B4154T6 約 5.9

T3 B4204T37 カストロール エッジ Professional V 0W-20 または VCC RBS0-2AE 0W-20 約 5.9

T4 B4204T19 約 5.9

T4 B4204T41 約 5.9

T4 AWD B4204T21 約 5.9

T5 B4204T15 約 5.9

T5 AWD B4204T11 約 5.9



||

仕様

442

V40CCA

エンジン

エンジンコード B オイルグレード オイルフィルターを含む容量

(リットル)

D2 D4204T8 カストロール エッジ Professional V 0W-20 または VCC RBS0-2AE 0W-20 約 5.2

D3 D4204T9 約 5.2

D4 D4204T14 約 5.2

A V40 CROSS COUNTRY
B エンジンコード、コンポーネントおよびシリアルナンバーは、エンジンに打刻されています。タイプの表示 (p. 432)を参照してください。

関連情報
• エンジンオイル - 過酷な走行条件

(p. 440)

• エンジンオイル - 点検および補充

(p. 394)
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クーラント - グレードおよび容量
各エンジンタイプに対する認定のクーラント

容量が表内に記載されています。

指定グレード： ボルボ純正クーラントと水 1 を

50%ずつ混ぜたもの。パッケージを参照してく

ださい。

注意

搭載されているエンジンの仕様は市場ごと

に異なっていますので、あらかじめご了承く

ださい。

V40CCA

エンジン B

容量

(リットル)

T3 B4154T4

7.5(7.8C)

T3 B4154T6

T3 B4204T37

T4 B4204T19

T4 B4204T41

T4 AWD B4204T21

T5 B4204T15

T5 AWD B4204T11

V40CCA

エンジン B

容量

(リットル)

D2 D4204T8

8.0(8.4C)D3 D4204T9

D4 D4204T14

A V40 CROSS COUNTRY
B エンジンコード、コンポーネントおよびシリアルナンバー
は、エンジンに打刻されています。タイプの表示 (p. 432)
を参照してください。

C フューエルドリブンヒーター装備車に適用されます。

関連情報
• クーラント - レベル (p. 395)

1 水質は、基準 STD 1285.1 を満たしていなければなりません。
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トランスミッションフルード - グ
レードおよび容量
各トランスミッションタイプの指定トランス

ミッションフルードおよび容量が表に記載さ

れています。

マニュアルトランスミッション

マニュアルトランスミッション 容量(リットル) 指定されたトランスミッションフルード

M66 約 1.45 BOT 350M3

M76 約 1.6 BOT 352 B1

オートマチックトランスミッション

オートマチックトランスミッション 容量(リットル) 指定されたトランスミッションフルード

TF-71SC 約 6.8 AW1

TG-81SC
約 6.6A

約 7.5B
AW1

A ガソリンエンジン
B ディーゼルエンジン

注意

通常の走行条件下では、トランスミッション

フルードの交換は不要です。ただし、過酷な

走行条件下では、交換が必要になる場合もあ

ります。

関連情報
• エンジンオイル - 過酷な走行条件

(p. 440)

• タイプの表示 (p. 432)
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ブレーキフルード - グレードおよ
び容量
ブレーキフルードとは、油圧ブレーキシステム

でマスターブレーキシリンダーから機械式ブ

レーキに圧力を伝達する媒体のことです。

指定グレード： ボルボ純正 Dot 4 6 等級 また

は同等のブレーキフルード

容量： 0.6 リットル

関連情報
• ブレーキおよびクラッチフルード - レベル

(p. 396)
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燃料タンク - 容量
各エンジンタイプに対する認定の燃料タンク

の容量が表内に記載されています。

V40CCA

エンジン

容量(リットル) 指定グレード

T4 AWD (B4204T21)

T5 AWD (B4204T11)

約 57 燃料 - ガソリン (p. 345)

その他のガソリンエンジン 約 62

ディーゼルエンジン 約 62 燃料 - ディーゼル (p. 346)

A V40 CROSS COUNTRY

関連情報
• 適切な給油方法 (p. 343)

• エンジンの仕様 (p. 438)
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エアコンディショナー、フルード -
容量およびグレード
車両のエアコンディショナーシステムは、市場

に応じて、R1234yf または R134a のいずれかの

冷媒を使用します。どちらの冷媒が使用され

ているかに関する情報は、ボンネットの内側に

貼付されている表示ラベルで確認することが

できます。

エアコンディショナーシステムで使用されるフ

ルードおよび潤滑剤の指定グレードおよび容量

は以下の表に記載されています。

A/C ラベル

R134a 用ラベル

ラベルはボンネットの内側に貼付されています。

R1234yf 用ラベル

ラベルはボンネットの内側に貼付されています。

R1234yf のシンボル説明

シンボル 意味

注記

移動式エアコンディショナーシ

ステム(MAC)

潤滑剤タイプ

シンボル 意味

移動式エアコンディショナーシ

ステム(MAC)の整備は、資格およ

び技能を有するメカニックが行

う必要があります。

可燃性冷媒

冷媒

R134a 冷媒仕様車

重量 指定グレード

625 g R134a

警告

エアコンディショナーシステムには、冷媒

R134a が加圧充填されています。このシステ

ムの保守や修理は、必ずボルボ指定のサービ

ス工場にご依頼ください。
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R1234yf 冷媒仕様車

重量 指定グレード

575 g R1234yf

警告

エアコンディショナーシステムには、冷媒

R1234yf が加圧充填されています。SAE

J2845(自動車用 A/C システムに使用される

冷媒の安全な点検整備および格納のための

技術トレーニング)に従い、冷媒システムの

点検整備および修理は、必ず資格および技能

を有する技術者が行い、システムの安全を確

保する必要があります。

コンプレッサーオイル

容量 指定グレード

60 ml PAG オイル

エバポレーター

重要

A/C システムのエバポレーターは、絶対に修

理したり、以前に使用していたエバポレー

ターと交換したりしないでください。新し

いエバポレーターは、SAE J2842 に基づいて

認証および表示されている必要があります。

関連情報
• エアコンディショナーシステム - トラブル

シューティングと修理 (p. 397)

燃料消費量および CO2 排出量

燃料消費量と CO2 排出量は、さまざまな原因で

悪化することがあります。

燃費の増加には以下のような原因が考えられま

す。

• 車両に追加装備があり、車両の重量が増加し

ている場合。

• 運転者の走行スタイル。

• モデルの基本バージョンに標準装備されて

いるホイールよりも大きいホイールが装着

されており、転がり抵抗が増加している場

合。

• 高速で走行し、風抵抗が増加している場合。

• 燃料の品質、道路および交通の状況、天候、

車両の状態。

前述の例が組み合わさると、燃料消費量が大幅

に増加することがあります。

オクタン価 91 RON のガソリンを使用すると燃

費が悪化して、エンジン出力が低下します。

注意

悪天候、トレーラーをけん引しながらの走

行、あるいは標高の高い地域での走行と不適

切な燃料の使用などが組み合わさると、車両

の燃料消費量が大幅に増加します。
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関連情報
• 経済走行 (p. 349)

• 燃料 - ガソリン (p. 345)

• 燃料 - ディーゼル (p. 346)

• 重量 (p. 435)
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タイヤ - 承認された空気圧
各エンジンタイプに対する認定のタイヤ空気

圧が表内に記載されています。

V40CCA

エンジン

タイヤサイズ 速度

(km/h)

重量、1～3名乗車 最大荷重 ECO プレッシャー B

フロント

(kPa)C

リア

(kPa)

フロント

(kPa)

リア

(kPa)

フロント/リア

(kPa)

すべてのエンジン

205/60 R16

225/50 R17

225/45 R18

225/40 R19

0 - 160D 240 230 260 260 260

160+E 260 240 280 280 –

テンポラリースペアタイヤ 80 以下 F 420 420 420 420 –

A V40 CROSS COUNTRY
B 経済走行
C 国によっては、SI 単位であるパスカル(pascal、Pa)の他に、バール(bar)が使用されます。1 bar = 100 kPa。
D 0 - 100 mph
E 100+ mph
F 最高 50 mph

注意

提供されているエンジンとタイヤ、またその

組み合わせは、市場により異なっており、ご

利用いただけないものもございますので、あ

らかじめご了承ください。

関連情報
• タイヤ - サイズ (p. 366)

• タイヤ - 空気圧 (p. 364)

• タイプの表示 (p. 432)
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あ

アクティブ・ヨー・コントロール...... 226

アクティブハイビーム................ 126

アクティブベンディングライト........ 128

アダプティブクルーズコントロール.... 243

一時的解除....................... 248

追い越し......................... 250

解除する......................... 250

概要............................. 245

機能............................. 244

クルーズコントロール機能の変更... 253

故障診断......................... 254

車間時間の設定................... 248

スタンバイモード................. 248

速度の管理....................... 247

レーダーセンサー................. 257

アディショナルヒーター

電気式...................... 181, 182

フューエルドリブン.......... 181, 182

アプローチライト............... 136, 202

アラーム.................. 220, 222, 223

アラームインジケーター........... 222

アラームシグナル................. 223

アラームの機能解除............... 223

アラームの点検................... 204

自動作動......................... 222

リモートコントロールキーが作動し

ない ............................. 223

アレルギーおよび喘息を誘発する物質.. 164

アンビエントライト.................. 135

い

イモビライザー...................... 201

インジケーターランプ、PCC........... 204

インストルメントの概要

左ハンドル車...................... 92

右ハンドル車...................... 95

インテリア・エア・クオリティ・システ

ム(IAQS)

空気清浄......................... 164

インフォメーション・ディスプレイ. 98, 99

インフォメーションディスプレイのメッ

セージ.............................. 146

インフォメーションボタン、PCC....... 204

インフレータブルカーテン............. 71

う

ウインタータイヤ.................... 368

ウインターホイール.................. 368

ウインド/ルームミラー/ドアミラー.... 427

ウインドスクリーン

ヒーター.................... 141, 172

ウインドスクリーンウォッシャー...... 137

ウォッシャー

ウインドスクリーン............... 137

ウォッシャー液、補充............. 407

リアウインド..................... 138

ウォッシャー液...................... 407

え

エアコンディショナー................ 172

温度コントロール................. 171

概要............................. 162

実際の温度....................... 163

自動調節......................... 171

センサー......................... 163

パーソナル選択................... 165

エアコンディショナー、フルード

容量およびグレード............... 447

エアコンディショナーシステム

修理............................. 397

エアディストリビューション.......... 165

一覧表........................... 174

リサーキュレーション............. 173

エアバッグ ...................... 66, 67

運転席側.......................... 66
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作動/非作動、PACOS................ 68

助手席側...................... 67, 68

エアバッグシステム................... 65

警告灯............................ 64

エコラベル、FSC、オーナーズマニュアル 26

エタノール含有量

体積に対し 10 %以下............... 345

エラーメッセージ

アダプティブクルーズコントロール. 255

ドライバー・アラート・コントロール292

メッセージおよびシンボル参照..... 255

LKA.............................. 297

エレクトロニック・テンパレチャー・コ

ントロール - ETC.................... 168

エンジン

オーバーヒート................... 340

解除する......................... 315

始動............................. 314

Start/Stop....................... 323

エンジン・ドラッグ・コントロール.... 227

エンジンオイル................. 393, 440

過酷な走行条件................... 440

グレードおよび容量............... 441

フィルター....................... 393

エンジンオイル、注入................ 394

エンジンオイルレベルの点検.......... 394

エンジン高温........................ 340

エンジンの仕様...................... 438

エンジンブレーキ、自動.............. 334

エンジンブロックヒーター............ 177

エンジンブロックヒーターおよび車内

ヒーター

即時停止......................... 179

タイマー......................... 179

ダイレクトスタート............... 178

メッセージ....................... 180

エンジンルーム

エンジンオイル................... 393

概要............................. 391

クーラント....................... 395

点検............................. 392

ブレーキおよびクラッチフルード... 396

エンジンを停止する.................. 315

お

オイル、エンジンオイルも参照... 440, 441

オイルレベルゲージ.................. 394

オイルレベル低下.................... 394

応急手当............................ 375

オートブレーキ機能付衝突警告システム 270

オートマチック・エアコンディショナー

(ECC)............................... 167

オートマチックトランスミッション.... 319

けん引および車両の回収........... 358

トレーラー....................... 351

マニュアルギヤポジション(ギヤトロ

ニック).......................... 320

オートリロック機能.................. 213

オーナーズマニュアル、エコラベル..... 26

オーバーヒート................. 340, 350

オクタン値.......................... 345

お子様

車内の位置........................ 85

セーフティ........................ 78

チャイルドシートおよびエアバッグ.. 85

チャイルドシートとサイドエアバッグ 70

チャイルドロック.................. 78

オプション/アクセサリー.............. 17

温度

実際の温度....................... 163

温度コントロール.................... 171

オンライン車両

コネクテッド・サービス予約....... 386

か

カーキーメモリー.................... 199
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カーゴスペース

カーゴネット..................... 193

固定ポイント..................... 191

荷物の積み込み................... 189

パーセルシェルフ................. 195

ライト........................... 135

外気温度計.......................... 108

外寸................................ 434

回転方向............................ 363

各種計器および操作ボタン......... 92, 95

ガソリンのグレード.................. 345

型式認定

リモートコントロールキーシステム. 224

レーダーシステム................. 259

カメラセンサー................. 265, 277

カメラセンサーの故障診断............ 266

カラーコード、塗装.................. 429

カラーコード、ペイント.............. 429

ガラス

ラミネーテッド/強化............... 26

間欠ワイパー........................ 136

き

キー........................... 198, 200

キー位置............................ 115

キーブレード................... 205, 206

キーブレードによるドアロック解除.... 211

キーレス - ロック................... 210

キーレス - ロック解除............... 211

キーレス始動(キーレスドライブ)..208,

209, 210, 211, 212, 314

キーレスドライブ.208, 209, 210, 211,

212, 314

ギヤシフトインジケーター............ 318

ギヤセレクターインヒビター.......... 322

ギヤセレクターインヒビター、機械的に

解除 ................................322

ギヤセレクターインヒビターの解除.... 322

ギヤトロニック...................... 320

救急用品キット...................... 375

救急用品キット................... 375

三角警告板(停止表示板)........... 374

給油........................... 217, 348

燃料給油口フラップ、ロック....... 217

燃料給油口フラップ............... 343

燃料給油口フラップ、手動で開く... 343

補充............................. 343

予備の燃料容器の充填............. 348

緊急パンクリペアーキット............ 377

位置............................. 377

概要............................. 378

再点検........................... 382

シーリングリキッド............... 378

対処............................. 379

タイヤへの空気注入............... 383

く

空気清浄

車内................... 163, 164, 165

素材............................. 165

空気清浄システム IAQS................164

クーラント

容量およびグレード............... 443

クーラント、点検および補充.......... 395

クーリングシステム.................. 340

オーバーヒート................... 340

曇り

ウインドの手入れ................. 162

ヘッドライト内の凝結水........... 424

クリーン・ゾーン・インテリア・パッケー

ジ(CZIP)............................ 164

クリーンエアフィルター.............. 164

クルーズコントロール................ 234

一時的解除....................... 237

解除する......................... 239

セットした速度に戻る............. 238

速度の管理....................... 235

グローバルオープニング機能..... 162, 215
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グローブボックス.................... 187

ロック........................... 215

け

計器

スピードメーター.............. 98, 99

タコメーター.................. 98, 99

燃料計........................ 98, 99

警告音

衝突警告システム................. 274

警告灯..................... 99, 102, 106

アダプティブクルーズコントロール. 244

エアバッグ – SRS................. 106

警告............................. 106

シートベルトリマインダー..... 63, 106

充電不良......................... 106

衝突警告システム................. 274

スタビリティ＆トラクション・コント

ロール・システム................. 226

パーキングブレーキ作動........... 106

ブレーキシステムの不具合......... 106

油圧低下......................... 106

経済走行............................ 349

けん引.............................. 357

けん引フック..................... 359

けん引重量およびトウボール荷重...... 436

けん引フック........................ 359

こ

小石などによる傷および引っかき傷.... 429

高圧ヘッドライトウォッシャー........ 137

コーナー・トラクション・コントロール 227

コンバインド・メーター・パネル... 98, 99

コンパス............................ 143

校正............................. 144

さ

サービスと修理の予約................ 386

サービスプログラム.................. 386

サービスポジション.................. 405

サイクリストの検知.................. 272

再生................................ 348

最大ルーフ荷重...................... 435

サイドエアバッグ SIPS.................70

座席、シート参照.................... 117

サポート............................. 16

三角警告板(停止表示板).............. 374

し

シート.............................. 117

パワーシート..................... 118

ヒーター......................... 169

フロントシートのバックレストを倒

す ............................... 117

ヘッドレスト、リア............... 119

リアシートバックレストを倒す..... 120

シートのメモリー機能................ 118

シートベルト......................... 60

シートベルトテンショナー.......... 63

シートベルトリマインダー.......... 63

着用.............................. 61

妊婦の方.......................... 62

ゆるめる.......................... 62

リアシート........................ 63

シートベルトテンショナー............. 63

シートベルトリマインダー............. 63

シーリングリキッド.................. 378

自動洗車機.......................... 424

シミや汚れ.......................... 428

車間警告機能........................ 240

機能の限界....................... 241

シンボルおよびメッセージ......... 242

車間時間の設定...................... 240

ジャッキ............................ 374
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車内小物入れなど.................... 184

車内ヒーター........................ 177

車両移動............................ 360

車両重量............................ 435

車両総重量.......................... 435

車両通行帯ヘッドライト照射パターン.. 129

車両リフトアップ.................... 389

ジャンプスタート.................... 316

渋滞アシスタント.................... 251

収納スペース

運転席側......................... 186

グローブボックス................. 187

トンネルコンソール............... 186

重量

車両重量......................... 435

出力................................ 438

衝突、衝突事故を参照................. 74

衝突警告システム............... 270, 271

一般的機能の限界................. 276

機能............................. 271

操作............................. 274

歩行者保護....................... 273

レーダーセンサー............ 257, 264

衝突事故............................. 74

照明スイッチ........................ 124

触媒コンバーター ................... 347

けん引........................... 358

シンボルおよびメッセージ

アダプティブクルーズコントロール. 255

オートブレーキ機能付衝突警告シス

テム ........................ 269, 279

ドライバー・アラート・コントロール292

LKA.............................. 297

シンボルマーク

警告灯....................... 99, 102

表示灯.................. 99, 102, 104

す

推奨チャイルドシート

一覧表............................ 79

スキッド............................ 342

煤フィルター........................ 348

煤フィルターがいっぱい.............. 348

スタビリティ・システム.............. 226

スタビリティ＆トラクション・コント

ロール・システム.................... 226

ステアリングフォースレベル、ステアリ

ングフォース参照.................... 226

ステアリングホイール................ 121

ステアリングホイールの調節....... 121

ステアリングリモコン............. 122

ステアリングホイールのステアリングリ

モコン.............................. 122

ステアリングホイールの調節.......... 121

ステアリングホイールフォース、車速感

応式 ................................226

ステアリングホイールロック.......... 315

スピンコントロール.................. 226

スペアタイヤ................... 368, 369

取り出し......................... 369

取り付け......................... 372

滑りやすい路面での運転.............. 342

寸法................................ 434

せ

清掃

シートベルト..................... 428

自動洗車機....................... 424

洗車............................. 424

内装............................. 428

ホイールリム..................... 426

セーフティモード..................... 74

始動の試行........................ 75

車両の移動........................ 76

セーフティロック

お子様............................ 78

洗車................................ 424
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全輪駆動(AWD)....................... 334

そ

走行................................ 342

クーリングシステム............... 340

テールゲートを開けたまま......... 341

走行距離............................ 149

走行中にご注意いただきたいこと...... 342

走行統計............................ 159

走行特性の最適化.................... 226

速度記号、タイヤ.................... 366

速度リミッター...................... 231

一時的解除....................... 233

開始........................ 231, 232

解除............................. 234

速度超過時のアラーム............. 234

た

タイプの表示........................ 432

タイヤ

圧力........................ 364, 450

ウインタータイヤ................. 368

回転方向......................... 363

仕様............................. 450

タイヤプレッシャーモニタリング... 375

トレッド溝の深さ................. 368

トレッド磨耗インジケーター....... 364

パンク修理....................... 377

メンテナンス..................... 362

タイヤ・プレッシャー・モニタリング.. 375

タイヤ空気圧表示ラベル.............. 364

タイヤ交換.......................... 369

タイヤサイズ........................ 366

タイヤモニタリング.................. 375

脱着式トウバー

保管............................. 353

ち

チャイルドシート..................... 78

推奨.............................. 79

タイプ............................ 88

チャイルドシート用のアッパーマウ

ンティングポイント................ 90

チャイルドシート用 ISOFIX 対応ア

タッチメントシステム.............. 86

ISOFIX 対応アタッチメント付きチャ

イルドシートのサイズ等級.......... 87

チャイルドロック............... 219, 220

て

ディーゼル.......................... 346

燃料切れ......................... 346

ディーゼル微粒子除去フィルター...... 348

ディスプレイ照度.................... 124

テールゲート

ロック/ロック解除................ 216

デッドロック........................ 218

一時的解除....................... 218

解除............................. 218

デフロスター........................ 172

電気系統............................ 413

電源ソケット........................ 188

カーゴスペース................... 192

電動格納式ドアミラー................ 141

と

ドアミラー.......................... 140

リセット......................... 141

ドアミラーのリセット................ 141

冬季の運転.......................... 342

トウバー

脱着式、アタッチメント........... 354

脱着式、取り外し................. 355
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トウバー、トーイングブラケット参照.. 352

トウバー - 脱着式

取り付け/取り外し........... 354, 355

トーイングブラケット........... 352, 353

仕様............................. 353

時計、調節.......................... 109

塗装

カラーコード..................... 429

塗装面の損傷と補修............... 429

ドライバー・アラート・コントロール.. 290

操作............................. 290

ドライバー・アラート・システム – DAC 289

トラクション・コントロール.......... 226

トラブルシューティング

アダプティブクルーズコントロール. 254

トランスポンダー..................... 21

トランスミッション.................. 317

オートマチック................... 319

マニュアル....................... 317

トランスミッションオイル

容量およびグレード............... 444

トリップコンピューター.... 149, 155, 159

アナログ式メーター・パネル....... 151

トリップメーター、リセット..... 152, 156

トリップメーター(走行距離計)... 109, 149

トレーラー.......................... 350

ケーブル......................... 350

蛇行 ............................ 356

トレーラーなどのけん引........... 350

トレーラー・スタビリティ・アシスト227,

356

トレーラーなどのけん引.............. 350

けん引重量....................... 436

トウボール荷重................... 436

トレッド溝の深さ.................... 368

トレッド磨耗インジケーター.......... 364

トンネルコンソール.................. 186

12V 電源ソケット.................. 188

アームレスト..................... 186

シガレットライターおよび灰皿..... 187

トンネルの検知...................... 125

な

内装................................ 428

に

二酸化炭素の排出.................... 448

日常の手入れ........................ 424

レザー製内装..................... 428

荷物の固定 (荷物の積み込み)......... 191

荷物の積み込み

カーゴスペース ............. 189, 191

概要........................ 189, 191

固定ポイント..................... 191

長尺物........................... 190

ルーフの荷物..................... 190

ね

熱を反射するウインドスクリーン....... 21

燃料

燃費............................. 364

燃料タンク

容量............................. 446

は

パーキングブレーキ.................. 338

パークアシスト...................... 298

機能............................. 298

後方............................. 299

パークアシスト・センサー......... 301

不具合インジケーター............. 301

パークアシスト・カメラ ............. 302

設定............................. 305

パークアシスト・パイロット.......... 306
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機能............................. 307

機能の限界....................... 310

シンボルおよびメッセージ......... 312

操作............................. 308

パークアシスト・パイロット - PAP.... 306

パーセルシェルフ.................... 195

パーソナル・カー・コミュニケーター.. 205

ハイ/ロービーム..................... 125

ハイビーム、自動起動................ 126

バイブレーションダンパー............ 352

バッグホルダー ..................... 191

折りたたみ式..................... 192

バックレスト........................ 117

フロントシートを倒す............. 117

リアシート、折りたたみ........... 120

撥水/防塵加工コーティング........... 427

撥水加工コーティング、清掃.......... 427

バッテリー................ 316, 341, 408

過負荷........................... 341

警告灯........................... 410

交換............................. 410

ジャンプスタート................. 316

バッテリーに表示されているシンボ

ル ............................... 410

補助............................. 411

メイン........................... 408

メンテナンス..................... 408

リモートコントロールキー/PCC..... 207

パニックアラーム機能................ 202

パノラマ・ガラスルーフ、電動スライド

カーテン............................ 143

パノラマ・ガラスルーフ用電動スライド

カーテン............................ 143

バルブ、仕様........................ 404

パワーウインド...................... 138

リセット......................... 140

パワーウインドのリセット............ 140

パワーシート........................ 118

パンク.............................. 377

ハンドブレーキ...................... 338

ひ

ヒーター

ウインドスクリーン............... 141

シート........................... 169

リアウインド..................... 141

ルームミラー/ドアミラー.......... 141

非常点滅灯.......................... 133

ヒューズ

エンジンルーム内................. 415

概要............................. 413

グローブボックス下............... 418

交換............................. 413

右側フロントシート下............. 421

ヒューズボックス.................... 414

表示灯..................... 99, 102, 104

表示ラベル ......................... 432

ヒル・スタート・アシスト............ 323

ヒルディセントコントロール.......... 334

ふ

ファン

ECC.............................. 170

ETC.............................. 170

フォグランプ

リア............................. 132

フットブレーキ............ 336, 337, 338

フューエル................ 344, 345, 346

燃費............................. 448

フューエルフィルター............. 346

フューエルドリブンヒーター

タイマー......................... 179

フルード、容量...407, 443, 444, 445,

446, 447

フルードおよびオイル. 443, 444, 445, 447

ブレーキ....................... 336, 338

アンチロックブレーキシステム、ABS 337
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コンバインド・メーター・パネル内の

シンボル......................... 337

ハンドブレーキ................... 338

ブレーキシステム....... 336, 337, 338

ブレーキフルードの補充........... 396

ブレーキランプ................... 132

EBA(エマージェンシー・ブレーキ・ア

シスタンス) ..................... 338

ブレーキおよびクラッチフルード...... 396

ブレーキフルード

グレードおよび容量............... 445

ブレーキランプ...................... 132

フロアマット........................ 187

フロントシート

ヘッドレスト..................... 117

フロントバルブ

位置............................. 398

フロントワイパー.................... 136

レインセンサー................... 137

へ

ヘッドライト........................ 399

ヘッドライト光軸調整................ 124

ヘッドライト制御.................... 122

ヘッドライト内の凝結水.............. 424

ヘッドライトパターン、調整.......... 129

ヘッドライトビーム

車高調節......................... 124

適応............................. 129

ヘッドライトビームの適応............ 129

ヘッドレスト

下げる........................... 120

フロントシート................... 117

リアセンターシート............... 119

ベンチレーション.................... 165

ほ

ホイール

スペアタイヤ..................... 368

清掃............................. 426

タイヤチェーン................... 368

取り外し......................... 370

ホイールおよびタイヤ................ 368

ホイール交換........................ 370

ホイールボルト...................... 367

ロック可能....................... 367

ホイールリム、寸法.................. 365

方向指示器.......................... 133

防錆................................ 427

ホームセーフライト点灯時間.......... 135

ホーン.............................. 122

歩行者エアバッグ..................... 76

車両の移動........................ 77

収納.............................. 77

歩行者保護.......................... 270

ポジションランプ.................... 124

保守

防錆............................. 427

補助バッテリー...................... 411

ボルボ・センサス.................... 114

ボンネット、開ける.................. 391

ま

マニュアルギヤポジション(ギヤトロ

ニック)............................. 320

マニュアルトランスミッション........ 317

けん引および車両の回収........... 358

トレーラー....................... 351

GSI(ギヤセレクターレバーアシスタ

ンス)............................ 318

み

磨き................................ 426

水たまりでの運転.................... 339
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む

むち打ち症、WHIPS.................... 72

め

メイクアップミラー.................. 188

ライト........................... 135

メーター・パネルライト.............. 124

メッセージおよびシンボル

アダプティブクルーズコントロール. 255

エンジンブロックヒーターおよび車

内ヒーター....................... 180

オートブレーキ機能付衝突警告シス

テム ........................ 269, 279

ドライバー・アラート・コントロール292

LKA.............................. 297

メッセージ.......................... 147

メニュー

コンバインド・メーター・パネル... 144

メニュー概要、アナログ........... 145

メニュー概要、デジタル........... 145

ら

ライト

アクティブハイビーム............. 126

アクティブベンディングライト..... 128

アプローチライト............ 136, 202

コントロール................ 122, 134

自動点灯機能、車内............... 135

車内............................. 134

照明スイッチ..................... 124

ディスプレイ照度................. 124

トンネルの検知................... 125

ハイ/ロービーム.................. 125

バルブ、仕様..................... 404

ヘッドライト光軸補正............. 124

ホームセーフライト............... 135
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